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序文

この報告書は，県営畑地総合土地改良事業に先立って，昭和51年度に

鹿児島県教育委員会が実施した小牧 3A遺跡の発掘調査の記録です。

小牧 3A遺跡からは.1B石器時代と縄文時代の遺物・遺構が発見さ

れました。これらはいずれも本県における貰重な資料として注目され

ます。

歴史の解明に貴重な手掛かりとなるこの報告書を．広く本県の古代

文化の研究や文化財の保護のために活用していただければ幸いです。

なお．昭和52年度に指宿市教育委員会が実施した岩本遺跡の発掘調

在の成果も掲載しています。

終わりに，発掘調査に御協力くださった指宿市教育委員会並びに関

係各位に心から惑謝いたします。

平成 8年 3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長 内村正弘
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例 言

1 この報告書は，県営畑地総合土地改良事業に伴う「小牧 3A遺跡・岩本遺跡」の発掘調在報告

書である。

2 小牧 3A遺跡は，指宿市麓上字桁ケ鼻に所在し，岩本遺跡は指宿市麗字岩本に所在する。

3 発掘調査は，小牧 3A遺跡を鹿児島県農政部（鹿兄島県南藉畑灌事務所）からの受託事業とし

て鹿児島県教育委員会が実施した。岩本遺跡は指宿市教育委員会が「岩本遺跡緊急調代事業」と

して国及び県の補助事業を得て行ったもので，発掘調査は鹿児島県教育委員会に依頼した。

4 発掘調査は．小牧 JA遺跡が昭和51年 7月6日から昭和52年 2月12日に実施し，岩本遺跡を

昭和52年11月7日から昭和53年 3月31日まで実施した。

5 報告困作成は平成 6年と 7年度に報告書作成事業として実施した。

6 発掘調査に当たっては，指宿市岩本自治会の協力援助を得た。

7 発掘調査については，小林逹雄先生（文化庁記念物課調在官・現国学院大学教授），河口貞徳

先生（県文化財保護審議会委員），池水寛治先生（故人）の指導・助言を得た。

8 本書で用いたレベル数値は，海抜裔である。

9 発掘調査での実測は，調査担当者が行い，遺物写真撮影については国立奈良文化財研究所牛島

茂先生の指導の下で行った。

10 第 2 章• 第 4節「指宿市北部台地のテフラ」は，成尾英仁先生（県立串木野高校教諭）の玉

稿である。その他の報告書作成は長野慎ーが行った。

11 本書の編集は，長野が行った。

12 報告書作成終了後の遺物保管については，県立埋蔵文化財センターで行う予定である。
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第 1章調査の 経過

第 1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部は，本地域を指宿地区区画整備事業小牧工区とし国営畑地総合土地改良事業の対

象と計画し，県教育庁文化課（以下，文化課）に対し埋蔵文化財の調査を依頼した。

この調育依頼に基づき文化課は，昭和51年 4月に埋蔵文化財の分布調査を行い，広範囲に遺物

が散布していることが判明した。そこで，これらの調育結果を基に農政部と文化課は，埋蔵文化財

の保護と事業の調和を図るために再度協議を菫ね，当該事業の実施に先立ち発掘調査を行うことと

なった。 発掘調在は文化課が実施し，報告書作成はその後県立埋蔵文化財センターが行った。

第 2節発掘調査の組織

事業主体鹿児島県農政部

調査主体鹿 児 島 県 教 育 委 員 会

調在企画・調整 鹿児島県教育庁文化課

調査責任者 鹿児島県教育庁文化課課長嶋元牧雄（退職）

調在担当者

専門員 本蔵久三（退戦）

文化財研究員 出口 浩（現鹿児島市教育委員会文化課）

主事長野慎一

主事 古永正史（現鹿児島市教育委員会文化課）

主事中村耕治

文化財調在員 西田 茂（現北海道埋蔵文化財センター）

文化財調査員 池崎譲二（現幅岡市教育委員会埋蔵文化財課）

文化財調査員 中島哲郎（現川内市歴史資料館）

第 3節 調査の経過及び報告書作成の経過

発掘調査は，昭利51年 7月6日より 10月22Rの間確認調査を行い，その後，第 2地点と第 3A

地点については記録保存のための調在を引き続いて行い，昭和52年 2月12日で終了した。

報告書の作成及び刊行については，出士遺物が多いこと，更に農政部と文化課の間での予算協議

が進展せず遅延する結果となった。そこで，県教育委員会は発掘調査報告書の刊行の必嬰性を自覚

し，独自に報告書作成と刊行のための予算を捻出することとした。

報告書作成は，平成 6年から開始し平成 7年度に刊行することとした。なお，報告書作成は，県

立埋蔵文化財センターで行った。
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第 4節報告書作成の組織

作成主体 鹿児島県教育委員会

作成責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所長 内村正弘

作成企画者 次長兼総務課長川原信義

主任文化財主事兼謂査課長 戸崎勝汗

作成担当者 文化財主事長野慎一

事務担当者 主査成尾雅明

主事中村和代

主事追立ひとみ

発掘調介及び報告書作成に当たり多くの方々に，御指導・御助言をいただきました。記して感謝

中し卜げます。

脆児島県農政部・鹿児島県農政部南薩畑灌事務所・指宿市耕地課・指宿市教育委員会

岡村道雄 文化庁記念物課主任調査官

河口貞徳 鹿児島県文化財保獲審議会委員

石川悦雄 鹿児島大学

小林達維 国学院大学史学部教授

橘昌信 別府大学文学部教授

藤野次史 広島大学文学部助手

古留秀敏 幅岡市教育呑員会埋蔵文化財課

八尋実 神崎町教育委員会社会教育課

池水寛治 JJ[]治木工業高校教諭（故人）

道＿卜康1= （故人）

松藤和人（同志社大学） ・山口譲＿二（福岡市教育委員会） ・萩原t専文（平戸市教育委員会） • 江

本直・木崎康弘・古森政次（熊本県教育委員会） ・中川和哉（京都府埋蔵文化lH調杜研究センタ

-) . 本田道輝（廂児島大学） ・柳EEl俊雄（郡山女子大学） ・須田良平（東北歴史資料館） ・小畑

弘已（熊本大学） ・臼石沿之（神奈川県教育委員会） ・鎌田俊町（指宿市教育委員会） • 宮下貴浩

（金峰町教宥委員会） • 坂本嘉弘・高橋信武（大分県教行委員会） ・堤 隆（御代川町教育委員

会） • 松Ii吉高（佐賀県教育委員会） ・成尼英仁（指布高校）
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第 2章位置と環境

第 1節位置及び自然環境

遺跡の所在する指宿市は．薩序半島の南端に位置し．気候的には亜熱帯気候に屈し，温暖で豊か

な自然環境にも恵まれ，古くから人々の生活が繰り返し営まれてきたことは想像に難くない。一方，

地理的には阿多カルデラ（指宿市北部から海を渡って大隅半島に至る）に含まれ，その副産物とし

て温泉地が多く分布し，観光産業が発達してきている。なお，地形的には山地，台地，平野，湖沼

と大きく 4つに分けられる。このような地形の枯盤をなしているのは，阿多カルデラの影孵すると

ころが大きく，また，縄文時代には鬼界カルデラの火砕流の直撃を受け，その及ぼしたエネルギー

は破壊的であったと予測されている。中でも九州最大のカルデラ湖である池田湖は，約5500年前

に活動し，その噴出物は指布地方の直接的な地形形成要因と成っている。また，指宿rliと南接する

開闘町にはトニコロイデ刑0)火山として有名な開聞岳がある。その活動は約4500年前頃から始ま

り，有史以来，「日本三代実録」にもその活動記録が見える。開聞岳起源の噴出物は広くこの地方

を被覆している。

この開聞岳噴出物を考古学の時代区分に取り人れ，層位学を確立した遺跡が「国指定史跡指宿橋

牟礼川遺跡包含地」である。大正 7・8年．浜田耕作，長谷部言人博士等によって発掘講査が実施

され，テフラを介して上位に弥生上器，下位に縄文式土器を検出しそれぞれの年代差をテフラに求

め屠位学を確立した。人正13年に国指定史跡に指定され，昭和57年から平成 7年の間整備事業が

行われてきた。その間，指宿市教委は，国指定史跡に隣接する地区の都市計両間発事業に伴う発掘

調育を実施してきている。そして．それらの謂在データを枯に，粘力的に考古逍物と開聞岳哨出物

の詳細な比定検討が屯ねられ，哨出時期の確定作業が進められている。特箪すべきは，地元で「紫

コラ」と呼んでいるテフラが「H本―三代実録」に記載される貞観16 (874 年）年 3 月 4~3 の開間岳

哨火に伴うものであり，当時の生活面（平安時代）を覆っていることを明らかにし，火山災害を実

証したことである。これらの成果により平成 7年には，既指定地の北側に接する地域が追加指定さ

れ．名称も「指宿橋牟礼川遺跡Jと改められた。

小牧 3A遺跡は錦ff湾を東に望む断層洵岸の先端部に立地し．そこからは大隅半島を眺望する。

また．この一帯は．阿多カルデラの北端に相当し．池田湖とは直線にして 2km OJ距離であり，その

ため池田湖噴出0)火山灰がJ厚く覆っている。一方西から北側には350Illから400Ill位の山々が述な

っている。このため．遺跡の立地する••帯は日当たりが良く古くから好条件の畑地帯として利用さ

れてきている。遺跡は．岩本麓t字桁ケ鼻に所在する標高65m程0)小高い独立丘陵に残されてい

た。この 3A遺跡に限らず．この丘I浚を収り巻く周辺部も濃密に多くの時期．時代を越えた遺跡群

が点在している。また，谷で隔てた北側の丘陵には縄文時代早期0)岩本追跡が知られ，更にその北

には．尼越遺跡・堀添遺跡・霰屯遺跡等のIll石：器時代の遺跡が点在している。多くの遺跡，遺跡群

の分布する指宿市0) なかで．この小牧遺跡から迎なる丘陵—一帯が特に．占い遺跡群で構成される特

色を指摘できる。
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第 1図小牧 3A遺跡土層図

后本

•, 

第2図 小牧 3A遺跡標準層位校式柱状図
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第 4図 小牧 3A遺跡・トレンチ配置図





第 3図 遺跡I])位置
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第 4節 指宿市北部台地のテフラ

1 . 概要

小牧 3A遺跡と岩本遺跡は鹿児島湾に面する台地の端に位罪し．小牧 3A遺跡では台地との間は

小河川により浸食された狭小な谷が東西に走り．岩本逍跡では前面に比高差十数mの急崖が形成さ

れている。

台地は東側へ緩やかにi頃斜しており．遺跡は数mの高度差をもって立地している。小牧 3A遺跡

の中心部の標高は約65m,岩本遺跡は63mである。

2遺跡に堆積するテフラは上部から下部へ①開聞岳テフラ ②池田テフラ ③鬼界アカホヤテフ

ラ ④権現山火山灰 ⑤薩摩 ⑥岩本火山灰 ⑦姶良テフラ ⑧消見岳テフラの 8枚である。いず

れのテフラも平行に堆積し．谷部分では厚くなる傾向がある。①②③⑦⑧の各テフラは数枚の噴出

物から構成されている。また．それぞれのテフラの間には．埋没腐植上やロームが堆積する。

2. 地層各説

1. 開聞岳テフラ

北部台地では表層に近い部分に， 2枚の硬質火山灰が薄い間層を狭んで堆積する。いずれも特徴

的な色調を帯び．それぞれ紫コラ・青コラと呼ばれる。

紫コラの分布主軸は開聞岳から北東方向で，北部台地にも明瞭に堆積する。全体に硬質0)火山礫

質細粒火山灰である。火山礫は赤レンガ色や黒色を帯びた安山岩で．火山灰中にまんべんなく入る。

全休の屏さは約10cmで， 1B地表面に平行に堆積する。

青コラの分布主軸は東北東で，北部台地にはブロック状に点々と堆積するのみで，谷部分など条

件の良い所だけ残されている。屏さは3-5cm, IB地表面に平行に堆積する。

これらの開聞岳テフラの間には黒色腐植土とロームが堆積するが，一般に1勺H面では黒色腐植士

が発達し，斜面などでは黒茶色～茶褐色をおびたロームとなる。ロームの中には大豆大以下の安山

岩質火山礫が，まんべんなく多景に入る。

2. 池田テフラ

池田テフラは下部から, a池崎火山灰 b尾下スコリア c池田降下軽石 d池田火砕流堆積物

e池田湖火山灰に区分される。北部台地の南部では谷を埋めるように池田火砕流堆積物が堆積する

が，北部では火砕流堆積物が消滅し．最下部の池崎火山灰と最上部の池川湖火山灰の 2枚が堆積す

る。

池田火砕流堆積物は白色無層理の塊状で，外見はいわゆるシラスと良く似る。しかし，含まれる

軽石や基質0)火山灰中には，カクセン石が多量に人っており区別できる。最大で人頭大の軽石を含

む非溶結の火砕流堆積物となる。谷部分や哨出源近くでは胴く 50m近くに達するが，北部では一

般に10m程度の肝さである。場所によっては火砕流堆積物特有の，セグリゲーションパイプが顕

著である。

池崎火山灰は特徴的な黄褐色を帯びた細粒火山灰で，内部に径 2cm程度で円形～楕円形をした褐

色の斑点が多景に人る。これはいわゆる高師小僧と称されるもので．詳細に観察すると枝分かれし

25 



たものや，コブ状突起のあるものが認められ，噴火当時繁茂していた植物が火山I火に埋没し，その

後地下水などの作用で水酸化鉄などに岡換されたと推定される。

池田火山灰0)中には時々鵠卵大以下のスコリア質火山礫が人ることがあり，場合によってはボ

ム・サグ構造を作る。これは引き続いて起こった尾下スコリアの噴火の際に噴出した火山礫が，ま

だ柔らかかった池崎火山灰にめり込んだものである。

池崎火山灰は特徴的にクロウンモを含むが，これは池崎火山灰0)中に多鼠のカコウ岩片が含まれ

ることから，それに由来する異質鉱物である。火山灰培の厚さは約20cmで， IB地形に平行に堆積

する。

池田湖火山灰は当ヤJJ'小牧火山灰と呼ばれていたが，その後の調在で池田湖から噴出した後カル

デラ噴出物であることが判明し，池田湖火山灰と改称された。全体に薄いピンク色を帯た細粒の火

山灰で，数cmO)厚さで平行に互層する。全層準にわたってカクセン石が多鼠に含まれる。また｀層

準によっては， 5mm程度の大きさの火山豆石が多量に含まれる。岩本遺跡では火山灰を縦に切るク

ラステックダイクが多数認められているが，幅数cm程度で池田湖火山灰中で消滅しており，池旧湖

火山灰哨火時に発生した地震による液状化現象による噴砂痕である。 池田湖火山灰の原さは台地

北部で約 1m, 南部では約 Zmである。池崎火山灰と平行に堆積しており，両者の間には顕著な浸

食面や風化面は認められないことから，二つの噴火はわずかな間隔をおいて，連続して発生したと

推定される。

3. 黒色腐植土

池崎火山灰の直l、には真黒色を帯びた腐柏土がある。全体の）旱さは10cm程度で，詳細に観察す

ると細かい層理が見られる。岩片や軽石片などは含まれない。

4. アカホヤ

鮮やかな黄朽色を帯びたテフラで，下部の幸屋降下軽石 (K-Kyp) と中部の幸屋火砕流堆梢物

(K-Ky). 及び鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)OJ 3層に区分される。場所によっては降下軽石と火砕

流堆積物との間に，豚さ 5cm程度の軽石，岩片混じりの砂層が挟まっている。下部のK-Kypは財

さ5~10cmでK-Kyの直下に堆積しよく連続する。軽石は角張っており，最大径は約 2cm, 平均は

7 mm程度で，全体に締まりが悪くルーズである。軽石はいずれも繊維状のもので，バブル型のもの

はほとんど見られない。この上にある砂層はその特徴から，火砕流堆積物のグランド・レイヤー層

に相当する。上部のK-Kyは厚さ 30cmで， K-Kypに平行に堆積する。このテフラは内部に最大径10

cm程度の軽石を含み．マトリックスはガラス質火山灰により埋められる。岩片はほとんど含まれな

い。また，内部の軽石は繊維状のも 0)と，石鹸0)泡状になったものの 2種類がある。新鮮な部分で

は淡黄色を帯び，ほとんどシラスと同じ外見をもっている。しかし，風化した場合には鮮やかな黄

橙色をしている。 K-Ahは火砕流堆積物を直接覆って堆積する。最下部には平均 5mm程度の円形の

火山豆石，及び長径 1cm以下の軽石破片が薄く層を成している。それに述続してガラス質火山灰が

堆積するが下部ほど粗粒で上部に行くに従い細粒になる級化梢氾が認められる。全体の原さは15

~20cmである。

5. 権現山火山灰

上部の明るいベージュ色を帯びた層と，下部0)やや汚れたベージコ色を帯びる層とに分けられ
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る。上部層は径 5cm前後の不整形の球状0)塊が，任いにくっつくように堆梢する。下部層には径 l

-2 mm程度の風化岩片が多数散在し，風化した赤橙色を帯びたスコリア質テフラが人っている。上

下層との境界は不鮮明で不規則に人り組む。

本層を指宿火山群の方へ追求すると，やや赤みを帯びたベージュ色を呈した径数mmの火山豆石を

多量に含むようになることから火山哨出物と 7'11斯される。本層は縄文時代早期の遺物包含層となっ

ている。

6. 黒色腐植土および薩摩

権現山ローム層とは明瞭な境界で接する黒色腐柏上で，約20cmの原さで堆積し，その中には軽

石が浮遊して多量に点在する。全体に硬く締まる。場所によってはこの層の甚底部付近に，黄橙色

の軽伍がブロック状に濃梨することがある。軽石の最大径は約 5cmであるが，通常の軽石の最大径

は約 2cmである。比較的淘汰が良く火山灰などは認められないが，白色の風化した長石がゴマ塩状

に人っている。この軽石を台地から北部方向へ追跡すると厚くなり，さらに間にベース・サージ堆

積物を挟むようになることから，桜島起源0)蔭摩 (P14) に対比することができる。

7. 黒茶色ローム

きわめて粘質の強いローム層で，濃いチョコレート色を帯びる。径数mm程度の赤橙色岩片がまれ

に含まれているが，軽石などは認められない。いわゆるチョコレート層に相当する。胴さは約20

cmである。上位の層との境界は明瞭であるが，下の層との境界は不明瞭である。屹くと縦にクラッ

クが入る。

8. 岩本火山灰

きわめて粘質の強い厚さ約15cmの火山灰層で，ほとんどの場所でローム状となっており，火山

灰層としての識別は容易でない。そのような場所では上位の層との境界は不鮮明で，乾くと上位の

層を貫いて縦にクラックが人る。岩片や軽伍などは含まない。この層は県本土南半の広い範圃に堆

梢しており，岩本火山灰と呼ばれている。カクセン石とバブル・ウォール型の火山ガラスを含む特

徴的な火山灰である。

9. 黒茶色ローム

上位にある黒茶色ロームと同じような性質をもつが，やや色調が賠くなる。厚さは約20cmであ

る。下位の層との燒界は漸移的であるが，層としては明瞭でしっかりした堆積状況を示す。場所に

よってはまれに径数mmの赤桁色の軽石が点在している。この層の下半分はやや砂層となるが，これ

は下位の層に由来する火山ガラスが多量に含まれるためである。上半分はきわめて粘質が強い。

10. 始良テフラ

やや汚れた黄白色を帯びた火山灰である。全体に硼質で風化が著しいが，叩瞭でしっかりした堆

積状況を示し，場所によっては齢成層構造が認められる。まれに径 3cm程度で黄橙色の軽石が点在

する。下位にある大隅降下軽石との境界は鮮明である。間には風化帯や没食跡，土壌に堆積は認め

られず，両者は比較的短時間に連続して堆梢したことがわかる。山地側ほど薄くなり，斜面などで

は没食され認められない。

大隅降下軽石は涼い黄棺色を帯びた軽石の厨であるが，場所によっては白色の新鮮な軽石が詰ま

っている。堆積状況に良い場所では約80cmO))旱さで甜柏するが，一般的には約50cmの原さである。
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最大径 2cm大程度の軽石がぎっしり詰まり，岩片はそれほど多くない。白色で径粒の大きい斜長伍

結晶が目立つ。級化構造や成層構造などは認められない。下位の層との境界は直線状で明瞭である。

11. 黒色腐植土

厚さ約 1cmの真黒色の腐植tである。大隅降下軽石の直下にほぼ連続して堆積するが，場所によ

っては認められないことがある。上下の層との境界は明瞭である。

12. 赤銅色ローム

やや赤みを帯びた粘質の強いローム層である。場所によっては焼け土のような赤橙色を帯びてい

ることもある。岩片や軽石などは含まない。岸さは約20cmであるが，下位層との境界は明瞭であ

る。礫群などの遺物が包含される。

13. 黒茶色ローム

濃い黒茶色を帯びたロームである。全体に粘質が強い。岩片や軽石などは含まれていない。岸さ

は約20cmであるが，下位層との境界は不肝明にぼやけている。この層の上部には礫群などの遺物

が包含される。

14. 清見岳テフラ

全体に灰褐色～ベージュ色を帯び，下部になるときわめて硬質のテフラ層となる。全層準を通じ

て成層構造が認められる。場所によっては数mO)厚さに達し，上部層・中部層・下部層に区分され

る。それらの間には著しい不整合はないが，場所によっては弱い浸食面が存在する。

3. テフラの起源と年代

1. 開間岳テフラ

北部台地で見られる開聞岳テフラには，紫コラと青コラの 2枚がある。指宿市橋牟礼川遺跡での

これまでの発掘調査により．紫コラは平安時代貞観16年 3月4~5日の噴出物に，青コラは古墳

時代末 (7世紀第四半世紀の）噴出物に対比されている。いずれのテフラも体積0.5km3程度で，紫

コラは北東方向に．青コラは東北東方向に分布する。このため紫コラは喜入町南部まで追跡できる

が，青コラは指宿市北部地付近が分布限界となる。

2. 池田テフラ

池田テフラは現在の池田湖を占める池田カルデラ付近から噴出したもので，下部からa.池崎火山

灰 b尾下スコリア C. 池田降下軽石 d. 池田火砕流堆梢物 e. 池田湖火山灰に区分される。これ

らのテフラの間には顕著な不整合や浸食面は認められず．これらが連続して哨出したことが推定さ

れる。

池崎火山灰は池田カルデラ北縁外にある、マール地形を呈する池崎から噴出したもので．ベー

ス・サージ堆積物や火山豆石を伴うことから．水蒸気マグマ爆発の産物である。対岸の大隅半島に

は薄く堆梢する。

尾下スコリアは池田カルデラ内部の尾下付近から哨出したもので，ほぼ東側に主軸を持ち対岸の

大隅半島にも堆積する。安山岩質の火山礫質スコリアで，あまり発抱は良くない。指宿市北部台地

では，池崎火山灰の中にまれに点在する。テフラの特徴からマグマが直桜哨出したマグマ爆発の産

物である。 北部台地の南部では谷を埋めるように池田火砕流積物が堆積するが，北部では火砕流
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堆積物が消滅する。火砕流堆積物の直下にある池田降下軽石は，北部台地では分布限界に近く，浸

食されほとんど消滅している。火砕流堆積物は間に挟まるサージ堆積物や細粒火山灰により，何枚

かのフロー・ユニットに区分される。最も厚い場所では50m以上あるが，一般には10-10数mO)

匝さである。現在の分布から求められた体積は約 2km"であるが，海中にもかなりの部分が堆積す

るので，実際にはこの倍以上はあると思われる。

池田湖火山灰は池田カルデラ形成後，カルデラ内部で起こった噴火により生成したテフラで，全

体に泥っぽい細粒0)火山灰が薄く堆積する。非常に多鼠0)火山豆石を含む特徴がある。分布は池田

カルデラを中心にややつぶれた楕円状であり，低い哨坪柱が何阿も繰り返してこのような分布が形

成されたことを示している。対岸0)大隅半島にも数10cm0)厚さで堆積する。テフラの特徴から，

水蒸気爆発が繰り返し起こり．ときどき水蒸気マグマ爆発が発化したと推定される。

池田テフラの噴出年代は， 14c年代の推定により約5500年前とされている。

3. アカホヤ

アカホヤは薩摩半島及び大隅半島南部では，幸屋降下軽石／幸屋火砕流／アカホヤ火山灰層の順

に堆積する。薩摩半烏側では降下軽石は喜人町中部付近までが到逹限界である。火砕流堆積物は鹿

児島rfi中部付近までで，本遺跡は火砕流堆積物が明瞭に堆積する位置にある。アカホヤ火山灰は南

九州の広い範囲で， 20-30cm0)限さで明瞭に堆梢する。

アカホヤの年代は多くの14c年代の推定値から，約6300年前とされる。（町田・新井1987)

4. 権現山火山灰

指宿市北部台地ではアカホヤ直下に権現山火山灰が明瞭に堆積するが，県本土のほとんどでもこ

の層準にベージコ色のローム質土壌が堆積する。最初，これらも権現山火山灰とされたが，その後

の調査で①どこでも厚さがほぼ一定なこと②場所によってはローム質土壌が欠け，黒色腐植土が堆

積すること③この中から多量の照結樹の植物珪酸体が検出されることから，温暖期に堆積した森林

褐色±.壌とされるようになった。

したがって，権現山火山灰は指宿火山群周辺にのみ堆積するが，その正確な分布状況は良くわか

っていない。含まれる鉱物から安山岩質マグマの活動によるもので，水蒸気マグマ爆発の産物と考

えれる。

本層が球状の塊となって堆積する理由として，樹木の根による作用なども考えられるが，その他

に地震による振動が関係する可能性も考えられる。南九州では本層の中から縄文時代早期末の遺物

が出土する。

5. 蔭摩

薩摩は南九州の広い範囲に堆積するテフラで，鹿児島rl:i桔l辺では特に厚く明瞭なテフラである。

このテフラの噴出源は桜島の袴腰付近と推定され，降下軽石とその間に挟まるベース・サージ堆積

物からなる。テプラが比較的原い鹿児島市吉野台地・紫原台地では，下位から上位に10層に区分

されている。最も下位には降下軽石 (Sa-I) があり，その上に火山砂・降下軽石の互層 (Sa-I -

N) が堆積し，さらにベース・サージ堆梢物 (Sa-V) . 細粒火山灰 (Sa-VI) . 降下軽石 (Sa-VH)

火山砂・軽石Ji附 (Sa-VIII-X)のI順に堆積する（森脇1990)。

本遺跡で見られるテフラは降下軽石0)単---• 層であり，最下部の降下軽石層O)Sa-Iか，その上0)
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降下軽石O)Sa-VIに対比される。降下軽石の分布と罪さからSa-Iに対比される可能件があるが，指

宿市北部台地から鹿児島市南部方向へ調育を広げることで明らかにされるであろう。藤摩の年代は

約11000年前で，鹿児島市の掃除山遺跡や加化田市の招ノ原遺跡では，藷摩の下から多鼠の縄文時

代創草期遺物が出土した。

6. 岩本テフラ

本遺跡では明瞭な堆積状況を示さないが，一般的にはチョコ層と呼ばれる粘質ローム層の間に淡

褐色ロームとして迎続した層をつくって堆積する。県内のほとんどの遺跡で十数cmの肛さで堆積

し，層厚の変化はあまり見られない。ただ，小牧第 2遺跡では黄白色の細粒火山灰層として，厚さ

15cm程度で明瞭に堆積する。このテフラはカクセン石やバブル・ウォール型火山ガラスを含む特

徴があるが，哨出源については今のところ不明で，細粒の鉱物を含むことから遠方から飛来した可

能性がある。年代もはっきりしないが，遺物との関係から約15000年前程度と推定される。

7. 姶良テフラ

入戸火砕流堆積物は，喜人町から指宿市北部の海岸沿いでは数十 mの厚さで堆積し，いわゆるシ

ラス台地と呼ばれる地形を作る。しかし，そこから山麓に向かうにつれ急激に厚さが減少し，山地

ではほとんど認められない。北部台地は山地の裾部分に相当し，火砕流堆積物の末端が到達したと

推定される。 •般に火砕流堆積物は低所に沿って流走するため，谷部分では原く斜面では薄くなる

仰向がある。

大隅降下軽石は桜烏付近から南東の方向へ哨出しており，哨出源に近い主軸沿いでは 7-8mの

原さで堆梢するが，北部台地は主軸から離れ数十cmの原さしかない。一般に谷部分で厚く，斜而で

は堆積後移動するため薄くなる。

大隅降下軽石と入戸火砕流堆積物は，数ヵ月程度の間隔をおいて，ほぼ連続して噴出したとされ

る。人戸火砕流雄粕物の年代はこれまで約22000年前とされてきたが，最近の"C年代測定法の進

展により約24000-25000年前とされるようになった。

8. 清見岳テプラ

指宿地方ではシラスの下にローム層を挟み，成層した火山灰・スコリア・軽石滉じり層が堆積す

る。火山灰層はきわめて硬質で耕作の妨げとなり，「ツッパ石」と俗称されている。このテフラは

従来唐山と呼ばれてきたが，最近．奥野・成尾・小林 (1995) は清見岳を噴出源とする水蒸気マ

グマ爆発の産物であることを明らかにし，「清見岳テフラ」と命名してその分布などを示した。そ

れによるとテフラの体梢は約7.4km"で， VE1 5クラスの哨火に相当する。大きく 3層に区分さ

れ，中部には軽石・スコリアが挟在し．上部は細粒火山灰でとくに強く膠着する。哨出源近くでは

10m以上あり，喜人町南部でも約 4mの原さで堆積する。年代については測定されていないが，

上下の既知のテフラ年代と挟在して堆積するロームの原さから，約53000年前と推定されている。

しかし，この値はロームの堆積が•定であると仮定しているので，あくまでもおおよその値と考え

られる。
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第 3章 旧石器時代の調査概要

第 1節出土遺物

小牧 3A地区は本来独立した小丘陵であったと思われるが，丘陵の北側はほぽ直線的 (D-1区

から A-15区）に畑0)境界と成すために削り取られていた。 調在は，丘陵全域に 3mX3mを

単位に，南北に Aから 00)15区，東西に 1から22区 (2970m')の調在区を設定して行った。

第 5図の地形測屈図は， 1B石器時代の遺物出上の最終面を記録したもので，それに桔づくと丘陵

の約半分を調査したことになる。最高部のコンタラインが67mで，逍物の出上はこの頂部付近か

ら南西方向への分布 (67mから65・3mライン：第 1群）と頂部から南東方向への分布 (67mから

65・4mライン：第 2群）に大きく区分できる。なお， H-7・8区から M-7区にかけて直線的

に分布する小群（第 3群）， D・E-20-22区にも小群（第 4群）の分布を見ることができる。

第 2節 台形石器・台形様石器

本遺跡からはナイフ形石器文化特有の多くの器種が出土しているが，中でも．台形石器の出土数

は際立っている。器種分類で台形石器98点，台形様石器14点を取り上げている。分布を見てみる

と大きな 2群（第 1群と第 2群）に含まれ．なおかつ濃密な分布範囲に包括される。 台形石器・

台形様石器に使用された石材は黒躍石 (112点中101点でその多くに狸児謁市三船産の黒曜石を使

用している）がその大部分で．一部に安山岩や石英質（鉄石英・嗚碓等）の石材が見られる。形態

的には，使用剥片により大きく 2つに区分できる。それは．不定形剥片を使用したものと，縦長あ

るいはそれに類する剥片を折断（分割）して刃潰し加工を行うものである。 1類から 3類は不定形

剥片を用いたもの. 4類から 6類は縦長剥片等を折断して加工したものである。それらは更に，刃

潰し加工の部位によりそれぞれ 3種に区分できる。

不定形剥片使用

l類不定形剥片0)1側縁部（右ないし左）に加工を施したもの。 (16点） (18%) 

2類不定形剥片の両側縁部に加工したもの。 (26点） (28%)] 73% 

3類不定形剥片の両側縁部と下縁部の 3面に加工したもの。 (25点） (27%) 

※不定形剥片を用いるため，刃部が斜刃や丸刃を呈する傾向が認められる。

縦長剥片使用（折断技法併用）

4類折断剥片OJ1側縁部（右ないし左）に加工を施したもの。 (15点） (16%) 

5類折断剥片の両側縁部に加工したもの。 (6点） (7 %) ] 27% 

6類折断剥片の両側縁部と下縁部の 3面に加］：したもの。 (4点） (4 %) 

※縦長剥片や剥片を折浙し，剥片の側縁部をJJ部とするため大部分が直刃を屋している。
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表 l 小牧 3A逍跡遺物観察表（台形石器） l 

挿図 番号 器種 長さ幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

1 台形石器3類 l・8 1・8 D-6 5622 変性岩（睛質） 1/1 三面加工。不定形剥片使用・刃潰し加工は全て襄面方向

から行い，打面は残される。

2 台形石器6類 1・8 1・1 D-8 7354 石英質(l誌） 1/1 折断剥片の中間部使用。刃潰し方向は裏面から。

3 台形石器6類 l・6 1-5 E-7 5873 黒曜石(:lj筍 1/1 折断剥片の中間部使用。刃潰し方向は裏面。底面尖る。

4 台形石器3類 1・4 1・5 黒曜石(31)臣） 1/1 打面と打溜部は除去。

5 台形石器3類 1・5 1・2 黒曜石（追産） 1/1 剥片を横位に使用。加撃部は厚手。

6 台形牙i器3類 l・4 1・4 D-9 3391 疇石（直） 1/1 不定形剥片を横位に使用。刃潰し方向は裏面。三角形。

7 台形石器3類 1・2 1-1 E-7 5722 疇石（輝） 1/1 不定形剥片を横位に使用。打溜部はそのまま残る。

8 台発牙i器3類 1・2 1・1 E-10 5260 黒曜石(:ll産） 1/1 小型不定形剥片使用。刃潰し方向は裏面から。

8 ， 台形石器3類 1・3 1・6 疇石（道） 1/1 不定形剥片使用。刃潰しは両方向に。底面尖る。三角崩。

10 台形石器3類 1・5 1・7 E-9 5174 疇石（環） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。

11 台形石器6類 1・5 l・6 E-8 3653 黒曜石(.:.Nil産） 1/1 薄手の折断剥片使用。斜刃。

12 台形石器3類 1・3 l・6 E-12 3860 黒曜石Cl薩） 1/1 不定形剥片使用。刃潰しは裏面から。斜刃。

13 台形石器3類 l・9 l・5 E-9 5189 安山岩仮艶） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。斜刃。

14 台形石器3類 l・7 H G-8 安山岩倣艶） 1/1 薄手の折断剥片使用。斜刃。底面は尖る。三角形。

15 台形石器3類 1・7 l・2 C-6 黒曜石(:ll産） 1/1 厚手の不定形剥片使用。底面は尖る。三角形。

16 台形石器3類 1・7 1・1 E-10 5265 黒曜石(.l)差） 1/1 不定形剥片を横位に使用。打面は除去・打溜は残る。

17 台形石器3類 l・4 0・8 E-9 3792 疇石（直） 1/1 不定形剥片を横位に使用。 1J型L
18 台形石器3類 1・8 0・9 黒曜石Cl産） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。底面は尖る。

19 台形石器2類 2・l 1・2 E-10 5252 鉄石英 1/1 表面に自然面の残る不定形剥片使用。刃潰し加工は全て

裏面方向から入念つ打溜は除去し裏面は平坦，

20 台形石器1類 1・6 0・9 E-10 6764 黒曜石Cll産） 1/1 底面と右側縁部に刃潰し加工し左側縁は先行する剥離面

21 台形石器2類 1・7 0・9 G-5 8290 疇石（直） 1/1 両側縁部に刃潰し加工

22 台形石器2類 2・l 1・3 E-9 5036 黒曜石Cl爵） 1/1 両側縁部に刃潰し加工打溜は刃潰し加工で除去。

23 台形石器3類 2・0 1・1 黒曜石(ll産） 1/1 両面とも剥離による平坦面。

24 台形石器3類 1・5 1・2 G-4 6599 疇石（直） 1/1 不定形剥片使用。楔状の形状を成す。

25 台形石器3類 1・9 1・1 D-9 黒曜石(ll産） 1/1 不定形剥片を横位に使用。底面は尖る。刃潰しは襄面。

26 台形石器3類 2・2 2・2 E-6 8482 黒曜石(3産） 1/1 大型。両面とも平坦面。不定形剥片を横位に使用。刃潰

し加工は全て裏面から。底面は尖る。三角形。， 27台形石器2類 1・4 1・0 F-11 8283 黒曜石Cl諺） 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。刃潰し加工は裏面から

28台形石器5類 1・6 1・1 E-10 551 疇石（直） 1/1 折 l片使用。右側縁部の刃潰しは両面から。

29台形石器5類 1・5 1・0 J-4 7203 疇石（直） 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。折断剥片？

30台形石器2類 l・9 2・5 E-9 6808 疇石 1/1 原手の不定形剥片を縦位に使用。打面残す。

31台形石器3類 0・9 0・8 E-8 7318 黒曜石(~産） 1/1 小型不定形剥片を縦位に使用。

32台形石器2類 0・9 0・9 E-8 3721 疇石（直） 1/1 小型。不定形剥片を横位に使用。

33台形石器4類 1・2 0・9 黒曜石Cl薩） 1/1 小型。折断剥片の右側縁部に襄面から刃潰し加工。

34台形石器2類 1・2 0・9 F-5 6152 疇石（直 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。

35台形石器2類 1・4 0・9 D-9 3751 石英質（桃色） 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。

36台形石器3類 1・3 1・0 E-11 3294 石英質（乳絶） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは入念3

37台形石器4類 1・6 1・0 K-11 7471 黒曜石（上情産） 1/1 抑 j片の頭部使用。右1購象部は折断面。

38台形石器2類 l・4 1・3 E-9 3786 黒曜石(ll産） 1/1 不定形剥片を分害瓜底面は尖る。＝角形。

39台形石器3類 1・2 1・4 F-4 6357 黒曜石(J:牛鼻産） 1/1 薄手の不定形剥片を使用。両面とも平坦面。

40台形石器5類 1・1 l・3 黒曜石（沿産） 1/1 折断剥片の頭部使用。両イ贈家とも折断面を多く残す。

41台形石器6類 M 1・6 E-7 5739 黒曜石(3)産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打溜は残す。

42台形石器3類 1・2 1・3 £~9 3787 黒曜石(3,謹） 1/1 不定形剥片使用。底面は尖る。三角形。

43台形石器4類 1-3 l・3 黒曜石Cl産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面を残し右側縁に利用。

44台形石器2類 l・4 1・6 C-10 3309 疇石 1/1 不定形剥片を横位に使用。他の器種の破損品の可能匡

1 0 45台形石器3類 l・2 1・0 G-4 6558 黒曜石 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。右側縁の一部は欠損、3

46台形石器3類 l・l 1・3 E-6 5789 黒曜石 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。底面の一部は欠損3

47台形石器2類 1・3 1・4 F-7 5852 黒曜石(:])産） 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。刃部の一部は欠損'
48台形石器2類 1・5 1・3 F-6 5844 黒曜石Cl産） 1/1 不定形剥片を横位に使用。右側縁の刃潰しは入念℃
49台形石器5類 1・7 l・3 F-5 6171 疇石（直） 1/1 疇 lj片の頭部使用。打面を残し右側禄に利用。

50台形石器5類 l・9 1・7 F-6 5784 黒曜石(~産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面を残し左側縁に利用。

51台形石器5類 l・8 l・5 E-10 5274 鉄石英（お） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面打溜は除去。

52台形石器2類 1・4 l・O C-11 3152 疇石（直） 1/1 不定形剥片を横位に使用。
53台形石器2類 1・1 1・4 疇石（直） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。：：：角形。
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表 2 小牧 3A追跡逍物観察表（台形石器） 2 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

54 台形石器2類 l・4 1•3 C-8 140 黒曜石(~産） 1/1 不定形剥片を横位に使用・両面とも平坦つ

1 0 55 台形石器2類 1・5 1・0 D-5 8434 黒曜石(Jj産） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃部の一部は破損。

56 台形石器2類 1・6 1・2 E-9 5158 黒曜石Cl産） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。打面は除去。

57 台形石器2類 1・3 1・3 E-10 5285 疇石（国 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。打面除去。刃部破損。

58 台形石器2類 1・7 l・8 E-9 3781 黒曜石（上悼産） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは入念

59 台形石器2類 1・7 1・2 J-4 7196 黒曜石(.:Xii差） 1/1 不定形剥片を横位に使用。打面は除去。刃部一部破損3

60 台形石器2類 l・3 1・3 C-13 3135 疇石（直） 1/1 不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。

61 台升多石器2類 1・4 1・5 E-9 3779 黒曜石(::Ml産） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。底面は打面に相当。

62 台形石器 1・1 0・8 E-8 7315 黒曜石(_:j瑳） 1/1 右側縁の一部刃潰し方向は裏面から。

63 台形不器4類 l・8 1・5 E-9 5335 疇石 1/1 折断剥片使用。右側縁は折断面。

1 1 64 台形様石器 l・5 0・7 D-8 7354 黒曜石（熱良貨） 1/1 折断剥片使用。刃潰しは裏面から。斜刃。

65 台形様石器 l・6 0・8 F-9 3826 黒曜石（沖紐） 1/1 不定形剥片を横位に使用。斜刃。

66 台形様石器 l・7 1・0 F-4 石英質（舶色） 1/1 不定形剥片使用。刃潰しは裏面から。両面とも平坦)

67 台形様石器 1・7 0・9 D-8 3640 黒曜石（沿産） 1/1 不定形剥片を横位に使用。斜刃。刃潰しは表面から。

68 台形様石器 1・7 0・8 E-7 217 ， 黒曜石（沿粉 1/1 不定形剥片を横位に使用。斜刃。打面除去。

69 台形様石器 1・7 0・7 E-9 黒曜石Cl産） 1/1 厚手の折断剥片使用。

70 台形様石器 2・5 1・l D-7 345 石英質（乳絶） 1/1 不定形剥片を横位に使用。

71 台形様石器 2・2 1・2 F~4 6338 疇石（直） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。

72 台形様石器 2・5 0・9 E-9 5307 黒曜石 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。左｛賄家は分割面。

73 台形様石器 2・1 l・2 E-9 3778 疇石（直 1/1 不定形剥片使用。刃潰し加工は裏面。斜刃。

74 台形様石器 2・0 l・O E-6 8484 黒曜石(-=]爵） 1/1 左側縁部に刃潰し加工し右側縁は分割面。

75 台形様石器 2・0 1・3 B-8 8395 変性岩（翡質） 1/1 底面は尖る。斜刃。

76 台形様石器 2・l 1・3 疇石（国 1/1 不定形剥片を横位に使用。底面は尖る。

77 欠番

78 台形様石器 2・0 1・5 K-9 101 疇石（直 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。

79 台形石器2類 1・5 1・5 F-7 5850 黒曜石Cll差） 1/1 不定形剥片を横位に使用。刃部の一部破損,o

80 台形石器1類 l・6 2・3 K-9 98 黒曜石(:ll産） 1/1 大型。不定形剥片を縦位に使用。左側縁・底面は分割面

1 2 81 台形石器1類 2・0 2・6 E-9 6816 黒曜石(.ll差） 1/1 大型両面とも平坦面。不定形剥片を縦位に使用。

82 台形石器4類 l・4 l・4 B-13 5965 疇石（叫） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面残置3 右側縁は折断面。

83 台形石器4類 l・5 1・2 C-8 9 黒曜石（沿産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面残置）刃部一部破損コ

84 台形石器4類 l・4 1・0 J-8 8192 疇石（直） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面残置右側縁は折断面。

85 台形石器1類 1・4 1・1 J-3 7871 黒石（饂 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。

86 折断剥片 1・3 0・7 C-10 4868 疇石（直） 1/1 折断剥片の頭部。

87 台形石器1類 1・3 l・2 F~6 5776 黒曜石（丑淫） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。

88 台形石器4類 1・2 1・1 F-6 6124 疇石（直） 1/1 4墨折断剥片の打面部に刃潰し加工左側縁は折断面

89 台形石器4類 l・2 0・9 L-10 46 黒曜石（沿差） 1/1 4型折断剥片の中間部に表面から刃潰し加L
90 台形石器4類 1・2 1・5 H-3 6632 黒曜石（直） 1/1 厚手の折断剥片の端部使用。三角形。

91 台形石器1類 1・3 1・5 C-10 3309 黒曜石(~産） 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。

92 台形石器1類 1・4 1・4 E-12 3263 黒石 1/1 薄手の不定形剥片を横位に使用。底面には礫面が残る。

93 台形石器1類 l・4 1・3 J-4 7203 黒曜石（沿産） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。打面残置

94 台形石器4類 1・7 l・4 F-6 5784 黒曜石(~産） 1/1 折 l片の中間部使用。刃潰しは裏面から。

95 台形石器4類 1・9 1・4 G-10 5419 黒曜石(J:樟産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面残置3 刃部に刃こぽれ。

96 台形石器1類 1・6 l・l C-13 3131 黒曜石(~産） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。ナイフ形石器？。

1 3 97 台形石器1類 l・2 0・8 F-4 6361 疇石（直）＇ 1/1 不定形剥片を横位に使用。

98 台形石器1類 1・3 l・l E-7 5667 疇石 1/1 不定形剥片使用。刃部は刃潰し？。ナイフ形石器？。

99 台形石器1類 l・9 1・5 E-9 3602 黒曜石 1/1 不定形剥片を縦位に使用。右佃蒻部は分割面。

100 台形石器4類 l・9 1・8 G-12 7489 黒曜石（上悼産） 1/1 棚折剥片の頭部使用。打面残置

101 台形石器1類 l・6 1・9 F-4 6333 黒曜石 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。右側縁に刃潰し。

102 台形石器1類 1・5 2・0 F-8 3806 黒曜石(.l)産） 1/1 不定形剥片を横位に使用。右恨瞑部は分割面。

103 台形石器1類 1・9 l・6 E-5 6197 黒曜石 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。刃部の一部は欠損。

104 台形石器2類 2・4 2・0 E-10 5276 石英質（糀胞） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。打面残置。

105 台形石器4類 l・2 1・7 F-5 8119 黒曜石(3)産） 1/1 折断剥片使用。右側縁部は折断面。

106 台形石器 l・4 l・5 G-5 8128 黒曜石 1/1 不定形剥片を横位に使用。

14 107 台形石器2類 1・4 1・6 G-4 7056 疇石（蘭） 1/1 不定形剥片を横位に使用。左側縁・刃部破損。

108 台形石器4類 l・l 1-2 E-8 3737 黒曜石(:])産） 1/1 折断剥片の頭部使用。打面残置3

109 台形石器2類 l・2 1・1 G-5 6477 黒曜石("lj産） 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。
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以上のように，不定形剥片を使用しているものが折断技法

を伴う縦長剥片を使用するものを大きく凌駕している。次に，

台形石器の長さと幅の状況を見ると最大で2・5cmを越える

ものは無く，長輻比 2: 1から 1: 0・8の中に包括される。

第 3節ナイフ形石器

98点のナイフ形石器を確認できる。ナイフ形石器に用いた

石材は隈富で，使用石材により規格に差異が認められそうで

ある。まず，「ナイフ形石器石器長幅比」で概観すると，●

の躾中，〇の梨中エリアが明らかに異なることが理解できる。

ちなみに，●を形成するナイフ形石器は黒曜石，水晶，石

英質石材，下髄，シルト質頁岩，変性質凝灰岩等の豊富な石

材を使用している。一方， 0の多くは，軟質シルト質頁岩と

硬質頁岩を用いている。ナイフ形石器（＊）は長さの比が極

端に高いことが認められ，使用石材は硬質頁岩が主体的位置

を占めている。

これらのナイフ形石器の出土分布は，先の台形石器と同様

第 1群と第 2群に包括され，特に，第 2群に多く出土する傾

向がある。ナイフ形石器の規模は小型のものから大型の石器

まで，形態も各種認められバラエティーに富んでいる。

二側縁加工ナイフ形石器

二側縁加工ナイフ形石器の内，台形石器については既に取

り上げている。台形石器を除くこの種のナイフ形石器はまず，

小型二側縁加工ナイフ形石器と大型の二側緑加工ナイフ形

石器，切り出し型ナイフ形石器に区分できる。

小型二側縁加工ナイプ形石器 (124・126・127) 

124は唯一水晶を用いたもので，右側縁部の刃潰しは先端

まで及んでいる。 126は玉髄製で刃部には刃こぼれが認め

られる。

二側縁加工ナイフ形石器 (194・195・200・201・20 

6・213・217) 

213・217が硬質頁岩を用いている以外は，軟質のシルト

質頁店を使用している。 213・217を除く軟質シルト質頁岩

は風化が激しく進行し，そのため残存状況が悪く，剥離等の

詳細な観察は難しい。 194・195は厚手の縦長剥片の右側縁
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部を中心に刈潰し加工を全て裏面から行い， 195は求心状にL 1 2 3 4 

剥離された剥片を素材としている。 200・201も厚手の縦長 ナイフ形石器長輻比
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剥片を用い，左側縁部に刃潰し加Iの主体が向けられる。 213は両面平坦な縦長剥片を素材とし，

刃潰し加工は裏面から行い先端部に及ぶ。打面は調整打面の可能性がある。 217は背面の一部に礫

皮面を残した剥片を素材とし，大型で菫量惑のある仕上がりである。

これらの石器は，石器本体の二側縁部に刃潰し加工を行うもので，刃部の片方に先端部が形成さ

れ斜刃を成すもの (133・134・135・136・140・141), 刃部の中央部が尖るもの (137・139

・143・152) , 刃部が直刃を成すもの (162)に区分される。これらの違いは，索材剥片の形状や

使用方法即ち，刃部の設定の決断に左右されると判断できる。なおこれらの石器の中で特に直刃や

斜刃を成すものについては，台形石器との区分が明確でない要素も認めるが，器種の 1つとして認

定している。 152は玉髄製の厚手の剥片を用いたもので，先端部はPoint状に仕上がっている。

ー側縁加工ナイフ形石器

存在の希薄な石器で， 125・130の 2点確認される。いずれも小剥片の片側縁部に丁寧な刃潰し

加工を加えている。

(197・199・202・203・205・212) 

212が硬質頁岩で他は全て軟質シルト質頁岩を用いている。 199は幅広の剥片の左側緑部に，

202では右側縁部にいずれも小剥片の片側縁部に丁寧な刃潰し加工を加えている。 212は原手の縦

長剥片を素材としたもので，刃潰し加工は裏面から行い，先端部から基部方向にかけて進行し，打

面は単剥離打面である。

部分加工ナイフ形石器

最も多く出土しているもので，小型に属するものとそうでないものとに区分できる。

,k,lffl岬ム如-,-..I-.I→ 訟亡皿 (128・129・176・177・178・179・180・182・183・18
4・ 

185・187) 

128・129は類似した剥片を素材とし， 177では頭部付近に加工が見られる。これらは，いずれ

も小型の不定形剥片を素材とし任意の側縁部に刃潰し加工を行っている。

表 3 小牧 3A遺跡遺物観察表（台形石器） 3 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

110 台形石器1類 1・1 l・2 G-5 8106 黒曜石(:Ji)危） 1/1 不定形剥片を横位に使用・打面残置3

111 折断剥片 l・l 1・3 G-4 6345 黒曜石(~産） 1/1 折断剰片。頭部。打面残置3

112 折断剥片 l・4 1・0 B-13 5966 黒曜石(.ll産） 1/1 折断剥片。中間部3

113 折柑爛片 l・2 1・2 G-5 8147 黒曜石（？） 1/1 折断剥片。頭部。打面残懺》

114 折断剥片 1-5 l・3 F-9 6829 黒曜石（？） 1/1 折断剥片。頭部。打面残置)

115 折断剥片 l・6 1・6 E-8 7305 鉄石英（赤色） 1/1 折断剥片。頭部。打面残置つ

116 折断剥片 1・0 1・3 D-ll 3218 黒曜石(3l産） 1/1 折麟J片。疇

1 4 117 折断剥片 l・6 1・1 K-8 177 疇石（？） 1/1 折断剥片。

118 折餌別片（？） 1・5 l・8 B-9 8356 黒曜石（？） 1/1 素材剥片としては最適。

119 剥片 1・9 1・7 D-9 424 疇石（直） 1/1 素材剥片としては最適］

120 台形石器 l・3 1・2 I-4 6683 疇石（直） 1/1 不定形剥片を横位に使用。

121 台形石器 0・9 0・8 E-9 3625 黒曜石(3)産） 1/1 不定形剥片を横位に使用。斜刃。

122 台形石器 1・1 0・6 H-4 6619 黒曜石（沿を） 1/1 不定形剥片使用。刃潰しは裏面から入念。

123 台形石器 1・6 0・9 G-5 6510 黒曜石（？） 1/1 不定形剥片を横位に使用。斜刃。刃潰しは表面から。
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表 4 小牧 3A遺跡遺物観察表（ナイフ形石器） 1 

挿図 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

124 こ麒皿ナイ7茄昔 2・0 0・7 C-10 3290 7怜椙（棚） 1/1 小型二側縁加工。刃潰しは裏面から行い， 1枚の剥離面

で構成する。

125 幡4恥ナイ7玩且 l・8 0・7 F-2 6944 シルト貨罷（灰蔑） 1/1 右側縁は節理面。一側縁加工。刃潰し加工は両面から加

圧している。

126 直紺肛tイ7房諜 2・3 0・8 C-10 3279 玉髄 1/1 小型二側縁加工。刃潰しは裏面から。主に刃部先端部に

使用痕が残される。

l加＇ こ雛如ナイ7荻i昔 2・0 0・8 D---8 3655 籟罷（諏も） 1/1 小型側縁加工。刃潰しは裏面から。

128 棧靭且ナイ7胚呂 1-8 l・O C-10 8069 黒曜石(::Ya産） 1/1 小型の不定形剥片の頂綿付近に刃潰し。先端音随好員。

129 幡断虹ナイガ妬苔 l・2 l・l E-8 3760 石英質（騒覇） 1/1 小型の不定形剥片の頂音〖付近に刃潰し。先端音随対員。

130 栂偕討17茄苔 l・9 0・9 E-9 5164 黒曜石（遠産） 1/1 噂 lj縁加工刃潰しは裏面から。

131 怪腿ナ,(7筋苔 2・0 0・7 E-8 7280 鉄石英（乾） 1/1 小型剥片の基部に刃潰し加工。

132 棧蒻虹ナイ7松碍 2・4 1・5 C-9 石英質（玉植） 1/1 不定形剥片の基部に刃潰し加工。単面打面。打面残置。

133 こ観虹t,(7荻晏 1-8 1・1 D---7 276 黒曜石（屯産） 1/1 不定形剥片の右側縁部に刃潰し加工。灯り乱頃

134 こ輯虹ナ,(7荻昔 l・7 0・8 G-10 8309 石英質（飼碩） 1/1 小型二側縁加工。剥片を横位に使用。両面共にポジテイ

プ面。削幽し月

135 渭討旺ナイ7粉石吾 2・3 1・1D--9 412 変性岩（蔽若） 1/1 頭部付近を斜めに分割し二側縁に刃潰し加工。切り屈しり

1 6 136 こ雛如打7絞i若 2・1 l・5 F-7 5777 シルト質罷（鴎も） 1/1 不定形剥片を横位に使用。先端部破損。切り曲頃

137 こ輯如ナイ7毅i苔 2・6 l・2 C-9 5059 シルト賃罷（鴎鼈） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。刃潰しは裏面から。灯り翡し月

138 腿虹t-i7柘昔 2・0 1・3 K-12 16 シルト賃罷（隕懃） 1/1 不定形剥片を横位に使用。打面残置。基部加工は入念。

表面の先行する剥離面は節理面の可能性あり。

139 こ鑽肛ナイ7骰碍 2・7 1・3 L-9 81 汲卜質罷（隅疑） 1/1 不定形剥片を横位に使用。打面残置。切り枇頃

140 ご観虹ナイ7骰渥 2・1 1・1廿ー38083 黒曜石（？） 1/1 偏平な不定形剥片を横位に使用。切り乱月

141 ニ賑菰Iナイフ骰善 1・7 l・3 F-9 5406 黒曜石（？） 1/1 不定形剥片を横位に使用。先端音随姓員。切り品頃

142 腿机It,(7筋昔 1・0 l・2 G-5 6499 黒曜石（ご腟） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。先端音随姓員。

143 こ輯皿t,(7罰i苔 2・0 l・7 E-9 6801 黒曜石（遠産） 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。先端部破損。切り曲し息

144 鰈皿It17『妬昔 2・8 1・7 H-4 6609 石英質（筋謀） 1/1 不定形剥片を縦位に使用。先端部破損。刃潰し加工は入

念。表面及び裏面の剥離面は火バネの可能性がある。

145 紛圃It,(7胚昔 2・5 l・6 G-4 6457 黒曜石（上牛鼻産） 1/1 厚手の剥片を縦位に使用。単面打面。先端部破損。

146 紛ha:Itイ7胚若 3・7 1・7 E-9 6802 黒曜石（？） 1/1 厚手の不定形剥片を縦位に使用。先端部破損。裏面の剥

離ではツインバルブが見られる。右刃部にはリタッチな

いし使用痕が認められる。

147 菰例じナイ7茄若 4・3 l・3 J}---9 3514 安山岩（馳） 1/1 良質の縦長剥片。左側縁部に裏面から刃潰し加工。左先

端部は先行する剥離面。刃部に刃こぽれ。

148 嬰虹ナイ7庇昔 l・9 l・3 E-8 3724 疇石（？） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。先端部破損。

149 船肛tイ7椛吾 3・0 1・0 J-9 132 石英（乳蛯） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃潰し加工は表面から

150 断虹ナ,(7転吾 2・7 1-1 D---10 5228 黒曜石（仄も） 1/1 偏平な剥片の左側縁に刃潰し加工。

1 7 151 紛虹ナイ7胚届 2・2 l・O M-7 163 玉龍 1/1 基蔀は折れ面。

152 こ欝社且ナイ7骰i昔 3・0 1・3 C-11 6701 玉植 1/1 厚手の剥片使用。先端部意識。切り飢旦

153 靭記ナイ7筋吾 3・2 l・6 C-9 鉄石英（挽） 1/1 右側縁部は分割面。刃潰しは先端音日までドリル？

154 菰髄It17庇昔 2・7 l・4 F-9 6077 1/1 

155 勘町ナイ7柘苔 4・4 2・l K-12 16 黒曜石（上牛籍） 1/1 左側縁は先行する剥離面。他器種の可能性あり。

156 --II則llllI甘7罰呂 2・9 l・3 E-10 5360 シルト顧岩（隅幾） 1/1 稜の高い剥片使用。刃潰しは急角度。

157 粉虹t17院苔 3・0 1・3 E令 8511 石英質（槌） 1/1 右側縁部は分割面。刃潰しは先端部までドリル？

158 鱚圃Iナイ7庇呂 2・9 2・4 F--6 6116 黒曜石（？） 1/1 不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面に及ぶ。

159 課肛t17筋昔 l・2 l・O D--10 3455 黒曜石(:l産） 1/1 単面打面。

160 嬰肛Itイ7妬苔 l・8 l・3 D--10 5109 鉄石英（粒も） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。

161 蒻虹ナイ7柘苔 1・7 1・3 G-4 6568 黒曜石（？） 1/1 厚手の不定形剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。

162 絡虹ナイ7駈苔 2・7 l・2 疇石（？） 1/1 不定形剥片を横位に使用。月猜遵

163 こ離虹刊7絞i届 4・8 2・0 I-2 7130 シルト賛罷（灰幾） 1/1 良質な縦長剥片使用。基部はノッチ状。

164 懸憔エナイ7斑苔 3・3 l・3 l}--9 3600 石英質（槌） 1/1 厚手の剥片を横位に使用。刃潰しは裏面から。打面残置

165 靱虹ナイ7庇苔 4・3 l・3 C-10 3278 頁岩（馳） 1/1 厚手の縦長剥片を使用。基部はノッチ状。

1 8 166 断虹t,{7斑苔 2・8 l・O G-3 6578 籟罷（尻鞄） 1/1 左側縁部に裏面から刃潰し加工。

167 勘虹t,(7庇晏 l・2 l・2 E-8 7306 鉄石英（詫） 1/1 先端部。

168 4隕虹t17糀昔？ 1・5 1・0 E-8 3724 黒曜石（良賣甥） 1/1 先端祁。

169 ニ観肛ナイ7胚昔？ 2・l l・3 lt-13 7538 石英質 1/1 先端部破損。

170 翡籠Itイ7筋昔 3・2 l・6 G-5 6523 頁岩 1/1 
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部分加工ナイフ形石器 (145・146・147・149・150・151・153・154・155・157・166 

・172・174・186) 

147は石刃技法に梢づく石りを川いたもので，他の石器は不定形剥片を索材とし，それらの一部

にり潰し）~H工を行っている。 147 は端正な伍刃 0)左側縁部に)]潰しを行い，その作業方向は下から

上に進められ，刃部に)]こぼれが認められる。 150と153・1540)右側縁部はいずれも折断加r.に

より形成されているなお， 1740)右側緑部も折斯加工された後，折断面に刈潰し}]廿工を行い仕上

げて tヽる。 198・204・208・209・210は軟質シルト質頁岩， 215・216・218・219・220・221

は硬質頁岩を川いている。

198・208は先端部， 204・209では右側縁部の一部，硬質貞岩の215・219は先端部， 216・

221は先端部とそれに対峙する側緑部に})潰し加工を行っている。

甚部加工ナイフ形伍器

小型基部加工ナイフ形石器 (131・132) 

131 0)―)]潰し加lは背面と腹血0)一部に残る。 132では，基部両面と左先端部にリタッチが観察

できる。

枯部加「サナイフ形石器 (144・158・159・160・161・164・165・173・175) 

144・158は刃部方向がやや幅広0)剥片の基部に刃潰し加工を施している。 164は横長剥片を縦

}j向に用い， 165は縦長剥片を用いている。 159・160・161は））部方向が破損しているが， 159

・160では扶人状の仕上がりが認められる。 172・173の 2点も刃部方向が破損しているがこの桔

部加」：ナイフ形｛廿器に含まれると判断される。
10 

第 4節剥片尖頭器

22本の剥片尖頭悩を確認できる。使用石材は，軟質シルト

質頁岩 7点，砂岩 l点，黒曜石 1点，硬質頁岩13点である。

右の長輻比グラフによると， 207の 1点を除く他の剥片尖頭 I7 

，
 8 

器の長さは 5cm以上で．その輻は 2-3 cmの周辺に栴中して

いることが分かる。
6
 

本遺跡の剥片尖釦器の特徴を列挙すると，おおまか次のよ I5 

うになる。①形態的には．調整（整形剥離）の具合により片

側側緑全体と桔部に施されるもの．片側の一部先端部と桂部
I 4 

に施されるもの，両側の一部先端部と基部に施されるもの， 3 

側縁全1本あるいは全側緑に施されるものが存在する。②桔部

澤部）の造り出しは明瞭で．腹面の整形加工が別著である。 2 

③素材打面は柑剥離打面より複剥離打面が優勢であり打面除 1 

去が認められる。

188軟質シルト質頁宕，風化し器面で稜もr牡耗している。 1。
背面の 2枚の剥翡ft面．腹面共に同一方向の剥離で，素材剥片

゜

゜
o゜ ゜． 

oo ． o• 

゜

2
 

3
 

4 1内('')

剥片尖頭器長輻比

の打面は除去され，浪I]片の全周に腹面から整形巣I]離を施している。茎部の追りmしは丁睾で，腹面
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では打溜0)餘虫•も兼ねている。 189 OJ lJ部の一部は破拍し，同じように風化・ 磨耗している。整形

剥離は右側縁先端部と打面に接する両側縁に直線状の整形剥離で茅部を造り出している。 191も風

化・磨耗の激しいもので，索材刺片は厚く，打面は単剥離打面を成している。施された整形剥離は

芯峻で，先端部については明確に観察できない。 192については明確な茎部を造り出していないこ

とから，中原型ナイフ形石器と呼称したほうが適切かもしれない。厚手の縦長剥片を素材とし，右

側縁部の整形剥離は l阿睾で打面は除去している。 207は長さの短い厚手の剥片を川いたもので，左

側縁部と韮部を中心に整形剥離が施され．打面は＿柑球IJ離打面を星している。 211も風化・磨耗が激

しい軟質シルト質頁岩を/Uい，先端部は破損しているが，じ側緑部もその可能性が高い。打面は単

剥離打jfliである。 214は平川打面の硬質頁岩索材の石器で，先端部は1波損している。現存する賓料

から打面を除くほぼ全周に腹面から急角度の整形剥離を施す。なお，「接合資料」で後述するが，

左側緑に整形剥片（ブランティング・チップ）が 1点接合する。 222の素材は，厚みを持つ縦長剥

片である。濁整打面を持ち，右側縁部は急角度で鋸歯状の整形剥離が施される。背面の打点側の小

剥離は茎部整形涼I] 科H と判断される。 223 は唯—砂岩製の石器で，背面は 3 面の剥離面で構成され，

中央部は広い平Hl面を成す。左側縁部は急角度で鋸歯状の整形剥離がなされ，苓部の造り出しはH月

瞭である。））復面には浅い角度の整形剥離が，発達した打淵の除去とを兼ねて行われる。 224は硬質

頁岩の縦長剥片索材。打而に採する両側緑に急角度の整形剥離で苓部を造り出し，先端部の片側縁

部にも鋸歯状0)柩形剥離を施している。刃部には使用によるJ.Jこぼれが残る。 225の使用石材は硬

質貞宕，素材最l]JTは肛みを持つ縦長剥l'r-。」I面の平坦面はわずかに残るだけで，枯本的に除去され

る。側緑の整形剥離は急角度で全て腹面から行い，鋸歯状にft上げる。腹面の整形剥離も盛んに行

い明瞭な茎部を迅り出している。なお，刃部を形成する而は旧然面あるいは節理面か明らかでない。

226 OJ J.J fillには細かな浪I]離が整然と残る。 227は輻0)狭い縦長剥片索材0)剥111尖頭器で，左側縁中

央部の最I]離面が索材[(1iと見られる。なお．布側0)刃部と茎部面は同一の素材面と思われる。また．

刃部0)剥離痕は使川による破砕と判断される。 2280)打面，股面の打溜は餘去される。先端部は破

損し，両側緑は中央部から先端部にかけて鉗湘状の整形剥離が施される。 2300)腹面左測緑の小剥

離は使川による非lj翡ff痕．打面は細かい剥離で除去される。 231は背［川・股面共同一方向の剥離を持

つf'=/め0)剥片索材で.1噂はそ 0)まま残され，茎部はノ 'Jチ状に．整形剥離は全周に側縁部に添っ

て施している。 232 のオ］面は除1、• され．胆面の整形剥離は人念である。なお .h先端部の剥離は整

形浪IJ離である。 234 は唯——•黒闘石製の石沿で．打而は除去している。

≫-5 小牧 3A追跡逍物観察表（ナイフ形伍器） 2 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

171 懸憎Iナイ7罰i苔 9・l 2・6 翡罷（阪馳） 1/1 良質縦長剥片。基部加工は裏面中心。素材剥片剥離は打

1 8 面転移を伴う技術。両側縁に刃こぽれを認める。

172 勁町tイ7柘若 4・0 2・2 E-9 6803 黒曜石（？） 1/1 厚手の剥片を縦位に使用。打面残置。他器種？

173 嬰肛It,/7籾号 2・0 2・4 G-4 6560 石英質（翡賃） 1/1 縦長状剥片使用。

174 慧蒻Iナ17椛苔？ 2・7 l・3 F-4 6436 石英質（紐も） 1/1 不定形剥片使用。右側縁は分割面に刃潰し加工。

1 9 175 腿薗Iナ17胚昔 3・2 3・2 B-12 5977 頁岩？（屈競） 1/1 大型。縦長剥片使用。剥片素材は打面転移を伴う剥片剥

離技術。刃潰し加工は鋸歯状。単面打面。打面残置。

176 i]曼勘湘Iナ17杉石晏 l・8 1 5 D-11 3225 黒曜石（伏闘） 1/1 刃潰しは左側縁から頂部。
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表 6 小牧 3A遺跡遺物観察表（ナイフ形石器・剥片尖頭器）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 屑尺 備 考
cm cm 区 番号

188 耕渾 5・2 2・6 I-5 7101 牒シルト顧岩倶化） 1/1 縦長剥片素材。基部両側に袂入状の刃潰し加工を施し、
裏面及ぴ両側縁とも先端部まで及ぶ。打面は残さない。

189 耕頷器 6・1 2・6 D-10 5118 頗シルト顧岩倶化） 1/1 縦長剥片素材。基部両側に扶入状の刃潰し加工を施し、
右側縁部の先端部にも刃潰し加工》平坦打面。

190 耕這 5・7 2・0 H-12 7508 雌滋卜顧臥馳） 1/1 偏平で良質の縦長剥片使用。基部右側は挟入状の刃潰し
20 左側縁は先端部まで。

191 鮨這 5・2 2・l F-8 6844 雌汲卜貨頁岩儘/~) 1/1 縦長剥片使用。刃潰し加工は全周に及ぶ。先端部は直線
択単面暉。暉残置

192 耕頌（頓型ナイ） 5・2 1・9 F-9 6818 雌シルト顆臥馳） 1/1 縦長剥片使用。右側縁に刃潰し加工。
193 翻傭Iナイ7駆暑 4・0 2・2 I-4 7107 雌派卜質醜償化） 1/1 厚手の剥片使用。打曲調整3 打面残置3

194 こ情枷Iナイフ騎晏 4・2 l・9 E-6 5799 雌シ）外顧岩は化） 1/1 厚手の縦長剥片使用。単面打面。打面残置，
195 直 1lIナイ7昂石盈 4・7 1・9 H-12 7550 雌滋卜貨蒻催化） 1/1 厚手の縦長剥片使用。右f贈象の刃潰し加工は急角度。剥

片剥離は打面転移技術。
196 刹牒藉 5・5 1・6 D-10 5082 贋ルト賃賭 (,lj~) 1/1 基部加工は袂入択剥片剥離については不確実:
197 伽 Iナイ7航苫 5・1 l・9 J-13 7635 雌シルト貨頁岩償化） 1/1 右側縁に刃潰し加工3

2 1 198 紛菰Iナイ7斑器 5・0 2・3 C-9 幅液卜賃頁岩(ijじ） 1/1 縦長剥片使用。先端部直線的。刃潰し加工は左側縁上位
から先端部にかけて。

199 舟叡1lIナイ7斑屋 4・8 2・9 C-9 5057 雛砂卜貨頁岩(jfり1/1 偏平な縦長剥片使用。刃潰し加工は左側縁部。剥片剥離
は打面転移技術。単面打面。打面残匿3

200 1椒肛ナイ7恥器 4・9 1・7 H-4 7093 雌滋卜賃罷は化） 1/1 縦長剥片使用。左側縁部の刃潰し加工は急角度
201 〗叡肛ナイ7騎器 6・7 2・0 D-10 5117 雛液卜賃醜⑪化） 1/1 厚手の縦長剥片使用。両偵瞬洪に襄面方向からの急角度

の刃潰し加工）
202 ｛叡肛ナイ7騎品 5・7 2・0 D-6 5621 難ルト賃醍倶化） 1/1 右側縁の刃潰し加工は両方向から。剥離方向不明。

22 203 ➔1~1Iナイ7斑晏 5・0 2・4 E-5 5673 雌液卜顆岩償化） 1/1 左側縁の刃潰し加工は急角度。角錐状石器？
204 翻傭Iナイ7駆器 5・4 2・7 D-10 6726 雌シルト賃頁岩 (I{~) 1/1 単面打面。打面残置。
205 -{1尉肛ナイ7騎品 5・2 2・0 C-11 4015 難シ）V卜顆岩(ljt)1/1 横長剥片使用。左側縁に刃潰し加工。打面残置)
206 こ鯖麹Iナイ7痴器 2・6 l・3 C-9 6747 雌シルト賃頁岩 I/I 剥片の両僻禄に急角度の刃潰し加工。打面残置
207 鮒尖揺 3・9 2・7 H-11 7564 難沿卜顧岩 1/1 基鋤0工は袂入汰左側馘は知響まで。単面打面。打

面残置右先端部の剥離方向は不明。
208 紛虹ナイ7*妬盈 5・3 2・l F-9 5406 雌シルト賃頁岩 1/1 断面三角形の縦長剥片使用。右iJllM先端に刃潰し。左先

23 端に樋状剥殿彫刻刀の可能性3

209 紛蘭Iナイ7形石品 5・1 l・8 J-4 7157 雌滋卜顧岩 1/1 断面三角形の縦長剥片使用。
210 紛胤Iナイ7勤蓋 4・7 l・8 C-12 4057 1/1 礫面残す剥片の左側縁に刃潰し加工）
211 薪頷暑 8・2 2・3 C-6 1/1 輛暉環長剥謄用。暉残置
212 コ顧Iナイフ茄屋 5・3 2・5 G-8 5560 頗頁岩仮艶・譴） 1/1 単面打面の縦長剥片使用。打面残置。右1贈家の刃潰し加

（頓星ナイ7勅晏） 工は急角度刃部はシャープ。剥片剥離は打面転移。
213 直籠IIナイ7租湿 5・6 2・7 I-3 6690 頗頁岩仮色・鵠・B1/1 単面打面の縦長剥片使用。打面残置。刃潰し加工は急角

色うイン） 度。剥片剥離は打面転移。
214 栽彫癖 5・l 4・0 F-8 5507 1/1 単面打面の不定形剥片使用。打面残置3 刃潰し加工は急

24 角度。左側縁にブランティングチッガ釦令。
215 紛加Iナイ7筋器 2・7 2・1 J-3 7813 頗頁岩倣艶・鴻） 1/1 縦長剥片使用。先端・基部破損。
216 翻圃Iナイ7舷温 5・3 3・0 G-2 6982 1/1 厚手の剥片を縦位に使用。刃潰し加工は急角度。
217 頂脳Iナイ7昴石唇 8・5 3・8 G-8 7328 安雌仮艶） 1/1 大型。打面は礫面（自然打面）。刃潰し加工は全て裏面

から急角度先端部は破損の可能性もある。
2 5 218 紛庸Iナイ7靭届 8・2 4・2 F-10 6782 頗頁岩仮艶・B像） 1/1 大型。刃潰し加工は全て裏面から急角度で実施3

219 勧傭Iナイ7腕居 8・5 2・9 F-4 6320 帽://叶難 1/1 大型。断面菱形の厚手の剥片の左先端部に裏面方向から
急角度の刃潰し加工実施，

2 6 220 翻胤Iナイ7蒻嘩 4・2 2・7 D-3 8555 1/1 基部破損。左側縁の急角度の刃潰し加工は先端まで。
221 翻h!Iナイ7煎i吾 7・I 3・9 C-6 籟罷仮色・直） 1/1 大型打面方向が先端部。両1贖政の刃潰し加工は急角度

で実施，右先端部は打面を断ち切る状況》
222 剥牒揺 6・0 2・6 D-8 3556 頗蘇仮色・嘩） 1/1 断面三角形の縦長剥片使用。基部は挟入状の刃潰し加工

単面打面。先端部の破損は襄面から。刃部シャープ。
27 223 鉗頌饂 7・5 3・2 I-11 4 膀 1/1 断面台形の縦長剥片使用。左側縁の刃潰し加工は襄面か

ら急角度。基部の袂入状の刃潰し加工は裏面まで。単面
打面。刃部シャープ。
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表 7 小牧 3A遺跡逍物観察表（剥片尖頭器）

挿圏 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

224 翫唸賠 5・3 2・4 D-8 3551 頼罷倣魅・廿憤） 1/1 断面台形の良質の縦長剥片素材。基部両側に挟入状の刃

潰し加工を施し，右側縁は先端部まで及ぶ。単面打面。

打面残置。刃部はシャープ。刃こぽれ。

2 7 225 酎醤饂 8・2 3・0 籟罷（屈艶・咽） 1/1 断面台形の良質の縦長剥片素材。基部両側に裏面に及ぶ

袂入状の刃潰し加工を施し，左側縁は先端部まで急角度

で及ぶ。打面調整。刃郡はシャープ。刃こぼれ。

226 棚類苔 4・7 2・4 G-10 8282 鞣罷（尻艶・B蓋） 1/1 礫面を残す断面三角形の縦長剥片使用。基邸岡側に袂入

状の刃潰し右側縁は先端部まで。刃那裏面には刃こぽれ

が明瞭に残る。

227 忍翡隠庭 6・6 2・2 E-12 3901 螺罷（灰馳・B簾） 1/1 幅の狭い断面台形の縦長剥片使用。基部両側に扶入状の

刃潰し加工を施し，右は裏面に及ぶ。刃音靱の剥離は刃こ

ぽれの可能性高い。単面打面。打面残置。

228 謝類屡 6・5 2・3 K-12 14 籟罷（仮馳・廿巖） 1/1 断面三角形の縦長剥片使用。基部両側に裏面に及ぶ扶入

2 8 状の刃潰し加工を施す。左側縁先端部と右側縁中央部に

も刃潰し加工。打面調整。裏面左の剥離は破損時。

229 屑片頬匿 3・4 2・0 G-8 5574 鞣罷(li¥艶・B棗） 1/1 先端部。刃部に刃こぽれ。

230 翡片尖爾苔 5・6 2・9 G-10 8282 鞣涯（仮色・訛） 1/1 断面台形の厚手の縦長剥片使用。基部両側に扶入状の刃

潰し加工。右先端部も。調整打面。

231 耕類賠 5・3 2・9 G-10 8207 籟罷（仄艶・鳴・ 1/1 厚手の断面三角縦長剥片使用。基部両側に袂入状の刃潰

潤t) し加工。両側縁の刃潰し加工は先端部まで。

232 薪頌品 5・4 2・5 F-9 6857 煎罷（屹・訛） 1/1 厚手の断面三角縦長剥片使用。基部両側に袂入状の刃潰

し加工。裏面右は平坦剥離。左側縁の刃潰し加工は先端

部まで急角度。右側縁は先端部を除き裏面にも。

2 9 233 弱牒猫 3・0 2・7 G-1 7678 瞳罷（灰世・訛） 1/1 断面台形縦長剥片使用。碁部両側に急角度の扶入状の刃

潰し加工。調整打面。打面残置。破損は表面から。

234 鉗鶏若 3・4 2・8 I-3 8055 請石(?) 1/1 断面三角形縦長剥片使用。基部両側に急角度の袂入状の

刃潰し加工。調整打面。打面残置。破損は裏面から。

第 5節尖頭器

235 -246は尖頭器とそれに関する調整剥片である。尖頭器は全て剥片素材で，板状に剥離する

粘板岩質石材を使用している。素材に，両面加工を行っているが，周辺からの整形剥離は器体の中

央部を甚本的に越えることはない。

235は完形品。薄手の剥片を素材に，裏面にポジティブな索材面が残る。桂部から｛本部上位にか

けて両面とも粗い整形剥離を行い，先端部はさらに細かい調整を施している。先端部の主軸が若—「

傾き、両面とも中央部を中心に稜線がズレている。なお，甚部は背面から薗線的に調整した後，再

度細かい仕上げを行っている。 2360)左側緑部の剥離は東を形剥離の可能性が戯いが，裏面が素材面

を成すことから調整浪lj片あるいは，製作段階での放棄0)可能性も考えられる。 2370)韮部は粗く直

線的に整形した後，それに添った細かい調整剥離が加えられる。裏面の素材面はネガティブ面で，

右側緑部は階段状剥離が見られる。なお，裏面下位の素材面と拮部からの調整剥離面との境界に府

耗した部分が残される。 238直線的な拮部に相当する。 2380)裏面左側の素材面は，ポジティブ面。

2390)背面の素材面は節岬而0)可能性も考えられ、裏面の素材血は横方向からの最I]離而で、両面と

も索材面を残して，周辺から両面）~nJ: が行われる。 235も同様に，（本部は粗く先端部は細かい閲整

剥離を行い， t軸はやや傾く fl:_!~ がりである。甚部については本例は欠損と思われるが，形状的に
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尖らない可能性が蒻い。

240 -244はいずれも讃整剥片と判断している 0 246の背面の周辺加工は調整剥離0)可能性の高

いもので．製品化の最終段階に近いと判断される。

第 6節三稜尖頭器

20点の三稜尖頸器（角錐状石器）を確認し，大刑品と小型品があり，小型品が卓越する。

247の基部は複剥離打面が残され，整形剥離は周辺から行う。 250では裏面甚部に平坦剥離を施

し、稜線からの細講整も見られる。 253の整形剥離は稜線まで達してなく，先端部では素材面が残

される。 254は唯一の大型品で．甚部裏面に 2枚の対抗する平坦剥離が見られ，整形剥離は周辺か

ら行った後，稜線からも加えている。 255・256はとりあえず先端部と認定している。 260は剥片、

257・258・259・261・263・264・265は周辺加工品。

表 8 小牧 3A遺跡遺物観察表（尖頭器・剥片）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

235 譴（麻） 6・9 2・0 D-10 3326 鵬 （馳・マンが 1/1 素材剥片は縦方向の薄いポジテイブな偏平剥片。整形剥

冴付着） 離は各周縁から行い，断面形はレンズ状3 基部について

は，表面の整形から現状と判断。先端部はやや右に傾き，

疇共に中蝉を中心に躙籾スレている。基部の形状

については背面側の基部整形が最終固堵で行われること

から，この姿が目的形状と判断される。したがって，完

形品であり平基式の尖頭器と判断される。

236 這（声） 8・8 2・5 E-12 3873 蜘⑪色•7,/が 1/1 素材剥片は横方向の薄いポジテイプな偏平剥片。左側縁

ン併t着） 部に腹面からの整形剥離が見られ，胴部中央部を境に先

疇方向と鱈方向に区分できる。

237 這（寧） 5・8 l・7 F-9 6838 掘岩（艶・マ1/}J' 1/1 背面左側縁部は階段状剥離右側馘部の先端付近は更に

30 冴付眉） 細かい調整剥離が見られる。腹面素材面と基部整形剥離

面との境界付近に磨耗が見られる。断面レンズ状。基部

は表裏面の整形から235同様直線的。先端部破損。

238 這（薩） 3・7 2・1 C----6 5606 駆（馳・-t.11'1/1 尖頭器の基部と判断。素材面ポジテイプな面で，基部付

冴付着） 近に細かな調整剥離が施される。基部の形状は他と同様

平基と思われる。

239 譴（薩） 9・2 3・6 D-14 蜘（艶・マ/}/'1/1 偏平な横長剥片素材で，背面は節理面の可能性が高い。

冴付着） 周縁から整形加工を実施3 特に，先端部付近は細かい整

形剥離がみられる。先端部は左に傾くきシャープ。基部

は破損であろうが，尖らない可能性が高い。

240 器 2・2 1・3 G--9 5586 蜘 (i色マ1/jJ' 1/1 腹面はポジテイプな関靡面で，腹面からのリタッチが認

冴付着） められる。

241 霞片 3・0 1・1 F-11 5908 版 （艶・マンカキ 1/1 背面右側縁の先端部・下縁部，腹面の左側縁部・下縁部

冴付着） にリタッチが見られる。右側縁の白ヌキは打面で，調整

剥片である。

242 罷 4・6 l・8 F-9 6081 版 （艶・マンカ‘ 1/1 下縁部は折ね腹面はポジテイブな剥離面で，尖頭器整

冴付着） 形時の調整剥片。

32 243 鼈 4・1 2・2 珈嗚•叫·,付着） 1/1 整形剥片の可能性高い。

244 罷 6・6 2・2 G-11 6768 蜘儘も・マンカさ 1/1 下縁部の狭い平坦面は自然面。右側縁部の小剥雛は折れ

ン肘着） 面と同ーでフィンジクラフチャー。

245 棚 3・2 2・0 滋卜質殿器0也） 1/1 

246 這（薩I) 6・9 3・4 c-12 3166 蜘 （艶・マンが 1/1 背面の素材面（白ヌキ部）は節理面で，下方に使用によ

冴付着） ると見られる磨耗面が認められる。両側縁部の剥離は整

形剥離で，先端部と基部方向の折れは調整段階でのもの

と思われる。
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表 9 小牧 3A逍跡遺物観察表（三稜尖頭器）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考
cm cm 区 番号

247 咀類薩 3・l 1・4 E舟 5309 籟頁砦倣も・嘩） 1/1 稜の闇い断面三角形の縦長剥片使用。二次加工は裏面か

ら行った後稜線から実嵐先端部破機基部の平坦面
は剥片底面に相当。裏面は平坦面。

248 噂虔籠器 2・2 1・1 F-9 6828 シルト質殿択灰絶） 1/1 稜の高い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は全て襄
面から。先端部，基部破損。裏面は平坦面。

249 三稜隠屡 3・3 l・3 Hー4 6602 頗賭倣S・嘩） 1/1 稜の高い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は襄面か
ら行った後稜線から実嵐基部破損。

250 喉＇尖揺 3・1 1・2 [}---11 4086 頗罷俄S・鴻） 1/1 稜の高い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は裏面か
ら行った後，稜線から実嵐裏面基部に二次加工の平坦

3 3 剥離3 先端部破損）
251 灌隠籐 3・1 l・6 G-9 5532 シルト質頁岩仮栂絶） 1/1 稜の向い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は全て裏

面から。先端部，基音閲対凡裏面は平坦面。
252 三稜尖籠届 2・5 l・4 F~7 8141 シルト顕訳即色） 1/1 稜の品い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は全て裏

面から。基部破損。襄面は平坦面C

253 夷頌昔 3・8 1・7 c-12 803 競岩（裸貨・料喝） 1/1 稜の高い断面台形の横長剥片使用。二次加工は全て襄而
から。裏面の剥離は打溜除去？

254 啜壊器 6・5 1・9 E-7 5720 安雌（黄艶・砒） 1/1 稜の高い断面三角形の横長剥片使用。二次加工は裏面か

ら行った後，稜線から実底裏面基部にも整形剥離3

255 啜尖嚢 1・8 1・3 F-8 3685 度桂（瑛質・義漕） 1/1 破損した先端部。稜の高い断面三角形の横長剥片使用。

二次加工は裏面から。
256 咽＇尖扉昔 2・0 1・0 E-10 3704 調石（上牛騎） 1/1 破損した先端部。稜の高い断面三角形の横長剥片使用。

二次加工は襄面から。
257 周珈蘊 3・5 1・3 F-5 6161 頼賭仮色・鳴） 1/1 中央部が断面台形の横長剥片使用。二次加工は全て裏面

から。完形品。
258 嗣記品 1・9 1-6 C-12 3136 襲石（？） 1/1 破損した先端部。稜の局い断面三角形の横長剥片使用。

二次加工は襄面から。先端部は特に入念ゞ
259 顧芦 2・0 l・I H-3 6628 囃頁岩仮色・鴻） 1/1 破損した先端部。稜の両い断面三角形の横長剥片使用。

二次加工は襄面から。
260 鮒 2・5 l・4 c-12 3157 調,Ii(直） 1/1 稜の高い断面三角形の縦長剥片使用。先端部と基部は破

損
261 陶鴎ば 3•3 1・3 調石(::,t産） 1/1 稜の闇い断面三角形の縦長剥片使用。二次加工はブラン

34 テイング状に襄面から。基部破風
262 三稜類籠 3・2 1・2 E-9 6068 秩石哭（絶） 1/1 稜の高い断面三角形の縦長剥片使用。二次加工は裏而か

ら行った後，再度稜線から。完形品。
263 陶町品 l・9 1・5 C-12 4058 請石（？） 1/1 破損した先端部。稜の高い断面三角形の縦長剥片使用。

二次加工は襄面から。先端部シャープ。
264 陶蘭揺 3・7 1・5 E-7 5726 請石Cll産） 1/1 稜の高い断面台形の横長剥片使用。二次加工は裏面から

ブランテイング状に。裏面先端部も実施3

265 翻嗚 3・l 1・7 G-10 1197 請石(.1¥産） 1/1 稜の高い断面台形の横長剥片使用。二次加工は裏面から
裏面基部も実施。

266 噴頷品 2・5 1・5 D-9 5136 蒻石（？） 1/1 稜の高い断面台形の縦長剥片使用。二次加工は裏面から
先端部破損。破損は表面から。

挿図 1番号 器種 畏さ 帽 出土
登：号

使用石材 縮尺 傭 考
cm cm 区

I 77 ”畠雑Iナイ7務謹 l・7 l・3 鉄石英（観も） 1/1 小型剥片素材の頂部を断ち切る刃潰し。打面残置。
l 78 小u分慎Iナイ7務石B2・I l・4 B-12 5978 黒曜石 I三ll角） 1/1 左側緑に刃潰し加工が残る。
J 79 A>H分猜It17務石じ l・9 1・4 E-6 5774 1/1 小班ー側縁加工。左側縁の刃潰しは裏面から m

180 かu分憔Iナイ7務石BI・6 I・5 F-12 5910 黒曜石（ミH) 1/1 左側緑にカll工。刃潰しは事面から。
181 廿7釈iii 3・0 1・7 G-11 7442 黒曜石 I心 l喜） 1/1 た側緑を除 加工。スクレイバー？
182 11'H分慎It17昴石Bl・l I・! G-5 6502 1/1 蓬い 111平な 片の側絨に了漕し。

I 9 183 H息分情Itイ1inI・2 l・l E-7 5722 黒曜石（三0崖） 1/1 薄い偏平な 片の側縁に刃潰し。
184 1通藁贖IH7務謹 1・7 l・O F-8 3807 1/1 薄い偏平な 片の側縁に刃潰し。
185 小＂積 It17昴石B2・0 I・3 黒曜石 I三0量） 1/1 剥片の右側縁に刃潰し加工。
186 息分慎Iナイ7昴石呂 3・4 I・7 F-10 5831 頁岩 1/1 剥片の右側緑部に急角度の刃潰し加工。
187 がH分傭It17昴石§ 2・0 I・6 C-9 6913 黒喝石（？） 1/1 剖片の一訊に了漕し加工。
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第 7節 スクレイパー及び使用痕のある剥片

18点を確認している。

268は形状的にはラウンド・スクレイハーに近いもので．素材は求心状に剥片剥離した剥片を利

用したと思われ，打面はそのまま残される。明瞭な刃部形成の痕跡は確認できないが，周辺部の欠

損状況から判断できる。 270も同様で，石核索材を使用している。 J:）部形成は全て裏面から行い．

ほぼ全固に｛本部の中心方向に実施している。 269は，やや胴手の剥片の二側緑部に裏面から急角度

0)剥離で刃部形成を行っている。 271の裏面はポジテイブ面を成し，正面は求心状の剥片剥離面で

構成され．伍核素材の可能性が高い。刃部は先端部と右側縁部に形成され，裏面の一部にも剥離面

が認められる。正面の刃部は裏面方向から急角度に．裏面は正面から浅い角度を成している。 272

の刃部は先端部とい側緑部での刃部形成方向が異なっている。 274・275・279・282は微細及び

細かい剥離痕が見られ，使用による結果と判断する。 276の上端・先端部の刃部形成は対峙する関

係にある。先端部では裏面方向から.t翡．端部は正面方向からの刃部形成である。 284の刃部は左側

縁部と上部に扶入状に残される。 282・283等は使用による刃潰れと見られる。

第 8節剥片

基本的に索材剥片と判断したものを示した。剥片については，第39図から第49図に示している

が，剥片と本遺跡出土の石器とは大方適合するようである。即ち．やや大型に残される軟質シルト

質貞岩や硬質頁岩は剥片尖頭器や二側縁加工ナイフ形石器に．小型で折断剥片に多用される黒躍石

や石英質石材.J, 馬瑞は主に台形石器や小型ナイフ形石器に使用頻度の佃向が見て取れる。

289・307・327・328等では剥離方向の転移が認められるが．その他は大方同一方向の剥片剥

離によると判断される。 285と287は厚手の剥片であるが，打面が平坦であることから剥片尖頭器

及び二側縁りOLナイフ形石器等に関連する資料と思われる。 295・297の 2点については，石核の

可能性もあるが，現状では剥片と判浙している。 288は上端と下端を.296は下端を分割した折断

剥片と思われる。なお，明らかに折断剥片と区分できる資料については．第45図340から355に示

している。また、第14図で示した111から 119の折断剥片は台形石器用に準備されたと判断し．区

分して掲載した。

第 9節 ブランティング・チップ

ブランティング・チップの存在は，後述する“桜合資料”の挫作時点でその存在が確認されたも

ので，該当する資料を取り扱っている。確認したブランティング・チップの石材は，硬質頁岩

(420 -437) とシルト質頁岩 (438)である。なお．これらの石材は剥片尖頭器や大型のナイフ形

石器に多用されていることから，これらの石器に関するチップと解される。

接合資料494-1・494-2を参考にすると．以下のことが指摘できる。ブランティング・チップの

①打面は素材剥片及び製作石器の腹面（主要剥離面）に相当する。②背面に残る複数の剥離面は先

行した整形剥離面どv-卿できる。③底面（多くの資料で平坦面を成している）は．索材剥片及び製

作石器の背面の平ffj面（翡lj離面）に該当する。

422は打面・底面共に平川面で，打面は単剥離打面．底面はホジティブな面で．お互い平行関係

にある。 421も422と同一の特徴を持っているが，底面が傾斜する（背面を正面として底面が右に

傾斜）ことから目的石器の先端部に近い部分に相当する資料と判断される。これと同様な資料とし
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表10 小牧 3A遺跡遺物観察表（スクレイハー）

挿図 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

267 スクレイIヽ゚ー 2・7 3・3 B-7 筋芙（赤も） 1/1 不定形剥片使用。剥片の下縁部に裏面から刃部形成。裏

面右側縁音即の剥離は不明。

268 スクレイパー 2・9 3・5 G-10 7432 師哭（乾） 1/1 不定形剥片使用。剥片の下縁部に裏面から刃部形成。先

行する剥離は求心状の剥離技術。打面残置。

269 スクレイパー 1-2 3・4 C-13 3073 様質（翡賃・禁も） 1/1 左側縁部は破損。下縁部と右側縁綿に裏面から急角度の

3 6 刃部形成。

270 スクレイ/¥- 4・7 4・6 B-7 断英（乾） 1/1 分厚い剥片使用。打点部を含むほぽ全周に裏面からの刃

音闊形成。いづれも急角度。

271 スクレイバー 9・3 4・5 舟 難昔 1/1 分厚い縦長剥片使用。刃綿形成は下縁部と弯曲した右側

縁部に集中。いづれも急角度。単面打面。

272 スクレイバー 3・3 2・9 G-13 7517 荘賃 1/1 厚手の不定形剥片使用。剥片の裏面に表面から刃部形成。

単面打面。打面残置。

273 スクレイ,,・- 3・3 2・5 G-12 5437 請五（送産） 1/1 右側縁綿のみ。裏面から急角度の刃部形成。

247 スクレイハ゜—• 2・3 2・0 E-7 5726 飼度（乾） 1/1 左側禄部に刃部。素材剥片は求心斗犬の剥離技術。

275 スクレイJ¥゚ー 2・6 1-6 C-12 3153 荘賃（訪咆） 1/1 剥片の裏面に刃音＼形成。単面打面。打面残置。

276 スクレイ1 ヽ゜— 4・0 3・4 E-6 8574 謀（蒻貨・紐も） 1/1 厚手の不定形剥片使用。下縁部から右側縁部の刃邸形成

3 7 は裏面から。頂部の刃綿形成は表面から。

277 スクレイパー（胴恨？） 2・6 l・3 G-3 6985 謂石（三鎚） 1/1 横長剥片使用。左側縁節に細かい刃部。

278 スクレイ/¥"-(棚痕？） 1・8 l・2 F-9 5388 謂石(:to産） 1/1 左側縁部に細かい刃部。

279 スクレイバー（棚我？） 2・3 2・2 F-8 7320 謂E(:11音） 1/1 左右側縁部に細かい刃音〖。

280 スクレイバー 2・8 3・1 F-3 8568 1/1 左右側縁綿の刃音研形成は裏面から。

281 スクレイ11・- 4・7 2・9 G-9 6778 減渭罷（屹） 1/1 厚手の不定形剥片使用。右下縁部と頂郵に刃部形成。単

面打面。打面残置。

282 スクレイバー（飼恨？） 3・8 5・8 C-8 325 安罪（隧） 1/1 偏平な剥片の下縁部と左側縁邸に刃こぽれ。

283 スクレイバー 5・4 6・l C-12 4064 滋｝顧昔（脆） 1/1 求心I犬に剥離された不定形剥片使用。刃部は下縁部に裏

3 8 面から形成。単面打而。打面残置。

284 スクレイバー 5・l 6・0 B-12 5991 萩賃（蒻賛・祖鞄） 1/1 求心斗犬に剥離された不定形剥片使用。刃部は下縁部と左

側縁部に裏面から形成。調整打面。打面残置。

表11 小牧 3A遺跡遺物観察表（軟質シルト質頁岩剥片）

挿関 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

285 剥片 4・9 l・9 C-10 3305 輻シルト顧岩（飢） 1/1 厚手の縦長剥片。単面打面。剥片剥離は同一方向。

286 剥片 4・8 2・0 C-9 6908 シルト賣罷（尻幾） 1/1 厚手の縦長剥片。剥片剥離は同一方向。断面三角形。

287 剥片 4・8 2・0 E-12 3864 耕シルト顧昔（観） 1/1 厚手の縦長剥片。単面打面。剥片剥離は同一方向

288 剥片 2・8 2・3 E-10 5727 籟シルト罷昔（瓜jt)1/1 厚手の縦長剥片。折断剥片中間部。右側縁の剥離不明。

289 剥片 4・4 l・6 難シルト顧釈具化） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は打面転移。

3 9 290 剥片 6・2 2・2 G-12 7497 難シルト顧昔(llt)1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。

291 剥片 5・5 2・5 !}-8 3555 闘ノルト顧昔（凱） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。単面打面。

292 剥片 3・5 1・7 F-9 6092 鞣シルト賣罷（飢） 1/1 不定形剥片。右側縁の剥離不明。

293 剥片 4・1 l・l G-12 7478 籟:;/叶顧岩（凱） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。断面三角形。

294 剥片 5・0 3・3 F-7 6107 靱シルト顧昔（飢） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。断面三角形。

295 剥片 5・6 3・3 F-9 6851 泌渭罷（灰鼈） 1/1 不定形剥片or作業面調整剥片。剥片剥離は同一方向。

単面打面。

4 0 296 剥片 3・7 3・3 D---8 7397 シルト賃罷（仮艶） 1/1 折断剥片の頭音〖。調整打面。

297 剥片 9・8 3・7 ]}--11 3221 輻シルト賣罷（飢） 1/1 不定形剥片or作業面調整剥片。剥片剥離は同一方向。

単面打面。
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表12 小牧 3A遺跡遺物観察表（硬質頁岩剥片）

挿因 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

298 剥片 l・5 1・1 H-11 8250 暉罷倣艶・El簾） 1/1 下縁部に先行する平坦な剥離面が残ることから、ブラン

ティングチップの可能性あり。単設打面。

299 剥片 l・l l・2 ll-11 3218 頼賠倣純•s簾） 1/1 折断剥片の先端部。

300 剥片 l・6 1・1 F-4 6316 籟頁，訳灰艶） 1/1 折 j片の先端部。

301 剥片 l・7 1・1 E-5 6259 鞣真岩倣色・蹟伐） 1/1 折断剥片の中間部。

302 剥片 2・6 0・9 G-4 7049 暉頁訳灰色疇） 1/1 疇」片の知喘部3

303 剥片 2・9 1・4 F-4 6353 朗（灰色） 1/1 折断剥片の先端訊稜の高い断面三角形。

304 剥片 2・5 1・0 I-2 8583 鞣員訳隧・鳴） 1/1 小型の縦長剥片。単設打面。剥片剥離は同一方向。

305 剥片 2・4 0・9 G-12 7486 賄頁訳姓・蹟様） 1/1 小型の縦長剥片。単設打面。剥片剥離は閲一方向。断面

三角形。

306 剥片 2・2 0・8 H-3 7038 謹頁臥茫・鳴） 1/1 小型の縦長剥片。偏平薄で。剥片剥離は同一方向。

4 1 307 剥片 2・8 l・2 F-9 6855 頗罷倣色・日麗） 1/1 小型の縦長剥片。剥片剥離は同一方向。

308 剥片 2・3 0・9 D-8 3548 頼罷仮色・直） 1/1 調整剥片の可能性局い。光沢のある良質の頁岩。

309 剥片 l・5 2・5 E-10 5297 頗罷暉・戴様） 1/1 調整剥片の可能性晶い。

310 剥片 2・7 1・6 E-11 5341 硬質頁岩倣色・噂） 1/1 折断剥片の頂部。光沢のある良質の頁岩。

311 剥片 3・3 l・9 1-10 8290 噸頁岩倣色・嘩） 1/1 折断剥片の先端部。光沢のある良質の頁岩。

312 剥片 3・0 l・8 D-10 5209 頗頁臥難，・鴫） 1/1 折麟J片の先端部。

313 剥片 3・2 1・7 G-10 7414 鞣頁混仮色・載） 1/1 折断剥片の先端部。

314 剥片 3・4 2・l F-6 5889 耀頁岩仮色・鴫） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。

315 剥片 3・7 2・3 F-9 5889 暉賭仮色・蒻） 1/1 折断剥片の先端部。

316 剥片 3・3 l・9 D-8 5005 頗頁岩倣色響） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。単設打面。

317 剥片 2・3 2・2 tt~n 8253 謹頁岩倣色・厳様） 1/1 不定形剥片。先端部は破損3

318 剥片 3・6 1・5 F-9 6854 頗賠仮色・臓様） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向

319 剥片 3・5 2・1 G-9 5537 頗頁，訳灰色鵬） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。

320 剥片 2・9 2・5 F-9 5520 煕賭仮も覇） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。

321 剥片 3・2 2・0 C-11 6706 頗頁臥庇・躁） 1/1 不定形剥片。

322 剥片 3・5 1・4 G-1 6957 鞣蒻倣色・嘩） 1/1 縦長剥片。断面形二角形。単設打面。

4 2 323 剥片， 3・6 1・7 J-13 7630 頗賠倣色・躁） 1/1 折断剥片の頂部。

324 剥片 4・5 1・6 F-3 8567 瞳頁臥庇・峨I) 1/1 縦長剥片。断面形台形。

325 剥片 4・0 2・5 I-3 7695 蹂罷仮色躙） 1/1 不定形剥片。単設打面。

326 餅痕のある裂1片 4・2 3・1 G-11 7441 頗頁岩仮色・嘩） 1/1 折断剥片の先端部3 光沢のある良質の頁岩。目的剥片。

左側縁上部に刃こぼれ痕。

327 剥片 6・l l・2 G-11 5429 頗頁岩仮色・齢伐） 1/1 細身の縦長剥片。打面転移の認められる剥片剥離。目的

剥片ではなく作業面調整剥片の可能性が高い。

328 剥片 6・0 1・5 F-9 5511 暉頁岩倣色債熊） 1/1 細身で稜の高い縦長剥片。単設打面。目的剥片ではなく

作業面調整剥片の可能性が高い。

329 剥片 5・0 1・3 F-9 6846 頗頁訊灰も•隠） 1/1 細身で稜（断面三角形）の面い縦長剥片。打面転移の認

43 められる剥片剥肩集

330 剥片 5・4 2・1 H-11 7453 瞳頁臥灰色躁） 1/1 断面台形の縦長剥片。右1購象部の剥離は下端部から。

331 剥片 7・6 2・7 G-8 8440 籟賭仮色・鼈様） 1/1 右側縁部の剥離は下端部から。

332 懸痕のある紺 3・0 2・4 D-7 5619 暉蒻暉・賊） 1/1 単設打面。右側縁部に刃こぼれ痕3

333 剥片 1・8 3・4 H-7 8523 廂涯倣色•隠伐） 1/1 不定形横長剥片。単設打面。プランティングチップの可

能性もある。

334 剥片 5・7 4・7 C-7 7670 縣賭（灰色・鳴） 1/1 光沢のある良質の頁岩。

335 剥片 2・8 3・1 C-10 6902 1/1 右側縁部に刃こぼれ痕3

336 蛙痕IJ)ある乱翡 4・6 3・7 G-2 6981 頗頁岩仮色・鳴） 1/1 打面鯛整。稜の高い剥片。右側縁部に刃こぼれ痕。

44 337 剥片 4・4 4・2 C-11 6698 顆頁岩倣色・厳様） 1/1 打面転移の剥片剥離。

338 剥片 l・4 1・8 J-7 8178 硬顧岩倣色・腿甘） 1/1 折断剥片の頂部。単設打面。

339 賄恨のある弱1片 4・0 2・8 I-12 7607 瞭頁昔仮色•鵬） 1/1 右側縁部に刃こぼれ痕単設打面。
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第45図 小牧 3A遺跡・刺片（折断剥片）

表13 小牧 3A遺跡遺物観察表（折断剥片）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

340 謝（瘍翻） l・6 1・1D-10 3465 籟畦（冦勧） 1/1 折断剥片の頂部。単設打面。

341 棚(!知l片） l・O l・4 H-12 7511 請石（麟1) 1/1 折断剥片の頂音〖。透明度の高い良質の素材で、産地不明
。県外産。

342 薪（痛翡片） 1・4 l・3 G-4 7057 蒻石（上牛鼻産） 1/1 折断剥片の頂郡。台形石器の素材に適している。

343 薪（隠見翡） l・5 l・7 C-8 332 難若（磋l) 1/1 折断剥片の頂音晶台形石器の素材に適している。単設打

面。

344 1/1 下縁音肱は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

345 餅（摘蒻片） 1-2 1・l E-8 7314 謂石（笠産） 1/1 折断剥片の中間部。

346 耕（猜複l片） l・3 l・9 G-10 7401 請月（罰麟い） 1/1 折断剥片の中間音転

4 5 347 軋l片 0・6 l・9 E-6 8572 1/1 折断剥片の先瑚部。

348 酎（摘•駈？） l・2 0・8 H-11 8474 諏（丑産） 1/1 折断剥片の先蛸部。細石刃の可能性もある。

349 骨片（陽l1片） l・6 1-4 B-9 8357 1/1 折断剥片の先端郭。

350 翡片（痛軋I片） 0・9 0・6 I-13 7600 請:0(31産） 1/1 折断剥片の先端部。

351 朝（膳謝） 1-7 l・3 G-5 6498 謂:ri(上牛鼻産） 1/1 折断剥片の先端郭。一部に礫皮面残す。

352 薪（癒］翡） 2・0 1-4 J-3 7844 謂1:i(糊鵡い） 1/1 折断剥片の先端音〖。斜めに折断。

353 樹（躙片） 1・9 l・7 I-3 7878 調石 1/1 折断剥片の先端郵。打面転移の見られる剥片。

354 謝（撞拙） 2・8 l・4 E-10 5235 園石（細1) l/1 折断剥片で頭部除去。良質の黒曜石で県外産。

355 貼（囁踪） l・2 l・6 F-5 8119 謂 1/1 折断剥片の先端音此
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表14 小牧 3A遺跡遺物観察表（剥It)
挿囮 番号 器種 長さ輻 出士 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号
356 餅（躙片） l・O 1・5 G-3 6477 謂15(?音） 1/1 折断剥片の頂部。単設打面。左側縁は礫皮面。
357 薪 l・5 l・2 F-6 6713 請五(lci産） 1/1 目的剥片かは不明。打面転移を言忍める剥片。
358 獣~ l・8 l・l C-10 3286 謂五（甥見裔い） 1/1 小型の剥片。目的剥片かは不明。良質。県外産。
359 薪 l・9 l・O D-8 3565 請石（競？） 1/1 不純物をほとんど含まない。
360 獣（痛l片） l・l l・O J-4 8019 謂石（這） 1/1 折断剥片の頂音B。
361 朔 2・5 l・O F-5 8291 謂五(ll産） 1/1 縦長の不定形剥片。目的剥片か疑問。
362 薪 2・2 l・2 F-13 5923 請石（許鼻産） 1/1 縦長の不定形剥片。単設打面。
363 獣 2・2 l・3 F-4 6267 請Ti(送産） 1/1 縦長の不定形剥片。

46 364 覇 2・3 l・6 I-3 7811 請6(疇い） 1/1 不定形剥片。透明度は高い。産地不明。
365 耕 l・5 l・7 B-8 6019 1/1 不定形剥片。
366 薪（籟鉗） 2・0 2・2 G-10 8467 請五（上牛鼻産） 1/1 折断剥片の頂部。厚手の断面三角形。
367 屑片 3・0 2・3 H-2 8091 調:fi(:Yo産） 1/1 不定形剥片。目的剥片。
368 耕 1-7 2・9 C-13 4040 謂（咽産） 1/1 横長の不定形剥片。
369 酎 4・2 3・2 C-9 6917 謂石（上牛籍） 1/1 厚手の不定形剥片。先行する右側縁部はネガアイプ面。
370 翻 1・6 2・9 F-8 5489 諏 1/1 横長の不定形剥片。先端部に微細な刃こぽれ痕。
371 餅 2・5 1・1D-6 269 請E 1/1 
372 棚 4・3 3・0 J-3 7842 謂石（咽産） 1/1 右側縁部は分割。
373 薪 l・9 l・3 D-9 6092 喉（師様・柁） 1/1 調整剥片ないしはプランティングチップ。
374 糊 l・2 l・2 E-9 5199 謀（証碩飩） 1/1 調整剥片。
375 薪（癌貼） l・3 l・l E-8 7299 羽（鉄喉競） 1/1 折断剥片の先端部。
376 獣 l・8 1・5 C-9 限（輛瑛耗） 1/1 不定形剥片。
377 覇 2・2 0・9 F-7 5750 喉（証荻・乾） 1/1 小型の縦長剥片。目的剥片かどうか不明。
378 耕 3・2 2・l C-11 6706 萩（飼瑛耗） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は求心状に実施。
379 罰 3・0 l・9 C-9 碩（筋碩・耗） 1/1 薄手の不定形剥片。単設打面。剥片剥離は同一方向。
380 獣 3・6 l・8 E-10 3706 萩（飼喉・柁） 1/1 縦長剥片。背面は礫皮面。先端部破損。

4 7 381 棚 l・9 l・6 B-7 寂（蒻賣・醗） 1/1 不定形剥片。先端綿に刃こぽれ痕。
382 餅 2・9 l・2 G-13 7525 喉（賜賢栂） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。
383 餅 2・7 1-4 E-13 5932 限（証姜耗） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。目的剥片。
384 訛 2・4 l・5 E-8 243 硯（譴貨・蒋色） l八 不定形剥片。剥片剥離は打面転移。
385 踪 2・7 l・7 H-13 7588 荻（疇織） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。目的剥片。
386 翫 2・0 2・3 E-9 3609 喉（翻英・耗） 1/1 不定形剥片。
387 乱l片 l・2 1-5 B-8 8413 1/1 横長の不定形剥片。
388 鮒 3・2 1-6 H-4 7097 辰（証碩・乾） l/1 不定形剥片。打点移勤。
389 獣 4・7 3・9 F-4 6329 隈（翻英・穂） 1/1 バイポーラによる剥片剥離。
390 獣 l・2 0・9 E-10 5331 碩（隕幾） 1/1 調整剥片ないし細石刃。
391 獣 l・7 1・5 C-9 瑛（翡罷） 1/1 調整剥片？。
392 薪 1・9 1・3 I-4 7808 昧（翡賃・鱈艶） 1/1 調整剥片？。
393 獣 2・7 l・3 E-9 5183 碩（翻英？ ・耗） 1/1 不定形剥片。
394 薪 l・4 1・5 H-3 6657 限（白飩） 1/1 不定形剥片ないしは調整剥片？。不明。
395 翡片 2・5 1-4 E-9 5160 荻（翡質・樗も） 1/1 不定形剥片。
396 耕 2・7 l・l 瑛（翡質・楼） 1/1 不翠網片。単詔涸。
397 転（摘I片） l・8 1-4 D-10 3466 限（！謁賃•醗） 1/1 折断剥片の頂部。打面転移。

4 8 398 獣（嫌乳It) 2・5 1・5 F-12 8240 駈昔（松熟） 1/1 折断剥片の頂部。剥片剥離は同一方向。
399 紺（瘍翡片） l・8 1・2 G-13 7527 踪（耗） 1/1 折断剥片の先端部。
400 薪（囁獣） 2・l l・2 I-3 6686 碩（乳徳） 1/1 折断剥片の先端綿。剥片剥離は同一方向。目的剥片。
401 翡 2・l l・9 F-11 5906 峡（翡賃・龍槌） 1/1 不定形剥片。剥片剥離は同一方向。
402 餅 3・3 l・7 C-13 3171 桟（翡賃•織） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。目的剥片。単設打面。
403 翫 3・8 2・2 D-10 5075 様（翡賃噴罷） 1/1 縦長剥片。剥片剥離は同一方向。目的剥片。
404 勘翡 3・1 2・l D-11 3226 碩（筋碩・黄槌） 1/1 縦長剥片。目的剥片。
405 耕 2・2 2・5 咲（蒻・難も） 1/1 不定形剥片。打面は礫皮面。
406 耕 1・6 2・8 F-6 5832 碩（蒻質・繊） 1/1 不定形剥片。
407 翡片 3・8 3・2 E-8 5014 碩（譴・龍艶） -1/1 不定形剥片。
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表15 小牧 3A追跡逍物観察表（剥片・ブランティング・チップ）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

408 鮒（躙片） l・5 l・2 J-4 7164 続圏） 1/1 折断剥片の先端部3

409 糊 3・1 l・7 G-5 6523 膀圏） 1/1 縦長剥片。目的剥片。剥片剥離は同一方向。

410 紺 3・2 1-5 o~g 5128 翻（紐） 1/1 縦長剥片。目的剥片。剥片剥離は同一方向。

411 鮨 2・3 1・1 E-8 7260 腕（醗） 1/1 不定形剥片。

412 鉗 5・6 2・2 E-9 5312 碗（翅） . 1/1 縦長剥片。目的剥片。剥片剥離は同一方向。

413 耕（胴恨のある栽1片） 2・5 3•2 G-11 7438 碩（躙・鰤） 1/1 縦長剥片。折断剥片の頂部。両恨慮瑯に刃こぼれ痕、使

49 用痕のある剥片。折断は背面から。単設打面。

414 肛痕のある紺 2・5 2・1 H-2 1744 安雌仮も） 1/1 背面に押圧剥離による加工痕

415 朔（翫晏？） 1・7 1・7 H-11 8255 1/1 楔形石器の可能性あり。

416 紺（躙片） 2・8 2・2 C-12 5972 磋（チャート？庇） 1/1 左側縁部に刃部形成の痕跡。

417 耕（鰯片） 2・1 2・1 G-10 8467 1/1 折断剥片の頂部。

418 謝 5・6 3・2 E-10 5267 碩倣荼色） 1/1 縦長剥片。目的剥片。剥片剥離は同一方向。

419 剥片 2・7 2・9 C-9 碩（翡質・蘭絶） 1/1 不定形剥片。求心状の剥片剥離3

420 ブランティンゲチップ 0・8 1・8 F-9 6853 硬顧臥灰色•鵬） 1/1 下縁部は先行する剥離面で、剥片尖頭器等の背面に相当

421 7ゞうンティンク`チップ 1・2 2・0 E-11 3255 硬貨頁岩仮も・B蛾） 1/1 下縁部は先行する剥離面で背面に相当し、単設の打面は

襄面の平坦面に対応。

422 7''うンティンク‘、チッブ' 1-5 2・2 J-4 7216 頼頁岩仮も・疇・ 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

絃） 応。刃潰し加工は右から左へ移動》

423 プランティンゲチップ 0・9 1・8 D-3 8534 暉頁臥灰色•疇） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

応。先行する 2枚の刃潰し加工あり。

424 プランティンクさチップ l・l l・7 F-10 5404 謹頁岩倣色・S毅） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

応、先行する 4枚の刃潰し加工あり。

425 プランティングチッ7゚ l・O 2・0 D-11 6714 硬質殿択灰色・餓檄） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

応。先行する 4枚の刃潰し加工あり。

426 ブうンティングチッ7" 1・0 1・7 J-7 8182 硬顧臥灰色場翡） 1/1 単設の打面は裏面の平坦面に対応。先行する4枚の刃潰

し加工あり。

427 プランティンク`チッ7゚ l・4 l・8 D-14 4095 硬貨賭仮色・8載） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は裏面の平坦面に対

応。先行する 3枚の刃潰し加工あり。

5 1 428 プうンティングチップ 1-2 2・0 D-10 3504 暉賭倣色・鰈） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は襄面の平坦面に対

応。先行する 4枚の刃潰し加工あり。

429 プランティンク`チップ 0・9 2・0 D~IO 5208 硬賃頁岩仮色・疇） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は襄面の平坦面に対

応。

430 プランティングチッ7゚ l・O l•9 D-12 6036 硬顧岩倣色・嗣伐） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は襄面の平坦面に対

応。先行する 2枚の刃潰し加工あり。

431 プうンティンゲチッ7゚ l・3 2・3 F-8 5491 暉頁臥庇・闊） 1/1 下縁部は背面に相当し、単設の打面は襄面の平坦面に対

応。先行する4枚の刃潰し加工あり。

432 プランティングチッ7゚ 1・1 l・4 C-10 5088 頼頁岩仮色・腿様） 1/1 単設の打面は裏面の平坦面に対応。先行する 2枚の刃潰

し加工あり。

433 ブランティンゲチッ7゚ 1・4 1・5 G-12 7477 頼罷俄色惑） 1/1 単設の打面は裏面の平坦面に対応。先行する4枚の刃潰

し加工あり。

434 tうンティンがチッ7'0・9 2・4 C-10 3294 暉頁岩傷色） 1/1 単設の打面は裏面の平坦面に対応。先行する 3枚の刃潰

し加工あり。

435 7ゞランティングチッ7゚ 1・5 l・4 K-8 115 暉局択児・樹蘭恙） 1/1 単設の打面は襄面の平坦面に対応。先行する 2枚の刃潰

し加工あり。

436 ずうンティングチップ 0・9 1・9 1/1 単設の打面は襄面の平坦面に対応。
437 7•' ランティンゲチッ7 ゜ l・4 2・7 F-5 6274 硬質頁借仮色） 1/1 下縁部は背面、単設の打面は襄面の平坦面に対応。
438 プランティンゲチッ7゚ 1・8 1・6 C-ll 3186 暉頁器仮色） 1/1 下縁部は背面、単設の打面は襄面の平坦面に対応。
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表16 小牧 3A遺跡遺物観察表（石核） l 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

439 石核1類 2・3 4・0 H-12 7499 疇石（暉） 1/1 タマゴ状の円礫を使用、礫の頂部より両刃礫器状に交互

に剥片剥離を実施横長の不定形剥片生産3

440 石核2a類 2・7 2・l G-8 5568 石英 1/1 !]型の縦長剥片生産単設打面。打面が先行する剥離面

で、背面はポジテイプ面。

441 石核1類 2・4 3・8 G-12 7490 黒曜石(J:情産） 1/1 タマゴ状の円礫を使用、礫の頂部より両刃礫器状に交互

に剥片剥離を実施，横長の不定形剥片生産，

53 442 石核2a類 2・8 l•9 D-11 3215 石英（乳絶） 1/1 小型の縦長剥片生産。単設打面。 439と同一。

443 石核2a類 2・9 3・7 D-10 5206 頗員臥庇・嗣屈） 1/1 縦長剥片生産背面にポジテイブ面が確認されることか

ヽ ら剥片素材の石核，単設打面。

444 石核3a類 3•0 2・6 H-5 6415 餌（睛質） 1/1 両側面はネガテイプ面、底面は節理面であることより，

単設の打面は礫素材の分割面と判断。

445 石核2b類 2・l 2・3 F-2 8565 四（睛質） 1/1 右側面の平坦面をポジテイブ面と判断。図示していない

が、左側面に背面からの先行する剥離面が見られる。

446 石核3b類 2・0 4・3 G-3 1689 匹（碍質） 1/1 打面が礫分割面に相当すると判断。右側縁から背面にか

けてほぽ直行する剥離面がある。不定形な小剥片剥出。

447 石核3a類 2・2 2・9 B~lO 6015 匹像英？） 1/1 底面ないし右側縁が分割礫面に相当し、打面は左側面か

らの加撃で造られる。

448 石核3b類 4・1 5・8 D-7 270 洒卜顧嵌色） 1/1 右側縁部で先行して剥離作業が行われ、最終打面は節理

面に相当。ほぼ90度の打面転移が見られる。

54 449 石核3b類 2・0 3・9 碗傭〇 1/1 打面は礫分割面、背面に礫皮面。剥離作業は右側面が先

行し、ほぽ90度の打面転移が見られる。

450 石核3b類 1・9 2・6 D-8 285 四（瞬貨） 1/1 底面が礫分割面。打面及び右恨賜は先行する作業面。

451 石核3b類 3・3 3・4 B-21 4154 翫（竪 1/1 打面ないし呵則面が礫分割面に相当する。最終作業面と

右側縁部作業面とは90度に打面転移。

452 石核3b類 2・4 2・6 D-1 匹（翡） 1/1 左恨腐が礫分割面。単設打面。背面を打面とする同じく

単設打面の作業面あり。

453 石核3a類 2・0 2・8 F-12 3096 日（睛 1/1 打面が礫分割面。単設打面。小型の不定形剥片の剥離を

目的としているが、初期の段階で放棄

454 石核3a類 2・3 3・2 C-8 316 即（瞬賃） 1/1 打面が礫分割面。単設打面。小型の不定形剥片の剥離を

目的。他の3面には礫皮面残す。

455 石核3-a類 2・l 3・5 G-8 5567 餅（環） 1/1 暉左奥の剥離面が礫分割面。戦記面。 1j型の不謬

剥片の剥離を目的。

55 456 石核3b類 3・3 4・l E-10 6758 頗屁仮色） 1/1 打面ないし底面が礫分割面に相当する。最終作業面と右

佃縁部作業面とは90度に打面転移。背面は最終打面方向

への作業面あり。

457 石核3a類 2・8 3・1 F-6 5780 四（環） 1/1 打面図の左（シロヌキ）が礫分割面。

458 石核3b類 2・6 2・9 F-9 3823 四（環） 1/1 左側縁部にも先行する作業面あり。

459 石核3b類 2・9 3・5 C-12 踪（慰 1/1 右側面が礫分割面に相当し、先行して剥片剥離を実施》

暉でも馴倖鎚面以前に剥片剥離が見られる。

460 石核3b類 3・4 4・2 G-9 5458 源卜貨爾パ灰艶） 1/1 打面図の左（シロヌキ）が礫分割面。背面に先行する剥

片剥離面あり。

461 石核2a類 2・2 2・7 D-10 6708 調石（？） 1/1 背面上位の剥離がポジテイブ面。

462 石核3b類 2・5 2・3 E--u 鵬仮色） 1/1 背面が礫分割面。打面は背面と直行し、打面調整を繰り

56 返しながら不定形な小剥片を取り出す。

463 石核3b類 4・4 4・6 G-3 6472 裾倣艶） 1/1 底面を除くいづれかが礫分割面。

464 石核3b類 3・8 4・0 C-12 5799 頓頁臥灰黄色） 1/1 打面中央部の平坦面が礫分割面。剥離作業はまず底面か

ら実施した後、現作業面とそれを打面とする右側縁部の

作業面がある。

465 石核3a類 3・7 3・4 D-10 5083 チャート 1/1 背面が礫分割面。

466 石核3b類 2・0 2・l H-13 7532 請石（？） 1/1 小円礫を分割したと思われるが、分割面不明。

467 石核3a類 3・7 l・8 E-10 5275 即（翡貨） 1/1 背面が礫分割面に相当。

57 468 石核 1類 2・l 2・7 G-12 7495 蒻石（上牛航） 1/1 小円礫を使用、礫の頂部より両刃礫器状に交互に剥片剥

離を実施。横長の不定形剥片生産。

469 石核2a類 3・2 2・6 B-13 4041 登岩（環） 1/1 背面がネガテイブ面に相当。打面はそれより先行する剥

離面。作業面はスッテプフレーキングで終了。
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表17 小牧 3A遺跡遺物観察表（石核） 2 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

470 石核3b類 2・2 2・9 J-12 9 1/1 打面部は先行して剥片剥離作業が行われたと思われ、そ

の後最終剥離を実施横長の不定形剥片剥出。

471 石核2a類 1-8 2・7 B-12 5970 匹（転英・絶） 1/1 !)型の縦長剥片生産単設打面。打面が先行する剥離面

で、背面はネガテイブ面。

5 7 472 石核3a類 1・8 2・7 G-9 5542 疇石（道） 1/1 打面が礫分割面に相当する。剥片剥離は正面を中心にほ

ぼ半円形状に進む。単設打面。
473 石核3a類 l・3 2・9 E-9 3795 1/1 打面が礫分割面に相当する。剥片剥離は正面を中心に同

一方向。単設打面。

474 石核2a類 1-2 1・9 E-8 3695 四暉） 1/1 打面が礫分割面に相当する。剥片剥離は主面を中心に同

一方向。単設打面。

475 石核26類 2・0 2・5 I-3 7748 疇石（道） 1/1 背面のいづれかがポジテイプ面と判断。
476 ブランク 5・3 3・7 D-13 3914 シルト顧岩 謎） 1/1 糧ないしは底面が礫分割面に相当すると判断。右｛購象

の剥離は調整剥離つ正面が作業予定面。
477 傾函鬱I片 1・7 3・6 E-11 3257 匹（？） 1/1 背面がポジテイプ面で、ステップフレーキングの作業面

の再生を計ったと思われる。

478 石核3a類 l・3 l・8 B-11 8329 1/1 剥片剥離作業は同一方向。

58 479 石核3a類 l・2 l・9 F-10 5363 譴石（？） 1/1 単設打面。剥片剥離作業は同一方向。

480 傾面醗剖片 1-5 l・8 B-10 8342 1/1 背面がネガテイプ面で、作業面の再生を計ったと思われ

る。

481 石核3a類 1・1 1・7 B-11 8329 四（睛賃） 1/1 打面が礫分割面。剥片剥離作業は同一方向。細石核？
482 傾頑麒片 l・5 2・5 D-11 3423 餌（躙） 1/1 背面がポジテイプ面で、力庫枕は底面方向から。作業面の

再生を計ったと思われる。

483 残核 0・9 1・5 E-8 3961 餌（碩貨） 1/1 最終段階。

484 残該 1・4 2・5 C-11 4026 血（翡貨） 1/1 最終段階。単設打面。!]涅！の不定形剥片の剥離剥出)
485 残核 2・4 2・2 E-10 5273 即（節碩・耗） 1/1 最終段階。単設打面。

486 石核3b類 3・1 2・6 D-3 紐（翡） 1/1 暉ないし底面が礫分割面。 ,j型の不定形剥片の剥離を

目的。右｛贖象の作業面は直行。

59 487 石核3b類 4・0 4・6 E-8 5022 シルト貨頚倣色・趾 1/1 耀の平坦面が礫分割面。単設打面。背面を打面とした

剥離面が残されるが、割と質のよい縦長剥片を取り出し

） ている。
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て424・428がある。逆の傾斜を成すものは， 425・431・436等が指摘できる。

第10節石核

使用する石核素材の違いにより， 3類に区分できる。 1類円礫等の礫索材， 2類剥片素材， 3類

分割礫素材で，さらに， 2類・ 3類は細分できる。

1類， 439・441は樋脇町上牛鼻産の黒曜石で，卵状の円礫を索材としている。剥片剥離は，円

礫を横長に使用し稜線上から交互に繰り返し，剥片剖離作業面は両刃礫器状を呈している。取り出

される剥片は，不定形で横長の剥片である。 468は小礫を使用。

2類， 443は背面がポジテイブな面を成す，剥片索材の 2類に相当し，単剥離打面を成す。なお，

この石核には 2点の剥片が接合する（接合資料490-2)。440・442は2点とも剥片索材で，背面は

ポジテイブな面で構成される。縦長剥片を剥出しているが，いずれも小型の剥片である。 469の背

面はネガテイブな面で，単剥離打面を持つ。

3類，この分割礫を素材とした 3類の石核が構成の主体を占める。 446・447は分割礫のネガテ

イブな素材を用いている。 448の打面は単剥離打面で，分割面をそのまま用いている。剥片剥離は，

打面の周辺部に添って行われ，横長の不定形剥片を主体に剥出している。 451は打面ないしは右側

縁部が分割面に相当する。 456は底面が分割面， 459は右側縁部が分割面に相当し，右側縁→打面

→正面の順に作業面の移動が観察される。 464の右側縁部は，最終作業面に先行して剥片剥離が行

われている。 470は先行して1」面で剥片剥離が行われる。 472・473は打面が分割面。 487はシル

卜質頁岩で表面は風化が進む。分割面は打面の平坦面で，単剥離打面。本遺跡に残された唯一の大

型石核である。

477・480・482は作業面再生剥片。

第11節接合資料

接合資料 1 (488-1、2、3)

硬質頁岩素材の不定形剥片 3点の接合資料である。剥片剥離で打面転移の認められる賓料で，第

1剥片 (488-1) とそれに先行する 2枚の剥片と，第 2 (488-2) -・ 第 3 (488-3)剥片は180度打

面転移が行われる。 488-3の腹面はポジテイブ面を成す剥片である。

接合資料 2 (489-1、2)

硬質頁岩素材の不定形剥片 2点の接合資料である。小型の縦長剥片 2点の接合資料で， 2点の資

料及び観察できる剥離面は全て同一方向の剥片剥離を示している。なお， 489-2の剥片の先端部は，

折断された可能性がある。

接合資料 3 (490-1、2、3)

3点の接合資料で， 490-2は石核443として先に取り上げたものである。第 1剥片 (490-1)の

右側縁部を打面とした先行する剥離面は，石核 (490-2) とは90度の打面転移が行われている。第

2剥片 (490-3) は打点が残らないことから，はじけと見られる。硬質頁岩。

接合資料 4 (491-1、2)

石核 (491-2) と剥片 (491-1)の接合資料で，使用石材は，硬質頁岩。打面は背面方向に値斜

する複剥離打面で，先行した 2枚の剥片， 491-1の後に剥離された剥片共に，小型の剥片である。

接合資料 5 (492-1、2)
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表18 小牧 3A遺跡遺物観察表（按合資料）

挿図 番号 器種 長さ輻 出土登録 使用石材 ，縮尺 備 考
cm cm 区 番号

488 接合資料

-1 嘘蘇肝 3・1 2・9 G-9 5551 硬顧臥灰・嗣様） 1/1 背面と同一方向の剥片剥離）
＇ 

硬顧岩仮・腿伐） 剥離方向は一 1と対行し、剥離後打面除去。-2 不籾朗 3・0 3・3 C-9 5055 1/1 
I 

硬質罷仮撼） 襄面はポジテイブ面。剥離方向はー 2と同一。-3 碇馳1片 3・6 2・5 H-11 7458 1/1 

6 1 489 接合資料

-1 荏籾片 2・1 0・8 J-8 8135 硬顧釈扱・蹟様） 1/1 先行する剥片でー 2と同一方向の剥離，
I 

観枇1片 硬賃頁岩仮・厳） 1/1 細身の縦長剥片で、下端部は折断で除去。~2 2・4 l・4 G-9 5523 

490 接合資料

-1 窄腱片 3・5 2・5 D-10 5203 硬顧訳灰・職様） 1/1 厚手の不定形剥片。正面作業面の打点移動は左から右。

雌頁岩仮・鑓） 挿図53-442の石核に相当。単設打面。-2 硝 3・0 2・8 D-10 5206 1/1 

親顧器仮・鼈様） 石核との剥離面はネガテイブ面。-3 程闘片 3・9 l・9 J-10 8263 1/1 

6 2 491 接合資料

-1 碍闘片 2・5 1・7 G-9 5540 硬顧岩倣蕩餓） 1/1 剥片の下端部はステップフレーキング。
碍 硬顧岩倣・饉様） 1/1 柱状形態最終剥離作業3 直前の剥離は左→右→左。-2 4・5 2・8 f~g 6849 

492 接合資料

-1 耕 2・2 2・1 I-12 7609 硬顧臥冦・日簾） 1/1 剥片の頂部は切断されている。ステップフレーキング。
I 

硬顧訳伏農・嘩） 1/1 シロヌキは節理面。先行する剥離痕国従長の剥片。-2 硝 3・7 3・9 I-11 9 

493 接合資粕

-1 t、うンティンク`チィ7・ 1・3 1・8 F-8 5506 硬顧岩倣・緑様） 1/1 -2より先行する刃潰し加工剥片。
-2 ブランティンゲ和7゚ 1-4 2・7 G-9 5411 硯質頁岩偲篇餓） 1/1 スクリントーンは先行する剥離面で、ナイフ形石器ない

し剥片尖頭器の背面に相当する。6 3 

494 接合資料

-1 7ゞうンティンゲチッ7゚ 1・6 1・8 H-10 5590 難頁岩仮貨餞） 1/1 ナイフ形石器の襄面から加撃し、刃潰し加工剥片。
~2 ナイブ粧器 5・l 4・0 F~S 5507 硬翻岩仮薗熊） 1/1 挿図24-214の相当。スクリントーンは先行する剥離面

495 接合資料

64 -1 スクレイ/¥- 4・3 4・4 D-9 5043 硬顧臥雌鑓） 1/1 折断剥片の中間部利用。左1賄政に刃部形成2I 

-2スクレイパー 3・0 4・4 D-9 5048 硬賃頁岩仮倶・B簾） 1/1 折断剥片の中間部利用。左側縁に刃部形成〕
496 接合資料

-1 〗II痕のある嘩 3・7 3・l F-8 5508 硬顧岩倣薗掘） 1/1 左側縁部の剥離はブランテインゲ状、右側禄の縦方向の
6 5 剥離は分割後。

-2 石枝 2・8 3・l F-9 5512 硬賃頁岩仮・紺餓） 1/1 左｛購象部の下端部からの剥離は分割以前。
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石核 (492-2) と非I]片 (492-1)の接合資料で，硬質頁岩使用。石核の下緑部は節理面，左側縁

部は礫面で構成される。剥片には打点が残されず，ステップフレーキングを成すことから先行した

左側の剥離に乗じた可能性がある。

接合資料 6 (493-1、2)

整形剥片 2点の接合資料である。スクリントーン表示部分が，先行する剥離面でポジテイブな面

を成す。そのため，ブランテイング・チップの可能性も残す。使用石材は，硬質頁岩。

接合資料 7 (494-1、2)

剥片尖頭器 (494-2) とブランテイング・チップ (494-1)の接合資料。使用石材は，硬質頁岩。

スクリントーン表示部分が，背面を形成する先行する剥離面でポジテイブな面を成す。ブランテイ

ング・チップの打面は．剥片尖頭器の腹面に相当し，急角度のブランテイング加工のため，打面と

底面が平行関係を示す。

接合賣料 8 (495-1、2)

偏平な縦長剥片を素材とした，スクレイパーの破損品の接合資料。使用石材は硬質頁岩。器体の

上端・下端共に折断の痕跡を示す。

接合冑料 9 (496-1、2)

剥片索材で，裏面はポジテイブな剥離面を成す。 (496-2)の左右側縁部に残る剥離は，分割以前

0)剥片剥離である。分割後. (496-1) (})右側縁部の剥片剥離は，両端から実施。

第12節 ストーン・リタッチャー

4点閃ポしたが， 499については疑問も残る。

497は偏平な砂岩円礫を素材にし，周辺部と両面にはいわゆる掠痕が多数刻まれる。擦痕は、周

辺部では深くさらに V字状に刻まれ，両面の平坦面では長く残される。 498は軟質の砂岩を使用し

たもので，周辺部に深く短い擦痕が，両面に部分的に槌中して V字状に残される。 499はやや軟質

0)頁岩を用いているが，図示した擦痕状の痕跡は自然風化の可能性強い。なお，両端部がお互い反

対方向から破砕することから，楔形石器的用途に使用された可能性もある。 500はシルト質頁岩を

川いたもので，下半部は敲打により欠落している。頂部や側縁部の一部もハンマー的使用により浪I]

離している。

第13節 ハンマー・ストーン

形態的には，球形と棒状があり，安山岩と砂岩が使用される。 505・508・510・511が砂岩で

残りが安ILI岩である。各石器の使用部分については，図ポしたとおりである。注日されることに，

球形のものでの破損は認められないが，棒状のものはその大部分が大きく破捐していることであ

る。その原因については明らかにできないが，使川方法等が異なる可能性も推測できる。

第14節 グレイバー，ドリル

513黒111/石製の横長の剥片が索材で，腹面がポシテイブに相当する。彫刻刀面の設定は，剥片を

横位に用い， I頁部をカットして設けた打面から彫刻刀面を作り出している。彫刻―:JJ面は， 3回の剥

離で形成される。 514石材は鉄石美で，残核索材の可能性か高い n 515硬質頁岩の最I]片を索材とし

たもので，剥片の部部に 1 枚の作業面が品められる。 516 鉄石英の剥片を~ 素材としたもので，剥片

の打面を除去した後，打面から彫刻刀面を作り出している。

121 



499 

5 oo 

O 5cm 

I ,I I I I I I ,.I 

第66図 小牧 3A遺跡・ストーン・リタッチャー

122 



□》'°'

504 

゜

507 

ノ---

502 

503 

"', --

／
 

510 

508 

。

511 ゜ 512 

第67図 小牧 3A遺跡・ハンマー・ストーン

123 



こ 513 

乙 515 

▽ 

こ 514 

こニニ 516 

△ 

。
5cm 二 518 
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517良質な硬質頁店を使川し，剥片の先端部を利用している。 518は肛手の鉄石英剥片を索材と

し，).)部は腹面からの整形によりT晰に，鋭く作り出されている。
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表19 小牧 3A遺跡遺物観察表

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

497 スト→ン・リタッチャ— 4・4 3・2 H-14 2818 裾 0・67 偏平な円礫を素材とし、主に右側縁部と平坦な両面に線

状が多数残る。

498 ストーン・リクッチャー 6・2 4・8 賠（飲賃） 0•67 偏平な円礫を素材とし、主に周辺部と表而・裏面の一部

に短い線状擦痕が多数残る。

499 ストーン・リタッチャ一？ 10・9 3・5 C-6 6758 罷仮艶・牒） 0•67 棒状円礫を素材とし、頭部・端部はそれぞれ剥離を受け

6 6 楔形石器的様相を呈している。線状擦痕を表したが、自

然風化の可能性も高い。

500 ストーン・リタッチャ一？ 9・8 6・l D-4 1803 0・67 先端部破撮頭部はハンマー的な剥離、両側縁部も繰り

返し敲打が加えられる。線状擦痕残る。

501 J沢ー・ストーン 4・7 4・2 E-8 244 贖岩 0•67 円礫素材。素材の周辺部に敲打による剥落が認められる

502 1¥/マー・ストーン 6・0 5・8 E-10 5239 如岩 0•67 円礫素材。素材の下縁・右側縁部に敲打痕が認められる

503 I¥/マー・ストーン 6・6 5・9 F-9 5470 皮峠 0・67 円礫素材。素材の下縁部に敲打痕が認められる。

504 J'/nー・ストーン 4・7 4・6 D-10 3332 如岩 0・67 円礫素材。素材の下縁・右側縁部に敲打痕が認められる

505 I¥/マー・ストーン 6・2 3・9 E-6 5791 踪 0・67 礫素材。素材の下縁・上縁部に敲打痕が認められる

506 /V7-• ストーン 6・2 6・7 N-3 1957 剋岩 0・67 円礫素材。礫のコーナ一部に敲打痕が認められる

507 I¥/マー・ストーン 6・9 2・9 E-9 5175 如岩 0•67 礫素材。素材の下縁・上縁部に敲打痕が認められる

508 IVマー・ストゥ 4・4 3・0 F-3 6941 踪 0•67 礫素材。素材の下縁部に敲打痕が認められ、上部破損。

6 7 509 I¥/で・ストーン 8・6 4・4 安雌 0・67 礫素材。素材の下縁部に敲打痕が認められ、上部破損3

510 10-・ ストーン 7・4 2・8 踪 0•67 礫素材。素材の下縁部に敲打痕が認められ、上部破損。

511 IVマー・ストーン 9・2 4・0 粽 0・50 礫素材。素材の下縁，下縁部に敲打痕が認められる

512 I¥/マー・ストーン 7・5 3•9 F-7 5749 安峠 0•67 礫素材。素材の下縁，下縁部に敲打痕が認められる

513 り`レイIヽさ- 3・7 2・0 E-8 3664 調石（直） 1/1 右側縁部がポジテイプ。作業面の大剥離及び小剥離は全

て上位から行われている。

514 ク，-レイバー ~-8 1・8 J-13 7633 碩（転碩） 1/1 鵬願？。痴螂の背面の量に｛噂面を設定

515 ゲレイIヽ｀—? 4・4 1・4 G-10 6924 頗頁臥隠•鵬） 1/1 縦長剥片使用。腹面の頂部に作業面設定。

516 ク'H1ゞ—? 4・4 2・2 E-1 1663 碍（飼英） 1/1 縦長剥片使用。左側縁部に頭部から作業面設定。

68 517 ドリJv 4・2 1・3 G-4 6445 頗賭（艶） 1/1 不定形剥片使用。剥片の先端部に作業面。

518 ト,,1) /v 4・8 3・1 C-7 碩（節磋） 1/1 厚手の不定形剥片の先端部の両側縁部に腹面から刃部形

成を行い、鋭い作業部を設ける。

559 翻應節斧 8・2 4・9 I-7 6373 闘ルト賃頁岩 0・67 偏平な礫素材を選択し、稜線部と刃部周辺に研磨を加え

る。素材の両側縁に整形剥肩嵐刃部も整形剥離で形成さ

れた後、使用による刃こぼれが見られる。頭部にも整形

後と見られる剥離に使用痕が重なる。

560 概妬居 1・9 1・0 F-9 6850 舅石(j)産） 1/1 レンズ状に整形された、上位からの加撃で半載3

561 摺1石器 2・4 2・6 E-10 5234 調［（貼産） 1/1 主に上位方向からの剥離で、先端部は反対方向からの剥

7 3 離で形成される。先端左側縁は破損。

562 概紐吾 6・2 2・0 F-5 6285 罷仮艶・軟貨） 1/1 他の器種の破損品の可能性もあるが、頭部形成と先端部

の状況から判断。

P 122のストーン・リタッチャーについては， 497は砂岩を使用し，扁平な円礫素材の両平坦面

と，右側緑部に多数の線状擦痕が残されている。線刻礫的色彩もあるが，線状擦痕の状況から石器

製作に関わると判断している。 498は軟質の頁岩を使用したもので，円礫のほぼ全域に短い線状擦

痕が残されている。擦痕は深く刻まれ，石器製作の様相を伺うことができる。 500は頂部と側縁部

はハンマーとして使用し，その際の剥離痕が，中央部には敲打痕が残されている。側縁部や主に裏

面に多数の線状擦痕が残され，多目的に使用されたことを観察できる。

499は作図段階では線状擦痕と判浙したが，石材の関係から風化と判断したほうがよさそうであ

る。しかし，頂部と端部が潰れていることから，楔形石器的用途が推測される。
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表20 小牧 3A遺跡遺物観察表（細伍枝・細石―]J・調整剥片）

挿図 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

519 駈枝（麟） l・8 0・8 I-4 6426 喉（伐喉飩） 1/1 細石刃剥離の作業面が残ることから分類したが、この石

材に対応する細石刃は出土していない。元来、楔形石器

である可能性が高い。

520 駈枝 l・6 l・l F-5 6173 請駈（総贖） 1/1 細石刃剥離は打面転移。背面の横からの剥離は整形剥離。

良質の素材を選択。

521 駈枝 l・8 1・0 I-3 7134 請五（総贖） 1/1 剥離作業の最終段階。背面に礫皮面残す。良質の素材を

選択。楔の形状。

522 証枝 2・3 l・9 C-9 様（諏・赫も） 1/1 厚手の板状の剥片素材。右側縁奥に残る剥離面により打

面設定を行い、次は右側縁の形成（ネガテイプな剥離面）。

噂に残る囀縣からの剥離はその後の記躙饂

70 打面先端部の小剥離は打面調整。左側縁からの下縁調整

523 駈柑 2・l 1-4 E-1 1651 駆昔（殷杓・B罷） 1/1 耀記暉左側縁作出。右側縁と背面は礫皮面残す。広

義の畝原型細石核。

524 駈柑 2・3 2・l C-9 碩（蒻賣・隷も） 1/1 板状の角礫を分割。同一の単設打面を用い正面と背面に

作業面設定。

525 駈甚 2・5 1・8 C-9 喉（蒻賣•瞬） 1/1 板状の角礫を分割。単設打面。背面の横からの剥離は石
核整形剥離。校期の段階で剥離作業放棄。

526 7"うンク 2・3 2・3 C-9 積（翡耀・蹂色） 1/1 板状の角礫を分割。打面右奥の剥陛面が分割面。その後

打面調整剥離実施。初期の時点で放棄。

5町 碩あるい鳴雅 3・8 2・4 C-8 5054 粽債艶） 1/1 板状の角礫を分割。分割面を作業面に打面は平坦な角礫

皮面。縦長剥片目的の石核？。

528 駈柑 2・4 2・6 G-4 6344 喉（貼鰍瀕翡） 1/1 剥片素材。打面と右側縁の前後関係不明。左側縁は作業

1/1 面方向からの整形剥離。

529 断役あるv11l7方‘ノク 2・l 2・8 G-11 7444 調6(上牛駐） 1/1 分割礫素材。背面上位に礫皮面残す。打面は平坦な分割

面。側縁整形は打面から。

530 駈柑 4・5 4・l D-9 3596 安雌（鯰） 1/1 横剥剥片剥離の盤状剥片使用。石核整形は作業面では左

側縁から整形剥離を加え、面の交差する背郭は右側縁か

ら整形剥離を行う。細石刃剥離は右から左に移動。右側

7 1 縁からの打面再生加撃が最終。

531 積ある＼雌闊7万ン 2・7 2・8 B-9 8358 桟(lll耀・瞬） 1/1 分割礫素材。打面は平坦な分割面。右側縁の剥離面が先

ク 竹ノー。

532 駈杭 2・7 3・6 C-9 桟（翡醗） 1/1 分割礫素材。先行する作業面を打面に転換。

533 甑n 1・8 0・5 I-13 7613 請石（仄愴聡） 1/1 完形品。この石材に対応する細石核無し。

534 駈Jl 1・8 0・7 D-8 3546 萩（蒻貨・醗） 1/1 完形品。この石材に対応する細石核無し。

535 駈刃 1・4 0・7 E-8 3668 調［（甥蹟） 1/1 完形品。 520・521の石材に近い。

536 翫J.I . 2・2 0・7 J-11 7469 視賃罷（仮薗熊） 1/1 完形品。この石材に対応する細石核無し。

5刃 駈刃？（鼈I片） 2・2 0・7 C-9 喉（翡賣・腑も） 1/1 完形品。この石材に対応する細石核無し。

538 駈lJ 1・0 0・7 C-10 3283 請!:i(直） 1/1 折断。頂部残存。

539 駈n l・2 〇・7 G-8 8441 喉（蒻賣•醗） 1/1 折断。頂音防支存。 524細石核と同一の石材。

540 勘月 1・5 0・8 E-13 3878 蒻!i(上牛鼻産） 1/1 折断。頂部残存。 529細石核と同一の石材。

541 駈JJ 0・5 0・9 E-9 3627 如昔（艶） 1/1 折断。中間音防如存。

542 罰刃 l・3 0・9 K-12 14 1/1 折断。頂部残存。

543 断刃 0・6 0・6 I-3 8049 請石（輝椒） 1/1 折断。頂郭残存。良質の石材。

544 駈〗 0・9 0・8 E-8 3658 調［（甥樟り 1/1 折断。頂部残存。良質の石材。打点移動。

545 駈刃 0・8 0・9 D-7 7399 謂五（事1) 1/1 折断。中間部残存。良質の石材。

546 駈 0・9 0・9 B-9 8350 謂6(事い） 1/1 折断。中間音防如存。良質の石材。
547 断〗 1・10・7 G-5 7C65 調駈（親鱈り 1/1 折断。中間音防曳存。良質の石材。

548 駈〗 l・6 0・5 G-5 8108 諏（醗靡） 1/1 折断。頂部欠落。良質の石材。
72 549 駈JJ l・3 0・6 D--3 8535 請石（諏副 1/1 折断。頂部欠落。良質の石材。

550 証 1・2 0・9 D-11 3481 綜（難飽） 1/1 折断。先端部存。 527の細石核と同一石材。
551 駈JJ l・7 0・9 D-9 3388 請石（棚鴨り 1/1 折断。，頂部欠落。良質の石材。
552 駈J] 1-4 0・7 F-11 8283 謂石（茸） 1/1 折断。頂部欠落。
553 駈J] 1・4 0・6 C-9 萩（輯耀・犀） 1/1 折断。先端部残存。 524細石核と同一の石材。
554 頃軋l片 1・7 l・O F-5 6176 隅石（諏羅） 1/1 打面左側縁からの加撃)打而調整の進んだ石核。
555 朋 l・2 l・4 B-12 3995 調fi(疇¥>) 1/1 石核の最終段階。
556 糊柊 1-2 2・6 E-8 3690 喋（翡・靡） 1/l 単設打面。珪化木的様相。石核と同一の細石刃無し。
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表21 小牧 3A遺跡遺物観察表（細石核・調整剥片）

長さI幅 l出土I登録 l 使用石材 T縮尺1備 考

~ 7 21558駈復
叩団戸「は~1:;;1: 胃=~ 石核と同一の醐刃無し。

No.559は軟質シルト質頁岩を用いた部分磨製石斧で，最長8.6cm,幅5.1cm,厚さ

1.5cm程が計測できる。扁平な円礫を素材に選択したと思われ，ほぼ全周を研磨し，

左側面周辺は研磨による面取りが確認できる。頭部及び右側縁に残る剥離面は整形

剥離，刃部方向の剥離は使用による剥離痕と判断できる。

No.560はその形状及び剥離面の残存状況から，楔形石器の可能性が高いと判断され

る。使用石材はシルト質頁岩である。
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第 4章 縄文時代の調査

第 1節出土状況

小牧 3A遺跡の縄文時代の逍物は，その下位のIB石器時代の遺物分布とは分布状況を若干異にし

ている。小牧遺跡の小丘陵のほぼ全域に分布しているが，丘陵の先端部付近まで広がっている。出

t遺物は，縄文時代早期の円筒形土器を主体にそれらに伴う石器が中心となる。土器の復元接合状

況を分布図から見ると，移動範囲の大きい｛頃向を見ることができる。本遺跡でのその移動範囲は

20-30mは確認できる。

第 2節土器

I類土器 (P 129・130・131) 

加栗山遺跡で多散に出土し，加栗山N類土器 .)Jll粟山VIII頑土器とされ注目された上器に相当す

る。その後も各地で確認されるようになり，南九州縄文時代早期文化の中で普遍的に存在すること

が明らかにされ， 11□栗山式土器と呼称できる土器群である。土器の器形は，円筒形と角筒形の 2種

類が存在する。

No. 1 OJ沿壁は 5mm程と薄 <'LJ唇部の狭い平坦面には縦方向0)ヘラ刻みを密に規則的に施し，口

縁端部は緩やかに外反する。器面は条痕で横方向に整形された後，口縁部直下には施文具に貝殻腹

縁を用い，口縁部に並行して横位 2列の貝殻刺突線文（貝殻腹縁刺突線文）が施され，更に，剌突

線文の下位から縦位に楔形の隆帯文（突帯）が貼付けられている。この楔形突帯は周辺をT寧にナ

デられ断面台形状を呈している。隆帯文間は 2cmと広い。 Nil.2彗本的にNo.1と類似するが，口唇部

は尖りぎみで刻みは施されない。口縁部に並行する貝殻刺突線文は 3列で，楔形の突帯は 2列まで

残される。突帯間は広く，その間に縦位の貝殻刺突線文を，突帯に添い両側は連続して刺突点を施

す。 Nil.3の突帯に添った刺突連点は枠状工具により上から下への工程が観察できる。 Nt15焼成が極

めて良質な資料で．胎土に雲園を含み，器面調整もT睾になされ，光沢を保っている。口辱部の刻

みは特に密で，楔形突帯は3・5cmに及ぶ。突帯の側面・上面は丁睾にナデられ，それに添って刺突

述点が丁寧に施される。胴部は，縦方向の貝殻刺突線文で飾られる。 No.40の器面には条痕がわず

かに残り，楔形突帯の側面はヘラでナデられる。 N11.460)貝殻刺突線文の下位は，条痕地文が明瞭

に残され，焼成は極めて硬質に仕上がっている。 Nn480)口縁部は胴部上位で外反し，口唇部は平

坦面を成し，口緑部直下は腹緑で斜位に刺突される。地文に条痕を残し，楔形の突帯を間隔を広め

に貼付け，その間を腹緑部の刺突線文を施し，胴部も同様である。 No.49の口縁部は残されていな

いが， I類t器の特徴をよく示している。地文に横位の条痕を残し，楔形突帯の間隔は広めでその

間を Y字状に，胴部は縦位に整然と貝殻刺突線文を施している。楔形突帯は細く両側は腹縁部で押

さえる。外面の下部に煤の付着が認められる。 N11.50は楔形の突帯を持たないもので，条痕地文に

直接貝殻刺突線文を刺突している。なお，口縁部の貝殻刺突線文は 4列で口緑部を巡る。 Nn51も

地文上に直接刺突したもので，鋸歯状の刺突文が構成されている。 ~t152地文に条痕は残されてい

ないが，貝殻刺突線文・施文手法は踏襲されている。 No.53も52同様地文に条痕は残さないが，貝

殻刺突線文の手法，施文構成は同じである。なお，内而0)謁整はヘラ削りないしは粗0)ヘラナデと
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第76図 小牧 3A遺跡・円筒形土器 2
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第85図 小牧 3A遺跡・円筒形土器11

思われる。また，上位には縦長の補修孔が残される。 Nll.54は地文の条痕が残される，器壁は極め

て薄く 3mm程である。また，口縁部の貝殻刺突線文は整然と 4列付されている。 No.56の条痕地面

は明瞭に残され．器墜も薄い良質な焼成で，器面は鮮やかな橙色を星している。 N<1.57は胴部片で，

条痕が明瞭である。 ,~u580) 楔形突帯は上位は鋸歯状に，下位は単ーと山形に付され ,Y 字状と X

字状を構成する。胴部は貝殻刺突線文で施文。

Nn257・258 ; 259・264・265 (P 158) O) 5点は角筒形土器に相当する。角筒形土器は，形状

が異なるだけで．甚本的に施文方法・ 施文具等は円筒形士器と共通する。 Nn257は胴部の下位に相

当する資料で，斜め方向の条痕を地文とし，その上位に縦位の貝殻刺突線文を重ねている。 Nn258

は角筒形の稜部に相当し，施文手法等は変わらない。器壁の薄い良質な資料である。 No.259の貝殻

刺突線文は並行した 2本で構成する。 No.264は胴部下位と底部の音料で，底部接地面は方形を成す

が，正方形でなく辺の中央部はやや膨らむ。底部内面と接地面はT寧にナデられ，側面にはヘラに

よる縦位の浅い沈線文が規則的に施される。 No.265も同一である。

Il類土器
I類t器の器面には，横あるいは斜め方向の条痕を地文として残し，胴部は貝殻腹縁刺突文で施

文され．刺突線文は規則性を持ち類型化した施文が認められた。一方．ここで区分した II類士器に

は．条痕の地文は認められず．器面は丁睾にナデて仕上げることが一般的となる。胴部の貝殻腹縁

刺突線文は．器面全体に連続して密に施され. I類士器と異なり施文等に類型化は見出せない。ま

た，楔形突帯は細< . 長く整形される値向がある。更に．楔形の突帯を持たない器種も．器種のバ

リエーションとして存在する。

No. 4口唇部の狭い平坦部に連続した刻みを持ち， L1縁部に横位 3列の貝殻刺突線文を巡らし，縦

位の楔形突帯を 2列貼付ける。突帯間が狭く．器面凋整はナデによる仕上げと判断できる。 No.12,

楔形の突帯は細く長い．胴部は貝殻腹緑刺突文を施す。 No.11・13-260)胴部は全て貝殻腹縁刺突
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第86図 小牧 3A遺跡・円筒形土器12

文で施文される。 No.190)器面は―「睾にナデられ，胴部は押し引き文が施文され，長めの楔形突帯

を上下 2列に貼付け，隆帯文に添い刺突線文を―［睾につける。 No.410)楔形突帯は 3列。 No.59器面

はT喉にナデ仕上げた後，胴部は押し引き文で密に施文する。楔形突帯は上下 2段に貼付け，上位

は一つ岡きに V字に行う。 No.20T睾な沿面調整が見られるも 0)で，上下 2ダljO)楔形突帯の上位・

両側緑はヘラで切られ，突帯間には貝殻刺突線文が 1列付され，胴部も東Ij突線文で飾る。 No.260)

楔形突帯は突帯の上位をヘラで鋭く横に切られる。
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第87図 小牧 3A遺跡・円筒形t器13

No.152硲面は丁布にナデ仕上げがなされ．その上位に貝殻腹緑刺突線文が左から右方向へ整然と

付される。口唇部や口縁端部の刺突線文等の施文規制は．楔形突帯を持つものと変わらない。 No.

153・154も同じである。 No.169はくの字状に，甫ねている。

これまでの胴部施文は口緑部に対し．縦方向に貝殻腹縁部を刺突していたが，類例は少ないが横

位に使用するものも存在している。 No.202・203は明雁な部位の特定はできないが．貝殻腹縁刺突

線文を横位に使川したものである。 N11.205も横位の刺突線文を持つもので ,U唇部のヘラ刻み筈の

手法はこれまでのものと共通する。 N11.212は口怪 9cmO)小型の鉢形上器で．貝殻腹縁部を横位に）f] 

いやや引き戻すような施文が見られる。 N11.208・209は腹縁部を深く刺突したもので．特に.208 

の器面は鮮やかな赤色を星し，同色0)削料が使用された可能性がある。 No.213は特殊な施文を成す

もので．口緑部に 4-5列0)貝殻刺突線文を．胴部は貝殻刺突線文を縦位に刺突するエリアと横位

にするエリアに区分されている。 N11.214は他に比較して屑手の器壁を持ち，縦位の貝殻刺突線文が

不規則に展開する。
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表22 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 1 

挿図 番号 器種 郭位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

1 諜尉昔 0聰 F-2 1392 糀・欝位を多く含り、長E・［ 外；鮒り賤籟 平坦な口唇部に縦方向の規則的なヘラ刻み。口縁

I類 英・鱗五 内；T棗なナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯

2 甜駐苔 噴屈 G-5 6420 眈・齢札を多く含b、長石.:ii 外：庸飼賤雑 口唇音駄は尖りぎみで刻み無し。口縁部直下に横位

I類 芙・鱗五 内；T稟なナデ 3列の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯、突帯間に縦

位の複数の貝殻刺突線。突帯の間隔広い。

3 謀恥§ 直慈 甜・緻讃を多（含b、長1:i・石外；齢I/)賤雑 狭い平坦な口唇部、ヘラ刻み無し。口縁部直下に

I類 芙・肖罰 内；了＄なサ中 横位3列の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯。突帯間

(/¥うザ？） に縦位の複数の貝殻刺突線。突帯の間隔広い。

4 甜財苔 D鵡 F-2 1397 魏・徽巖をが含り、長li・石外；サ＊ 狭い平坦な口唇郎に斜位のヘラ刻み。口縁部直下

II類 芙 内；T忠な仔' に横位3列の貝殻刺突線。縦位2列の楔形突帯、

上位が長い。突帯に添い縦位の貝殻刺突線。突帯

の間狭い。口縁部は外反。復元口径20・7cm。

5 諜炭苔 D難 H-11 1192 翡羅煽を多（含り、長£・五外；難唄融廣 狭い口唇音いこ縦方向の規則的なヘラ刻み。口縁部

I類 英・雲母 内；I¥升デ 直下に横位3列の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯、

突帯に添い縦位の貝殻刺突線。突帯の間隔はやや

広め。外面に煤付着。焼成は極めて堅致。胴部は

縦位の貝殻剌突線文。復元口径18・7clllo

6 疎恥昔 噂屈 甜·麟を多（含h、長石•石 外；蘭罰賤灸恨 狭い平坦な口唇音〖、ヘラ刻み無し。口縁部直下に

I類 英 内；T阻なナデ 横位3列の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯。突帯間

に縦他の複数の貝殻刺突線。突帯の間隔広い。

7 諜房埠 嘩屈 M-4 2169 眼村・観燒を多く含り、長石・li外；憤勧賤籟 平坦な口唇部、刻み無し。口縁部直下に横位3列

I類 英・蜻1/)鱗罰 内；T睾なヤr' の貝殻刺突線。縦位の楔形突帯。突帯間に縦位の

複数の貝殻刺突線。突帯の間隔広い。器壁やや厚

手、大型土器？。内面にタール状の付着物。

8 謡阻若 D縣 I-6 1509 甜・翻賊を多（含り、長石・ti外；サゞ やや尖りぎみのD唇郭、ヘラ刻み無し。口縁部直下

Ill類 英•翠 内；了睾なナテ中 に横位2列の貝殻剌突俗凡縦位の楔形突帯。突帯

7 5 に添い縦位の貝殻剌突線。突帯の間隔やや広い。

口縁部外反。胴部は密な連続押し引き。

9 粒駐吾 D随 砂村・掘規を多（含じ、長li・石外；仔ゃ 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

I類 英・少［暉 内：T名なサさ 刻み。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線。縦位

の楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯間

に斜位の複数の貝殻刺突線。突帯の間隔広い。

10 甜俯士昔 直紅 I-7 砂杭・徽巖を多く含じ、長li・石外；骰の賊籟 狭い平坦な口唇部に、斜方向の規則性のあるヘラ

II類 芙・少/j;(})前罰 内；T茸なナテャ 刻み。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線。縦位

の楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯に

賊やや粽 添い貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。胴綿は貝殻

腹縁による連続押し引き。口径18・lcmo

11甜記昔 D邸 F-7 208 砂憧・膨燒を多（含り、長五・石 外：罷0賤籟 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 英・少量傭罰・靖0椋帷、 内；丁窒なナデ 刻み。口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線。縦位

舷料輯 の長い楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突

帯に添い貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。

12謡椛土苔 噴慧 F-3 1346 砂tt・欝熾を多〈含り、長万•石 外：ザ 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 芙・少量IJ)屡且 内：T名なサ゚ 刻み。口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。縦

位の長い楔形突帯。突帯間に縦位の貝殻刺突線文

。突帯の間隔広い。胴部は縦位の貝殻刺突線文。

復元口径20・0cm。

13祁駐昔 D賭 D-7 5615 闘・徽殿を多（含じ、長月・石 外；行・ 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 芙 内：T箪なI¥うナデ 刻み。口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。縦

位の楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯

に添い縦位の貝殻剌突線文。突帯の間隔広い。復

元口径11・0cm。

14祁配昔 0腿 F-1 3 682 闘・嗣粒を多（含h、長五•石 外：ナデ 狭い平坦な口唇綿に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 英 内；頂なI¥うナテ＊ 刻み。口縁郭直下に横位2列の貝殻刺突線文。縦

位の楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯

間に縦位の貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。
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表23 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 2 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

15 醐ク土居 u雛 M-7 8456 紺・蜀懃多く約、長石•石 外；抒•, 狭い平坦な口唇部、ヘラ刻み無し。口縁部直下に

II類 英 内；T皐な抒ゞ 横位2列の貝殻刺突線文)縦位の長い楔形突帯、

怖 突帯間に縦位の貝殻刺突線文。

16 甜駐器 鳴訊 L-9 1285 腕・鵬を多く含む、長石・石 外；抒' ロ唇部は尖りぎみでヘラ刻み。口縁部直下に横位

II類 英 内；淳な抒さ 4列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突帯、突帯

間に縦位の貝殻刺突線文。楔の上位はヘラで横に

刻む。突帯の間隔広い。胴部は貝殻腹縁刺突線文

。口縁部は外反。復元口径15•9c叫

17 醐仕晏 暉料 G-7 1434 紺・鵬を多く釣、長石•石 外；抒ヤ 口唇郭は尖りぎみでヘラ刻み無し。口縁部直下に

II類 英 内；淳な抒令 横位2~3列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形

突帯。突帯間に縦位の複数の貝殻刺突線文。突帯

の間隔広い。外面に煤付着。口縁部外反。

18 渕秘土器 0蒻 M-5 2189 碗・認粒を多く約、長石•石 外；抒` 口唇部はやや尖りぎみヘラ刻み無し。口縁部直下

II類 英 内；T箪なナテ` に横位3列の貝殻刺突線文。縦位2列の長い楔形

突帯。突帯に添い縦位の櫛歯状の貝殻刺突線文。

楔の上位はヘラで横に刻む。突帯の間狭い。口縁

部は外反。胴部は斜位の押し引き。口径23•3clllo

19 躙仕羞 暉箇 H-14 1005 椀·瓢を多く約、長石•石 /1-:T鷹炉‘ 平坦な口唇部に縦方向の規則的なヘラ刻み。口縁

II類 I-14 英・瓢を多量に含む 内；へうナデ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔

形突帯、突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。突帯の

間隔はやや広め。楔の上位はヘラで横に刻む。焼

成は極めて堅武胴部頃紺立の貝殻刺突線文。復

元口径24•3cm,

20 醐埠 暉器 椀・膨粒を多〈約、長石・:ii外；抒＊ やや傾斜する平坦な口唇部でヘラ刻み。口縁部直

75 II類 英・翠 内；T稟な抒+ 下に横位2列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突

帯。突帯間に縦位の貝殻刺突線文。突帯に添い沈

線文。突帯の間隔広い。胴部は縦位の貝殻刺突線

文復元口径16・lclllo

21 醐仕恙 鳴詞 J-8 1462 腕・翻懃多く含む、長石•石 外；抒，' やや尖る口唇部、刻み無し。口縁部直下に横位2列

II類 英 内；抒守 の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突帯。突帯に添

い饂の貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。器壁薄

い。復元口径15•4Clllo

22 醐埠 暉罰 H-14 1005 甜・篇媚を多く就、長石•石 外；抒‘ 平坦な口唇部に紐いヘラ刻み無し。コ縁部直下に

II類 I-14 英・噸 内；T靡Iけデ 横位3列の貝殻刺突線文3 縦位の長い楔形突帯。

突帯間に縦位の複数の貝殻刺突線文。突帯の間隔

賊骰 やや広い。口縁部外反。

23 甜駐晏 噌乱 K-10 1290 貌•鵬を多〈約、長石•石 外；ザ 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 菟 内；へう抒` 刻み。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。縦

位の長い楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。

突帯間に斜位の複数の貝殻刺突線文。突帯の間隔

広い。復元口径20・7c111o

24醐埠 噂器 I-14 2729 紺・鵬を多く含む、長石•石 外；抒さ 狭い平坦な口唇部に、縦方向の規則性のあるヘラ

II類 英・少量0艤石 内；頂けデ 刻み，口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。縦

位の長い楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。

骸極めて頸 突帯間に斜位貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。復

元口径15•2clllo

25醐埠 鳴栂 L-3 2029 貌・蜀藉を多く節、長石•石 外；抒キ 狭い平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に

]1類 英・少肛鱗石 内；渭Iけテ＊ 横位2列の貝殻刺突線文。縦位の長い1条の楔形

翠。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯に添い貝

骸暉 鰤 lJ突線文と沈線文。突帯の間隔やや広い。

26醐埠 囁箇 G-10 1203 鞄・郷団を多く帥、長石•石 外；T摩炉ゞ やや尖る口唇部、ヘラ刻み無し。口縁部直下に横

76 II類 英 内；渭な抒さ 位3~4列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突帯

。突帯間に縦位の貝殻刺突線文、突帯に添い沈線

文楔の上位はヘラで横の刻む。突帯の間隔広い
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表24 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 3 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

27 湖財器 讃問 I-13 2549 貌憬術を多く叙、長石•石 外；T摩な抒`‘ ロ縁部外反。狭い平坦な口唇部、ヘラ刻み無し。

III類 英・艤石 内； T稟Iけテ•, ロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文3 縦位2列

骸；賄 へうナテさ の長い楔形突帯に添い棒伏工具で上から下へ縦位

の連続刺突文楔の上位はヘラで横に刻む。胴部

は縦位の粗の押し引き。

28 躙埠 鳴府 H-9 5588 腕・羅狗を多〈釣、長石•石 外；T箪なナテ中 平坦な口唇部に規則性のあるヘラ刻み。口縁部直

II類 英 内；T皐なナデ 下に斜位の貝殻刺突文。縦位2列の長い楔形突帯

、翠間に船立の貝輯峡線丸楔に添い右は沈

馘；頸 線文、左は上から下への縦位の連続刺突文。楔の

上位はヘラで横に刻む。突帯の間隔広い。胴部は

貝殻腹縁刺突線文。口縁部若干外反。

29 湖駐器 鳴剖 I-15 2755 貌・鋤粒を多く含む、長石•石 外；T稟な抒ゞ 口唇部は尖りぎみでヘラ刻み無し。口縁部直下に

III類 英・耗粒 内；T皐な抒` 横位2列の貝殻刺突線文》縦位2列の長い楔形突

帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。突帯の間隔

馘；顎 広い。口縁部直行。胴部に縦位の貝殻腹縁押し引

き。外面に赤色の化粧土使用？。

30 躙渥 0齢 卯・鵬を多〈鉤、長石•石 外；抒` 口唇部はやや尖りぎみ規則性のあるヘラ刻み。ロ

II類 英・雲母 内；蜀叶テヤ 縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。縦位2列の

長い楔形突帯。突帯間に縦位の貝殻刺突線文。突

縣；睦 帯に添い縦位の連続刺突文3 楔の上位はヘラで横

に刻む。突帯の間広め。

31 湖記器 n顧 F-1 1676 碗・欄前を多く約、長石•石 外；T勒抒` 平坦な口唇部に斜め方向の規則的なヘラ刻み。ロ

I類 英 内；へうナデ（叫樟殴 縁帯は広く、上位と下位の横位の貝殻刺突線文間

はヨ吋デ・下位li'Jに斜位の貝殻刺突文。長い楔形突帯、突帯に添い

骸；賎 テ抒,) 縦位の刺突文、突帯間に縦位・斜位の貝殻刺突線

文。突帯の間隔は広め。

76 32 醐仕盈 廿謡 G-10 1213 腕・麟移〈節、長石•石 外；抒さ 尖りぎみな口唇部，ヘラ刻み無し。口縁部直下に横

II類 K-13 1111 英 内；へうナデ（叫槌概 位2列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突帯。突

胆コ抒さ・下位Iiり帯間に縦位の貝殻刺突線文。突帯に添い縦位の刺

賊；賄 テザ） 突文。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯の間隔広

め。胴部は縦位の貝殻刺突線文。復元口径16・4cm

33 揺駐苫 暉罰 貌·麟を多〈約、長石•石 外；抒ゞ 口唇部は狭い平坦面，ヘラ刻み無し。口縁部直下に

II類 英 内；3コ抒→ 横位3列の貝殻刺突線文。縦位の長い楔形突帯。

賊；賄 突帯に添い縦位の刺突文、突帯間に縦位の複数の

貝殻刺突線文。突帯の間隔広い。胴部は縦位の貝

殻刺突線文。器壁薄い。復元口径16•5c皿

34醐仕品 暉憚 H-10 1232 貌•鵬を多く含む、長石•石 外；抒ぐ 口唇部無し。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線

II類 英 内；抒S 文。縦位の長い楔形突帯。突帯に添い縦位の連続

刺突文。突帯の間隔広め。胴部は縦位の貝殻刺突

賊l:t頸 線文。器壁薄い。

35揺記器 囁罰 I-8 1459 貌・覇藉を多〈約、長石•石 外；抒令 ロ縁部外反。口唇部は尖りぎみ，ヘラ刻み無し。日

m類 英・少伽鰍石 内；へうがデ 縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。縦位の長い

楔形突帯。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯に添

骸；餅 い縦位の連続刺突文。突帯の問隔広い。胴部は押

し引き文？。器壁薄い。復元口径16•5cm.,

36醐揖 暉罰 L-5 2159 梱・簡藉を多く含り、長石・石 外；竹•, ロ縁部外反口唇部は尖りぎみ，ヘラ刻み無し。ロ

m類 M-5 2160 英 内；3コ抒さ 縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文3 縦位の長い

疇突帯は縦位に施す連続刺突の反作用で作り出

娯；顎 される。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯の間隔

広め。胴部は押し引き文復元口径21•5cm.

37醐埠 囁器 J-1 1795 貌・鋤位を多く約、長石•石 外；抒さ ロ唇部尖りぎみ，ヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

II類 英・柁堕 内；朽さ 2列の貝殻刺突線文。縦位の長い2条の楔形突帯

。楔の上位はヘラで横に刻む。突帯に添い縦位の

駁；料翻 刺突文。突帯間に縦位の貝殻刺突線文，突帯の間

隔やや広め。
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表25 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 4 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

38 躙埠 n臨 M-9 1297 薗蜀既多く節、長石・石 外；朽s ロ縁部外反。狭い平坦な口唇部、縦方向のヘフ刻

II類 英湛堕？・ 内；抒` み。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文)縦位

賊；餅 （へう朽•') 3列の楔形突帯に添い棒状工具で上から下へ縦位

の連続刺突文楔間に縦位の貝殻刺突線文。楔の

上位はヘラで横に刻む。復元口径12•9CIDo

39 醐埠→ 鳴畠 G-8 5570 貌・翻村を多く紡、長石・石 外；抒` 口唇部狭い平坦面ヘラ刻み無し。口縁部直下に斜

田類 英・艶甜？・ 内；抒す 位の貝殻刺突文。縦位2列の長い楔形突帯、楔に

添い上から下への縦位の連続刺突文。楔間に縦位

ヽ 馘；賊 の貝殻刺突線文。楔の上位はヘラで横に刻む。突

帯の間隔広め。

40 醐渥 曝訊 F-2 1390 椀・膨位を多〈約、長石•石 外；T睾杓デ 口唇部は尖りぎみでヘラ刻み無し。口縁部直下に

I類 英・艶鯖？少靭璽母 内；抒さ 横位3~4列の貝殻刺突線文。縦位2列の長い楔

形突帯、楔に添い沈線文，楔の上位はヘラで横に

舷；絣 刻む。突帯の間隔広め。復元口径13・4cm.,

41 醐埠 暉幕 M-8 椀•螂を多〈約、長石・石 外；抒さ 口唇部狭い平坦面で縦方向の規則性のあるヘラ刻

II類 英・艶帷？・翠 内；朽~令 み。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文3 縦位

幽 3コナデ 3列の楔形突帯。突帯に添い縦位の上から下への

賊；頸 憎は9サデ） 連続刺突文。突帯間に縦位の貝殻刺突線文。楔の

76 上位はヘラで横に刻む。突帯の間隔広め。口縁部

やや外反。胴部に縦位の貝殻刺突線文

42 醐逗 醜 I-8 1461 碗・膨懃多〈約、長石•石 外；抒さ 縦位の長い楔形突帯。突帯に添い縦位上から下へ

田類 英・艶帷？ 内；タテかうナテ` の連続刺突文突帯の間広め。胴部は貝殻腹縁に

馘；頸 よる押し引き文。内外面に赤色の化粧土使用。

43 瀾埠 囁慕 碗・畠腑を多く約、長石・石 外；朽ぐ 丸みの口唇部に縦劫旬の規則的なヘラ刻み。楔形

m類 英・艶帷？・翠・翻 内；抒さ 突帯に添い貝殻刺突線文突帯間も同じ縦位の刺

突線文。下位の楔突帯は縦位の貝殻刺突線文の施

馘；賄 文により規耶生が失われている。突帯のr郡岳は広

め。胴部は左から右への押し引き文。

44 瀾埠 n齢 B-15 3033 腕・鵬を多く節、長石・石 外；サ令 口唇部平坦面に規則的な斜位のヘラ刻み無し。ロ

II類 英・艶帷？•絶 内；へう朽` 縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。縦位3列の

（曝鮒甜3サテ',楔形突帯。突帯間に縦位の貝殻刺突線文。突帯に

骸；賄 憎訪缶'') 添い縦位の連続刺突文。楔の上位はヘラで横に刻

む。突帯の間隔広め。復元口径14・0c111o

45 醐揖 鳴箇 I-14 2711 腕・蜀粒を多く約、長石・石 外；抒中 口唇部平坦面に規則的な斜位のヘラ刻み。口縁部

田類 英・艶堕？・麟 内；3コ抒さ 直下に横位1列の貝殻刺突線文、その下位に沈線

馘；賄 文。縦位の楔形突帯。突帯に添い縦位の刺突文、

突帯の間隔やや広め。胴部は縦位の貝殻刺突線文

46 瀾埠 嘩箇 紺・麟を多く叙、長石・石 外；樹抄賤線 口唇部平坦面に規則的なヘフ刻み。口縁部直下に

I類 英•細？•翠 内；ヨコヘうナテキ 横位2列の貝殻刺突線文3 縦位の長い2列の楔形

突帯。突帯に添い縦位の沈線文。楔の上位はヘラ

娯；聡て顎 で横に刻む。突帯の間隔広め。胴部は縦位の貝殻

刺疇文麟薄い。復元口御4・4c皿

47 躙 t器 鳴屈 J-12 2461 紺・鵬移＜帥、長石・石 外濯勒賤籟 口唇部平坦面に規則的なヘラ刻み。口縁部直下に

I類 英・翻・息控？ 内；ヽへうナテ令 横位3列の貝殻刺突線文縦位の長い2列の楔形
（遠は3抒ミ・ 突帯。突帯に添い上から下への縦位の連続刺突文c

48 馘；低て顎 湘埠肘デ） 楔の上位はヘラで横に刻む。突帯の間隔広め。胴

部は縦位の貝殻腹縁による押し引き文。器壁薄い。

復元口径22・6c皿

48 醐埠 囁薗 0-3 1910 甜慣貌を多〈約、長石・石 外；即0賤練 ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的なヘラ刻み。

I類 芙・艶帷？ 内；へうが` ロ縁部直下に斜位の貝殻刺突文。縦位の長い3列
（逍胆抒・. の楔形突帯。突帯に添い上から下への縦位の連続

賊；頸 咆liteて朽ゞ） 刺突文。突帯間に複数の貝殻刺突線文っ突帯の間

隔広め。胴部は縦位の貝殻腹縁による貝殻刺突線

文器壁薄い。復元口径19・8c叫
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表26 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 5 

挿園 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

49 醐埠 胸 K-6 1490 梱・観前を多（勃、長石•石 外；贖憩 縦位の長い楔形突帯。突帯に添い棒状工具で上か

I類 英・黒帷？ 内；へう抒ゞ ら下へ縦位の連続刺突文楔間に複数の縦位の貝

骸；顎 遠はサ汁デ 殻刺突線文突帯の間隔広め。胴部も縦位の貝殻
嘲抄テ抒ャ 刺突線文。

50 醐接 鳴欝 L-3 8592 貌·鵬榜く約、長石•石 外；賊鰊 口唇部狭い平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下

-1 I類 英・艶躾？ 内；へう竹` に4列の貝殻刺突線文。胴部は縦位の貝殻刺突線

-2 賑；頸 文。口縁部外反。復元口径15・7c叫

51 醐埠 喝栂 紺・麟を多く含む、長石•石 外；抒さ 口唇部は尖りぎみでヘフ刻み無し。口縁部直下に

I類 英・艶位？・菱位 内；抒ゞ 不規則な貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文によ

骸；絣 る鋸歯状組み合わせ文。復元口径14•7Clllo

52 揺駐晏 嘩栂 J-13 2451 腕·鵬を多く針、長石•石 外；抒中・賤籟 口唇部狭い平坦面でヘフ刻み。口縁部直下に4列

I類 英・艶帷?・翠 内；抒ゞ (3吋デ） の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文による鋸歯

賊；頸 状組み合わせ文。

53 醐埠 噂昴 M-4 2073 糀·鵬を多く祖、長石•石 外；抒` 口唇部狭い平坦面でヘラ刻み無し。口縁部直下に

I類 英・艶位?・翠 内；上位11へう1/)3コナデ 2列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文による

賊；頸 下位はヘラのクテナデ 鋸歯状組み合わせ文。縦位の穿孔3 口径14・9c皿
54 揺埠 鳴菰 I-5 1582 紺・膨莉を多く含む、長石•石 外；贖鎌 口唇部狭い平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下

I類 戻・艶陸？ 内；抒ゞ に4列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文によ

る鋸歯状組み合わせ文。口径18・5c皿

55 醐仕晏 曝問 K-2 2051 院・蜀位を多く部、長石•石 外；抒ゞ 口唇部狭い平坦面、、規則的ヘラ刻み。口縁部直下

77 I類 英•細?·翠 内；T皐な抒さ に4列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文によ

願；頸 る鋸歯状組み合わせ文 54に類似。

56 藷昴土屋 0詣 紺・篇位を多く釣、長石•石 外；抒キ・賤鰊 縦位の楔形突帯。突帯に添い縦位の沈線文。突帯

I類 英・艶躾?・翠 内；3吋デ の間は条痕施文。突帯の間隔広め。胴部は縦位の

骸；郎 貝殻刺突線文。赤色化粧土使用？。

57 醐接 酵 I-6 1523 腕·鵬を多く約、長石•石 外；腑雌饂 胴部は縦位の貝殻刺突線文。器壁薄い。

I類 英・息禎？ 内；T駒ナテ`
58 醐渥 鳴箇 貌・鵬を多く約、長石•石 外；抒，- 口唇部不明。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線

I類 英・艤石・艶帳？ 内；上位Iiへ和3コ抒` 文。上位の楔形突帯は逆V字、下位は縦位と逆V

字が交互、突帯に添い上から下への縦位の連続刺

賊；椒て顎 突文突帯の間隔広め。胴部は縦位の貝殻刺突線

文。器壁薄い。
59醐埠 鳴器 J-8 2358 紺・翻位を多く含む、長石•石 外；抒` ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的なヘラ刻み。

I類 L-14 2712 英・鱗石・鼻橙？ 内；へうナデ（上位l:t3ナロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文，上位の楔

デ・湘北てデ） 形突帯はV字、下位は縦血突帯に添い縦位の貝
骸；顎 殻刺突線Jt,突帯の間隔広め。胴部は縦位の貝殻

腹縁による押し引き文。器壁薄い。内外面に赤色

の化粧土使用？。復元口径17・8c叫
60醐揖 n髄 E-9 363 貌・鋤札を多く紡、長石•石 外；抒S ロ縁部直行。口唇部傾斜平坦面に規則的なヘラ刻

III類 菟・駐粒?・翠 内；へう(/)3コナデ み。日縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。 2列

の楔形突帯やや太め。突帯に添い縦位の貝殻刺突

骸；頸 線文。突帯の間隔やや広め。胴部は貝殻腹縁によ

る押し引き文。
61醐埠 鳴昴 L-5 2162 紺・膨位を多く節、長石•石 外；抒ゞ 長い楔形突帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文そ

III類 英・馳粒？・蹴 内；へうのタテナデ の後、細沈線文でなでる。突帯の間隔やや広め。

舷；顎 胴部は貝殻腹縁による規則的押し引き文。
78 62醐埠 囁菰 J-14 2635 紺·麒を多（針、長石•石 外；抒さ ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘ

m類 芙・・駐粒？•噸 内；へ和3コナデ ラ刻み。口縁部直下に横位2~3列の貝殻刺突線
賊；聾 文。 2列の楔形突帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突

線文。突帯の間隔やや広め。胴部は貝殻刺突線文。

復元口径17・4cm.,
63醐渥 鳴葬 J-14 2635 碗・躙粒を多く含む、長石•石 外；抒 ロ縁部外反。口唇部傾斜平坦面に規則的な縦方向

m類 英・・黒甜?・翠 内；へうの3コ抒`` のヘラ刻み。口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線
賑；頸 文。 2列の楔形突帯やや太め。突帯に添い縦位の

I 
貝殻刺突線文。突帯の間隔狭い。胴部は貝殻腹縁

による押し引き文。復元口径22•2cn1o 
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表27 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 6 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

64 醐仕喜 囁欝・騨 F-5 5865 貌・鵬を多く釣、長石・石 外；抒令 口唇部狭い平坦面でヘラ刻み。縦位の2列楔形突

m類 F-7 5867 英・艶躾？ 内；ヘラナデ 帯。突帯に添い右に沈線文。左に横引きの貝殻刺

賑；頸 上位は3コナテヤ 突線文。楔の上位はヘラで深く刻む。突帯の間隔

咆l:lクテ抒ゞ 狭い。胴部は縦位の単位別押し引き文。復元口径

19•0c111o 

65 躙埠 暉問 B-14 紺・鵬を多く含む、長石•石 外；抒さ 口唇部平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下に2

m類 英・艶紅？・少量硝闊 内；ヘラ朗吋デ 列の貝殻刺突線文。縦位2列楔形突帯。楔に添い

脱；堅杖 沈線文。楔間は貝殻刺突線文。楔上位はヘラで深

く刻む。

66 醐埠 暉菰 H-9 1233 甜・麟を多く含h、長石•石 外；抒・. ロ縁部外反。口唇部ヘラ刻み。口縁部直下に 1列

III類 英・艶位?・翠 内；抒ゞ の貝殻刺突線文。楔形突帯に添い連続刺突文。突

骸；餅 帯は短く間隔も狭い。

67 躙埠 鳴慕 腑・膨粒を多く約、長石•石 外；抒ゞ 口唇部平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下に2

III類 英・艶帳?・亨 内；抒.(3サデ） 列の貝殻刺突線文。楔形突帯に添い連続刺突文。

賑；頸 突帯は太く短く間陽も狭い。

68 躙埠 囁悔 I-15 2846 腕・蜀位を多く釣、胚•石 外；抒さ 口唇部平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下に2

m類 英・艶粒？・郷 内；へうの3コ抒`` 列の貝殻刺突線文。楔形突帯に添い連続刺突文。

賊；頸 突帯は太く短く間隔も狭い。上位にヘラの横刻み

69 疎財土届 囁悔 G-11 5446 腕·疇を多〈針、長石•石 外；抒‘ 口唇部平坦面、規則的ヘラ刻み。口縁部直下に2

III類 英・艶粒？ 内；3サテゞ 列の貝殻刺突線文。` 楔形突帯に添い連続刺突文。

臥，頸 突帯は太く短く間隔も狭い。楔上位にヘラの横刻

み。内面整形は丁寧。

70 醐仕喜 u顧 F-18 2969 紺·鋤粒を多〈含む、長石•石 外；抒`` 口唇部狭い平坦面、斜位の規則的ヘラ刻み。口縁

m類 英・馳舘？ 内；へう0)3吋デ 部直下に2列の貝殻刺突線文。楔突帯は1列、楔

眩；頸 の右に貝殻刺突線文。左に沈線文。楔の形状は不

78 規則。胴部は押し引き文

71 甜駐盈 暉昴 G-7 6384 腕・飯燒を多〈就、長石•石 外；抒ゞ 縦位2列の楔形突帯。突帯に添い縦位の連続刺突

m類 E-2 1383 英・麟?・翠 内；へ和3コナテ，' 文。突帯の間隔狭く、楔は短い。胴部は押し引き

骸；賎 文赤色化粧土使用？。

72揺財吾 ' n詣 G-10 1213 甜・勘粒を多く莉、長石•石 外；抒` 口唇部尖りぎみ，斜位の規則的ヘラ刻み。口縁部直

m類 英・駐粒？ 内；へう加コナテゞ 下に 1列の貝殻刺突線文3 楔突帯は2列、楔に添

馘；餅 い貝殻刺突線文。楔の間隔は狭い。

73醐仕昔 鳴菰 貌・郷粒を多く含む、長石•石 外；抒さ 口唇部尖る，ヘラ刻み無し。口縁部直下に横位1列

皿類 芙・愚堕？・乾位 内；へう0)3コナテ'， の貝殻刺突線文。楔形突帯は短い、突帯に添い上

齢；見好 から下への縦位の連続刺突文。器壁薄い。

74沿椙土暑 鳴栂 K-13 2492 紺・鋤精を多く含む、長石•石 外；抒さ ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的なヘラ刻み。

III類 英・愚蜆？・蹴 内；へ和3コナテ` ロ縁部直下に横位1列の貝殻刺突線文コ楔形突帯

賊；笞粽 に添い縦位の貝殻刺突線文。突帯の間隔やや広め。

楔の上位はヘラで深く刻む。胴部は規則的貝殻腹

縁による押し引き文。復元口径17・5c皿

75醐逗 鳴栂 H-15 2688 糀・鵬を多く節、長石•石 外；抒ぐ ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的なヘラ刻み。

Ill類 英・艶粒？准石 内；へ和3吋デ ロ縁部直下に横位1列の貝殻刺突線文3 楔形突帯

賊；噸 に添い縦位の貝殻刺突線文。突帯の間隔やや広め。

楔の上位はヘラで深く刻む。胴部は規則的貝殻腹

縁による押し引き文。復元口径20・7cm,74類似

76揺財羞 鳴罰 I-12 2421 紺·鵬を多く含り、長石•石 外；朽さ ロ縁部平坦、規則的ヘラ刻み。直下に横位2列の

III類 英・・艶粒？・ 内；ヘラのタテナデ 貝殻刺突線文3 短い3列の楔形突帯。突帯に添い

臥；賄 縦位の貝殻刺突線文。突帯の間隔やや広め。

77隠彬土居 鳴欝 B-14 琥・楓殖を多く含り、長石•石 外；抒` 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

III類 英・艶堕?・麟 内；へう/[)3コ抒'， 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。 2列の楔形突

賑；頸 帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。その後、右

のみヘラで縦位に刻む。突帯の間隔やや広め。

78醐仕晏 暉栂 I-15 2743 甜・鋤粒を多く含む、長石・石 外；抒` ロ縁部外反。口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘ

Il類 英・艶粒？ 内；屑かう抒ナ ラ刻み。口縁部直下に横位1列の貝殻刺突線文。

縣；頸 2列の楔形突帯太め。突帯に添い縦位の貝殻刺突

線文。胴部は押し引き文復元口径18・0c皿
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表28 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 7 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

79 醐埠 鳴罰 M-7 2311 腕•鵬移〈部、長石•石 外；抒‘ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。口縁

m類 戻・具怯？ 内；へうナテゞ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。 3列の楔形突

賊；餅 帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。楔の上位へ

ラで横位に刻む。楔は太く短い。突帯の間隔やや

', 広め。胴部は押し引き文

80 醐逗 、n蒻 I-14 2715 紺・獅栢を多〈約、長石•石 外；朽ミ 口唇部丸みを成す。縦位2列楔形突帯。楔に添い

m類 H-15 2719 英・艶印・靖睛閃石 内；へうr/)3コナデ 貝殻刺突線文楔上位はヘラで深く刻む。胴部の

H-10 1219 賊；頸 （内面Ii洸汎あり） 押し引き文は密。復元口径20・8cm,

78 81 醐埠 噌栂ヽ L-15 2737 紺•螂を多く祐、長石・石 外；抒ゞ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

田類 英湛帷？・郷 内；へう朗コナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。 2列の楔形突

賊；極めて頸 （内ilili党沢あり） 帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。楔の上位へ

ラで横位に深く刻む。楔は太く短い。突帯の間隔

狭い。胴部は押し引き文。復元口径19・7c皿

82 醐逗 嘩悔 H-14 2696 紺・鰤粒を多く釣、長石・石 外；朽，- 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

Ill類 英・艶粕 内；へうmコナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。 3列の楔形突

骸；餅 帯。突帯に添い縦位の貝殻刺突線文。楔の上位へ

煙土屋 ラで横位に刻み頂部に刺突。楔は太く短い。突帯

の間隔狭い。胴部は押し引き文復元口径22・8cm

83 醐接 廿饂 L-5 2158 腕・鵬般を多く詑、長石・石 外；朽ゞ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 H-14 1005 戻・麟?・翠・郷 内；へう卵コナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文3 胴部は押し引

J-14 賊；顎 き文。施文具ぱ：・化叫復元口径16・0cm,,

84 謹埠 u齢 M-1 1848 腕・編乾を多く部、長石•石 外；抒令 狭い口唇部平坦面に斜方向のヘラ刻み)口縁部直

m類 英・駐帷？ 内；ヨコ抒ぐ 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

賊；頸 施文具は2・8cm.,

85 醐逗 噌息 G-14 2656 碗・繍術を多〈約、長石・石 外；抒中 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・暑帷？•翠 内；ヨコ朽ミ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

賊；顎 き文。施文具は2・BClllo ロ縁部やや外反3

86 謹埠 0齢 L-3 2058 貌・劉莉を多く節、長石・石 外；抒` 狭い口唇部に縦方向のヘフ刻み。口縁部直下に様

m類 英•細？・翠 内；頂なヨコ朽さ 位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施文

賊；顎 具は3・9c皿復元口径20・5c111o

87 醐埠 0臨 C-12 800 腕・麟移く約、長石・石 外；抒ぐ 狭い口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁部

m類 英・艶棟？・郷 内；頂なヨコ抒` 直下に横位3列の貝殻刺突線丸胴部は明瞭な押

賊；頸 し引き文。施文具は2・2c111o復元口径15・4c叫

88 醐埠 0難 J-7 _1615 腕・鋤粒を多〈約、長石・石 外；朽キ 口唇部尖る、ヘラ刻み無し。口縁部直下に横位4

III類 英・舵釈・震屈 内；上位li"Jl税サテ` 列の貝殻刺突線文2胴部は押し引き文。器壁薄い。

賊；朗 種恥う抒さ 施文具は2・5四。

79 89 醐埠 曝農 I-16 2907 腕•鵬移（約、長石・石 外；朽ゞ 口唇部尖る、ヘラ刻み無し。口縁部直下に横位2

m類 英・艶帷？・謡 内；ヨ吋デ 列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文で無文帯を

戯；暉 残す。施文具は2・6cm,,復元口径14・1clllo

90 醐埠 鳴畠 G-19 2968 腕・螂を多（約、長石•石 外；朽` 口唇部平坦面に縦方向の規則的ヘラ刻み。口縁部

rn類 英・馳帷？・鱗石 内；上位liT彫けテ令 直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き

骸；頸 文3器岳虚厚い。施文具は2・2c111o

91 醐仕屋 n齢 椀・麟を多〈紅、長石・石 外；抒` 口唇部平坦面に縦方向の規則的ヘラ刻み。口縁部

III類 英・託帷？・角閃石 内；，上位町靡なヘラザ 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き

賊；樹て頸 文。器壁厚い。外面に少量の煤付着。

施文具は3•2Clllo復元口径15・6c皿

92 躙埠 囁靡 D-15 3016 貌・麟を多く節、長石・石 外；竹'， 狭い口縁部平坦面にヘラ刻み。口縁直下に横位3

m類 英・艶枝？・ 内；ヨコナデ~ 列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文)施文具は

馘；賄 3・lcm., 復元口径16・0cm.,

93 醐逗 且難 G-7 7912 腑・膨貶多〈約、長石・石 外；抒，- ロ縁部やや外反。口唇部平坦面に斜方向の規則的

m類 G-7 7917 英・艶帷？・ 内；渭なへうの3コナデ ヘラ刻み備線）。口縁部直下に横位2列の貝殻刺

G-7 7918 馘；頸 突線文。胴部は押し引き文。器壁厚い。内面に少

F-10 7929 蘊の煤付着。施文具は3・0c111o復元口径16・7c111o

I-8 7890 
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表29 小牧 3A逍跡逍物観察表（土器） 8 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

94 醐埠 u鮨 I-6 1505 紺・鵬を多く約、長石•石 外；抒令 口唇部平坦面ヘラ刻み不明。口縁部直下に横位3

m類 戻・艶躾？・麒・雲屈 内；頂な3吋テ` 列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文

縣；賊

95 醐埠 噂悔 碗・螂を多く他、長石・石 外；抒‘ 口唇部尖りぎみ、ヘフ刻み無し。口縁部直下に横

79 m類 英・艶帷？ 内；抒令 位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施文

賊；賎 具3・2clllo

96 醐埠 鳴昴 蒻・躙般を多く含む、長石•石 外；抒さ 口唇部平坦面にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

llI類 英・艶帷？ 内；へ和3コナテ` 3列の貝殻刺突線文？。胴部は押し引き文。施文
ヽ

賊；殷 （内配洸沢あり） 具2・4c匹復元口径21・6c111,現高 cm。

No.245口径20・5cm. 高さ 26・6cm,底部径15・6cmの完形t器で，内外面共にT寧なナデ仕上げが

見られる。底部からフラスコ状に上位にかけて少しずつ開きながら立ち上がり，口縁部上位で外反

する形状を星している。器壁は薄く，口唇部は狭い平坦面を成し，底部は正円形で接地面は平坦面

を成している。口縁部には横位 3列の貝殻刺突線文を巡らし，最下段の刺突線文に接する位置に縦

方向に 2列0)楔形突帯が貼付けられ，この楔形突帯に添い貝殻刺突線文を剌突し，刺突線文が胴部

全域に施される。剌突線文は， 6筋を持つ1・6cm程0)貝殻腹縁部を施文具に用いている。

N1t246ほぼ直行する筒状の器形を成す円筒形土器で，口唇部は平坦面を成し，平坦面にやや間隔

をおいてヘラ刻みが付される。口縁部には貝殻刺突線文が非連続に刺突され，胴部は単独施文によ

る圧痕文（いわゆる間延びした押し引き文）が施される。

N1t260・261は角筒形土器で， No.260の口唇部はやや丸みを成し，隆起した口縁部の頂部に相当

する。口縁部に横位 2列の貝殻刺突線文を巡らし，その下位に楔形突帯を貼付けその側縁に添い，

刺突連点を施す。刺突連点は上から下へ。器面は丁寧にナデられ，楔形突帯は細く長い。 No.261も

同様で，口唇部にはヘラ刻みが付される。

m類土器
地文に条痕を残すことはなく，ヘラや指頭によるナデ仕上げを行ったものである。胴部施文は貝

殻腹縁部による押し引き文で統一・規制される。吉田式土器に相当する。器形は円筒形の鉢形上器

が圧倒的比率を占めるが，角筒形土器も存在する。

Nn 8口唇部は尖り気味で口縁部上位が緩やかに外反し，口縁部の刺突線文・楔形の隆帯文等は I

類土器， II類上器と同様であるが，胴部は貝殻腹縁による押し引き文で飾られる。 No.10の口縁部

は緩やかに外反し，「l径に比べ器壁は薄い。胴部は貝殻腹縁で押し引く。 Nrt36楔形突帯は粘土紐

の貼付けでは無く，貝殻腹縁部の刺突により造り出された疑似の楔状突帯である。 Nn64は楔形突

帯を持つ 1Il類t器の特徴をよく表している。口唇部に規則的なヘラ刻みを持ち，口縁部には横位の

貝殻剌突線文を巡らし，胴部全体に押し引き文を密に施している。また，楔形突帯の上位はヘラで

深く刻み込み，右側縁はヘラ沈線文，左側緑部は腹緑刺突線文を刻んでいる。また， Ill類土器では，

楔形突帯が I類. II 類上器に比べて，それぞれの貼付ける間隔が近づき更に，楔の長さが短く• 太

くなる傾向が見られる。 Nn64ではその間隔が近くなり， N11.66では接近した位置に， No.67・68でも

楔0)位置は近く更に，短くて太い楔へと変化している。 ¥!11.75の復元(_]径は20・7cmと大型の部類に

屈す資料であるが、楔形突帯は近く・短く• 太くの特徴を示している。 No.82も同様である。 Nn78
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表30 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 9 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

97 醐逗 嘩福 I-14 1052 碗・鵬を多く含む、長石•石 外；抒中 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・馳帳?・ 内；へう抒令 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

馘；賎 き文。施文具は2・0⑩。

98 醐埠 鳴問 E-14 3007 碗・躙穀を多く節、長石・石 外；抒ゞ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。口縁

m類 英・馳帷？ 内；へ和3コがデ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴郎は押し引

賊；餅 （淳） き文施文具は2・4c111a

99 醐懐 鳴園 I-14 2730 紺・鵬を多く約、長石・石 外；朽ゞ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英•隠帷？ ｀ 内；へうの3吋デ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

ゞ 戯；頸 き文施文具は2・0cm.,内面白色土塗彩か。

100 醐渥 n齢 H-4 6423 腕・椙腕を多く含む、長石・石 外；抒・. 丸みを成す口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。

m類 英・艶帷？ 内；へうのヨコ抒` ロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文胴部は押

賑；顎 （内面鵡沢あり） し引き文。施文具は2・0cm..,

101 醐渥 n鵜 紺・鰤扇を多く約、長石・石 外；朽` 狭い平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。

m類 英・艶帷？ 内；へうのヨコ抒` ロ縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文／胴部は押

誠；顎＇ （階既沢あり） し引き文。施文具は3・0C1Do復元口径15・3cmo

102 醐埠 0蒻 I--6 1515 碗・諏を多く節、長石・石 外；抒ぐ 丸みを成す口唇部に縦方向のヘラ刻み。口縁部直

m類 英・艶堕？・麟・翠 内；へうかヨコナテぐ 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

賊；頸

103 瀾埠 u齢 C-12 腕・麟移＜約、長石・石 外；抒` 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 B-12 英湛陸？ 内；朽さ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

賊；頸 き文。施文具は2・5中復元口径14・6c皿

104 瀾湿 ll齢 G-1 碗・蜀艇多く約、長石・石 外；抒ミ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・艶棟？ 内；抒さ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

骸；頸 （渭） き文施文具はl・8cm.,

105 瀾埠 n齢 E-14 腕・躙粧を多く約、長石・石 外；竹令 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み口縁

m類 英・艶帷？ 内；へう抒令 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

80 骸；顎 （渭） き文施文具は2・5Cllla

106 醐揖 鳴菰 G-14 2651 罪・鵬を多く舘、長石・石 外；抒さ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・熊堕？ 内；膚iけテゞ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

娯；頸 き文施文具は2・5cm。復元口径16・6c叫

107 沿埠 嘩昴 G-8 1420 腑・網疱を多〈約、長石・石 外；朽ミ 尖りぎみの口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に

m類 英・熊堕？ 内；抒ゞ 横位3列の貝殻刺突線文3 胴部は押し引き文。施

賊；頸 文具は3・2c叫復元口径15・2⑳。

108 醐埠 u難 碗・鰤位を多く他、長石・石 外；朽中 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

III類 英・艶・翠 内；ヘラ抒さ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

賊；頸 （頂） き文。施文具は2・8cm.,器壁やや厚手。

109 醐湿 n難 H-u 1525 腕・勘粒を多く約、長石・石 外；抒さ 平坦な口唇部ヘラ刻みは不明。口縁部直下に横位

III類 戻・艶堕？ 内；へうナデ 2列の貝殻刺突線文。胴部は斜位の押し引き文。

舷；頸

110 珈埠 n臨 D-15 椀・羅怖を多く約、長石•石 外；抒キ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。口縁

m類 哭・艶帷？ 内；ヘガデ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文3胴部は押し引

賊；顎 （頂） き文。施文具は2・7⑳。内面白色の化粧土塗彩？

111 醐埠 曝欝 I-11 貌•疇を多対祐、長石・石 外；抒ミ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。口縁

III類 英・艶帷？ 内；・ヘ升テさ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

骸；頸 （頂） き文施文具は2・7c111o

112 醐埠 囁固 I-13 938 碗・膨位を多く約、長石・石 外；朽さ 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

III類 英・農棟？•翠 内；頂な抒` 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な

賊；頸 押し引き文施文具は3・0c叫

113 碑渥 鳴昴 G-14 2657 腕・錦粒を多〈含む、長石•石 外；抒さ 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・艶堕？ 内；へうナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な

骸；頸 . (渭） 押し引き文。施文具は3・lcm.,

114 醐逗 鳴菰 J-7 2241 掠・麟を多く約、長石・石 外；抒` 平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

m類 英・艶帷？ 内；へう抒ミ 3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。口縁部

骸；頸 （渭） は直行。
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115 醐埠 暉昴 M-1 1850 碗·麟を多〈約、長石•石 外；抒‘ 口唇部狭い平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。

m類 戻・艶帷？ 内；へうの3コ抒` ロ縁部直下に横位2~3列の貝殻刺突線文。胴部

賊；賄 （頂） は押し引き文

116 瀾紐器 暉罰 H-7 1436 腕・鰤藉を多〈約、長石•石 外；抒` 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。口縁

m類 H-8 1442 英・艶帷？ 内；ヘラmコ抒` 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な

賊；賄 （膚） 押し引き文。施文具は2・8cm.,復元口径16・4cm.,

80 117 揺埠 u齢 腑•鵬を多く約、長石・石 外；抒` 口唇部狭い平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。

m類 英・艶帷？ ｀ 内；ヨコ抒‘ ロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文3 胴部は押

骸；頸 し引き文施文具は2・8c111,復元口径11・3clllo

118 躙埠 暉靡 G-11 1179 貌・罵粒を多く約、長石•石 外；抒ゞ 丸みを成す口唇部ヘラ刻み無し。口縁部直下に横

m類 戻・馳帳？ 内；へう/JJ3:サテキ 位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施文

骸；顎 罹仕タテ抒` 具は3・3c匹復元口径20・5c叫

119 揺埠 暉靡 碗•鵬を多く約、長石•石 外；抒ゞ 狭い平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘフ刻み。

m類 英湛陸？ 内；3コ朽さ ロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。・胴部は押

骸；頸 （渭） し引き文。施文具は3・lcm.,赤色化粧土塗彩？。

120 醐埠 暉昂 K-13 1112 腕・篇剪を多く約、長石・石 外；抒中 平坦な口唇部に斜方向のヘラ刻み。口縁部直下に

m類 英・艶強？ 内；へうU)3コナテよ 横位2列の貝殻刺突線文3 胴部は明瞭な押し引き

賊；頸 文施文具は2・3cmo

121 醐埠 0謡 貌・螂移〈約、長石•石 外；抒ゞ 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘフ刻み。口縁

m類 英・馳躾？ 内；頂な抒そ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

賊；顎 き文施文具は3・0cm。内面に白色の化粧土塗彩

の可能性。復元口径16・4cm.,

122 瀾湿 嘩罰 E-9 3624 碗・羅短を多く約、長石・石 外；竹S 尖りぎみな口唇部にヘフ刻み無し。口縁部直下に

m類 戻・如 内；頂な抒合 横位3列の貝殻刺突線文3 胴部は明瞭な押し引き

賊；頸 文施文具は2・5cm.,

123 瀾土暑 鳴靡 L-10 39 腕・鵬を多〈叙、長石・石 外；抒さ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘフ刻み。口縁

m類 英・暴帷?・翠 内；へうナデ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

誠；科輻 き文。施文具は:2•9Clllo
124 謹湿 ll難 H-9 1234 薗・鵬を多く約、長石・石 外；朽中 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘラ刻み。口紺

m類， 英・嘉堕？ 内；へうナデ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な
賊；顎 押し引き文。施文具は2・2ュ復元口径15.0cm。

8 1 125 揺埠 u難 C-7 292 椀・疇を多く部、長石•石 外；朽‘ 尖りぎみの口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に

m類 英・贔棟？・翠 内；竹さ 横位2列の貝殻刺突線文胴部は押し引き文。施

賊；頸 文具は2・3Clllo

. 126 瀾埠 U臨 Iも 椀・羅焙を多く叙、長石•石 外；抒令 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・曇棟？•翠・雲母 内；頂なへう抒ゞ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文3 胴部は押し引

賊；駁て頸 （妖） き文。器壁薄手。
127 瀾湿 u謡 C-12 腕・膨藉を多く帥、長石•石 外；抒合 狭い平坦な口唇部に規且I的な縦方向のヘラ刻み。

m類 英・馳帷？•翠 内；へうナテ令 ロ縁部直下に横位3列の貝殻刺突線丸胴部は明
誠；料輻 瞭な押し引き文。施文具は2・3cm.,

128 揺埠 u難 G-11 1184 腕・螂を多く節、長石・石 外；抒ゞ 平坦な口唇部に規則的な斜方向のヘフ刻みb口縁

m類 英・晶僚？ 内；頂なへう(JJ3コナ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な

骸；駁噴 ァ-・ 押し引き文施文具は3・2c匹器壁厚い。

129 瀾埠 n謡 腕・螂移＜節、長石•石 外；‘抒す 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・艶堕？ 内；ヘラナテ` 部直下に横位4列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

馘；頸 （頂） き文。施文具は3・2cm。
130 醐埠 暉畠 K--:12 1165 腕・螂を多く約、長石•石 外；抒さ 平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

m類 英・艶躾？ 内；渭なへう竹ぐ 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は明瞭な

賊；頸 押し引き文。施文具は3・2c111o 口径15・8c111o

131 醐埠 n饂 G-8 5571 腕·鵬を多く叙、長石•石 外；抒ゞ 平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に斜位
m類 哭・艶堕？ 内；ヘラナテゞ の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文，施文具は

舷；頸 （頂） 3・2 cm., 

132 醐埠 暉乱 D-14 椀•螂を多く約、長石・石 外；抒令 平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

m類 英・馳桁・翠 内；へう朽` 3列の貝殻刺突線文胴部は押し引き文。施文具

舷；頸 （頂） は3・7cm., 大型上器。
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133 粒駐§ D蒻 F-13 682 紺•麒を多（含U、長石•石 外；ザ 口唇部狭い平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。

m類 英・馳帷？•蹴 内；へうのヨ叶テさ 口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押

骸；應釈聾 (T崖） し引き文。施文具は2・8c111o

134 甜杉土昔 ロ腿 L-9 1298 眺•麒を多く含t、長:ii·石外：ナテ＊ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

III類 G-8 8438 英・馳餅？ 内：国噸3J仔 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

舷；戟 （了睾・紐） き文。施文具は2・8cm。口径19・6cm。内面に赤色¢

罹lhう1f)タテ抒'化粧土塗彩？。

8 1 135 湖駐昔 D牒 J-7 1692 甜・麒を多（含1r、長石・五 外；サさ 口唇部狭い平坦面に規則的な斜方向のヘラ刻み。

II類 芙・馳猜？ 内；ヨ叶テ. 口縁部直下に横位4列の貝殻刺突線文。胴部は貝

滅；良廿 殻刺突線文。

136 粒紐苔 ロ聰 I-8 1459 眺・傷眺を多く含b、長万•石 外；ザ 丸みを成す口唇部ヘラ刻み無し。口縁部直下に横

m類 庚・聡祓？ 内；3Jサ` 位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。刺

舷；神輯 突具は2・5c叫
137 湖忙届 D聰 D-1 甜・載札を多（含b、長石・E外：サそ 狭い平坦な口唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。

III類 E-1 庚・艶位？ 内；ヨサテ＊ 口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押

F-1 舷；頸 (T稟） し引き文。施文具は3・0cm。復元口径18・5cm。
138 湖財呂 D蒻 I-9 1256 甜•麟を多く含b、長五•五 外：サ中 狭い平坦なD唇部に規則的な縦方向のヘラ刻み。

m類 芙・陸帷？ 内；ョ叶テや 口縁部直下に斜位押し引き文 (3mm程のエ具によ

骸；頸 （了稟） る単一施文）。胴部は押し引き文。施文具は3・4cm。
復元口径13・4cm。 、

139 甜配晏 鳴龍 L-9 1300 甜・偏燐を多（帥、長石•石 外；サ＊ 丸い口唇蔀に縦方拘のヘラ刻み。口縁部直下に横

III類' 芙・馳猜?・噸 内：3吋デ 位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸：良廿 （頂）

140 雑翫昔 ロ聰 G-9 12C6 眺·麟を多く含り、長石•石 外；サ＊ 狭い平坦な口唇邸に規則的縦方向のヘラ刻み。ロ

m類 芙・馳粒？ 内；ヨ吋デ 縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し

骸；良廿 (T名） 引き文。無文の施文帯残す。施文具は2・0cm。復

元口径15・5clllo口縁部外反。

141 淵駐居 嘩農 H-6 1528 闘•麒を多く含b、長Ti·五外；仔さ 狭い平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に

m類 芙・艶~? 内；上位Iiヨ吋デ 横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施

骸；郎 瑾llク汁デ 文具は3・9皿。復元口径16・0cm。
142 甜務土呂 ロ蒻 G-7 7907 眺・齢燒を多（含り、長石・:ii外；ザ 丸い口唇部にヘラ刻み。口縁部直下に横位3列の

III類 芙・具堕？ 内；了象な3叶デ 貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施文具は3・7cm,
骸；良廿 復元口径17・4cm。

143 淵駐晏 D榔 F-14 2981 糀•麟を多く含t、長石•石 外；サ＊ 狭い口唇部にヘラ刻み不明。施文は口縁部直下に

8 2 m類 J-14 2597 菟・駐嵯？ 内；了享なヨ3ザ 横位3列の貝殻刺突線文、無文帯、横位2列の貝

骸：良廿 殻刺突線文、押し引き文。施文具は2・2cm。復元口
径14・2cm。

144 甜駐吾 D蒻 L-8 2337 闘・麟が含仏長Ii・石外；サ中 狭い口唇部に規則的縦位のヘラ刻み。施文は口縁

m類 芙・馳屈？ 内；T棗な3叶デ 部直下に斜位の押し引き文、無文帯。押し引き文。

絨；餅 施文具は2・8cm。復元口径13・6cm。内面に白色のイt
粧土塗彩？。

145 甜財吾 ロ蒻 ]-10 1260 甜・儲燒を多く含り、長fi・fi外；サ心 平坦な口唇部にヘラ刻み。口縁部直下に横位3列
llI類 英・艶帷？ 内；サ‘ の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。押し引き間

骸；良奸 に無文帯残す。施文具は3・lcm。復元口径i5・5cm
146 甜財晏 ロ腿 K-7 180 眺・傷甜を多く含り、長五•石 外；ザ 平坦な口唇部に規則的斜位のヘラ刻み。口縁部直

m類 英・艶猜？•蹴 内；へ刑ヨ叶デ 下に横位3列の貝殻剌突線文。胴部は押し引き文。

骸；良好 押し引き間に無文帯残す。施文具は2・4clllo復元仁

径14・5cm。器壁厚い。

147 祁駐昔 ロ蒻 L-14 2558 甜・嗣憧を多（含り、長石•石 外；サ・ 丸い口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位4
lil類 英・艶信？ 内；仔中 列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

舷；餅

148 躙埠 D謁 D-2 1361 腕•鵬を多（含b、長石•石 外；サ中 平坦な口唇部に規則的縦位のヘラ刻み（細線）。
III類 英・馳棟？•蹴 内；頂なヨ叶テ＊ 〇縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押

骸；良廿 し引き文。内外面に赤色の顔料塗彩か。施文具は

3・lcrn。復元口径19・0cm。
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表33 小牧 3A遺跡遺物観察表（上器） 12 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 那 備 考
区 番号

149 躙逗 嘩栂 紺・篤位を多〈紡、長石・石 外；抒さ 口唇部狭い平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。
Ill類 英・艶位？ 内；3吋デ ロ縁部直下に横位3列の貝殻刺突線又つ胴部は押

馘；顎 し引き文。施文具は2・7c111,復元口径15・6c111,
150 揺埠 噂昴 甜・賑焼を多く約、長石・石 外；抒•, 丸い口唇部の前面に規則的な斜方向のヘフ刻み。

III類 英・艶位？・塁母 内；3:l朽` ロ縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文っ胴部は押
賊；翡 し引き文。

151 躙埠 譴箇 I-8 1458 罪・膨藉を多く約、長石•石 外；抒ゃ 口唇部狭いく、ヘラ刻み不明。口縁部直下に横位
III類 英・艶粒？ 内；抒` 2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。施文具

賊；賄 は2•0cm.,

152 醐埠 囁菰 M-1 腕•鵬を多く釣、長石•石 外；抒中 口唇部平坦面に規則的縦方向のヘラ刻み。口縁部
II類 英・艶位？ 内；T皐な3コ抒キ 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突

賊；頸 線文。刺突具は3・5c111,復元口径15・4CIII,

82 153 揺埠 ］謡 A~l3 3062 紺・膨粒を多く節、長石•石 外；抒ミ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁
III類 英・艶粒？・蹴 内；T皐なヨコナテ` 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引

賊；頸 き文。施文具は3・0cm.,復元口径15・8cm.,
154 醐仕蓋 廿臨 D-12 貌・鵬を多く釣、長石•石 外；抒ゞ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘラ刻み。口縁

II類 英・駒鰈?・翠 内；T靡な3コナテゞ 部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺
骸；顎 突線文。施文具は2•6cm,

155 醐埠 暉箇 I-3 1591 昧・鵬を多く含む、長石•石 外；抒キ 口唇部平坦面に規則的な縦方向のヘフ刻み。口縁
II類 英・艶怯？ 内；上位IJ:ヘうQJ3サテ` 部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺

骸；堕 稽Iiへうナナメナデ 突線文。施文具は4• lcm., 復元口径13・7c皿
156 醐仕器 暉龍 H-14 2663 甜・網粒を多〈勃、長石•石 外；抒` 狭い平坦な口唇部に規則的縦方向のヘラ刻み。ロ

m類 英・艶堕？ 内；］吋デ~ 縁部直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し
骸；賎 (T$) 引き文。施文具は2•7c皿復元口径14•4Clllo ロ縁部

外反。
157 甜財屋 暉羅 E-7 眈·鵬を多く含b、長石•石 外；抒‘ 狭い平坦な口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に

m類 英・艶位？ 内；頂な3サテゞ 横位3列の貝殻刺突線文，胴部は押し引き文。施
賑；極めて頸 叫 n摩な位If 文具は2• 0CDlo 復元口径14•0CDlo 外面に赤色の顔

料塗彩の可能性あり。
158 醐埠 暉盟 I-4 1559 腕・羅随を多〈含h、長石•石 外；抒＇ 平坦な口唇部に規則的斜位のヘラ刻み。口縁部直

III類 哭湛如・翠 内；T歎ヨコ抒ゞ 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文
賑；極めて頸 枡 n皇な仕上げ 。施文具は2•7Clllo

159 滋駐居 暉節 B-14 3052 貌・翻粒を多く含む、長石•石 外；抒` 狭い口唇部にヘフ刻み無し。口縁部直下に横位5
III類 英・艶桁・翠 内； T皐な3コナ•, 列の貝殻刺突線文。押し引き文間に無文帯を残す

臥；餅 隙共にT翠な仕上げ 。施文具はl・3cm.,復元口径20・6cm.,
160 醐仕器 暉屈 M-8 8461 罪・勘恨を多く含む、長石•石 外；朽ゞ 狭い口唇部に規則的縦位のヘラ刻み。施文は口縁

III類 英・艶粒？ 内；T睾な3吋デ 部直下に3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文
骸；賎 。施文具は2・2c111o

161 揺紐器 喝菰 H-9 1243 甜・鵬を多く約、長石•石 外；抒ぐ 口唇部に規則的縦位のヘラ刻み。口縁部直下に横
83 III類 英・馳位?・翠 内；丁稟なヨコ抒` 位3~4列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；頸 施文具は2・lcm.,
162 為揺土器 廿辟 J-12 2412 貌・躙位を多く含む、長石•石 外；抒ヤ 平坦な口唇部に規則的斜位のヘラ刻み。口縁部直

III類 芙・艶棟?・翠 内；了皐な3コ抒`` 下に横位4列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文
臥；餅

163 隊駐届 曝菰 H-15 2693 貌消顧を多く含む、長石•石 外；抒` 傾斜する口唇部に規則的ヘラ刻み。口縁部直下に
III類 戻諏?・翠 内；T摩な3サテさ 横位3列の貝殻刺突線文2胴部は押し引き文。

賊；餅 施文具は2・8c皿
164 醐仕器 鳴菰 L-1 1878 甜·鵬を多〈約、長石•石 外；抒'， 傾斜する口唇部に規則的縦位のヘラ刻み。口縁部

II類 英・艶粒？ 内；T皇な3サテゞ 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は斜位の貝
賊；頸 殻刺突線文施文具は3• lc叫

165 醐滋§ 鳴箇 紺・網粒を多く含む、長石•石 外；抒ゞ 口唇部に規則的斜位のヘラ刻み。口縁部直下に横
Ill類 哭・艶位？ 内；T睾なヨコナテ` 位3~4列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；頸 隙とも渭祖If 施文具は2・3c叫
166 浴財苔 暉詞 M-4 2077 椀・閥粒を多〈含む、長石•石 外；抒` 丸い口唇部，ヘラ刻み不明。口縁部直下に横位3列

m類 英・艶粒？ 内；了勤3サデ の貝殻刺突線文、下位に縦の貝殻刺突l線文。胴部
娯；頸 闇ともT摩牡上げ は押し引き文。内面赤色顔料塗彩の可能性3
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表34 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 13 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

167 醐埠 鳴憚 卵・勘藉を多（詑、長石•石 外；サ中 口唇部狭い平坦面，ヘラ刻み無し。口縁部直下に横

m類 英・駐棟？ 内；ヨ吋デ 位2列の貝殻剌突線文。胴部は押し引き文。

賊；頸 隙訂摩柑社げ

168 醐援 噂菰 L-6 1483 腕・鵬を多く filr、長石•石 外；抒` 丸い口唇部に縦方向のヘラ刻み。口縁部直下に横

II類 英・駐猜？ 内；3サテや 位2列の貝殻刺突線文。胴部の上位屯従方向、下

賊；賄 位は斜方向の貝殻刺突線文。施文具は2・9cm.,

169 醐埠 鳴器 貌・鵬を多侑む、長石•石 外；抒中 口唇部狭い平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下

II類 英・馳躾？ 内；頂なへう抒ゞ に横位4列の貝殻刺突線文胴部は貝殻刺突線文

賊；頸 の組合せ。施文具は2・lcIDo

170 醐渥 囁屈 F-12 院情腕を多く叙、長石•石 外；抒キ 口唇部狭い平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下

II類 英・艶堕？ 内；渭なへうナテ` に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文

賑；頸 叩 T紺砒上げ 咽且合せ。内外面に赤色の化粧土塗彩？。

171 醐埠 且顧 G-1 紺・蜀柑を多く含む、長石・石 外；抒さ 口唇部狭い平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁部直下

II類 英・艶位？ 内；T箪なへうナテ` に横位4列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文

骸；頸 の組合せ。施文具は2・6cmo外面煤付着。

172 躙埠 鳴栂 L-14 2561 腕・概惜を多く含む、長石•石 外；抒` 口唇部狭い平坦面に規則的縦位のヘラ刻み。口縁

m類 英・艶粒？ 内；頂なへうナデ 部直下に横位3列の貝殻剌突線文。胴部は押し引

賊；頸 き文。施文具は2・6cm,,

173 醐埠 暉詞 K-14 2621 腕•鵬を多く含払長石・石 外；抒‘ 口唇部狭い平坦面にヘフ刻み。口縁部直下に横位

II類 英・廊?・翠 内；T靡な抒・. 3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。施文

舷；骸て頸 具は1・7c叫

174 醐仕器 囁欝 K-11 2608 紺•鵬を多く紡、長石・石 外；抒さ 口唇部狭い平坦面にヘラ刻み。口縁部直下に横位

II類 英・艶帷？•翠 内；頂な抒さ 2列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。施文

臥；賎 具は3・1cIIIo

8 3 175 醐埠 H謡 G-6 1542 甜・嶽窟を多く約、長石•石 外；抒` 口唇部にヘラ刻み。口縁部直下に横位2列の貝殻

頂類 英・艶屈？ 内；T皐なへうQ°J3コナ 刺翠文！疇は貝殻京疾線文と押し引き文の組

賊；極めて頸 T -・ 合せ。施文具は1・7c叫

176 醐埠 n障 L-8 1458 貌•鵬を多く節、長石•石 外；抒‘ 丸い口唇部にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位2

II類 英・駐枕？・蜘 内；T虞な抒ゞ 列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。施文具

賑；頸 は2・4c叫

177 醐i土晏 囁罰 K-11 32 00・ 鵬を多く含む、長石・石 外；抒` 口唇部平坦面に縦位の規則的ヘラ刻みb 口縁部直

II類 英・鳥躾？•細 内；T翠なが` 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線

骸；極めて頸 文。

178 蒻財器 嘩開 B-14 罪・椙腕を多く含む、長石・石 外；抒` 丸い口唇部に縦位のヘラ刻み。口縁部直下に横位

II類 芙・艶堕？•翠 内；T皐なが`` 3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。

骸；競

179 醐逗 鳴僻 F-2 1669 紺·麒を多〈約、長石•石 外；抒` 丸い口唇部に縦位のヘラ刻み。口縁部直下に横位

II類 英・馳棟?・翠 内；頂Iけデ 1列の貝殻刺突線文。胴部は鋸歯条の貝殻刺突線

賊；餅 文。施文具は2・7c皿

180 躙埠 暉欝 就渇腕を多〈約、長石•石 外；抒さ 口唇部平坦面にに縦位の規則的ヘラ刻み。口縁部

II類 英・艶紅?・亨 内；T皐な3サデ 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突

骸；堕 線文。

181 湖駐器 暉憚 J-3 1782 卵・麟を多く含じ、胚・石 外；抒そ ロ唇部平坦面に縦位の規則的ヘラ刻み。口縁部直

III類 英・艶躾?・翠 内；頂な抒さ 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；期 施文具は2・7c皿

182 灘配羞 暉悔 L-10 5084 貌·螂を多く含り、長石•石 外；抒さ 口唇部不明。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線

II類 英・艶躾？・輝 内；頂な抒` 文胴部は貝殻刺突線文。刺突線文間に無文帯を

骸；顎 残す。施文具は1・7c叫

183 醐仕吾 u蒻 J-12 23 腕・罵懃多く節、長石•石 外；抒` 口唇部に斜位のヘラ刻み。口縁部直下に横位3列

III類 哭・艶位？ 内； T箪なへう~3コナ の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文と押し引き

骸；頸 ァ一ゞ 文の組合せ。

184 醐仕届 暉箇 L-1 1876 腕・鋤粒を多〈約、長石•石 外；抒令 口唇部平坦面に縦位の規則的ヘラ刻み。口縁部直

III類 英・艶粒？・麒 内；T箪な抒‘ 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；極めて頸 施文具は3・lc叫
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表35 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 14 

挿図 番号 器種 部 位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

185 祁財昔 D聰 I-13 2531 甜・覇憧を多く含卜、長石•五 外；サ心 ロ唇音窃的平坦面、ヘラ刻み無し。口縁部直下に

Il類 芙・艶嵯?・麟 内：3叶テ` 横位2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；頸 咄訂勤伯If施文具は2・4cm。

186 謡尉昔 D聰 就・齢位を多く含h、長石•石 外；サ` 狭い口唇郭平坦面に縦方向のヘラ刻み。口縁部直

皿類 芙・髄横？ 内：ヨ吋テヤ 下に横位3列の貝殻剌突線文。胴郎は貝殻剌突線

舷；餅 文あるいは押し引き文。施文具は2・5cmo

187 揺化昔 D輯 甜・羅随を多く含U、長1i・石外；ザ 丸い口唇部ヘラ刻み。口縁部直下に横位2列の貝

83 ill類 庚・聡横？ 内：サ中 殻刺突線文。胴部は押し引き文。

舷；やや鞣 施文具は2•4cm。

188 甜杉埠 D聰 L-3 2063 甜・饂蜆を多く含b、長:ii・石外：ザ 口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁音B直下に横

ill類 庚艶札？ 内；T稟なへ升デ 位 3列の貝殻刺突線文。胴音〖は貝殻刺突線文と押

舷；韓 隙訂卑な忙If し引き文の紐合せ。施文具は2・6cm。

189 誅房土若 ロ蒻 B-14 甜·羅娘を多（他、長五•石 外；サ‘ 口唇部平坦面に規則的な縦位のヘラ刻み。口縁部

Il類 芙•関快？•麒 内；T勤へうザ 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突

舷；頸 線文の組合せ。施文具は3・4cm。

190 疎昴土呂 D聰 L-4 2136 甜・椒巖を多〈勃、長五•石 外；仔． 口唇部不明。口縁部直下に横位3列の貝殻刺突線

ill類 姜詭横？•蹴 内：仔＊ 文。胴部上位貝殻刺突線文下位は押し引き文。

舷；頸 施文具は2•0cm。

191 咄侶吾 D聰 M-5 2198 縄・鰯札を多（含り、長E・E外；仔＊ 丸い口唇部にヘラ刻み。口縁部直下に横位3列の

皿類 J-7 182 英・聡就？ 内；T棗へぅ鳴サ゚ 貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文，下位は押し

骸；やや靱 引き文。施文具は2・4cm。
192 雑昴土呂 ロ腿 0-3 1909 眈•麟を多く含t、長6·石外：サさ 口唇郵狭い平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下

ill類 芙・偲帷?・噸 内；T翌t,I¥うの3吋 に横位2列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文

舷；餅 T -・ と押し引き文の組合せ。施文具は2・4Clllo

193 湖尉若 闘·鵬を多く含り、駈•石 外；ザ 口唇音財凋i。口縁部直下に縦位2列の貝殻刺突線

Il類 芙遺帷？ 内：T恥I¥うI/)ヨ叶 文。胴部は貝殻刺突線文。施文具は2・0cm。
舷；輯 1 -• 

194 祁財昔 ロ腿 糀・畠随を多く含b、長石•石 外；ザ 口唇部不明。口縁節直下に横位2-3列の貝殻剌

圃類 英・馳憧？ 内：T裏なサ・ 突線文。胴音1U.位は貝殻刺突線文，下位は押し引

骸；韓 き文。施文具は2・4cm。

195 澁駐昔 ロ賭 Jー1221 甜•麒を多く含h、長石•石 外；ザ・ 口唇音〖平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下に横

』類 英・艶祓？•翠 内；了皇なサ＊ 位3列の貝殻刺突線文。胴部の施文は方向転換。

賊；極め遵員 施文具は2・5cm。
196 醐埠 D聰 C-14 甜•鵬を多く含~,!妬・E外；サヤ 口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口緑部直下に横

84 〗類 英・艶帷？•麒 内；了卑がぅqJ3:Jナ 位3列の貝殻剌突線文。胴郁は押し引き文貝。

骸：極めて頸 1 -囁~ 施文具は4・0cm。

197 絣紐昔 D臆 F-2 2214 紺・鼈燒を多く含り、長石・6外；ザ 口唇祁平坦面にヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

皿類 ]-12 1145 英・睦禎?・麟 内；了裏なザ 2列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。底部は

B-12 2536 平坦面。底部の外面に縦位の細沈線文。口径11・7
G-11 2511 骸；頸 cm・ 高さ12・5cm,底部径9・4cm。

198 灘駐苔 〇腿 D-13 紐・謡撻を多（帥、長石・石 外；ザ 口唇音研平坦面に斜位の規則的ヘラ刻み。口縁部直

ll類 英・馳躾？ 内；了稟なサ中 下に横位3列の貝殻刺突線文。胴郎は貝殻刺突線

骸；聾 文。施文具は1・7cm。
199 湖駐苔 直僻 G-6 1534 眺・掘燒を多く含b、長石・石 外；サ＊ 口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁音随直下に横

l類 英•隠帷？•翠 内：T寛なザ 位3列の貝殻剌突線文。胴部も貝殻刺突線文。

舷；良t 施文具は3・0cm。
200 湖駐§ D腿 眺・薦随を多く含V、長石•石 外；ザ中 ロ唇部不明。口縁部直下に横位2列の貝殻剌突線

l類 英•隠棟？•麟 内；了算なナテや 文。胴部上位は押し引き文，下位は貝殻刺突線

骸；頸 文。施文具は2・lcm。器壁薄い。

201 滸財苔 D聰 D-15 雑・鵬懃多〈含り、長五•石 外；サ・ 口唇部不明。口縁部寵下に横位3列の貝殻刺突線

Il類 芙・詭札？ 内；了稟なヨ叶デ 文。胴郎は貝殻刺突線文。

舷；やや傾

202 諜昴埠 ロ聰 甜・麒を多く含b、長:fi・石外；ザ 口唇部不明。口縁部直下に横位の貝殻刺突線文。

Il類 芙・馳嵯?・麒 内：T勤ザ 胴部以下は不明。

舷；朕て頸
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表36 小牧 3A遺跡遺物観察表 (i-:器） 15 

挿図番号 器裡 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

203 湖昂土呂 D閥 G-4 甜•鵬を多く含り、長五•五 外；抒ャ 口唇部不明。横位の貝殻刺突線文。詳細不明。

Il類 英・馳帷？ 内：サヤ

骸：峠

204 誹紐昔 鳴討 B-19 2967 紺•瓢を多く含り、長石•石 外；ザ 口唇部平坦面に縦方向のヘラ刻み。口縁部直下に

皿類 庚•関様?·蹴 内：了恥3Jサさ 横位4列の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。

骸；良廿

205 雑財昔 D腿 K-12 ms 甜・麟を多く含じ、長石•石 外：サさ 口唇邪平坦面にヘラ刻み。口縁部直下から横位7

l類 芙・詭執？ 内；サ＊ 列以上のの貝殻刺突線文、以下不明。

83 骸；頸 復元口径13・4cm。

206 疎尉昔 直罰 H-13 2518 雑・偏燒を多く含じ、長石•石 外；サ・ D唇部平坦面に縦位のヘフ刻み。口縁部直下に横

Il類 芙・馳猜？ 内；上位Ill¥うヨ叶デ 位2列の貝殻刺突線文。胴郎は貝殻剌突線文。ロ

舷；預 下位IIl¥7iflタテナデ 縁部外反。復元口径12・4cm。

207 雑財呂 且腿 G-19 2967 腿・羅熾を多く含b、長石・:ii外；サ‘ 口唇部平坦面、ヘラ刻み無し。口縁部直下に横位

l類 〖・農袂？ 内；仔や 3列の貝殻刺突線文。胴部は貝殻刺突線文。

骸；堕 復元口径9・0cm。

208 甜忙昔 ロ榔 D-13 6 甜・鵬燒を多く含り、長石・E外；サ＊ 口唇部平坦面にヘラ刻み。口縁部直下から交差し

I類 芙・髄棟？ 内；サ＇ ない横位の貝殻刺突線文。内外面に赤色赤色顔料

骸；頸 塗彩の可能性あり。

209 油梃昔 D聰 M-5 2198 眺・靱燒を多く含り、長石•石 外；サ' 口唇部平坦面、ヘラ刻み。口縁部直下から交差し

I類 J-7 182 英・馳帷？ 内；サヤ ない横位の貝殻刺突線文。施文具は2・7cm。
骸；神闘 復元口径9・5cm。

210 祁杉埠 D梱 J-11 1262 眺・羅燒を多（帥、長:fi・石外；サ中 口唇部狭い平坦面。口縁部直下に横位2列の貝殻

84 Il類 英・暑帷？ 内；T窟な仔＊ 刺突線文。胴綿は貝殻剌突線文。施文具は2・0cm

骸；頸 復元口径lO・Ocm。

211 雑房土昔 直菰 H-9 1210 眺•麟を多く含じ、長五•石 外：サ＊ 口唇綿平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下から

ll類 英・農帷？ 内；了裏なザ 横位貝殻刺突線文。

骸；頸 施文具は2・0cm。

212 湖記吾 D聰 甜•麟を多〈勃、長石・万 外；ザ 口唇郭平坦面。口縁部直下から横位の貝殻刺突線

Il類 芙・馳帷？ 内；T稟なナデ 文。復元口径9・0cm。
舷；良廿

213 甜尉昔 直屈 E-3 1335 甜・羅燒を多く勃、長石・石 外；ザ＊ 口唇部にヘラ刻み。口縁部直下に横位の貝殻刺突

ll類 英・隠棟？ 内；サ＊ 線文。胴邸の施文横位の条痕文施文帯と貝殻刺突

嫁；良好 施文帯に区分。施文具は2・7cm。
復元口径14・0cm。

214 甜房埠 鳴 F-2 1387 翡麒を多く含り、長石・石 外；竹や 丸い口唇部の前面に縦・斜位のヘラ刻み。口縁部

Il類 F-2 1396 度•隠帷？ 内：賤鎌 直下に横位3列の貝殻刺突線文。胴音訳も貝殻刺突

F-2 1401 線文。器壁は厚い。施文具は2・3cm。口縁部上位カミ

M-5 2180 骸；頸 内弯。復元口径17・5cm。
215 誅房土苔 兒紘 C-3 3063 甜•鵬を多く含tr、長石 ·:ri 外；竹ヤ 口唇音研平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下に横

I類 真・息横？ 内；了豊なナテ・ 位貝腹縁押圧文。胴部も貝殻腹縁押圧文（変形押

骸；聾 し引き文）。施文具は2・8cm。

216 甜房埠 D腿 就•麟を多く含b、長石•石 外：サ・ 口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁部直下に横

』類 芙•関崚?·翠 月：サ＊ 位貝腹縁押圧文。胴部も貝殻腹縁押圧文。施文具

舷；神輯 は2・8cm。
217 粒務埠 D腿 甜橿碗を多く含V、駁;・li 外：竹＊ 口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁部直下に横

〗類 庚・暑堕?・翠 内；了稟なザ 位の貝殻腹禄押圧文。胴部も貝殻腹縁押圧文。施

8 5 骸；良り 文具は3・0⑳。器壁薄い。

218 甜配昔 開 D-5 8434 翡麟を多く含b、長石・石 外；ザ 口唇部不明。胴部は貝殻腹縁押圧文。

』類 姜涅帷？ 内：了稟なサャ

骸；顎

219 油斑昔 開 D-14 3068 魏·麟を多く含tr、長石•石 外；サ・ 口唇部不明。胴部は貝殻腹縁押圧文。施文具は3・0
〗類 芙・聾辣？ 内；了算な3Jザ Cll1o 

舷；やや峠

220 湖昴土呂 D腿 I-7 1518 闘麟を多く含b、長石・:fi外；ザ 口唇部不明。胴綿は貝殻腹縁押圧文。施文具は3・0
皿類 姜・艶帷？ 内；頂なサ＊ C匹器壁は薄い。

嫉；恥て聾
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挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

221 醐仕晏 暉昴 貌·躙位を多く含む、長石•石 外；抒ゞ 口唇部平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下に3

II類 英・艶躾？ 内；了靡な抒ゞ 列の横位の貝殻刺突線文，胴部も貝殻腹縁押圧文

賊；郎 （変形押し引き文）。施文具は2・lcm,,器壁薄い

222 醐仕器 暉昴 J-14 2639 腕・鵬を多く含む、長石・石 外；抒‘ 口唇部不明。胴部は貝殻腹縁押圧文（変形押し引

85 II類 J-14 2640 英・艶粒？・ 内；渭な朽中 き文）。施文具は3・2c叫器壁薄い。

賊；極めて頸

223 醐埠 且齢 貌•鵬を多〈部、長石•石 外；抒ぺ 口唇部平坦面に斜位のヘラ刻み。口縁部直下に3

II類 哭・駐躾？ 内；渭Iサテ` 列の横位の貝殻刺突線文っ胴部も貝殻腹縁押圧文

絨；餅 （変形押し引き文）。施文具は3・2cm,,器壁薄い。

224 甜倍土易 且槌 紺・振梵を多く含む、長石•石 外；抒す 狭い口唇部平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁部直下

II類 英・艶粒？ 内；抒令 に斜位の貝殻刺突線文。胴部は押し引き文。口縁

骸；餅 部外反。施文具l•4Clllo 器壁薄い。

225 湖駐昔 騎 L-8 1461 貌·鵬を多く約、長石•石 外；抒さ 胴部で押し引き文。 224と同一の可能性高い。施

II類 芙・艶熊？ 内；抒` 文具が類似、施文具1・4cm,器壁薄い。

骸；賄

226 醐援 騎 I-14 2712 紺・翻粒を多く詑、長石•石 外；抒‘ 胴部で間延ぴした押し引き文。施文具の1回の引

II類 芙・馳粒？・塁屈 内；抒`` きが長く、一見貝殻腹縁押圧文風に観察される。

賊；竪良 器壁薄い。

227 隊埠 闘 I-8 1458 院・椙腕を多く含む、長石•石 外；抒‘ 胴部で押し引き文 224と同一の可能性闇い。施

m類 （輝樋） 英・具快？ 肉；抒‘ 文具が類似、施文具1・4c叫器壁薄い。下部にヘ

骸；見奸 ラによる縦方向の平行沈線文があることから底部

近くと判断される。

228 薩駐器 脚 L-2 2040 梱·鵬を多く含む、長石•石 外；1デ 図天地逆。胴部で貝殻施文具による押し引き文が

III類 L-3 2066 英・駐租？ 内； T箪なナデ~ 扇条に残る。施文具の最大幅はは1・6cm,,

馘；良好

229 醐1土喜 爵 H-4 1551 卵・檄情を多く含む、長石•石 外；抒→ 胴部で貝図鯰具による押し引き文が扇条に残る

III類 英・駐慌？ 内；へう0タテナテ，- 。施文具の最大幅はは2・0c叫

賊；良好

230 隊駐届 廿謡 L-1 1876 紺・翫短を多く含む、長石•石 外；抒` 口唇部平坦面に斜位の規則的ヘラ刻み。。口縁部

86 m類 L-1 1842 英・艶帷？ 内；渭ながテさ 直下に2列の横位の貝殻刺突線文。胴部は押し引

L-2 2044 骸；餅 き文。施文具2・0c111o復元口径17・9c皿

231 翡筋土吾 騎 J-14 2603 貌・麟を多く含む、長石•石 外；抒'， 胴部でいわゆる間延びした押し引き文施文具の

m類 英・艶紅？ 内；T皐なへうのタテナ 1回の引きが長く、一見貝殻腹縁押圧文風に観察

賊；餅 T --- される。

232 醐辻吾 欝 卵・獅叡を多く約、長石・石 外；抒'， 胴部で先端部が扇状の施文具を使用し、施文具が

III類 英・艶紅？・多椒震母 内；へうナテ` 鋭角に（浅く）使用される。器壁薄い。施文具の

娯；頸 最大幅は2•0CIIlo 

233 隊昂土届 爵 I-3 1760 莉・認位を多く含り、長石•石 外；朽` 229の施文手法と類似。胴部で貝殻施文具による

llI類 英・黒岐？・瓢 内；了睾な抒` 押し引き文が扇条に残る。施文具の最大幅はは2・

賑；頸 Oc111o 

234 醐仕居 騎 L-5 2162 琥・麟を多く含h、長石・石 外；朽ぐ 胴部で先端部が扇状の施文具を使用し、施文具が

III類 英・艶位？・ 内；へうナデ 鋭角に（浅く）使用される。

骸；堕

235 淵記昔 障 J-12 2461 腕・欄前を多く含む、長石•石 外；好さ 胴部で先端部が扇状の施文具を使用し、施文具が

III類 英・艶帳？・多量1/J雲屈 内；ヘラナテさ 鋭角に（浅く）使用される。器壁薄い。施文具の

賊；頸 最大幅は2・6c叫

236 淵駐居 霧 K-5 1494 就・慟粒を多く含む、長石•石 外；抒` 胴部で先端部が扇状の施文具を使用し、施文具が

III類 芙•黒鉗？・ 内；渭なナデ 鋭角に（浅く）使用される。器壁薄い。

賑；頸

237 湖財器 碧 G-11 1177 甜·麟を多く約、長石•石 外；抒ミ 押し引き文と貝殻刺突線文との組合せ。施文具は

III類 英・艶位？ 内；渭なヨ叶テ・. 同ーで最大幅2・4c皿

眩；駐て頸

238 醐1土苔 鳴罰 J-14 1033 貌·鵬を多く紡、長石•石 外；抒` 口唇部平坦面。施文は上位から順に口縁部直下に

田類 英・馳札？ 内；澤な朽さ 3筋のエ具で横位の押し引き文、その下位に斜位

賊，頸 の貝殻刺突線文、更に押し引き文。
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小牧 3A遺跡・角筒形t器

っている。 Nll.83口縁部の楔形突帯が省略されたもので，

横位に巡る貝殻刺突線文の直下から押し引き文が器面全

体に付されている。

る。 また，

しかし、 口唇部が平坦面を成し，述

続したヘラ刻みを持つことには変わりがない。 No.86も桔

本的には同様であるが，胴部押し引き文が83では密であ

ったことに比べるとやや粗の施文と言える。 N11.92・93・

96の様に口縁部は直線的に開きながら直行する形状と，

N11.86・87の様に口縁端部で緩やかに外反するものとがあ

口唇部も平坦面を成すものと． やや尖りぎみ

に造り出されるものとが見られる。押し引き文は基本的

に口緑部に対し，直行するように貝殻腹緑部を左から右

方向に連続移動を繰り返すことを前提としている。 No.106

やNo.116 ・N11.130等はその手法を良く示す賣料であり，

他の多くの資料もこれらを踏襲している。 一方， N11.109

の様に，施文具0)貝殻を傾けて使川するものもある。 N11.

145では押し引き文間が緩衝帯として残され，整形時の
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第89図 小牧 3A遺跡・円筒形土器底部 l

器面がそのまま残されている。 No.121の内面のfl上がりは良く，明るい肌色を呈し，使用した胎土

も粒子が細かい，そのため化粧Lを使用した可能件が高い。 Nl).148は焼成が良く硬質な器面を持つ

もので．内外面共に一部に赤色顔料を使用した可能性が高い。 N11.147OJ口縁部はやや内弯する1頃向

が見られ，口縁端部には 4列の貝殻腹縁刺突線文が刺突される。

No.138の口縁端部は斜位の押し引き文で施文され，類例は少ない。 No.166は内面に赤色顔料を塗

彩したと判断できる資料で，器面調整も丁寧に行われている。口縁部を巡る剌突線文の下位に， 2

本 1組の縦位の貝殻刺突線文が施された特異な資料である。 No.175では，途中で施文方法が異なり，

左側では斜めに，右側では垂直方向に付している。 Nn.197は高さ 12・5cm, 口径11・7cm,底部径9・4

cmの小型の鈴形土器で，口唇部はナデ仕上げの平坦面で，口縁部には横位に 2列の貝殻刺突線文を

巡らし，胴部は押しり1き文で描かれ，底部接地面はT睾にナデて仕上げている。また，底部外面に

166 
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第91図 小牧 3A逍跡・円筒形土器底部 3

は縦位に細沈線文が施されている。 N11.215-223は貝殻背面押圧文（貝殻の背面を連続して押圧し

たもの）と呼称できるもので、結果的には押し引き文様の効果を表現している。 N11221では，貝殻

腹縁部を横位に使田し，上位から下位へ連続施文が見られる。器面調整は見事である。

N11.223 OJ平坦な口唇部はヘラで連続して刻まれ，口緑部には 3列0)貝殻刺突線文が施されるが，

刺突線は.ltf.ーの刺突点の可能性が高い。胴部施文以外は異なることはない。 Nn244口縁部は上位で

開くように外反し，平坦面を成し縦位のヘラ刻みを持つ口唇部はやや外に側斜する。口縁部直下に

は横位に 3列0)貝殻刺突線文を巡らし，胴部の上部では間延びした押し引き文（押しり1き文を施文

する際の 1¥位の引きの動作が大きく．押圧風）が見られ，下部では波状に施す。 ¥J11.239は器面に
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第92図 小牧 JA遺跡・円筒形十＾硲底部 4

赤色顔料を逢彩した可能性がある。

:'Jo.262は角節形上怜怜(})稜部に相当する。 T布にナデ仕上げた器面に貝殻腹縁部により押し引き文

が密に施されている。

w類土器

No.248 -256 O)j僻で，猜本的に器面に地文として条痕を残している。 Nぃ.248は外面が薄くなり

舌状を成し，頂部は枠状工具で緩く押さえられ，波状を兄す。口縁部文様帯は，横位の貝殻腹緑刺

突線文で区両され，その上位に 3筋の貝殻腹縁刺突具で刺突文が付される。胴部以下は，横位の貝
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表38 小牧 3A遺跡遺物観察表 (t器） 17 

挿図 番号 器裡 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

239 謡倍渥 鳴罰 D-10 3454 甜・膨憧を多く含り、長石・五 外；ザ中 口唇部平坦面に縦位のヘフ刻み。口縁部直下に3

III類 庚•関袂？ 内：サ中 列の横位の貝殻刺突線文。胴郎は押し引き文。施

骸；紳柿 文具は2・lc叫外面に赤色の顔料塗彩か。

240 甜昴埠 那 M-5 2177 罷・巖説を多く含り、長石•石 外；ザ< 胴部で緻密な扇状の施文具を使用し、施文具が鋭

Ill類 英·馳袂？•翠 内；了享なナテ中 角に（浅く）使用される。器壁薄い。外面に煤付

骸；餅 着。

241 甜記吾 脚 M-3 2022 砂粒・鼠翔を多（含り、長E・五外：サ‘ 胴邸で押し引き文の施文手法が場所により異なっ

86 III類 L-3 2068 英・馳位？ 内；T象なサ‘ ている。

賊：聾

242 甜昴土昔 即 C-12 紐・編燒を多く含り、長石•石 外；サさ 胴綿で明瞭な押し引き文。施文具2・0clllo

lII類 英・農耕?・祀 月：サ゚

舷；肛て鰊

243 甜財届 且謡 M-4 2167 秒位・薗砂粒を多く含b、長:ii・石外；ザ D唇祁平坦面に縦位のヘラ刻み。口縁邸直下に横

m類 臭・馳就？ 内；了稟な抒‘ 位2列の貝殻刺突線文。胴部の押し引き文は異な

賑；桐て頸 った手法を取り入れる。施文具は2・9cmで同一か。

復元口径17・5cm。外面に赤色の顔料塗彩か。

244 疎財届 ロ聰 眺・甑競を多く含h、長石・:ii外；サ中 口縁郎外反。やや外に傾斜した口唇部平坦面に、

m類 度・聾帷？ 内：T車なナデ 縦位のヘラ刻み。直下に横位3列の貝殻刺突線文。

胴音い上位では間延びした押し引き文障文具の 1

回の引きが長く、一見貝殻腹縁押圧文風）。下位で

舷；頸 は押圧の間隔を短く波状に施す。口径20・2cm

245 誅駐昔 完紘 琥・掘規を多く含り、長石・h外：ナデ 底部から上位にかけて少しずつ開きながら立ち上

[]類 庚・馳嵯？ 内；ナテ` がり、口縁部上位で外反する形状。口唇部は狭い

戯；絣 平坦面を成し、斜位のヘラ刻みを持つ。 D縁邸に

は横位3列の貝殻刺突線文を巡らし、下段の刺突

線に接する位置に縦伎2列の楔形突帯が張り付け

口径20・5cm られる。この楔に添う状態で貝殻刺突線文が付け

8 7 高さ26・6cm られ、同様に全体に施文される。底部は正円形で

底部15・6cm 接地面は平坦面を成す。施文具は6筋の腹縁音訳で

最大幅1-6皿。器壁薄い。

246 祁昴土昔 開 M-1 1854 甜•麟蒻（勃、長:ii·五外；ザ ほぽ直行する筒状の形状で、口唇部は平坦面を成

II類 英・馳袂？•麒 内；直へうのヨ叶テ・ す。口唇部平坦面は5mm毎に斜位のヘラ刻みが付

糧I¥うff)クテサ` けられる。口縁部直下に横位に貝殻刺突線文が非

連続に付けられ、それ以下では貝殻施文具による

骸；餅 押圧文が付される。施文具の最大幅はZ・lcm。

復元口径16・5cm。

247 湖配昔 膨 M-1 1834 闘鵬を多く含t、長石・l:i外；サ＊ 胴部で貝殻施文具による押圧文。施文具の最大輻

II類 芙・麟?・翠 内；下位へ列夕汁デ はl・6cm。246と同ーか。

骸；良サ

218 渉駐昔 D腿 甜・欝燒を多（含~,J妬 ·c 外；贈緑文 舌状の口唇蔀で、外面から棒状工具で緩く押さえ、

w類 英・鷹棟?・翠 内；へう閲叶テヤ 波状を成す。口縁蹄文様帯は横位 1列の貝殻剌突

線文で区画され、その上位に3筋の貝殻施文具に

よる右から左の刺突文（連続）が付される。胴

舷；頸 部以下は横位の条痕が残される。囮面は円筒形で

示したが、角筒形の可能性もある。器壁厚い。

249 諜酎呂 鳴祁 K-12 2485 紐・観燒を多（社、長li・石外；贈雑文 丸い口唇部。口縁郭直下に3筋の貝殻施文具によ

W類 庚・睦紐？ 内；へうのヨ吋デ る縦位の刺突文（連続）が右から左へ付される。

88 舷；極めて堕 胴綿は横位の条痕が残される。復元口径16・0cm。

器壁厚い。外面に煤付着。

250 甜杉遥 脚 甜・徽撻を多く含b、長石•石 外；賤条餃 胴郭で斜位の条痕文を地文とし、その後2筋の施

N類 姜・馳札？ 内；へうの夕升テ中 文で短沈線文が描かれる。角筒形土器で、器壁が

骸；極めて頸 特に厚い。

251 粒附苔 腑 甜•鵬を多く含り、長石 ·li 外；賤条餃 腕賂で斜位の条痕文を地文とし、その後2筋の施

W類 度・馳位？ 内；へ茄夕升デ 文で短沈線文が描かれる。角筒形土器で、器壁が

骸；頸 特に厚い。
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表39 小牧 3A遺跡逍物観察表（土路） 18 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 疇 備 考

区 番号

252 醐埠 鵬 味・郷粒を多く含む、長石•石 外；贈籟文 胴部で斜位の条痕文を地文とし、その後2筋の施

m頁 英・艶陸？ 内；ヘラのタテ抒` 文で短沈線文が描かれる。角筒形土器で、器壁が

骸；聾 特に厚い。

253 翡尉苫 鵬 詞・鵬を多く含り、長石・石 外；賤短文 胴部で斜位の条痕文を地文としている。角筒形土

暉 英・艶祖？ 内；ヘラl[Jタテ抒，' 器で、器壁が特に厚い。

賊；頸

254 醐埠 胸 罪・繍腕を多〈約、長石•石 外；賤繰文 胴部で斜位の条痕文を地文としている。角筒形土

暉 英・艶粒？ 内；ヘラのタテ抒` 器で、器壁が特に厚い。

娯；堅俄

255 疎駐器 闘 貌・欄疱を多く他、長石•石 外；賤練文 胴部で命H立の条痕文を地文としている。角筒形土

暉 戻・艶怯？・ 内；へうのタテナデ 器で、器壁が特に厚い。

骸；頸

256 揺駐晏 靡 院·鵬を多く含む、長石•石 外；賤練文 胴部で斜位の条痕文を地文とし、更に、ヘラ状工

暉 哭・駒扶?・翠 内；へうのタテナテ` 具等で菱形状の文様を構成している。角簡形上器

骸；聾 で、器壁ば厚い。

257 醐遥 鳴憚 就・樟紺を多く釣、長石•石 外；抒` 胴部最下部片で、斜方向の貝殻条痕文を地文とし

I類 哭・艶粒？ 内；T箪な抒ゞ その後、縦位の貝殻刺突線文を重ねている。

娯；餅 角筒形土器

258 淵筋土暑 u蒻 H-10 1229 梱・郷粒を多（含む、長石•石 外；抒` 胴部片で、斜方向の貝殻条痕文を地文としその後、

I類 英・馳粒？・乾粒 内；T箪なナデ 縦位の貝殻刺突線文を重ねている。

骸；顛 角筒形土器

259 瀾駐晏 0諒 腕•鵬を多く紡、長石•石 外；抒ゞ 胴部片で、斜方向の貝殻知良文を地文としその後、

88 I類 英・艶粒？ 内，ヘラ抒ぐ 縦位の貝殻刺突線文を重ねている。

骸；良好 角筒形土器

260 醐埠 暉欝 眈·麟を多（含む、長石•石 外；抒・. 口唇部は平坦面を成す。角筒形土器で、 4隅のロ

III類 英・駐粒？ 内；T歎抒` 縁部が山形に隆起する。口縁部に横位2列の貝殻

骸；既 刺突線文を巡らし、その下位に縦位の楔形突帯を

張り付け、更に、楔に添って貝殻刺突線文を付け

る。

261 醐仕暑 n髄 貌・線術を多〈約、長石•石 外；抒さ 口唇部は丸みを成す。角筒形土器で、 4隅の口縁

III類 英・馳粒？ 内；T緊な抒` 部が山形に隆起する。口縁部に横位2列の貝殻刺

馘；良好 囀文を巡らし、その下位に縦位の櫻形突帯を張

り付け、更に、楔に添って上から下方向への刺突

連点文を付ける。

262 躙埠 胸 E-2 1646 甜・郷粒を多く祖、長石•石 外；抒・. 胴部で貝殻施文具による押し引き文に近い貝殻刺

III類 英・晶味？ 内；下位へう0タテ抒'， 突線文。

骸；餅

263 甜昂土屋 鰭 7465 糀・翻藉を多く含む、長石•石 外；抒` 底部片で、角筒形土器のコーナ一部に相当する。

rn類 英・黒甜？ 内；抒'， 接地面は平坦面を成し、胴部との境界に縦位の浅

賊；良好 い沈線文が平行して描かれている。

264 醐埠 臨 腕・鵬を多く含り、長石•石 外；贈籟文 底部片で、角筒形土器のコーナ一部に相当する。

I類 英・麟？•翠 内；朽さ 接地面は平坦面を成し、胴部との境界に縦位の浅

隊；良好 い沈線文が平行して描かれている。上位には条痕

文の地文に縦位の貝殻刺突線文を施す。

265 醐埠 鰭 G-11 2507 紺・麟を多く含り、長石•石 外；賤鰊文 底部片で、角筒形土器のコーナ一部に相当する。

I類 英・艶堕？翠 内；抒さ 接地面は平坦面を成し、胴部との境界に縦位の浅

娯；賎 い沈線文が平行して描かれている。 264と類似し

た資料。
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挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

266 淵房土若 輯 F-2 1671 紺・鵬を多⑳、長ti・石外；仔中 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 芙・馳eli?・蹴・鱗石 内；へうのクテザ+ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ縦方向の貝殻

隅秒t呂 底既 骸；頸 刺突線文・押し引き文が混合している。器壁は薄

7・l an い。内面の仕上げも良い。

267 油佐苔 鰭 L-4 8600 翡・嗣崩を多（含り、長五•五 外；仔ヤ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 鱚径 英・艶汎？ 内；へ莉夕升テ‘ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ横方向の貝殻

隈紐昔 7・5 an 骸；頸 刺突線文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い。

268 湖務埠 鶉 E—13 3003 翡・儲慮を多く含t、長五・o外；サ‘ 平坦な接地面、胴音貶との境界にはヘラによる縦位

Ill類 鱗苔 美•関坑？•翠 内；サ` の短沈線文。器面は丁寧にナデられ縦方向の押し

隅倍土呂 7・1 an 骸；顎 引き文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い。

269 甜駐苔 蹟 E-3 1336 琥・覇村を多（含り、長石・五 外；サキ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

皿類 郎栓 英•馳猜？ 内；nなサヤ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ縦方向の押し

濯配昔 7・5 an 骸；技 引き文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い。

-270 油財苔 鱚 G-9 1303 眺・鰍粒を多〈含り、長石・:ii外；サ‘ 平坦な接地面、胴綿との境界にはヘラによる縦位

m類 麟 芙・駐猜？ 内；丁卑なサ‘ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ縦方向の押し

隅倍埠 8・0 an 蛾；顎 引き文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い。

271 疎附吾 鰭 D-13 糀・覇態を多く含t、長石・fi外：サ＊ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラにやや深め

II類 庚麟？•翠 内；T序なサゞ の縦位の短沈線文。器面はナデられ横方向の貝殻

隈恥昔 底麗 舷；頸 剌突線文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い。施

8・0 cm 文具3・lcm。

272 甜紐昔 鰭 F-2 1396 貌・羅摺を多く含り、長E・石外；サヤ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

II類 鵠径 英・聾帷？ 内；了窟なナデ 沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻剌突線文。器

嗜房土昔 8・7 an 骸；頸 壁は薄い。内面の仕上げも良い

273 祁附昔 鱚 K-12 14 眈・彫位を多（含b、長E・石外；賤籟文 平坦な接地面、胴蔀との境界にはヘラにの縦位の

l類 鶴杜 英・鷹袂？ 内；^うのクテナデ 短沈線文。器面は条痕の上に貝殻刺突線文。器壁

晴駐昔 8・ 面 舷；頸 欝ill¥う0タテナデ は薄い。内面の仕上げも良い。

274 甜伝届 鱚 J-12 29 蒻・羅崩を多く含じ、長石・li外；仔` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

8 9 Ill類 紐径 英・聾横？ 内：T享なザ 沈線文。器面はナデられ縦位の押し引き文。器壁

噴肛若 7・4 cm 舷；頸 は薄い。内面の仕上げも良い

275 祁杞苔， 鱚 I-8 1458 雑・羅燒を多く含り、長石・E外：サヤ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

m類 邸仕 英•難帷?·翠 内；T睾なナテ‘ 沈線文。器面はナデられ縦位の押し引き文。器壁

隅財昔 7・9 cm 骸；頸 隅I!へう0クサfは薄い。内面の仕上げも良い

276 消彬士苔 鱚 雑・饂巖を多く含り、長石・li外：tデ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

m類 殿罷 菟・駐帷？ 内；了阻なサ中 沈線文。器面はナデら氾樅位の押し引き文。器壁

晴附昔 7・5 cm 舷：堕 廊Ii"う0タテナデ は薄い。内面の仕上げも良い

277 淵紐昔 輯 D-15 甜・徽盟を多（託、長万・五 外；仔‘ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

硝 鶉祖 英・駐袂？ 内；T忠なサ‘ 滋泉文。器壁は薄い。内面の仕上げも良い

噌杉埠 6・l en 該；顎

278 誅尉苔 訊 N-8 甜・羅尉を多（含り、長石・li外；仔‘ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

I類 鰭仕 芙・鷹快？ 内：T卑なナデ 沈線文。器面は条痕上位に縦位の貝殻刺突線文。

刊蘭昴埠 7・7 cm 骸；翌 器壁は薄い。内面の仕上げも良い

279 祁財晏 鱚 L-8 147 闘・鄭凩を多（合も、長五•石 外；サゞ 平坦な接地面、胴綿との境界にはヘラに縦位の短

II類 鵬 英・馳勢？ 内；へうサゞ 沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻剌突線文。器

隅昴土昔 8・5 cm 骸；顎 壁は薄い。内面の仕上は粘土溜り残る。

280 甜翫昔 闘 M-2 1882 砂札・傷砂粒を多〈含り、長石・五 外：サヤ 平坦な接地面、胴綿との境界にはヘラに縦位の短

Il類 底艇 N-3 1950 庚•関猜？ 内：サ` 沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻剌突線文。器

隋化昔 8・3 llll 骸；頸 壁は薄い。内面の仕上は良好。

281 誅紐苔 鰭 G-15 2923 翡・馳胤を多（含り、長石・五 外；サ‘ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

樗 鱚仕 英・艶猜?・蹴 内；サ‘ 沈線文。器壁は薄い。内面の仕上は良好。

隈房士吾 7・8 an 舷；頸

282 祁財星 邸 M-1 3 2516 砂村・掘翔を多（含り、長五・［ 外；サ‘ 平坦な接地面、胴郵との境界にはヘラに縦位の短

硝 輝差 英・盟祓?・翠 内；サ＊ 沈線文。器壁は薄い。内面の仕上は良好。

隅恥昔 8・2 cm 骸；戟

283 淵倍渇 鰭 H-7 6377 翡即位を多く含り、長石・6外；サ‘ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

II類 舷仔 英・鷹様？•麟 内；サ‘ 沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻刺突線文。器

鳴財昔 8・3 C111 骸；頸 壁は薄い。内面の仕上は良好。
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捐認 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

284 醐埠 鰭 M-9 1295 貌・鵬を多〈詑、長石•石 外；抒さ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 鵬 英・艶帳？ 内；へう1/)タテ抒ふ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ。器壁は薄い

隅財暑 7•2 llD 賊；頸 。内面の仕上げ良好。

285 醐埠 鴎 M-9 1277 朦•緻術を多く叙、長石•石 外；抒ミ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘフによる縦位

碍l 鵬 英・艶憧？ 内；・ザ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ。器壁は薄い

嘩財器 7・2 cm 舷；頸 。内面の仕上げ良好。胴部との接合面で分離3

286 謹恥醤 蹟 碗・罵懃多く他、長石•石 外；抒ゞ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘフによる縦位

89 碍 雌 英・艶屈？・殿 内；抒中 の短沈線文。器面は丁寧にナデられb器壁は薄い

哨駐暑 7•5 C11 隊；頸 。内面の仕上げ良好。

287 醐撲 蒻 G-10 1197 貌・鵬を多く釣、長石・石 外；抒ゞ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍｝ 鵡径 英・艶莉？•麒 内；抒さ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ。接地面の器

隅駐暑 7•7 C111 骸；頸 壁は厚く胴部は薄い。内面の仕上げ良好。

288 醐悽 紐 K-4 2118 腕・欄粒を多く含h、長石•石 外，抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍| 臨 芙・艶莉？・蜘 内；抒令 の短沈線文3 器面は丁寧にナデられ。接地面の器

隅筋遥 7・2 cm 賊；頸 壁は厚く胴部は薄い。内面の仕上げ良好。

289 隊駐晏 鵠 F-3 1680 紺・疇を多〈約、長石・石 外；抒中 平坦な接地面、胴部との境界にはヘフによる長め

III類 鵡径 英・艶位？ 内；へ和3コ抒，• の縦位の沈線文。器面は押し引き文。器壁は薄い

隋務土晏 9・9 cm 馘；餅 。内面の仕上良好。

290 滋駐届 邸 J-12 11 貌・躙粒を多く含む、長石•石 外；抒，. 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 底斃 英・倶蜻？ 内；ヘラりタテ抒令 の短沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻刺突線文

隅駐届 8・8 cm 賊；頸 。内面の仕上げ良好。施文具l•4 C叫

291 醐埠 鰭 J-1 1631 碗・網粒を多く約、長石・石 外；抒さ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる長め

m類 邸怪 英・馳粒?・絶 内；ヘラ1/Jタテナテ゚ の縦位の短沈線文。器面は間延び押し引き文。器

噴尉喜 9•4 C11 賑；賄 壁は薄い。

292 甜駐忌 蹟 C-9 86 碗・鵬を多く含h、長石・石 外；抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘフによる縦位

II類 躊径 芙・艶粒？ 内；へうのタテナデ の長めの沈線文。器面はナデられ縦位の貝殻刺突

噴駐居 9•5 Cl 賊；頸 線文。内面の仕上げ良好。施文具2•2 Cillo 

293 湖砒醤 鴎 L-3 8594 腕・駕粒を多く含む、長石•石 外；抒` 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

m類 臨怪 英・艶莉？ 内；ヘラ1/)タテナデ 面は押し引き文。

隋財品 ' 9•6 CID 賑；頸

294 躙惧 騎 J-10 2376 窪情味を多く含む、長石・石 外；抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 蒻径 英・艶位？ 内；ヘラIf)クテナデ の長めの沈線文。器面に縦位の貝殻刺突線文。内

晴位土は 8・4園 賊；極めて顎 面の仕上げ良好。

90 295 醐埠 陪 C-12 紺・翻粒を多〈約、長石•石 外；抒さ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

III類 蹟径 英・艶位？ 内；へうのタテナデ 面は押し引き文。接地面ば享く、丁寧なナデ仕上

隈財暑 8・8傭 賑；頸 げ。

296 隊駐届 蹄 院・勘柑を多く含む、長石・石 外；抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 齢軽 英・艶位？ 内；ヘラIJ)タテ抒ぐ の沈線文。器面に縦位の貝殻刺突線文。内面の仕

隋駐器 8•9 Clll 骸；助 上げ良好。

297 揺駐吾 鰭 H-14 2668 院・栂紗村を多く含む、長石•石 外；抒ゞ 胴部との境界にはヘラによる紹立の短沈線文。器

III類 賠陪 英・艶位？ 内；へうのタテ抒‘‘ 面は押し引き文接地面は特に薄い。接地面は丁

隈見昌 10・5CJI 賊；頸 寧なナデ仕上げ。

298 甜記品 鵡 I-8 1458 靱・認柑を多く含む、長石・石 外；抒，' 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

III類 底鎚 英・槌粒?・麒 内；へうのクテナデ 面は押し引き文。器壁薄い。接地面は丁寧なナデ

嗜駐器 lO・Oan 骸；顎 仕上げ（光沢あり）。器面赤色

299 躙埠 縞 I-12 2406 腕·鵬を多〈約、長石•石 外；抒‘ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

III類 賠罷 芙・駆粒？•噸 内；抒さ 面は押し引き文。接地面との接合部で分離。

嗜駐器 9・0 an 賑；翌翻 施文具2•5 C皿

300 醐仕苔 鰭 ]-12 1149 椀・鋤粒を多〈含む、長石•石 外；抒さ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

m類 鵡径 英・艶尻？ 内；へうのタテ抒さ 面は押し引き文。器壁薄い。接地面は丁寧なナデ

隅駐蓋 9•7 CID 馘；頸 仕上げ（光沢あり）。

301 躙埠 騎 I-13 2526 甜・網莉を多く含む、長石・石 外；碍月 胴部との境界にはヘフによる縦位の短沈線文。器

III類 鰭径 英・艶粒？ 内；へ切りテナデ 面は押し引き文。器壁薄い。接地面は丁寧なナデ

隅財苫 ll・7cm 馘；噂 仕上げ。
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302 祁恥苫 鱚 J-5 眺・鑑燒を多く含り、長石•石 外；了窟なナデ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

m類 邸仕 庚•隠堕？ 内；へうif)タテナテ＊ の短沈線文。器壁は薄く、特に接地面は薄い。接

隅椛士居 10・7cm 絨；聾 地面は光沢を持つ。内面の仕上げ良好。

303 躙埠 鵠 L-4 2098 就・羅燒を多（含り、殿・石 外：頂なザ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

珊 籐径 庚・農朔？・少収聾 内；了稟なザ の短沈線文。接地面は内外とも丁寧にナデられ、

隈駐昔 9・7 cm 舷；聾 器壁は薄い。

304 揺財呂 邸 G-9 1205 翡卿燒を多（勃、長:ii・五外；了稟なザ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

硝 輯径 英・盟様？・蔚猿・雲母 J¥う應き？ の短沈線文。接地面は丁寧にナデられ、光沢を持

甘蜆士晏 8・3 an 骸；頸 内；ナデ つ。器壁は薄い。内面の仕上げ良好。

305 甜杉埠 鶴 甜・傷甜を多く含り、長五・li外；サ‘ 平坦な接地面、胴郎との境界にはヘラによる縦位

碍 底腑 英・艶祓？•噸 内；サ‘ の短沈線文。器面は丁寧にナデられ。接地面の器

隅房埠 8・9 cm 骸；頸 壁は薄い。

306 粒杉土昔 蹟 J-5 1495 砂穀・膨激を多く含t、長石・石 外：ザ 平坦な接地面、胴綿との境界にはヘラによる縦位

樗 段罷 芙・罷粒？ 内；I¥汁デ の短沈線文。接地面は丁寧にナデられ。接地面は

隈駐昔 ll・21l11 舷；頸 挟から嗣ヘ 中央郭で厚くなる。

307 甜恥呂 揺 G-7 7913 紐・羅燐を多く含じ、長石・o外；了皇なサ中 平坦な接地面で光沢あり。胴部との境界にはヘラ

桶 鵬 英・鷹帷？ I¥う居き？ による長めの縦位の沈線文。器壁は薄く接地面は

嗜財苔 9・4 cm 骸；餅 内：T象なサ令 厚い。内面の仕上良好。

308 揺恥苔 邸 K-10 1287 甜•麒を多〈含t、長石•石 外；了名なザ 平坦な接地面、胴音股との境界にはヘラによる縦位

樗 鵬 英・偶横？•麒 へう應き？ の短沈線文。内而の仕上げ良好。接地面はヘラ磨

晴昴土昔 8・9 an 骸；頸 内；了寛なサ中 きの可能性あり。

309 澁粒土届 鱚 I-16 2773 眺・羅撻を多く含り、長石•石 外；了茸なサ` 平坦な接地面で光沢あり。胴部との境界にはヘラ

碍 鰈径 英・農棟？ う^息き？ に縦位の短沈線文。器壁は薄い。

隅杉土苔 9・3 cm 馘；餅 内；へうのクテサさ

310 諜配若 鰭 闘・膨撻を多〈含り、長ti・五外；サ＊ 平坦な接地面で光沢あり。胴部との境界にはヘラ

碍 鰭径 英・艶横？ へう息き？ による縦位の沈線文。器面はナデられ。内面の仕

隅駐吾 9・0 an 骸；頸 内；へ茄クテサ‘ 上げ良好。接地面厚く、器壁は薄い。

90 311 躙埠 鰈 M-5 8605 眈•麒を多（含tr 、長:fi·石外：サ・ 胴部との境界にヘフによる縦位の短沈線文。器面

瑚 鵬 姜・聾帷？ 内；へ升テや は押し引き文。接合部が良く観察できる。

晴杉土ff, 10・ 佃 舷；顎

312 瀾B嘩 麟 J-14 2600 甜•麟を多く含り、長石 ·:fi 外；竹中 接地面はランダム。胴部との境界にはヘラによる

帽 鵬 英・晶猜？ 内；へうサ・ 縦位の沈線文。器面に縦位の貝殻刺突線文。内面

隋昴土§ 8・3 an 舷；肛て頸 の仕上げ荒い。

313 澁駐晏 邸 H-11 1191 眺・麟を多く含じ、長石・o外：サ＊ 胴部との境界にヘラによる縦位の短沈線文。器壁

碍l 訊径 芙·駐帷？•翠 へう農さ ．接地面は薄く、丁寧なナデ仕上げ。

隅財苔 8・4 cm 骸；頸 内；I¥うのタテ抒中

314 甜昴土居 蹟 D-12 2370 甜・麟を多〈含り、長ti・五外；ザ 胴節との境界にヘラによる縦位の沈線文。内面の

碍l 紺羅 英•麟？•翠 I¥う息き 仕上げ良好。器壁．接地面は薄く、入念なヘラ磨

隅班昔 10・l団 骸；椒遵巖 内；へうのクテナデ き。

315 躙埠 鰭 H-9 1240 眺•鵬を多（含tr 、長E·石外；へ升テ中 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍 鱚径 英・暑帷？•翠 内；へ升テ＊ 地面の厚さが不統一。重量あり。

噛粉埠 8・9 cm 舷；頸

316 躙埠 鵠 G-8 1423 眺・羅随を多（含じ、長石•石 外；サ＊ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍 底斃 L-14 1108 庚浬帷？ へう息き 地面厚く器壁薄い。接地面は丁寧なナデ仕上げ

隅昴土呂 8・4 cm 骸；頸 内；サ中 洸沢あり）。

317 甜杉土昔 鱚 K-6 1481 眺・緻燒を多く含t、長石•石 外；サ＊ 胴棉との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

祠 鵬 芙・農耕?・噸 へう息き 地面との接合部で分離。接地面の中央部が厚い。

隅駐昔 9・8 an 骸；やや輯 内；サ中

318 湖昴土苔 腿 E-2 1377 眺•麒を多く含h、島・五 外；ザ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。器

瑚 段阻 英退帷？ へう息き 壁薄い。接地面は丁寧なナデ仕上げ洸；沢あり）

隅酎昔 9・2 an 骸；陳 内；サ中
゜319 甜駐昔 鱚 I-5 1576 甜・欄燒を多く含り、長石・:ii外；碍 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍 鰭往 芙・艶横?・翠 へう息さ 地面は丁寧なナデ仕上げ。

隅駐昔 9・4岡 骸；紳輯 内；サそ
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挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎上 調整 備 考

区 番号

320 醐埠 躊 紺・鵬を多く節、長石・石 外；頂なナデ~ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍 紐賂 英・艶帷？ 内；へ効タテナテ令 の短沈線文。器壁は薄く、接地面の中央部は厚い

隅粧暑 9・9 C11 骸；頸 。内面の仕上げ良好。

321 醐埠 鶴 H-14 1005 紺・鵬を多く卸、長石・石 外；T摩吋テ` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍| 趾褪 J-14 英・馳籾・翠 ヘう恩き の短沈線文。接地面は入念に磨かれ、光沢あり。

90 隋筋士盈 10・7cm 賊；頸 内；抒` 器壁は薄い。

322 醐埠 躊 K-12 15 碗・鄭庖を多〈約、長石•石 外；T稟な抒‘ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍 麟 英・艶帳？•廊 ヘう鷹き？ の短沈線文。接地面は入念に磨かれ、光沢を持つ

隋観揺 8・8'lll 賊；頸 内；抒`` 。器壁は薄く、接地面ば享い。

323 醐援 臨 紺・欄隊を多く約、長石•石 外；賤籟 平坦な接地面、地文の貝殻条痕文を残す。器壁は

I類 麟 英·艶躾？•廊 内；抒さ 厚い。

隋駐届 9•2 C11 賊；頸

324 躙埠 臨 H-4 1717 椀・麟を多く約、長石•石 外；へ滑ぎ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

III類 鵬 戻・艶帳？ （況沢あり） の短沈線文。胴部は押し引き文。接地面は中央部

隋駐暑 11・5m 賊；頸 内；ヘラナデ で厚くなる。

325 揺ほ 鱚 I-15 2742 籾・疇を多く節、長石•石 外；T勒抒` 平坦な接地面。胴部との境界にはヘラによる縦位

m類 紐径 英•隠帷？•廊 ヘう億き？ の沈線文。胴部は押し引き文。器壁．接地面共に

隅財居 12・佃 骸；栽 内；潔けテミ 薄い。内面の仕上良好。

326 醐埠 臨 I-14 2592 腕・鵬を多〈含む、長石・石 外；へう磨き 平坦な接地面、胴部との境界にはヘフによる縦位

田類 趾罷 英・艶帷?・絶 （舷あり） の短沈線文。内面の仕上げ良好。接地面はヘラ磨

隅競埠 12・0!:n 賊；頸 内；頂なナテキ きの可能性あり。器壁は特に薄い。

327 醐埠 臨 C-10 476 紺・緻搬を多く叙、長石・石 外；T勤けテ` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

II類 麟 英・艶帷？・蜘 へう磨き？ 沈線文。胴部は貝殻刺突線丸内面の調整は特に

隅昴士吾 10・6ai 賊；朗 内；へうのクテナデ 丁寧。接合面で分離3

328 躙埠 臨 K-12 2483 碗・疇を多く約、長石・石 外；朽ゞ 平坦な接地面で光沢あり。、胴部との境界にはヘ

II類 麟 英・艶瀦？ ヘう應き？ ラによる縦位の沈線文。器面はT寧にナデられ、

隈附：苔 、11・3IJI 賊；駁直 内；へう應き 内面の仕上げ特に良好。器壁は薄い。

329 瀾埠 麟 I-10 1248 腕・膨乾を多く約、長石・石 外；へう抒さ 胴部との境界にヘラによる縦位の短沈線文。器面

田類 鵬 英・艶峻？ 内；ヘラ朽さ は押し引き文接地面は丁寧な横位のヘラ磨き。

隋附羞 10・泊 賊；頸 器壁薄い。

9 1 330 醐埠 臨 J-2 1774 碗•螂を多く節、長石•石 外；へうナデ 平坦な接地面で光沢あり。胴部との境界にはヘラ

m類 鵬 K-7 175 英・艶帷？ 内；へう抒さ による縦位の沈線文。器面に押し引き文。器壁は

隋駐居 ll・1111 賊；恥て頸 薄く、接地面は厚い。

331 醐埠 鵡 E-14 3008 碗・螂を多く節、長石・石 外；抒ゞ 胴部との境界にヘラによる縦位の短沈線文。胴部

III類 麟 英・艶位？ は押し引き文内面は丁寧なナデ仕上げ。

隋昴土吾 11・1cm 賊；朗 内；へうI/)タテ抒さ

332 醐埠 臨 碗・麟を多〈約、長石・石 外；へう應き 平坦な接地面胴部との境界にヘラによる縦位の

II類 麟 英・艶堕？ 沈線文。胴部は貝緻疾線又内面q士上げ良好

暉埠 10・&置 賊；ii)て頸 内；頂なへうナデ 。器壁・接地面は薄く、入念なヘラ磨き。

333 醐埠 臨 I-8 5600 碗・躙粒を多く節；長石・石 外；へう磨き 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍 麟 I-9 1255 英・艶堕？・翠 （舷あり） 地面は丁寧なヘラ磨き。

隅酎羞 11・＆国 賊；頸 内；へうナデ

334 瀾埠 臨 K-9 108 螂を多〈叙、長石・磋・偲 外；ザ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

研 鵬 帷？ 地面厚く器壁薄い。接地面は丁寧なナデ仕上げ（

隋刷羞 12・油 賊；頸 内；ヘテ抒さ 光沢あり）。

335 瀾埠 臨 E-5、 704 紺・観栢を多く紡、長石・石 外；竹` 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍i 鵬 英・艶僚?・蜘 ヘう眉き 地面との接合部で分離。

暉揖 12・Zcm 賊；頸 内；へう抒ゞ

336 醐埠 臨 F-5 6277 碗·膨位を多く約、長石•石 外；抒ゞ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文器

碍i 麟 英・馳峻？ ヘう息き 壁薄い。接地面は丁寧なナデ仕上げ（光沢あり）

暉埠 12・佃 賊；頸 内；ヘラ抒ゞ
゜337 醐埠 臨 D-16 貌・範位を多く約、長石・石 外；碍月 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍 鵬 D-15 英・馳舷？ 地面は平坦でナデ仕上げ。

隈財苔 12•0CII 賑；暉 内；抒さ
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挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 誂整 備 考

区 番号

338 醐埠 邸 C-12 3137 碗・螂を多く節、長石・石 外；T歎抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍 疇 I-13 2438 英遺帷？•翠 ・内；へうザ の短沈線文。器壁は薄く、接地面の中央部はやや

隅駐晏 12・伍 骸；頸 厚い。内面の仕上げ良好。

339 醐埠 臨 碗・緻巖を多く紡、長石・石 外；頂な抒` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍l 醗 英・嘉帷？ ヘう磨き の短沈線文。接地面は入念に磨かれ、光沢あり。

隅駐暑 12・伍 馘；堕 jlj; 竹ゞ 器壁は薄い。

340 醐埠 臨 腕・観粒を多く節、長石・石 外；頂なナデ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍｝ 鵬 英・艶堕？•翠 ヘう息き？ の短沈線文。接地面は磨かれ。器壁はやや厚い。

甘鰯土屋 12・3cm 賊；暉 内；淳印さ

341 醐揖 臨 G-3 1622 碗・諏移＜帥、長石・石 外；へう應き 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

碍｝ 鵬 ， 英・嘉棟？•郷 内；抒ゞ の短沈線文。接地面は磨かれ光沢を持つ。器壁は

隅駐居 10・9cm 齢涅薫 やや厚い。

342 醐埠 臨 碗・螂移＜詑、長石・石 外；へう息き 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

可 鵬 英遭堕？ 伐沢あり） の短沈線文。内面は特に丁寧なナデ仕上げ。接地

91 隅務土晏 10・5at 娯；堕 内；抒，- 面に圧痕を認めるが不明。

343 瀾埠 臨 I-5 1561 隙•疇移＜節、長石・石 外；淳な抒ゞ 平坦な接地面3 胴部との境界にはヘラによる縦位

m類 疇 英・艶峡？•翠 ヘう肩き？ の沈線文。胴部は押し引き文。器壁・接地面共に

唱財晏 13・0an 賊；賎 内；抒` やや厚い。内面の仕上やや雑。

344 醐逗 躊 G-10 1212 碗・鶴疱を多く約、長石・石 外；抒さ 平坦な接地面、内面の仕上げ良好。接地面はヘラ

m類 鵬 英・艶棟？ 磨きの可能性あり。胴部は細かい押し引き文。．

哨駐盈 11・2cm 賊；頸 内；丁摩な抒さ

345 醐埠 競 鵬移〈約、長石•石・息 外；ヘラ欝ぎ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラに縦位の短

祠 臨 陸？ 沈線文。内面の整形は特に丁寧。接合面で分離3

隅筒士盈 11・O!II 賊；極喧員 内；へう磨き

346 醐埠 臨 L-3 2060 碗・鵬莉を多く卸、長石 •,Ii 外；へう磨き 平坦な接地面で光沢あり。胴部との境界にはヘフ

II類 鵬 C-11 英・麟？•翠 による縦位の沈線文。器面は丁寧にナデられ、内

隈駐器 11・泣 C-15 舷；駁遵 内；ヘラ應き？ 面の仕上げ特に良好。器壁は薄い。

347 醐埠 邸 G-8 1425 碗・躙岐多く帥、長石•石 外；へう磨き 胴部との境界にヘラによる縦位の短沈線文接地

莉 麟 英・黒帷？ 内；ヘラナデ 面は丁寧な横位のヘラ磨き。器壁やや厚い。重量

隅昴土居 11・0an 娠；恥遵廉 あり。

348 瀾渥 賠 L-10 1294 碗•螂榜＜肋、長石・石 外；へうナテゞ 平坦な接地面3 胴部との境界にはヘラによる縦位

m類 麟 英退帷？ 内；ヘラナデ の沈線文。器面に押し引き文。器壁は薄い。内面

隈尉届 14・0on 骸；顎 黒色。

349 醐湿 臨 碗•疇榜＜節、長石・石 外；ヘラ磨き 胴部との境界にヘラによる縦位の短沈線文っ胴部

III類 醗 英・艶熊?・翠 は押し引き文内面はT寧なナデ仕上げ。

隅配届 12・Zan 骸；恥遵 内；へうのタテナテ`

350 醐渥 鰭 B-13 3975 碗・罵莉を多く帥、長石•石 外；へう朽~ゞ 平坦な接地面。胴部との境界にヘラによる縦位の

m類 麟 英・艶位？ 沈線文。胴部は押し引き文。内面の仕上げ良好。

隅務土器 14・4cm 骸；駁て頸 内；T靡なヘラ抒` 器壁．接地面は薄く。

351 瀾遥 紐 M-1 2006 院・勘莉を多く能、長石・石 外；へう磨き 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈腺文。接

碍i 鵬 英・艶釈 （洸沢あり） 地面は丁寧なヘラ磨き。器壁は薄い。

隅駐盈 13•7CIJ 隊；頸 内；へう朽さ

92 352 醐埠 鰭 H-13 890 碗•鵬を多く節、長石・石 外；抒` 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍｝ 難 英・艶歯?・噸 地面厚く器壁薄い。接地面は丁寧なナデ仕上げ

隅尉居 13・5an 骸；顎 内；ヘラナデ 洸沢あり）。

353 躙 t器 鵡 S-167 腕・躙粒を多く節、長石・石 外；抒‘ 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文。接

碍i 響 英•隠堕？•翠 ヘう應き 地面との接合部で分離3

隈財居 14・5an 賊；料翻 内；抒`

354 醐紐器 鱚 貌・螂を多く含む、長石・石 外；抒ゞ 胴部との境界にはヘラによる網立の短沈線文器

碍i 麟 芙・艶堕？ ヘう應き 壁薄い。接合部で分離接地面はT寧なナデ仕上

隈昴土晏 14・5an 賊；竪杖 内；へう抒` げ洸沢あり）。

355 瀾悽 鵡 G-11 1181 腕・葛位を多く含む、長石・石 外；抒` 胴部との境界にはヘラによる縦位の短沈線文胴

III類 臨径 哭・艶粒?・翠 部は押し引き文。接地面は平坦でナデ仕上げ。

隈財器 15・5cm 骸；販 内；へ祠タテ竹ゞ
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356 醐埠 鰭 I-14 2804 貌・勘粒を多く含む、長石•石 外；抒ゞ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 麟 M-7 2314 芙湛帳？ 内；了箪なへうナテゞ の短沈線文。胴部は貝殻刺突線文。器壁は厚くい

隅配晏 13・佃 賊；頸 。内面の仕上げは丁寧。

357 醐埠 鰭 A-15 3039 腕•網を多く約、長石•石 外；へう應き 平坦な接地面のみ残存。接地面は入念に磨かれ、

碍！ 麟 英・馳粒？ 翠 光沢あり。器壁は薄い。

隅砒居 12・0直 馘；椒て頸 内；抒`

358 隊財喜 躊 J-5 1605 紺・鵬を多く含む、長石•石 外；渭Iけテ` 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 賠斃 英・曇堕？ の短沈線文。胴部は貝殻刺突線文。器壁は薄い。

隋砒品 17・3an 舷；頸 内；へう抒さ

92 359 醐仕吾 躊 J-9 2381 梱・観権を多く節、長石・石 外；へう應さ 平坦な接地面、胴部との境界にはヘラによる縦位

II類 趾罷 英・艶堕？ 内；抒中 の短沈線文。胴部は貝殻刺突線文。内面接合部は

隅駐苔 16・3cm 骸；堕 指頭痕が残る。器壁は薄い。

360 醐埠 鰭 I-7 6369 琥·鵬を多く含り、長石•石 外；へう磨き 中央部がやや膨らむ接地面、胴部との境界にはヘ

莉 鵬 英・艶粒？・鱗即 （舷あり） ラによる縦位の短沈線文内面は特に丁寧なナデ

隅砒吾 13・7ぼ 馘；椒て頸 内；抒` 仕上げ。

361 醐埠 踏 I-14 2810 貌・慟粒を多く含む、長石•石 外；T箪なナテ` 平坦な接地面。胴部との境界にはヘラによる縦位

芍 底醗 英・麟?・翠 へう應き？ の沈線文。接地面の整形特に丁寧。内面の仕上や

隅筒土器 14・0cm 眩；賄 内；抒‘ も良好。

362 甜駐吾 躊 H-11 1191 碗・鵬を多く含む、長石•石 外；T賢な抒` 平坦な接地面、内面の仕上げ良好。内外面共に丁

碕 疇 英・馳粒？•翠・雲屈 寧なナデ仕上げ。重量あり。

隅昴土器 16・0cm 脱；極訳頸 内；T皐なI¥うナデ

殻条痕で器面整形される。胴部以下は円筒形を成すが，上位の口緑部では方形を成す可能性がある。

N!i.250 -264は角筒Jf3上器0)胴部資料で， Nn250・251は稜部に，他は胴部壁面に相当する。器面

に地文として条痕を残し，ヘラ状工具で部分的に施文し，稜部にも同様である。

Nil.249は円筒形t器の口縁部で，［］唇部は丸みを成すようにナデられ，口縁部には貝殻刺突文を

縦位に深く逍続して刺突し，地文の条痕を残す。器面に多量の煤を付着する。 Nil.265は胴部資料で，

貝殻腹緑による押It文が残される。

底部

I類J-.沿に該当するものに， N().273とNo.278を抽出できる。器面に地文としての斜めの条痕が残

され，その上位に貝殻刺突線文が縦方向に整然として施される。底部外面には，縦1立の短沈線文が

規則的に付され，沈線文は土器を逆さにして施している。接地面は正円形を成し，内面の接合・整

形は指ナデにより，胴部内面は縦位のヘラナデと判断される。

II類土沿では， I類土器に見られた地文として条痕は残されない。 Nil.266は内外面・按地面共に

「睾にナデて仕上げられ，光沢のある器面を成している。底部側面の短沈線文は，土器を逆さにし

てつけられ，その上位に貝殻刺突線文が規則的に施されている。 N11267も同様で，貝殻刺突線文は

横位につけている。 No.271も横付0)貝殻刺突線文で，先O)N!t201・202と類似した手法が看取され

る。 Nll.2790)貝殻刺突線文もその間隔は良く保たれている。 Nn292OJ核地面は入念にナデられ正円

形の平町な面を持ち，胴部との接合部もヘラでT寧にナデている。 No.327・328で接合の方法を観

察すると， iE円形に氾り出した底部に胴部を乗せていることがわかる。即ち，先に造り出した底部

0)大きさに胴部は左布されることとなる。

m類土器は，胴部が貝殻腹終0)押し引き文で施文されたもので，底部の形状・側面の短沈線文等

のスタイルは同じである。 Nll.269・270・275等いずれも短沈線文の上位は貝殻腹縁による押し引
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き文が施されている。 No299O)押し引き文は横方向にほぼ垂直に連続して深く施され,N11.298では

施文具を寝かし（器面に対し鋭角）て施している。 Nn302を観察すると．押し引き文が先行してつ

けられ，その後側縁部の短沈線文を刻んでいることが分かる。

底部と胴部の関係についてはNo.357O) 1点を除いて， 1I類土器で観察した通り，先行して造り出

した底部に胴部を乗せ揺合することが一般的である。次に．底部の大きさは詳細に類型はしていな

いが， 7- 8 cm前後， 10-12cm前後， 15cm以上の 3種程は存在していると判断される。

桑ノ丸m類土器 (P178・181) 

溝辺町桑ノ丸遺跡出tの1II類土器を指標とし．その範疇に含まれると判断できる土器である。

器面調整は．内外面共にヘラナデあるいは丁睾なナデ仕上げを甚本としている。素焼きの植木鉢

に類似した形状的特徴が知られており，口径に比較して器高が小さくなる。また，器壁は総じて厚

＜．口唇部は平坦面を星し.Nil.363 0)ように内伯する例が多い。施文具に貝殻腹縁部及びそれらに

類した貝殻条痕，櫛状工具を用い. s字状の流水文や鋸園状文を施している。

Nn363は口径31.2cmで，口唇部は平坦面を持ちながら内傾し，器墜は厚く．特に内面はヘラで入

念に研磨し光沢0)ある器面を残している。貝殻腹縁部により，逆 S字状文を右から左方向へ移動し

ながら施文している。 No.369OJ口唇部は，やや丸みを成し外に1項き，器面は凹凸を残したままで，

器壁は限い。不規則な施文は，叉状工具による。 No.367・368も類似した資料である。
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第95図 小牧 3A遺跡・全ノ丸m類土器 2

Nn380 O)口唇部は丸みを成し．口唇部の直下から貝殻腹縁部を引きながら鋸歯状に施文している。

器面のほぼ全域に施文し．焼成の極めて硬質の仕上がりで口径は25.7cmある。口唇部の形状は異な

っているが， N()_374・376・377等も同種の施文が見られる。

No.382·383 は貝殻腹縁部で波状に施文したもので．上記土器0)バリエーションの一••つである。

下剥峯類土器 (P181) 

No.373 0)口唇部は丸みを成し．口縁部直下に横位 3列の貝殻刺突線文を巡らし，その下位に羽状

文風に貝殻刺突線文を施している。
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表46図 小牧 3A遺跡遺物観察表（土器） 25 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 疇 備 考

区 番号 内

363 醐仕屋 0謡 K-10 49 碗・膨位を多く約、長石・石 外；則預殿ナテ`｀ やや外に開きながら立ち上がる形状で、口唇部は

桑J丸3頂 K-10 50 英・艤石・艶粒？ 内；樅かう磨き 内傾する。器面は丁寧にナデられ、貝殻腹縁部に

賊；骸て堕 より S字状文を連続施文施文は右から左方向。

内外面に煤状の付着物。器壁は厚い。口径30・2cm

364 醐埠 且謡 E-10 6759 碗慣腕を多く部、長石・石 外；サ` 口唇部は外に傾く。施文はヘラ状工具による沈線

桑！丸3蘭？ 英・鱗石・艶粒？ 内；抒` 又器壁は厚い。賊；馳讀

365 醐仕品 鳴箇 E-7 7293 碗•鵬を多く約、長石・石 外；サ` 口唇部やや内傾。貝殻腹縁部による斜位の施文が

桑｝鯰爾？ 英・艤石湛船・翠 内；頂iけテさ 微かに残る。馘；骸て頸

94 366 醐逗 u謡 I-7 1467 碗•鵬を多く約、長石・石 外；抒ゞ 丸みを成す口唇部。ヘラ状工具による沈線文3

桑J丸3順？ 英・黒帷？ 内；抒` 賊；骸て頸

367 醐渥 n難 G-4 6459 甜•鵬を多く含む、長石・石 外；抒さ 丸みを成す口唇部。ヘラ状工具による沈線文。

桑！丸3爾？ 英・黒帷？ 内；抒` 賊；駁て頸

368 醐埠 n齢 E~12 碗・螂を多〈約、長石•石 外；抒` 丸みを成す口唇部。ヘラ状工具による沈線文。

桑！丸3蘭？ 英・艶蛍？ 内；抒` 器面は凹凸を成す。賊；椒喧員

369 醐埠 暉囃 J-12 9 腕・鵬を多く約、長石・石 外；朽ぐ 口唇部は丸みを成し、外に傾く。叉状工具による

桑J鯰爾？ J-12 10 英・少勧艤石・晶？ 内；へう朽` 不規則な沈線文。器壁印享く、器面は凹凸を成

馘；恥て頸 す。復元口径22・3cm。

370 醐埠 膵 E-7 院・椙碗を多（約、長石・石 外；頂なナデ 貝殻腹縁部を刺突し、横位の羽状に施文

英•印堕？•翠・雲栂 内；抒‘ 馘；骸て頸

371 醐渥 胸 E-7 隙・螂を多〈針、長石・石 外；淳けデ 貝殻腹縁部を刺突し、横位の羽状に施文。

英・愚甜？•細•雲母 内；抒中 馘；恥て頸

372 醐渥 閥 紺・緻殿を多く叙、長石・石 外；渭缶今 貝殻腹縁部を刺突し、横位の羽状に施文)

英・曇帷？•翠・震母 内；抒ゞ 骸；恥て彗

373 醐埠 噂罰 K-8 1472 碗•疇を多く部、長石•石 外；渭i缶` 丸みを成す口唇部。口縁部直下に横位3列の貝殻

G-6 1537 英・艶強？・ 内；抒さ 刺突線文。貝殻刺突線文による縦位の羽状文。内

馘；頸 面黒色復元口径15・1Clllo

374 醐湿 嘩菰 J-8 1271 腕・鵬を多く約、長-li・石外；T皐な抒S 平坦な口唇部でやや内傾する。口縁端部から貝殻

桑J丸3棗？ 英遺堕？•翠 内；頂吋テゞ 腹縁部で櫛目状に施文、施文は上から下へ。内面

賊；恥噴 及び口唇部に赤色顔料塗彩か。

375 醐埠 駒 B-13 紺・麟を多く約、長石・石 外J睾なナテ` 貝殻腹縁部で櫛目状に施文、施文は上から下へ。

桑J丸3頂？ 英·艶帷？•蹴 内；T靡なナテミ 骸；極杖頸

376 溺撲 n謡 D-7 281 紺・鵬を多く約、長石・石 外；渭な抒す 内傾する口唇部。口縁部直下から貝殻腹縁部で櫛

95 桑J丸3頂？ ~ 英・黒帷?・翠 内；頂なナデ~ 目状に施文。骸；駁魂員

377 躙埠 鳴甜 I-11 3 碗・羅限を多く節、長石・石 外；渭なナデ 平坦な口唇部。口縁端部から貝殻腹縁部で櫛目状

桑／鯰蘭？ G-8 8437 英・艶帷？•翠 内；頂村テゞ に施文。施文は上から下へ。骸；極めて頸

378 醐埠 鳴菰 143 2216 紺・麟を多く約、長石・石 外；澤なサぐ 貝殻腹縁部で櫛目状に施文。施文は上から下へ。

桑／鯰蘭？ 英・嘉朋？•翠 内；頂な抒さ 賊；脱て頸

379 醐埠 鳴罰 I-11 3 腕・細粧を多く約、長石・石 外；T翠なナテキ 丸みを成す口唇部。口縁端部から貝殻腹縁部で施

桑／鯰酌 G-8 8437 英・艶帷?・蜘 内；賭練 文。賊；恥て頸

380 躙 i届 鳴菰 D-8 286 味・麟を多く約、長石・石 外；淳な朽` 丸みを成す口唇部。口縁部直下から貝殻腹縁部で

ii丸3項？ 英・艶堕？・絶粒 内jへう眉ざ 櫛目状に施文。娯；恥て顎復元口径25・7cm

381 躙埠 窮 味・鄭粒を多く約、長石•石 外；澤な抒` 貝殻腹縁部で羽状に施文

桑凩3頂？ 英・麟？•翠 内；T勒ナテ` 賊；恥て頸

382 瀾副盈 胸 紺・麟を多く含h、長石・石 外；頂な抒，- 貝殻腹縁部で波状に施文。

桑J丸3蘭？ 英・熊帷？・蹴 内；へう抒ゞ 賊；極めて頸

383 躙埠 院 琥·撮規を多く約、長石•石 外；渭な朽，' 貝殻腹縁部で波状に施文3

桑！丸3蘭？ 英・偲峡？・郷 ． 内；ヘラナテさ 隊；肛て顎
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（第96図 ・No.384)

口径は対角間で30.5cm・ コーナー間で23.0cm・ 高さ 23.3cm・ 底部経11.6cmに復元できた資料

で，口縁端部は山形に突出し，上面観は方形を呈している。口唇部は狭い平坦面を成し， 4隅のコ

ーナ一面にはヘラ状工具による刻み状の短沈線が付される。口縁部は屈曲部を持ち二重口縁状，胴

部は円筒形である。屈

曲部から口縁部にかけ

ては，沈線文と微隆起

線文で文様構成され，

微隆起線文上位はヘラ

で細かく刻まれる。ま

た，胴部と口縁部の境

界にもヘラ刻みの微隆

起線文が 1条巡らされ

ている。なお，胴部文

様は塞ノ神 Aa式上器

を踏襲している。器壁

は薄く，粒子の細かい

良質の胎土を用い，肌

色の色調を呈してい

る。

口

10cm 

第96図 小牧 3A遺跡・塞之神式土器
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第97図 小牧 3A遺跡・暦製石鏃・打製石鏃

表47 小牧 3A遺跡遺物観察表（石器・磨製石鏃・打製石鏃）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

1 麒直 l・9 l・6 J-7 2256 振岩 1/1 全面磨製。両側縁部は研磨により鋭くとがる。基部は面

取りを行い、狭い平坦面。側縁部は斜めに研磨する傾向

が見られる。先端部破損。

2 麒涌 2・3 1・5 J-7 2256 即 1/1 全面磨製。両側縁音Bは研磨により鋭くとがる。基部は面

取りを行い、狭い平坦面。基部は緩やかに内弯し、磨か

れる。先嬉部破損。

3 糊懸譴 3・7 1・9 F-1 根昔 1/1 音防H磨製。薄手で偏平な剥片を素材とし、押圧剥離で整

形した後、平坦面を研磨。長身で平基の鏃に仕上げる。

4 咽暉 2・1 1・3 E-6 5708 調（韻） 1/1 平基の三角形鏃。整形剥離は丁寧で、石鏃製作の最終エ

9 7 程に達している。先端部が意圏的に尖る。

5 暉僅 2-7 1-5 E-6 5818 籟罷仮も•腿） 1/1 浅い凹基式の長身鏃（二等辺三角形）。整形剥離は丁寧で、

石鏃製作の最終工程に達し、断面はレンズ状。

6 牒石儀 2・9 1-5 D-5 6213 諏（脆） 1/1 浅い凹基式の長身鏃（二等辺三角形）。整形剥離は丁寧で、

石鏃製作の最終工程に達し、右側縁は鋸歯状。先端部が

意図的に尖る。

7 嗅石鼠 2・2 1・7 H-5 6412 限（勧棟・純） 1/1 基部は大きく内弯。微細で丁寧な整形剥離が行われ、石

鏃製作の最終工程。保存状況も良好。

8 牒石嵐 4-4 1・5 D-5 6213 シルト難岩（粕屯） 1/1 舌状をなす甚音MにU字状の袂りを設けた細身の長身鏃。

整形剥離は丁寧で石鏃製作の最終工程に達している。先

端音闘財員。

石鏃（第97図）

3点の磨製石鏃と 5点の打製石鏃が採取されている。磨製石鏃はいずれも粘板岩を使用し， 3点

とも異なる形状に11:上げ， Nii.3では押肝剥離で周辺加工した後研磨を屯ねたことが観察できる。

打製石鏃は，基部が大きく内弯するNn7があり，同時性にばらつきが感じられる。
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表48 小牧 3A遺跡遺物観察表（石器・石斧）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号， 態器（鄭） 8・0 2・7 E-14 2990 祁ン7工Jvス 1/2 麟 0撃で整形した後、各平坦面を入念に研磨。先端部

の両側面に狭い平坦面を形成3 刃部は両面から鋭く磨き

あげ右下がりで直線をなす。刃部は1•3 CIIlo 

10 翻熊石斧（匿） 7・8 3・0 M-9 2328 1/2 円礫素材使用。裏面は丁寧に研磨。刃部付近では狭小な

平坦面を研磨で残す。竪状の刃部を作成3 刃部の破砕は

使用によると思われる。刃部は0・8cm, 

11 翻躾石斧（鄭） 10・3 4・7 K-8 116 碗 1/2 偏平な円礫素材使用。両恨耀瑯の先端部は入念に研磨し

、平坦面を成す。刃部は両面から鋭く磨き、慇状の刃部

を作り出す。刃部の破損は使用による。刃部は0•8 cm 

12 紛閉妬斧（懃） ll・O 3・5 D-14 3011 裾 1/2 偏平な円礫素材使用。裏面の研磨は刃部付近で特に丁寧

。両恨縁部の先端部は入念に研磨し、狭い複数の平坦面

を成す。刃部は両面から鋭く磨きあげ、竪状の刃部を作

り出し、右下がりの刃先。刃部の破損は使用によると判

断。基部にも研磨痕あり。刃部は0•9 Cillo 

13 紛態磋（駒） 9・6 4・7 G-14 925 裾 1/2 半した円礫素材を使用。両側縁部の先端部は入念に研

99 磨し、平坦面を成す。刃部は両面から鋭く磨きあげ、竪

状の鋭い刃部を作り出す。刃部の破損は使用によると判

断。刃部は1・1cm,

14 態石斧 7・8 4・3 K-14 2622 粽 1/2 偏平な板状の礫素材使用。右側縁部に整形時の剥離痕及

岱敲打痕残る。基部付近以外は磨かれる。刃部の破砕か

ら激しく使用されたことが伺える。

15 熊石斧 9・9 5・2 J-11 7650 加ンブエルス 1/2 風化が激しく、摩滅偏平な板状の礫素材使用。両側縁

は整形剥離の後、敲打仕上げ。刃部は破損が激しく丸み

を成しており、敲打具として二次使用された可能性があ

る。

16 紛醒製石斧 10・9 5・0 K-11 稀 1/2 偏平な板状の礫素材使用。両側縁部は整形剥離の後、敲

打仕上げ。左側縁と右側縁の敲打痕は、筋状に観察でき

る。研磨は裏面刃部付近と表面の一部に残る。刃部の破

砕が激しいこと更に、筋状の敲打痕らしき痕跡が残るこ

とから二次使用された可能性が高い。

17 疇斧 11'5 4・0 E-13 683 碗ないし難 1/2 礫素材か剥片素材か不明。側縁部の整形剥離の後、刃部

付近にのみ研磨仕上げ。刃部は使用により破損。刃部の

形状及ぴ大きさから竪状使用の可能性あり。

18紛鰈石斧 12・7 5・2 祁ツ7エルス化した粽 1/2 礫素材使用（横長剥片）。両面の側縁部の剥離痕は、全

て整形剥離刃部付近と右側縁部の一部が研磨仕上げ。

刃部はほぼ水平に作り出す。

19紛熊石斧 9・6 6・0 J-10 54 祁ン7エ／以 1/2 分割礫素材使用。刃部付近・両｛贖象部の一部・裏面中央

部から基部にかけて研磨仕上げ。刃部の破損は使用によ

る。

100 20態石斧 12・9 6・3 裾 1/2 分割礫素材使用。側縁部の整形剥離の後、研磨仕上げ。

基部付近のイ朋禄部も入念に研磨。刃部の研磨仕上げは丁

寧で刃先ぱ説くほぼ直線を成す。

21紛艘石斧 11・2 5・5 H-14 2668 脆 1/2 分欝礫素材使用。側縁部の剥離痕は整形剥農研磨仕上

げは刃部を中心に両面の平坦面に及ぶ。刃部の研磨仕上

げは丁寧で刃先は鋭くやや弯曲する。基部近くの右側縁

に研磨痕がありピック状に使用した可能性がある。

22翻慰胚斧 11・4 6・2 I-9 2367 碇 1/2 偏平な板状の礫素材使用。側縁部・基部は整形剥離が残

される。刃部の研磨仕上げは丁寧で刃先は鋭くほぼ直線

を成す。両側縁部には磨耗痕も残る。重量感あり。

23紛鰈石斧 13・7 5・6 F-12 672 膀 1/2 偏平な板状の礫素材使用。右側縁部は礫素材をそのまま

利用。基部・左側縁は整形剥離が残される。刃部の研磨

101 仕上げは丁寧。刃先は使用による破損。

24喰石斧 10・8 5・9 D-7 265 膀 1/2 厚手の剥片素材使用。整形剥離は側縁部から連続して行

われている。使用により摩滅していることから刃部と判

断したが、天地逆の可能性もある。
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表49 小牧 3A遺跡遺物観察表（石器・石斧・ハンマー・ストーン・磨石）

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

25 渭石伶 10・9 7・0 M-5 2181 碗 1/2 剥片素材使用。基部は薄く刃部が厚い。周縁部は全て整

形剥離で仕上げる。刃部は両面から整形し袂入状に仕上

げている。

26 咽砕 17・5 7・8 K-4 2117 碇ないし頁岩 1/2 剥片素材使用。大型で、重量のある石斧。厚手の剥片に

両側縁から大剥離で体部を作成し、その後側縁部の整形

を実施している。残存状況から、刃部は破損したと判断

101 される。両側縁部の中央部は摩滅している。

27 叩伶 12・2 6・6 L-2 2045 翫 1/2 素材は明確でないが、分割礫の可能性が園い。天地逆の

可能性もある。整形は全て側縁から。

28 喰石斧 15・5 9・6 M-2 1900 膀加し屁 1/2 偏平な円礫素材使用。素材のローリングした平滑面をそ

のまま体部に使用、特に左側縁部は整形加工は見られず

磨耗痕のみ残る。

29 IV? ーストーン 6・5 5・0 J-8 122 碇 1/3 卵形円礫の頭部・下縁部・左側縁に敲打痕が残る。

30 IVマーストーン 6・6 6・2 艇？ほ傾憶しい） 1/3 円礫素材を使用。下縁部に敲打痕、右側縁部中心に縦方

向のサッ痕が残る。

31 1¥17ースト→ン 10・0 5・5 E-12 3865 諏？ 1/3 棒状の礫素材使用。頭部と下縁部に敲打痕残る。周辺部

が磨耗していることから磨石に使用した加工性もある。

32 IVでスト→ン 11・7 5・7 I-6 1515 醐？ 1/3 棒状の偏平な礫素材使用。。頭部・下縁部・右佃蒻瑯に

敲打痕が残る。特に、右側縁部が顕著。

33 蔚 7・9 3・4 H-10 1222 裾 1/2 棒状の礫素材使用。下縁部には狭い平坦面が残され、全

て研磨されている。

34 I¥/でスト→ン 11・9 5・9 E-7 214 謹？ 1/3 棒状の偏平な礫素材使用。頭部・下縁部・右1睛汝部に敲

打痕が残る。特に、右側縁部が顕著。

35 IV?-ストー'/ 6・1 4・2 H-11 8251 腕 1/2 棒状の偏平な礫素材使用。頭部は破損。下縁部を中心に

敲打痕が残る。

102 36 IV?-ストーソ 6・1 4・5 G-3 1692 裾 1/2 棒状の偏平な礫素材使用。頭部は破損。下縁部を中心に

敲打痕が残る。

37 I沢—ストーン 6・5 3・7 G-6 6422 却ン7エルス 1/2 円礫素材使用。下縁部は大きく破損し、頭部にも 1枚の

剥離面が残る。

38 !'/n-スF-'.I 10・8 4・5 L-9 8462 膀 1/2 螂の偏平な礫素材使用。頭部・下縁部・右側縁部に敲

打痕が残る。特に、右側縁部が顕著。

39 IVマーストーン 7・3 4・4 J-2 8635 碇 1/2 円礫素材使用。頭部・右1購ゑ部の全域・左側縁部の一部

・下縁部の一部に敲打痕。

40 JV)でーストーン 6・4 5・0 B-11 4089 続 1/2 円礫素材使用。下縁部の一部に敲打痕。

41 I沢ーストーン 9・0 4・8 F-4 1325 裾ないし頁岩 1/3 棒状の偏平な礫素材使用。下縁部・右側縁部に敲打痕が

残る。特に、右側縁部が顕著で横方向のサッ痕)

42 I¥/マストーン’ 8・2 7・9 D-3 1407 碩 1/3 円礫素材使用。頭部の一部と下縁部に敲打による剥落痕

が残る。重量あり。

43郡・蔚 •Iヽた 7・3 6・0 I-14 2594 醐？ 1/2 正面・裏面の平滑面の中央部に浅い窪みを残す。右1購象

ストーン の一部には敲打痕。更に他の佃賜瑯に狭い平滑面が多数

残されることから、複数の機能を持つ。

44郡・蔚 ．，、だ 7・8 7・2 E-4 1320 謹 1/2 43同様多機能を持つ。主に正面・裏面の平滑面が磨石と

ストーン’ して使用された後、側縁部が利用される。

45断・罰 10・5 7・2 E-14 阻 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打機能3 平滑面

（石けん状） はツルツル状態，正面の稜線は右上から左下に斜め。

46断・P[lli 9・9 6・8 J-8 1613 碗 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部も磨石機能）平滑面

103 （石ltlv状） はツルツル状態。正面の稜線は右上から左下に斜めに走

る。裏面の平滑面は平坦中央部に敲打機能3

47胚・茄 10・2 8・4 N-2 1941 隕岩 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打機能3 平滑面

はツルツ）V状態3 正面の稜線は右上から左下に斜めに走

（石サ燐） る傾向が見られる。裏面は平坦，

49廊・廊 10・2 8・2 E-14 碩 1/3 正面・裏面の平滑面の中央部に浅い窪みを残す。周縁部

には敲打痕あるいは磨痕がのこるが明瞭でない。

50軒・廊 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打機能3 平滑面

はツルツJ冴状態。正面の稜線は右上から左下に斜め。
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表50 小牧 3A遺跡遺物観察表（石器・磨石，叩石）

挿図 番号 器種 長さ 輻 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

51 断 6・7 10・0 G-19 2967 罷 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打と磨石の両機

能を備える。正面の平滑面はツルツル。

52 駈 9・5 9・1 E-4 1320 頑昔 1/2 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁蔀は蔽打と磨石の岡機

能を備える。正面の平滑面はツルツル。

103 53 駈.j阿 10・9 8・l L-12 1175 碩昔 1/3 正面中央邸に蔽打による窪み、下縁部にも蔽打痕。裏面

は磨石面。磨石面は平坦。

54 筋・皿石 11・4 9・0 E-13 咽昔 1/2 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打・磨石機能。

平滑面はツルツ）レ状態。裏面の稜線は右上から左下に斜

めに走る。表裏逆か。

55 駈・！胎 4・4 9・0 綜 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部は敲打と磨石の両機

能を備える。正面の平滑面はツルツル。なお、破損後も

ハンマー的工具に使用。

56 罰 5・3 10・5 1-13 2526 粽 1/3 両面とも磨石機能。平滑面はツ）レツル。周縁部も同様。

57 断・高 13・3 11・l I-13 2449 裾 1/3 正面・裏面の平滑面は磨石。周縁部も磨石の機能を備え

る。両面の平滑面はツルツル。なお、両面中央部に敲打

による浅い窪みを残す。

104 58 駈 14・7 9・5 N-2 1942 踪 1/3 偏平な礫素材使用。全面磨石機能。周縁部は磨りによる

平担面形成。一郎下縁部に若干の敲打痕あり。

59 駈.j詞 13・7 8・8 M-1 1863 踪 1/3 偏平な礫素材使用。全面磨石機能。周縁部も磨面形成。

裏面中央部に敲打による浅い窪みのこす。。

60 駈・高 11・6 9・6 L-1 1839 器 1/3 偏平な礫素材使用。全面磨石機能。周縁部も磨面形成。

両側縁部に敲打痕残す。

61証 8・0 7・5 裾 1/3 軟質の砂岩を用いた砥石。全面を使用したため、角錐状

を成す。頂部平坦面に狭い溝状の砥面。

（第99~101図）

石斧は特に，部分磨製石斧の存在が注目される。磨製では扁平な円礫や板状の礫索材を多用し，

刃部は剥離での一次整形の後，刃部周辺を集中的に入念な研磨で仕上げている。使用石材は，砂

岩・ホルンフェルスに限られている。打製石斧は剥片索材を周辺から剥離整形しているが，総じて

体部は岸く仕上げている。

（第102~104図）

叩石は卵型や棒状の選択が認められ，両端部や側面の使用が目立つ。磨石は， No.45・45・49に

見られる固辺の 4面が面取りされたいわゆる，石鹸状の存在が主流を成している。おそらく，次項

の定形化した石皿に対応すると判断される。

（第105~109図）

No.64は正面観が台形状を成し．側面は船底形，横断面は船底形あるいは半月形を呈す。 No.65で

は正面観が楕円形状で，側面・横断面は64と近似している。摩耗の痕跡から，逆台形即ち長辺を

先端方向に，短辺部を手前に使用したと判断できる。 65では全面を使用した後．先端部と手前部

でそれぞれ独立した円運動を行い，手前方向に掻き出しを行った可能性が高い。また，船底形であ

り．摩耗の進行していることから．接地面が可動する状況で使用されたと言える。その他， No.

67・68・73・82・84も類似した形状を示すことから，この種の石皿が安定的に定形化していたこ

とが指摘できる。
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表51 小牧 3A遺跡逍物観察表（石器・石illl) 1 

挿図 番号 器種 長さ幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

62 梱石器 7・3 2・2 G-14 2656 頁岩 1/2 

104 63 概妬器 7・8 2・4 J-3 6430 賭 1/2 

64 碩 33・2 22・3 翫安雌 1/3 台形状の正面観を成し、側面は舟形を呈す。用途は石皿

で、皿面の窪み・磨耗の状態より作業面を逆台形即ち長

辺を先端に、短辺を手前に使用したと思われる。また、

船底面の磨耗の状況から、接地面は固定式でなく可動式

に用いたと判断される。

105 65 確 35・2 24・3 翫安雌 1/3 卵形の楕円形の正面観を成し、側面は舟形を呈す。用途

は石皿で、皿面の作業伏況はまず全面を広く使用した後

、先端部と手前部との独立した円運動を行ったと思われ

る。また、手前部の窪みが側縁まで達していることから

掻き出しが行われた可能性が高い。接地面の使用方法は

64と同様である。

66 確 19・8 8・2 0-1 2001 既安雌 1/3 板状の石皿で、磨耗痕は皿面全体に広がると思われ、更

に中央部は一段深く円形に近い作業が行われたことが推

定される。一方、裏面でも作業を実施している。破損3

67 碩 12・2 14・0 如岩？ 1/3 厚みのある円形状の破損品で、作業面はわずかに窪む。

106 68 碩 16・6 16・8 D-13 852 翫安雌 1/3 天地不明。接地面が舟形を持つタイプ。側面の面取りは

整形は丁寧に行う。

69 碩？ 29・8 28・5 鍵？ 1/3 板状の石皿。作業面はほぼ平坦な平滑面。襄面も同様で

ある。砥石の可能性も考えられる。

70 碩 8・6 10・2 K-8 1474 翫攣 1/3 側面の面取り整形の状態から、接地面が舟形タイプに近

い。中央部の作業はかなり進行している。

71 礁 14・5 10・0 G-12 861 翫安雌 1/3 側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイプ

と思われる。中央部の作業面は平滑面。

72 碩 11・6 16・6 G-2 1588 碗 1/3 偏平な円礫を使用したもので、作業面は全域と中央部の

2段階が認められる。なお、裏面の平滑面はツルツル状

107 態で砥石様の用途も推定される。

73 碩 18・2 ll・2 I-15 2765 翫如岩 1/3 側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイプ

と思われ、 64に類似している。作業面は全域と中央部の

2段階が認められる。天地は不明。

74 礁 23・2 29・5 翫安雌 1/3 板状の石皿。作業面は中央部を中心に楕円形状の痕跡を

残す。裏面は平滑面。

75 礁 15・2 8・8 翫安晦 1/3 板状の石皿。作業面はほぼ平坦な平滑面。襄面も同様で

ある。砥石の可能性も考えられる。

76石Ill 19・2 11・2 H-9 1305 翫安雌 1/3 左側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイ

プと思われ、 64に類似している。作業面は全域と中央部

の2段階が認められる。天地は不明。二次加工再生品で

108 右側面は側面の再加工が認められる。

77石Ill 8・7 5・1 H-15 2684 翫安雌 1/3 側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイプ

と思われる。作業面は平滑面。

78石Ill 17・1 8・4 I-3 7133 翫安雌 1/3 板状の石皿3 作業面はほぼ平坦な平滑面。裏面も同様で

ある。砥石の可能性も考えられる。

79碍l 34・3 26・5 5000 安雌 1/3 厚みのある石皿で、両面とも長軸方向に作業が進行して

いる。

80碩l 8・0 10・9 K-12 1168 翫安雌 1/3 板状の石皿。作業面はほぼ平坦な平滑面。裏面も同様で

ある。砥石の可能性も考えられる。

81砿 11・5 12・8 I-13 2442 翫安雌 1/3 板状の石皿。作業面はほぼ平坦な平滑面。裏面も同様で

ある。図示したラインで若干窪む。

109 82碍l 14・2 11・7 翫如器 1/3 厚みのある石皿で、両面ともに平滑面を残す。資料の中

央部に敲打による痕跡が残る。

83礁 29・3 30・0 配安雌 1/3 板状の石皿。作業面はほぼ平坦な平滑面。襄面も同様で

ある。

84石Ill 7・7 7・7 集石 既安雌 1/3 側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイプ

と思われる。作業面は平滑面。
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第110図小牧 3A遺跡・石1IIl6 

表52 小牧 3A遺跡遺物観察表（石器・石皿） 2 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出七 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

85 姐 7・4 6・3 u 翫刻」且 1/3 板状の石皿＞作業面は両面とも平滑面。

86 碩 7・2 5・8 知 翫妥雌 1/3 板状の石皿。作業面は両面とも平滑面。

．． 

ソ

87 祉 7・4 7・0 集b 勧安雌 1/3 左側面の面取り整形の状態・形状から接地面が舟形タイ

プと思われる。作業面は平滑面。

110 88 砧 8・4 10・4 駐 勧妥雌 1/3 板状の七皿し作業面は両面とも平滑面。

89 碩Ill 14・4 8・6 い・ 駆笈諒 1/3 板状の石皿。作業面は両面とも平滑面。

90 碩 12・5 11・5 u 翫安雌 1/3 厚みのある石皿で、作業面店但行している。

91 伍Ill 9・2 9・9 駐 財雌 1/3 板状の石皿で、両面とも作業面が若—臼望む。
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第 5章岩本遺跡の調査

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部は，本地域を県営畑地濯漑事業（岩本地区）の対象と計画し，指宿市教育委員会

に対し埋蔵文化財の調査を依頼した。

この調査依頼に基づき指宿市教育委員会は，県教育庁文化課に調査の実施を依頼した。文化課は，

昭和52年 6月に埋蔵文化財の分布調査を行い，広範囲に遺物が散布していることが判明した。そ

こで，これらの調在結果を元に指宿市教育委員会は文化課の指導の下，農政部と埋蔵文化財の保護

と事業の調和を図るために協議を項ね，当該事業の実施に先立ち発掘謂査を行うこととなった。

発掘調査は指宿市教育委員会が調査主体となり，発掘調査は文化課に依頼して実施することとなっ

た。

発掘調査費用は国庫補助事業として行い，鹿児島県と指宿市も費用の一部を負担している。

発掘謂査の事業報告について，南藉畑かん事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査概報「岩本遺跡」と

して指宿市教育委員会から1978年 3月に提出している。

第 2節発掘調査の組織

事業主体 鹿児島県農政部

調査主体 指宿市教育委員会

調在責任者 指宿市教育委員会教育長咸方忠雄（退職）

調査企画・調整 社会教育課課長 田畑義成（故人）

指導主事竹下辰次

主事山王洋-f

調査担当者 鹿児島県教育委員会文化課主事 長野慎一

文化財調脊員 中島哲郎（現川内市歴史資料館）

主事青崎和憲

主事中村耕治

発掘調査及び報告書作成に当たり多くの方々に，御指導・御助言をいただきました。記して感謝

申し上げます。

鹿児島県農政部・鹿児島県農政部南藷畑灌事務所・指宿市耕地課・指宿市教育委員会

文化庁記念物課調査官 小林達雄（現國學院大学史学部教授）

鹿児島県文化財保護審議会委員 河口貞徳

広島大学文学部助手 藤野次史

出水高校教諭 池水寛治（故人）

福岡市教育委員会埋蔵文化財課 吉留秀敏

道上康仁（故人）

江本直・木崎康弘・古森政次（熊本県教育委員会） •本田道輝（鹿児島大学助手）

小畑弘巳（熊本大学助教授） ・高橋信武（大分県教育委員会）
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第 3節調査区域

C地点は，縄文時代早期の遺物が濃密に包含されることが確認された地域である。そこで，遺跡
保存のための協議を行い極力設計変更等の処置を行うこととなった。しかし，幹線農道が計画され
た地域については，包含層が部削平されることが予測された。そこで．削平される恐れのある部

分につt・'て発掘調査を行い記録に残すこととした。

発掘謂査は，計画道路の路肩を南北グリッドの基軸として設定し， 1区から 20区に．それに直
交する Aから Hまでの 8区を東洒に設け，各グリッドは 5mX5mとした。

——— ——• 
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第111図 岩本遺跡C地区調査区域図
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第112図 C地区東側土層

第 4節土層

1 C地区東側

I a層 耕作土，灰黒色有機質土。

I b層 F 5区のみに見られる芋穴中の埋土で，ソフトな（池田二次シラス）の白色砂質土。

II a層 茶褐色砂質滉じり土階で， 1 cm以下の小礫を若干含む。開聞岳のコラに比定。下部ででや

や硬質となり乾燥するとクラックが発達する。

II b層

III 層

N 層

Va層

Vl 層

vn 層

珊 層

IX 層

X 層

XI 層

闘 層

XIII 層

猜屠

w 層

X1il 層

黒色t。乾燃するとクラックが発達する。

黒灰色砂質十層。池田火砕流堆積物の=.次堆積物。北側の窪地に堆積。

池川火砕流堆積物の崩壊土壌。植物根、雨水等の影評。（薄層理が見られない）

P i n kの池田火砕流堆積物。薄層理顕著。

黄色の池田火砕流堆積物。鉄分・マンガン分多く高師小僧状に認められる。

アカホヤ火山灰を甚本土壌とする黒色帯，ガラス質に富栢めて明瞭。

幸屋火砕流とそれに伴う降下軽石及び上部はアカホヤ火山灰。

明褐色砂質気味のローム層，上部でVIII層の軽石の混人を見る。

XI層への漸移層、上下の境界はインボリュウションを呈す。遺物包含層。

黒褐色軽石（パミス）滉じりの硬質土層。若干のカーボン粒を含む。薩摩火山灰該当。

バミスを多量に含むやや赤色の砂質土層。カーボン粒を含む。

黒色砂質土層で部分的に多量のパミスを含む。

やや暗い褐色砂質士層でXII層に類似する。

赤褐色の粘質の強いローム層で，固辺地域では1B石器時代の包含層である。乾燥すると特

徴的にクラックが発達する。

黄褐色粘質ローム層，下部の姶良カルデラ噴出物の漸移層に相当。
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第 6章 出土遺物

第 1節土器

岩本遺跡C地点からは，隆帯文土器・岩本 1-N類土器• 前平式土器（永野タイプ） ・押し形文

土器が出土している。主体となるのは岩本 1-N類土器で，基本的にこの土器群の単純遺跡と判断

できる。

（第116図No.1-5) 

No. 1は口唇部端部とその下位に隆帯文を貼付け，口縁部を巡らす。上位の隆帯文は，口唇部も覆

う様に貼付けられ，その隆帯で平坦な口唇部を形成する。口唇部には施文具に貝殻腹縁を用い，角

度を変えながら押し引き手法で波状文が施される。上位の隆帯文は蒲鉾状，下位の隆帯文は三角形

を星し，それぞれの隆帯文上は貝殻腹縁で刻まれる。 Nn2基本的にはNo.1と類似するが，上位の隆

帯文は口縁端部で収め，口唇部は腹縁押し引き文，隆帯文上には腹縁部を深く押圧する。 N().3はロ

唇部から縦方向に短い隆帯文を貼付けたもので，口唇端部は棒状工具で浅い押圧で刻み，さらに，

口縁上位は貝殻腹緑を連続して斜めに刺突し，隆帯文の下部も類似した施文具で横方向に刻まれ

る。なお，最終段階で隆帯文の貼付けが行われたと判断される。 No.4はU字状の隆帯文を貼付けて

いるが，天地を始め詳細は明らかでない。 No.5は，いわゆる円筒形土器（バケツを引き延ばした形

状）の胴部上位に蒲鉾状の隆帯文が付けられたもので，一見して隆帯文の伝統が円筒形土器に残さ

れた感がある。この上器は隆帯文を除く他の部分は，岩本 II類土器に該当する。岩本m類土器の特

徴を踏襲し口縁部内外面が稜を持ち，楔状に尖る。口唇部は木口状工具により外面から浅く刻まれ，

小さな波状を成す。また，口縁部直下は貝殻刺突線文が平行に 2列に巡り，器面は外面は横位に丁

睾にナデ，内面は横方向の条痕でT寧に仕上げている。さらに，内面には赤色顔料を達彩した痕跡

があり，鮮やかな赤色の色調が認められる。

以上のように岩本 I類土器は，口唇部及びその固辺に隆帯を貼付け等ものである。

I~N類t器の区分は，口縁部の形状を基準としている。

岩本 1類土器 口唇部は外面が高く，内面が低くなるように整形され，断面形は三角形で偏平な

片刃伍斧状を成し，内面には明瞭な段（稜線）がつく。この I類土器が最も多く， Il

~N類土器は，その後の整形及び口縁部周辺への施文と関係していると推定できる。

岩本Il類土器 口唇部の浙面の形状は楔形で，両刃伍器様に鋭角となり，内面外面共に体部との

境界に明瞭な段（稜線）を形成する。

岩本m類土器 I類土器に見られたような内面の段が不明瞭となるもので，量的には少なくわず

かである。 9・49・50・74・177・208

岩本w類土器 口唇部が平坦面を成すもので，その外面端部に貝殻腹縁部を押圧している。 2点

だけの存在である。 253・254

上記したようにN()_5も，口縁部の形状はこの Il類に含まれる。無文土器のNCl6・7・8の内面の

稜は明瞭で，外面からの圧痕により波状口縁を形成する。 Nn12は口縁部に貝殻刺突線文を 1列巡
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第113因 土沿出上分布図（上） • 石器及び礫出t分布図（ド）
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らすもので， No.13同様内面には赤色顔料を塗彩した痕跡が残される。 NC¥13・14は口縁部の貝殻刺

突線文が深く圧痕されたもので，刺突部の下部がはみ出すように強調される。また， 14の口唇部

は内面から指頭で圧痕し，さらに外面からヘラ状工具で深く刻まれている。 No.15の口縁部は，上

位が縦位の貝殻刺突，下位は横位の貝殻刺突線文で構成される。 Nal6・17は貝殻剌突線文が深く

施されるため，下位にわずかな肥豚帯を生じる。 Nc1l8も同様である。 Nc119は，口縁部上位の貝殻

刺突部を意図的に整形段階で帯状に肥高させている。 Nn21は18・5cmの復元口径を示す資料で，口

唇部は貝殻腹縁で左から右方向に深く刻まれ，口縁部外面の上位は貝殻腹緑で左から右に押し引

き，その下位は貝殻刺突線文が施されている。器面調整は木口状工具で，横位にT寧に行い，その

上位に逆c状の爪痕が圧痕されている。残される爪痕は12個で，他に類例がないため偶然の産物

と推測されるが，興味深い l点である。 No.23の口縁部上位の貝殻刺突は，波状口縁整形以前に行

われ，波状口縁は左から右への貝殻腹縁刻みで造り出されている。 No.26の器面調整具は，今回の

資料中でも最も繊細な木口状工具を用いている。 Nn.28の口縁部は横位の述続刺突で行われ，刺突

具は明らかでないが単独の施文で，左から右への連続運動が認められる。 No.30・34の口縁部施文

帯は，意図的に肥高していた可能性が高い。なお， No.30の内面には粒子の細かい赤茶褐色の粘土

が残され，特殊な化粧土を添付した可能性がある。 No.32の貝殻刺突線文は，上位方向から深く刺

突され，そのため剌突線文の下位は隆帯文状の細い肥高帯が残される。 No.35の口縁部施文帯は，

わずかであるが肥高していた可能性があり，内面はNn.30と同様に化粧土が使用された痕跡がある。

No.36の口縁部の貝殻刺突による隆帯文状の突出は著しい，したがって，施文帯を肥高していた可

能性がある。 NCl370)並行する貝殻刺突線文間には，部分的に剌突連点が施され，内外両面に赤色

顔料が塗彩された可能性がある。 No.390)2本の貝殻刺突線文は深く施され，周辺部は肥高して残

る。内外面共に丁家にナデ仕上げが成される。 ¥Jn.43・44の内面の稜線は明瞭に残され，特に， 44

の器面調整は入念に行っている。 No.45の口唇部の刻みは，ヘラ状工具で深く行い鋸歯様の波状に

残される。 N叫 7の並行する貝殻刺突線文は他に比べて間隔が広く，個性が見られ，また器面謂整

も貝殻条痕で行われる。 Nn48は並行する貝殻刺突線文間が，肥高して残る。 Nn51・52の内面の稜

線は明瞭で， 52で観察すると口縁部の貝殻刺突線文は，左から右方向へ施文したと判断される。

Nll54の口唇部の刻みは深く，鋸歯状に残され，口縁部の貝殻刺突は左上から右下方向に行う。 Nr1

55の内面稜線は特に明瞭で，尖る口唇部を内面の稜線まで深く刻む。口縁部施文帯はあらかじめ

肥高し，その肥高帯に縦位に貝殻刺突を施している。 Nn.56は貝殻刺突線文を施した後に，周辺部

の器面を再度横位に調整を重ねている。 Na58の口唇部は，貝殻腹縁部で斜めに刻み，左から右へ

の方向を観察できる。 Nn59は内外面共に，木口状工具の調整痕が明瞭に残されるもので，特に内

面には赤色顔料が塗彩された痕跡が認められる。 :'ln.61は横位の貝殻刺突線文を 1列巡らした後，

斜め方向に貝殻腹縁刺突を軍ね，刺突線文の下位が肥高して残る。 No.62の下位も肥高して残され

る。 Nn63・64の内面整形は粗の条痕仕上げか成され， Na66の内面は縦位に仕上げる。 No.67の口縁

部貝殻腹縁刺突は密に連続して行い， 66は単独で施す。 NCl71は縦位の貝殻腹縁刺突で，肥高した

施文帯に施し，口唇部内面と内面の一部に赤色顔料が残される。 No.75・77・78も施文帯を肥高し

ていたと判断される。 Nn.80の調整具は木口状工具で，内面は横方向，外面は上位は横・ト位は縦

方向に行っている。 No.83の内面の稜線は明瞭で，器面調整の関係でやや突出し， LJ縁部施文帯の

213 
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下位も狭いながらも肥高して残る。 No.86の内面も同様に突出する。 ¥lo.82の口縁部は83同様貝殻腹

縁部の述続刺突である。 No.85の施文帯直下の器面調整は，口緑部の施文終了後に行っている。 N().

92・95の施文帯も肥高していたと思われる。 No.92・94・98の内面の稜線は明瞭で，特に98の器面

調整は繊細な木口状[具で入念に行っている。 ¥ln99の口径は18・6cm, No.100は16・5cm, ¥Jo.102は

17・2cm。990)内面には化粧土を使用し， 100では赤色顔料を液彩した可能性がある。 100・102の

口緑部では貝殻腹緑部を深く刺突したため，刺突間が肥高する。また， 102は施文後に，施文帯直

ドを横位にナデて仕上げたため，施文帯が更に肥高する。 No.104・107・127も同様に施文後の横

ナデ仕上げにより．施文帯が肥高する。 No.110・111の内面は入念にナデて仕上げる。 Nn114・
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第123図 岩本遺跡・円筒形土器 8

122・124・128・129等の内面の稜線は明瞭に仕上げられる。 No.130の口唇部は，貝殻腹縁部で

深く刻まれ稜線部まで達する。また，口縁部施文帯は意図的に肥高させ，腹縁刺突を深く施す。 Nぃ

131の施文帯も同様に肥高する。 Nn132では連続して斜めの腹縁刺突を行い，施文帯が凹を成す。

Nn134では連続刺突により刺突間が隆起し，全体として施文帯が肥高して残される。 Nul34・135

・136の内面稜線は明瞭で， 136の稜線は突出して残る。 Nn139・140の施文帯も意図的に肥高し

たと思われる。 Nぃ152の施文帯も肥高し，腹縁刺突を斜めに深く行う。 Nn.155の口唇部はヘラ状I

具で密に刻み，口縁部の貝殻腹縁刺突も連続して密に施す。 No.157では，貝殻腹縁刺突を斜めに広

く施した後，その下位に貝殻刺突線文を 1列巡らす。 No.158も同様である。 Nn161の口唇部の刻み

と貝殻腹緑刺突はくの字の関係を成す。 No.162の口径は15・0cm,内面の稜線は明瞭で，口唇部は腹

緑部で深く刻み，口縁部の刺突は左上から右下に斜めに行う。器面調整は，木口状t具で横方向に

丁睾に行い，両面に赤色顔料が明らかに裕彩されている。 Nc1164では，上位に貝殻刺突線文が下位

に縦位の腹縁刺突が施される。＼は170・171はやや内弯する形状を示す。同一固体の可能性もある。

N1tl69・173も同一固体の可能性があり，沿面調整は内外面とも人念に行われている。

口唇部は腹縁部で斜めに深く刻み鋸歯状に鋭く，口緑部の貝殻刺突は密に施している。なお，施文
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表53 岩本遺跡遺物観察表（土器） l 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

1 醐埠 n難 D-5 c 1011 腕・螂を多く約、長石・石 外；抒・. 口唇部に貝殻腹縁部の角度を変えながら押し引き波

隆帯文 戟 英・艤石・艶位 内；工具抒s 状。口縁部上位に横位2列の隆帯、隆帯には腹縁で

賊；聡遵員 刻む。

2 醐渥 囁菰 D-5 c 2542 腕・麟を多〈約、長石・石 外；搬雌躙 基本的に 1と同一。陸帯上位は腹縁部を深く押圧。

隆帯文 郎 英・鱗石・馳控 内；I具抒・. 賊；駁て頸

3 揺埠， 鳴箇 D-5 c 1430 腕・麟を多く約、長石・石 外；齢睛殺 口唇部上位棒状工具により浅い刻み。口縁部外面に

耽 I爾 郎 英・鱗石・艶橙 内；搬晴痕 は貝殻腹縁を斜めに刺突。その後、縦位に短い突帯

賑；骸て頸 を貼付け、下位は刻む。

4 醐埠 膵¥ E-4 c 589 雑・鄭庖を多〈約、長石•石 外；澤なサ令 天地不明。 U字状の隆帯文貼付け。

隆帯文 哭・艶位 賊；頸 内；頂な抒中

5 醐湿 囁罰 A-7 C 307 腕・罵庖を多く紐、長石・石 外；搬吋テ令 口唇部に木口状工具により刻まれ、小さい波状口縁

鉢 I爾僭 靱 A-5 C 1503 英・雲母・艶粒 内；搬碩臨 形成口縁部直下に横位2列の貝殻刺突線文。胴部

文 C 2227 骸；極釈顎 上位に横位の突帯、突帯上位に横位の貝殻刺突線文。

復元口径17・3cm.,

6 躙逗 n齢 F-4 c 631 腕・膨剪を多く部、長石・石 外；渭なナデ 内面の段は明瞭，口唇部は外面から刻む。工具不明。

詠 I顆文 諒 英・艶粒 賊；顎 内；I財デ 内面黒色

7 瀾埠 曝菰 D--3 c 1800 碗・編粒を多く約、長石・石 外；I財デ 内面の段は明瞑口唇部は外面から棒状工具で不規

詠 I匪文 靱 英・暑堕 賊；樹て頸 内；抒ゞ 則に刻む。復元口径12・5c叫

8 瀾埠 曝憚 E-3 C 1292 碗・麟移〈約、長石・石 外；抒ゞ 内面の段は明瞑口唇部は外面から棒状工具で不規

就 I賠文 罰 英・晨堕 骸；駁噴 内；抒ミ 則に刻む。復元口径9・9cm.,

， 醐埠 嘩罰 E-5 c 1093 碗•諏移く約、長石・石 外；且抒ょ 口唇部は舌状に尖る。器面ザフザフ。

謎田顆 英・艶位 骸；樹て頸 内；I財テや 復元口径10・5cm.,

10 瀾埠 曝菰 E-4 c 823 紺・鰤位を多く約、長石•石 外；I具抒` 内面の段は明瞭3 尖る口唇部は外面から浅く刻む。

駄II警よ 靱 英・艶位 骸；駁て頸 内；鎌？

11 識援 鳴畠 D-4 c 1328 碗・麟を多く約、長石・石 外；賤籟 口唇部は舌状に尖る。器面ザフザラ。

鉢叩倍文 英・艶位 賊；椒巾謙 内；賊競 復元口径11・な叫

116 12 醐逗． 暉龍 D-4 C 2341 碗・麒を多く約、長石•石 外；和肛財テゞ 内面の段明腺口唇部は外面から捧状工具で浅く刻

鉢 I頂 諒 英・艶使 内；和肛具抒中 む口縁下に貝殻刺突線文。口径13・1clllo賊；極めて頸

13 醐埠 暉屈 D-3 c 90 碗・羅菟を多く節、長石・石 外；木叫I財テ中 内面の段明瞭3 口唇部は外面から棒状工具で深く刻

鉢 I爾/ 諒 英・艶位 内；木叫I具抒`` む口縁下に貝殻刺突線文赤色顔料？。賊；骸遵憤

14 醐上暑 暉訊 B-3 C 172 碗・韻婉を多く約、長石•石 外；木峨I財テさ 内面の段不明瞭》口唇部は外面からエ具で深く刻む

岩本1I爾 諒 英・艶位 賊；駁嘩 内；抒` ロ縁下に貝殻剌突線文。

15 醐埠 鳴昴 A-8 C 113 紺・麟を＜叙、長石・石 外；木叫I財デ 内面の段明瞭3 口唇部は外面からヘラ状工具で深く

鉢 I爾 踪 英・艶位 馘；恥噴 内；和状I財テゞ 刻む。上位に縦位の腹縁刺突、下位に貝殻刺突線文。

16 醐埠 鳴菰 A-6 C 1307 碗・膨位を多く約、長石・石 外；和肛財デ ロ縁部やや肥厚口唇部は外面からヘラ状工具で垂

群II碩 靱 英・艶位 骸；恥て頸 内；籾状I具抒今 直に深く刻む。口縁下に貝殻刺突線文。

17 醐埠 鳴訊 D-4 cno 碗・鵬移＜約、長石•石 外；木峨I財テゞ 内面の段明凱口唇部は外面から棒状工具で深く刻

詠 I爾 靱 D-5 c 1038 英・艶位 縣；極めて頸 内；籾状I財テ` む口縁部に微細な貝殻刺突線文。口径13・2cIDo

18 醐埠 暉乱 E-5 c 3585 腕・葛位を多く他、長石・石 外；抒` 内面の段明瞭3 口唇部は外面から棒状工具で深く刻

就 I爾 諒 英・艶位 娯湛復 内；抒さ む口縁直下に貝殻刺突線又

19 躙埠 鳴詞 怖・鵬を多く部、長石・石 外；木陳I財デ ロ縁部やべ哨巴恥口唇部は外面から木ヰ状工具で深

詠 I蘭 靱 英・艶位 戯；骸て頸 内；贖鎧 く刻む。口縁直下に貝殻刺突線文。

20 醐埠 暉罰 D-4 c 1382 紺・副絞を多〈約、長石・石 外；籾肛具抒` 内面の段明瞭3 口唇部は外面から木口状工具で深く

詠 I爾 郎 英・艶位 賊；骸て頸 内湛紅財テ'刻む。口縁直下に貝殻刺突線文を深く刻む。

21 醤駐器 暉問 A---6 C 816 腕・郷絞を多く節、長石・石 外；木暉I財テさ 内面の段明殿口唇部は腹縁で深く刻む。口縁部に

鉢 I頂 郎 哭・艶位 内；加紅財テぐ 貝殻腹縁で斜めに押し引き、その下位に横位の貝殻

賊；椒て頸 刺突線文。胴部に爪形文口径18・5c皿

22 躙埠 u齢 D-3 c 1763 紺・膨位を多く約、長石•石 外；緑・抒` 内面の段明瞭3 口唇部は木口状工具で左から右に連

鉢 I蘭 靱： 英・艶位 賑；駁て顎 内；贖鎌 続して深く刻む。口縁直下に貝殻刺突線文。

23 躙揖 鳴菰 A-6 C 991 腕·鵬を多〈約、長石•石 外；木陳I財デ 内面の段明眠貝殻刺突線文上位に腹縁刻み。口唇

誅 I蘭 靱 英・艶嵯 賊；極めて頸 内；木咽I財テキ 部は木口状具で左から右に連続して深く刻む。

24 醐埠 廿難 D-6 c 234 腕•鵬を多〈約、長石・石 外；抒` 内面の段不明瞭コロ唇部は木口状工具で刻む。口縁

駄m爾 諒 英・艶位 賊；頸 内；抒ゞ 直下に貝殻刺突線文3

25 醐 ¥.L苔 鳴府 D-4 c 1333 梱・輝を多〈約、長石・石 外；賤籟 内面の段明瞭，口唇部は木口状工具で左から右に連

豚I爾 罰 英・熊堕 賊；頸 内；I具噴抒ゞ 続して深く刻む。口縁直下に貝殻刺突線文。
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表54 岩本遺跡遺物観察表（土器） 2 

挿図 番号 器種 部位 出上 登録 胎土 調整 備 考

区 番号 内

26 醐埠 鳴訊 B-7 C 690 鵬を多く約、長石・碩・角 外；絃後木陳I具ザ 内面の段明瞭っ口唇部は外面から棒状工具で浅くや

詠 I爾 諒 即・艶粒賊；頸 内；木咽I財テさ や斜めに刻む。口縁部に斜位の連続貝殻刺突文。

27 醐ほ 鳴昴 E-5 c 1085 郷を多く約、長石・磋・角 外；木暉I財テさ 口唇部は棒状工具で浅く刻む。口縁部に斜位二筋の

就 I蘭 諒 罰・艶粒 隊；樹て頸 内；木喋I財テミ 連続貝殻刺突文、その後、横位の 1列の貝殻刺突線

文復元口径14・Zcm,,

28 躙埠 u謡 E-4 げ1692貌・網煎を多く佳、長石・石 外；嫉後朽` 口唇部は棒状工具で浅く刻む。口縁部に連続刺突

就 I爾 諒， 英・艶帷 馘；頸 内；籟後朽‘ 文、刺突は左から右へ。復元口径13・7cm.,

29 躙埠 u齢 D-5 c 1855 麟を多〈含む浅石・磋・舟 外；短後朽` 内面の段明瞭3 口唇部は棒伏工具で刻む。口縁部に

鉢 I羅 緑 靡・艶堕馘；極遵原 内；木峨I具ナテゞ 糾立の貝殻刺突文横位1列の貝殻刺突線文。

30 醐埠 暉斜 A-6 螂を多く約、長石・磋・・ 外；木峨I具朽` 内面の段、波状口縁明瞭3 口縁部直下に斜位の貝殻

詠 I爾 靱 艶慌 骸；骸て頸 内；T懃抒'， 鵬て連続刺突文復元口径12・8clllo

31 躙逗 鳴栂 D-3 c 2361 甜・麟を多く帥、長石・石 外，木峨I具抒` 浅い波状口縁3 口縁部に斜位の貝殻腹縁で連続刺突

詠 I蘭 諒 戻・馳粒 骸；駐て頸 内；淳i缶ゞ 文、その下位に一条の沈線文。

32 醐土器 u蒻 A-7 C 259 賄・鵬を多く紡、長石・石 外；T睾なII具ナテゞ 口唇部は棒状工具で刻む。口縁部に横位1列の貝殻

駄 I頂 諒 英・艶位 賊；駐て頸 内；澤村デ 刺突線文。施文帯若干肥厚

33 躙埠 鳴菰 E-4 c 2778 腕・緬鮒を多〈約、長石・石 外；抒ミ 内面の段は明瞭3 外面上位に貝殻腹縁刺突文、下位

群 I蘭 勅 英・黒様 骸；駁て頸 内；抒•, に横位1列の貝殻刺突線文復元口径13・8c叫

34 躙逗 暉罰 A-5 C 1377 鵬を多く節、長石•石・燻 外；栢肛財デ 口唇部は棒状工具で斜めに刻む。横位1列の貝殻刺

就 I碩 郎 帷 瓶；駁遵員 内，抒中 突線文は上から下へ、口縁部若千肥厚。

35 醐埠 暉囃 E-5 c 2652 掠・螂を多く釣、長石・石 外；木哄I財テゞ 口唇部は棒状工具で刻む。腹縁の斜位の刺突文。

詠 I傾 英・艶位 骸；樹噴 内；頂村デ

36 醐援 鳴昴 F-4 c 2231 腕・麟移〈節、長石・石 外；木喋I具抒` 尖る口唇部は深く刻む。口縁部肥厚。横位1列の貝

岩村田爾 諒 芙・艶位 賊；頸 内；木咄I具抒ぐ 殻刺突線文。刺突は上から。復元口径19・2c皿

37 識遥 n齢 A-5 C 116 螂を多く詑、長石•石・憔 外；太陳I具朽ゞ 内面の段、波状口縁明殿横位2列の貝殻刺突線

詠 I眉 帷 賊；恥頂 内；木牒I具抒ミ 文郷疾線嬬に刺寃塵点赤包蔚峨弗か。

38 醐埠 嘩器 D--5 C: 1008 鵬を多く節、長石•石·晨 外；木暉I財テさ 内面の段明瞭2口唇部は外面から棒状具で斜めに刻

財： I爾． 諒 帷 骸；椒遵 内；柿肛財テさ む。横位2列の貝殻刺突線文

117 39 醐埠 u饂 A-£ C 58 鵬を多く節、長石•石・黒 外；渭村テs 内面の段、波状口縁明瞭口縁部肥厚。横位2列の

謎 I爾 諒 帷 骸；恥頂 内；渭iけデ 貝殻刺突線丸復元口径12・8Clllo

40 謹埠， 0臨 B-7 C 1083 麟を多く約、長石・碩・晶 外；木眺I具抒令 口唇部は外面から棒状工具で深く刻む。横位2列の

詠 I覆 靱 峻 賊；樹て頸 内；賤鰊 貝殻刺突線文3

41 醐接 嘩畠 A-7 C 1327 碗・網粒を多〈約、長石・石 外；木喋I具抒さ 内面の段明瞭3 日唇部は上位からヘラ状工具で深く

詠 I扇 割 英・農猜 骸；駁頂 内；頂な朽さ 刻む。口縁部若干肥厚。横位2列の貝殻刺突線文。

42 醐埠 n齢 B-7 C 630 腕・篇般を多〈約、長石・石 外；抒` 内面の段明瞭3口唇部は外面から棒状工具で斜めに

鉢 1爾 郎 英・艶粒 骸；頸 内；木暉I具抒す 刻む。横位2列の貝殻刺突線文。

43 醐渥 u齢 A---u C 1251 螂を多く節、長石•石・黒 外；木叫肛財テ` 内面の段、波状口縁明瞭)口縁部に微細な横位2列

駄 I爾 諒 帷 賊；駁遵 内；木喋I具抒さ の貝殻刺突線文。

44 醐渥 n臨 D-4 c 1968 疇を多く帥、長石・碩・倶 外；渭iけデ 内面の段明瞭3、口唇部は外面から斜めに刻む。口縁

詠 I頂 郎 帷 骸；椒環 内；朽` 部に横位2列の貝殻刺突線文。復元口径13・6cm.,

45 醐埠 n齢 E-5 C 3264 腕・螂を多〈叙、長石・石 外；渭なナデ ロ縁部やや肥厚。口唇部は上位からヘラ状工具で深

群 I爾 諒 英・艶帷 賊；駁噴 内；頂村テさ く刻む。口縁部に横位の貝殻刺突線文，

46 醐埠 n齢 B-7 C 502 碗・絹腕移〈含む、長石・石 外；竹` 内面の段明瞭口唇部は木口状工具で浅く刻む。施文

詠11項 戟 戻・艶粒 賊；駁暉 内；和紅財テさ は直下に刺突点、下位に横位1列の貝殻刺突線文）

47 醐埠 n臨 A--6 C 52 腕・螂を多く約、長石・石 外；賤錢 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部に横位2列

詠 I蘭 諒 英・艶偕 舷；恥て頸 内；賤鰊 の太めの貝殻刺突線文

48 醐ほ 囁狐 D-~ c 2278 螂を多く幼、長石・磋・具 外；木叫エ財テさ ロ縁部やや肥厚。口唇部は浅く刻む。上位は腹縁刺

岩本II爾 靱 帷 賊；恥て頸 内；木戦I財デ 突文、下位に横位1列の貝殻刺突線文。

49 醐埠 u蒻 E-5 c 3570 鵬を多く紅、長石・石英遺 外；和吠具ナテゞ 貝殻腹縁による刺突文。口唇部はヘラ状工具で深く

岩村田爾 諒 躾 賊；頸 内；木咄I具抒さ 刻む。

50 躙援 鳴固 碗•郷を多〈節、長石・石 外；攣抒ゞ 浅い波状口縁3 直下に横位2列の貝殻刺突線文。

財：III蘭 靱 英・艶位 娯；頸 内；鰈後ナデ

51 醐遥 n謡 F~5 c 2610 腕・膨位を多く約、長石•石 外；相肛財テ` 内面の段明瞭〕口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ

鉢 I原 諒 英・艶粒 骸；頸 内；木叫I財テゞ 縁部に横位2列の貝殻刺突線文。

52 醐埠 嘩罰 F-4 c 195 麟を多く含む、長石・碩・息 外；賤繰 内面の段明瞭3 口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ

駄 I蘭 戟 味 馘；頸 内；木喋I財テミ 縁部に横位2列の貝殻刺突線文。復元口径17・8c111o
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表55 岩本遺跡逍物観察表（土器） 3 

挿偲 番号 器埋 部位 出土 登録 胎士 調整 備 考
区 番号

53 禅房埠 D梱 A-7 C 1348 随・羅燒を多く含1.r 、長五•石 外；籟即匹ザ 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で浅く刻む。口縁
117 群I翡 諒 芙・陸粒 骸；檄遵巖 内；賤鎌 部に横位2列の貝殻刺突線文。

54 甜駐晏 D梱 A-7 C 1109 羅燒を多〈含り、長石•石芙・黒 外；和肛具ナテ` 口唇部はヘラ状工具で深く刻む。口縁部に横位の貝
岩太I月 郎 帷 骸；獣て聾 内；頂なナテ・ 殻刺突線文を、斜位に押圧。

55 祁駐晏 D腿 E-5 C 1587 鋤燒を多（含b、長石訊・農 外；杞肛具サさ 内面の段明瞭。口唇部はヘラ状工具で深く刻む。ロ
鉢 I翡 諒 帷 舷；椒て投 内；和肛具サヤ 縁部肥厚。腹縁部を縦位に連続刺突。

56 祁佐昔 D邸 A-6 C 161 I燒を多（含り、長石・li庚・黒 外；杞紅具サ中 口唇部はヘラ状工具で斜めに刻む。横位の貝殻刺突
岩本I軋 郎 A-6 C 1225 猜 舷；應めて陳 内；れ］肛具サ・ 線文は腹縁部の斜位の深い押圧で施文。口径14・7cmo

57 祁財吾 D闘 D-6 C 1472 蜀泡を多（含り、長石•石芙・農 外；相肛具サさ 内面の段、波状口縁明瞭。横位の貝殻刺突線文は腹
鉢 I屑 郎 帷 舷；朕て騒 内；相肛具サ中 縁綿の縦位の深い押圧で施文。口径16・5cm。

58 雑紐苔 D蒻 D-4 C 311 齢位を多〈含tr、長石・謀・偶 外；了弯なナデ 波状口縁は腹縁で刻む。口縁部に貝殻刺突文、施文
群I翡 餅 猜 舷；極めて翌 内：了黛なナデ は貝殻腹縁を斜位に復元口径15・0cm。

59 雌配吾 D蒻 A-11 C 161 眺•嗣札を多（含b、長五•五 外；和肛真ナテ‘ 内面の段明瞭。口縁部に貝殻刺突文、施文は貝殻腹
鉢 I翡 E-5 C 302 姜託毬 骸：獣遵復 内；杞肛財テ，' 縁を斜位に赤色顔料使用か。復元口径15・2cm。

60 躙遥 ロ翡 A-7 C 686 鬱撻を多く含り、長五•五吏退 外；杞肛具ザ 口唇綿は深く刻む。貝殻刺突文、施文は貝殻腹縁を
群I翡 餅 堕 舷；獣て騒 内；相肛具サヤ 斜位に煤付着。

61 弾屈土届 ロ蒻 緻憧を多く含b、長石・喉・農 外；賤錢 口唇部は浅く刻む。貝殻刺突文、施文は貝殻腹禄を
群I信 紐 帷 骸；極めて頸 内：tデ 斜位に、その下位に横位1列の貝殻刺突線文。

62 淵祝昔 D総 E-4 C'll08 羅燿を多く含り、長五・£芙堪 外；相肛具ナテ‘ 口唇部は棒状工具で刻む。直下の貝殻剌突文は腹縁
群I籠 帷 骸：顔 内；T翌なサさ を斜位に復元口径13・2cm。口縁部肥厚。

63 諒記昔 退菰 A-6 C 1344 糀•靱tを多〈含り、長五•五 外；和肛具サさ 口唇部は浅く刻む。口縁部に貝殻刺突線文？。復元
群 I傾 諒 英・息甜 骸；極めて墨復 内；賤鰭 口径18・0cm。

64 謡駐若 ロ縣 E-5 C 296 徽競を多（含り、長石・a!・偶 外；賤鎌 内面の段明瞭。口唇部の刻みは木口状工具で上位に
群I軋 幌 骸：獣て頸 内；賭齢痕 斜位の腹縁刺突、下位に 1列の貝殻刺突線文。

65 疎佐若 D蒻 B-7 C 503 駕位を多（帥、長石・碩・農 外；杞肛具ナテ‘ 口唇部はヘラ状工具で深く刻む。口縁部に貝殻腹縁
118 群 I翡 紐 猜 骸；極めて頚 内；柘肛財テ‘ を斜めに深く剌突。復元口径12・4cm。

66 祁恥苔 D腿 A-5 C 1535 甜羅随を多〈含り、長石•石 外；T裏なナデ 内面の段明瞭。浅い波状口縁。貝殻腹縁を縦位に剌
群 I翡 諒 英・馳猜 骸；柑めて頚 内；了窓なザ 突。復元口径14・6cm。

67 誅倍渇 D蒻 D-4 C'45 甜•麟を多〈含り、長石・石 外；相紅肘デ 内面の段明瞭。浅い波状口縁。貝殻腹縁を縦位に連
群 I靡 ， 彼状 英・罷位 骸；極喝巖 内：和紅真サ中 続剌突。

68 祁配昔 D輯 E-4 C 1650 随•砂燒を多〈含り、長石•石 外：和肛具ザ 口唇祁はヘラ状工具で浅く刻む。貝殻腹縁を縦位に
群I翡 彼代 哭・馳帷 骸；頸 内：T象なナデ 刺突。

69 潤埠 D蒻 A-7 C 1096 紐・傷札を多く含り、長石・石 外：和肛具ザ 内面の段明瞭。口唇部は外面から木口状工具で刻む。
習本I翡 諒 英・偶猜 骸；頚 内：和肛具サ‘ 口縁部に貝殻腹縁を縦位に刺突。復元口径13・0cm。

70 甜財若 退屈 F-5 C'2612 勘せを多く含り、長:fi·~・偲 外；杞肛具ザ 口唇部はヘラ状工具で浅く刻む。貝殻腹縁を縦位に
群 I靡 諒 猜 絨；騒 内：相肛財デ 刺突。復元口径13・2cm。

71 祁杉土昔 遺翡 D-3 C 1275 搬競を多（含り、長石•石・園 外；了累なザ 口唇部は外面から刻む。口縁邸肥厚。貝殻腹禄を縦
群I翡 郎 饉 絨；極て陳 内：和肛財デ 位に剌突。内面に赤色顔料使用。

72謡尉若 D腿 E-5 C 3650 羅燒を多く含じ、長石•石・息 外；T翠なナテ゚ 浅い波状口縁。口縁邪に貝殻腹禄を縦位に刺突。
鉢II翡 餅 横 舷：頸 内；杞肛具ザ

73甜房士吾 D聰 E-6 C 218 親覇粒を多〈帥、長l:i・石外；相肛具ザ 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で浅く刻む。横
群I羅 紐 芙・艶位 舷；椒て頸 内；和紅具仔` 位2列の貝殻刺突線文？。

74祁杉渥 D聰 A-7 C 1135 甜•嗣位を多く含り、長・五 外；柘肛具ザ 口唇部は木口状工具で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁
晋本1II翡 紺大 英・艶札 舷；頸 内；和紅具抒` を縦位に剌突。復元口径12・5cm。

75甜椛土苔 D郎 A-6 C 75 覇村を多〈含り、長石・E度・偶 外；杞肛具行→ 口唇部はヘラ状工具で浅く刻む。口縁部肥厚。貝殻
謬I月 餅 快 骸；朕て頚 内；和肛真ザ 鴫を縦位に刺突。

76謡尉吾 退閲 E-5 C 290 雑・羅態を多〈約、長a・石外；賤鎧 口唇部はヘフ状工具で浅く刻む。口縁邸に貝殻腹縁
群II翡 液状 芙・罷猜 骸；極めて戟 内；賤維 を縦位に剌突。

77甜駐旨 D輯 E-5 C 3562 琥・細慰を多〈含り、長石•石 外；条難サ令 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部肥厚。横位
鉢 I翡 諒 姜詭札 骸；桝遵復 内；条緑ザ 2列に連続剌突？。

78祁駐昔 D謡 D-5 C'1482 膨莉を多（含り、長石・謀・倶 外；賤鎌 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ
群n 紐 帷 骸；獣て堕 ~; 和肛具ナデ 縁部肥厚。貝殻腹縁を縦位に刺突。

119 79粒配昔 ロ腿 A-5 羅請を多（含b、長石・li芙・具 外；相肛具ザ 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ
群I翡 諒 帷 骸；極めて預 内：和肛具サ中 縁部に貝殻腹縁を縦位に刺突。内面赤色顔料使用？。

80甜紀若 D闘 A-7 C 258 甜•麒を多く含り、長石 ·:ii 外；柘肛具ザ 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ
鉢 I翡 紐 英・騎帷 舷；駁て頸 内；相訂具ザ 縁部に貝殻腹縁を縦位に剌突。胴部は縦位の整形。
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表56 岩本遺跡遺物観察表（土器） 4 

三：：豆ii三：三麟三二二：A-5 IC 245 I 羅撻を多く含り、長石•石英・園外；杞肛具ナデ内面の段明瞭。口唇部は木D状工具で深く刻む。ロ
祓 骸；即顎内；頂なザ 縁邸肥厚。貝殻腹縁を斜位に連続刺突。

E-5 IC 32621~ 巖・撮蒻を多く含仏長li・石外；相収［具ナデ内面の段明瞭。口唇部は木D状工具で刻む。貝殻腹

姜・馳帷 骸；極め遵巖内；条緑ザ 縁を斜位に刺突。

D-4 IC 18821掘競を多く含じ、長li・五姜・ 外；杞紅真ザ内面の段、波状口縁はヘラで、刻む。口縁部肥厚。

罷札 舷；猷遵復内；和肛具ザ貝殻腹縁を縦位に刺突。

A-5 IC 11031紐傷随を多（含b、長6・li外；和肛具サ‘内面の段明瞭。波状口縁は貝殻腹縁で刻む。口縁部

"猜 骸；極めて頸内；賤雑 に貝殻腹縁を斜位に刺突。

E-5 IC 35461魏・羅慨を多く含り、長石・石外；財齢恨 浅い波状口縁。口縁部に貝殻腹縁を縦位に刺突内外

＂帷 骸；極めて顎内；賤鎌 而とも黒色。

謙訊 葛屈を多く含り、長石・石度・偶外；柘肛具ナデ内面の段明瞭。浅い波状口縁。口縁部に貝殻腹縁を

餅 帷 舷；籾堕内；和肛真ザ斜位に連続刺突。

鳴栂 徽泄を多（含h、長石・喉退外；ナデ ロ唇部は浅く刻む。貝殻弧騒象を縦位に連続して刺突、

祝状 猜 緑；頸雌餞ザ貝殻刺突線文風に。

ロ聡 D-4 C 1990羅燒を多（含り、長石・li芙・偶外；木□肛具ザ内面の段、波状口縁部明瞭。口縁音Bは貝殻腹禄を連

熊 帷 舷；極めて頸内：和叫ザ麟突。麟薄い。

ロ蒻 F-4 C 610 祓・眉甜を多く含tr、長6・五外；条穀ナデ 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で深く右から刻む。

紐 芙・馳甜 骸；極めて鼓内；了名なサ`｀ 口縁部に貝殻腹禄の連焼剌突。

ロ蒻 A-6 C 948 徽嫌を多（含り、長i訊・凰外；相肛具ザ内面の段明瞭。口唇郭の刻みは貝殻腹禄？。口縁部

糾 朔 眩；椒て堕内；杞肛具ザに縦位の貝殻腹禄連続刺突。復元口径13・4cm。
ロ蒻 D-5 C 1880闘罷燒を多（含り、長li・li外；杞肛具ザロ唇郭はヘラ状工具で深く刻む。口縁部に貝殻腹縁

隷 英•麟舷；極て頸内：賤雑 で斜め連続刺突。

鴫 F-4 C 204 随・檄覧を多（含U、長6・6外；了象なザ 内面の段明瞭。口唇音阻は棒状工具で深く刻む。口縁

紐 英•麟舷；顎 内；T睾なナデ 邸に貝葱且見縁を縦位に刺突。

ロ輯 A-7 C 97 闘・傷就を多（含り、長石・石外：和収具ナデ内面の段明瞭。口唇部はヘラ状工具で深く刻む。ロ

麒 芙・麟骸；図頸内：柘紅具ザ縁邸に貝殻腹縁を斜位に刺突。

調 E-4 C 1687翡麟を多（含じ、長li・石外；訓肛具ナデロ唇部はヘラ状工具で浅く刻む。貝殻腹禄を斜位に

緑 英・畦就舷；頸 内：T翠なナデ刺突。

鳴翡 紐・羅崩を多く含仏長石・五外；相肛真ザ内面の段明瞭。口唇部は外面から棒状工具で刻む。

彼状 度・農朔 骸；頸 内；杞紅具ナデロ縁部に貝殻腹禄を縦位に刺突。復元口径14・2cm。
事 A-6 C 1339燭燒を多く含り、長石訊・鷹外；杞訂具ナデ内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で浅く刻む。口縁

諒 帷 骸；極めて翌内；木□肛肘テ` 綿に貝殻張虞を命位に連統刺突。

ロ梱 A-7 C 1553 穀燒を多く含り、長五•石庚・偲外；木□紅真ザ内面の段明瞭。口唇邸は外面から木口状工具で浅く
就 A-7 C 1376甜 内；杞紅財デ刻む。口縁部に貝殻腹縁を縦位に連続して刺突。

A-7 C 509 骸；極めて靱 復元口径18・6cm。
A-6 C 1332 

翡・麒燒を多く含り、長石・6外：贈魏 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で刻む。口縁部に

芙・畦就 舷；頸 内：和肛具ザ貝殻腹縁を斜位に連続刺突。復元口径16・5cm。
A-7 IC 1443lif: 燒渇闘を多（含り、長五・石外：賤嫌 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で浅く刻む。ロ

英・艶札 骸；罰頸内；輝I真ザ縁邸に貝殻腹縁を斜位に刺突。復元口径14・0cm。
E-3 IC 575 I翡麟を多く含じ、長6・6外：賤領 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁

戻麟 骸；屈遵復内；賭頓 郁に貝殻腹縁を糾立に連続刺突。復元口径17・2cm。
E-4 IC'11591紐燒を多く含仏長石訊浬外；相杞具ナテ` 仁］唇郭は衛犬工具で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁を

帷 骸；極め遵復内；杞肛肘デ斜位に連統刺突。復元口径14・5cm。
闘儲競を多（含り、長五・6外；江詞内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で深く刻む。口縁

奥・髄横 骸；極めて堕内；ザ 部肥厚。貝殻腹禄を斜位に連続刺突。

E-4 IC'27511闘麒蒻（節、長石・li外；脚齢我 内而の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ

芙・馳札 嫉；頸 内；相応財デ縁部に貝殻腹縁を斜位に連続刺突。

A-6 IC 12421羅競を多く含り、長石訊・偶外；賤娃 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で深く刻む。口縁

祓 嫉；極めて陳~;和肛具サ` 郎に貝殻腹縁を縦位に剌突。

F-4 IC 27111 紺燒を多く含り、長［訊•鷹外：和如頂ザ内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で刻む。口縁邸肥
禎 眩：頸 内：杞肛具ザ厚。貝殻腹禄を斜位に刺突。

調整 備 考
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表57 岩本遺跡遺物観察表（土器） 5 

挿固 番号 器裡 郎 1立 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

108 甜昴土且 ロ聰 A-6 C 1233 麟蒻（含り、長五・碩・農 外；和肛具サ中 内面の段明瞭。口唇郎は貝殻腹縁で浅く刻む。口縁

鉢 I屈 液状 帷 骸：椒遵巖 内：和肛真サさ 部に貝殻腹禄を斜位に刺突。器壁薄い。

109 祁駐若 D聰 A-7 C 675 綱粒を多く含り、長石・謀・偲 外：和肛具サヤ 口唇部は貝殻腹縁部で刻む。口縁蔀に貝殻腹縁を斜

群n 彼状 執 舷；極めて頸 内；相肛具ザ 位に連統剌突。内外面共に黒色。

110 祁尉苔 甘蒻 D-5 C 1475 羅燒を多（含り、長万・桟・偶 外；杞紅具サ` 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で深く刻む。 D縁

鉢I翡 彼状 D-5 C 2951帷 舷；梱遵巖 内：和肛財デ 部肥厚。貝殻腹縁を斜位に連統刺突。

lll 誅倍渥 D腿 D-5 C'993 甜・嗣燒を多く含り、長石・五 外；和肛財テさ 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で外面から押圧。

鉢I翡 諒 英・駐禎 骸；肛て聾 内；杞紅財デ 貝殻腹縁を斜位に剌突。

112 甜財苔 D賭 A-6 C 1319 就・勘燒を多（勃、長li・石外；相肛肘デ 口唇部は木口状工具で外から押圧。貝殻腹禄を縦位

祁I翡 戟 真・馳粒 嫉；極めて頸 内；和肛財デ に連続刺突。器面ザラザラ。器壁薄い。

113 瀦杞苔 鳴屈 E-5 C'3795 膨札を多く含り、長n・石・鷹 外；杞紅財テ‘ 波状口縁は腹縁で刻む。口縁郭直下に貝殻腹禄を剌

群II翡 諒 棟 骸：極めて呟 内：相肛具竹‘ 突。復元口径14・9cm。
114 甜財昔 D蒻 D-5 C'2957 就・銅札を多く含tr、長l:i・l:i外；和紅肘テ中 内面の段明瞭。口縁部は上位から押圧。貝殻腹禄を

群 I翡 度・騎堕 舷；就て頸 内：賤雑 斜に剌突。器面ザラザラ。

115 淵駐吾 〇｛蒻 E-6 C 913 眺・檄撻を多〈含り、長:S・五外；和肛具サ` 内面の段明瞭。外から押圧の浅い波状口縁。貝殻腹

惜本I翡 観 芙・詮帷 舷；頸 内；条穀サさ 縁を斜位に連続刺突。

116 諒紐苔 D腿 E-5 C 3729 雑・靱燈を多（含じ、長五・五 外；相応財デ 口唇部は浅く刻む。貝殻腹縁を縦位に連続して剌突、

鉢 I月 郎 芙・園執 骸；頸 内；柘肛具サ中 貝殻刺突線文風に。器面ザラザラ。

117 甜尻苔 嘩紅 E-5 C'3273 齢内を多（含h、長石•石・農 外；和肛Mデ 内面の段、波状口縁音6明瞭。口縁綿は貝殻腹縁を右

群 I傾 粒 祓・雲母 舷；極めて頸 内；和応具サト から左へ連続刺突。復元口径14・9cm。外面黒色

118 甜佑昔 ロ聡 就・麟を多（含h、長E・石外；碍 浅い波状〇縁。口縁郵に貝殻腹縁の連統刺突。

群ll翡 餅 英・腔勢 骸；頸 内；碍i 器面風化。復元D径15・7CIJlo
120 119 品秘士苔 ロ郎 E-5 C'2657 就・饂慰を多く含t、長五・五 外；賤籟 浅い波状口縁。口縁部に斜位の貝殻腹縁による連続

群I1月 戟 姜罷帷 骸：極めて頸 内；賤頷 剌突。外面上位は黒色。

120 祁財苔 ロ聰 E-5 C'277 祓眉樹を多く含b、長五•石 外；木嘩頂ザ 口唇部は貝殻腹縁で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁で

昔本II開 諒 英・馳様 骸；鰊 内：朽杞財デ 斜め剌突。復元口径14・4clTio
121 淵尉苔 D蒻 E-5 C 1530 翡顧を多〈含り、長石・:0外；賎鎌 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部に貝殻腹縁

群 I嬰 諒 臭・馳祓 舷；樹て戟 内；杞訂具サ'を右から左へ斜位に刺突。復元口径15・2cm。
122 甜駐号 遺菰 E-4 Cl73 甜・羅燒を多（帥、長:fi・:fi外：和肛具サ` 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で深く刻む。口縁

群 I屈 ’諒 英・馳帷 舷；韓 内；和紅具サ` 部に貝殻腹縁を縦位に剌突。

123 甜伝昔 0蒻 F-4 C'1197 甜・齢粒を多く含t、長E・石外；柘肛財テ中 口唇部はヘラ状工具で浅く刻む。貝殻腹禄を斜位に

群 I翡 諒 英・鷹帷 骸；頸 内：T恥ナテ中 剌突。

124 甜恥苔 噂菰 E-5 C'2635 嗣撻を多く含b、長石・fi度・偲 外；相紅財テ‘ 内面の段明瞭。口唇部は外面から棒状工具で刻む。

駄 I翡 諒 帷 骸；頸 内；和肛財デ 口縁部に貝殻腹縁を縦位に判突。

125 淵昂埠 鳴菰 D-6 C 926 勘巖を多（含U、長Ii・石・偶 外；杞紅具サさ 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で浅く刻む。口縁

群 I翡 諒 甜 骸；極めて聾 内；相肛具サ＊ 部に貝殻腹縁を斜位に刺突。

126 誅⑰埠 D蒻 A-6 翡麟を多く含t、長石•石 外；和肛真ザ 内面の段明瞭。口唇部は外面から棒状工具で押圧。

群 I翡 就 芙・罷袂 舷；獣て頸 内；相肛真サ'口縁部に貝殻腹縁を縦位に連続して剌突。

127 揺佑苔 D聰 E-5 C'275 就•覇精を多（含り、長石・石 外；柘肛真ザ 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で刻む。口縁部肥

群 I関 就 度・農帷 骸：頸 内：和肛具サ＊ 厚。口縁部に貝殻腹禄を斜位に連続刺突。

128 甜房土昔 D餡韮 闘麒を多く含り、長石•五 外；和肛財テや 内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で押圧。口縁部に

計 I翡 就 芙・鮭袂 麒：極めて頸 内；和肛具サャ 貝殻腹禄を斜位に刺突。内面上位湾曲。

129 祁配昔 D籍紅 E-4 C'900 就•麟を多く含b、長石 ·:fi 外；和肛具仔+内面の段明瞭。口唇部は棒状工具で押圧。口縁部に

甜I負 悦状 芙・艶猜 賊；梱て頸 内；和肛肘テさ 貝殻腹縁を斜位に刺突。復元口径17・4cm。128と同一

130 諒駐昔 鳴困 B-9 C 129 麟を多（含仏長石・謀・農 外；賤灸復 口唇郭は腹縁で押圧。口縁部肥厚。肥厚部に貝殻腹

猷 I項 餅 袂 骸；朕て頸 内；賤鎌 縁を縦位に剌突。

131 祁財昔 D腿 A-8 C 1374 馳情を多（含b、lli・E英・農 外；贖条惧 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で深く刻む。ロ

群 I籍 紐 棟 骸；極めて預 内；賤競 縁部肥厚。口縁部に貝殻腹縁を斜位に連！統刺突。

132 甜房土苔 ロ蒻 D-5 C 1465 網撻を多〈含り、長五•石英・昌 外；杞肛具ザ 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で刻む。口縁部

121 都Il屈 彼状 帷 娯；獣て堕 内；和肛財デ に貝殻腹縁を斜位に深く連続刺突。

133 甜配昔 D腿 A-7 C 89 麟を多（含り、長石•石・偶 外；賤娃 口唇部は貝殻腹縁で押圧。口縁音〖肥厚。肥原郎に貝
鉢 I翡 液状 棟 骸；椒て堕 内；賤競 殻腹縁を縦位に刺突。復元口径12・7cm。

134 尚駐唇 鳴音 E-5 C 2671 麒を多（含b、転・碩・鷹 外；相肛具サ中 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で押圧。口縁部

群 I覇 液状 帷 嫉；梱遵巖 内；相肛肘デ は貝殻腹縁を深く刺突。器壁薄い。

135 誅尉昔 D腿 B-7 C 687 羅懃を多（含仏長:fi・石・偶 外：賤籟 内面の段明瞭。口唇部は木口状工具で押圧。口縁部
耽 I翡 戟 鰭 麒：蔚めて嘘贋暉紐 は貝―--•,,~~·深く刺突^ 器睦薄い^
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表58 岩本遺跡遺物観察表（土器） 6 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

136 醐埠 嘩昴 B-7 C 106 鵬移く含む、長石・磋・晶 外；柿如真朽ぐ 内面の段明瞭3 口唇部は腹縁で押圧。口縁部に貝殻

詠 I蘭 諒 B-7 C 171 快 骸；極めて頸 内；木陳I財デ 麟を縦位に刺突。器壁薄い。内面湾曲。

137 醐湿 鳴為 E-3 c 2162 鵬を多く紡、長石・磋・倶 外；加紅具抒` 口唇部はヘフ状工具で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁

琳 I爾 諒 帷 骸；椒て嘘 内；木陳I財デ~ を斜位に刺突3

138 醐逗 鳴農 院・卿を多く就、長石・石 外；賤籟 口唇部は木口状工具で浅く刻む。口縁部は貝殻腹縁

鉢 I蘭 郎 英・息甜 馘；駁て頸 内；賤錢 を縦位に刺突。器面ザラザラ。

139 醐埠 U翻 D-4 C: 1914 椀・鋤粒を多〈節、長石・石 外；木暉I財テ` 内面の段明瞭口唇部は木口状工具で外面から押圧3

詠 I蘭 諒 英・艶粒 麒；椒て頸 内；木牒I財テ` 貝殻腹縁を斜位に刺突。復元口径14・0c叫

140 揺尻晏 囁器、 E-6 c 912 紺·麟を多〈約、長石•石 外；木暉I財テ` 口唇部は木口状工具で外から押圧。貝殻腹縁を縦位

鉢 I爾 諒 英・艶藉 骸；檄て頸 内；木喋I財デ に連続刺突器壁薄い。復元口径15・0c叫

141 醐埠 u榔 D-5 C: 3464 紺・細侑を多く約、長石・石 外；木暉I財テ` 口唇部は木口状工具で外から押圧。貝殻腹縁を縦位

岩本1I爾 靱 芙・艶粒 骸；脱て頸 内；澤村デ に連続刺突。器壁薄い。復元口径14・lclll,

121 142 醐埠 曝固 E-5 c 275 貌・輝を多く節、長石・石 外；木牒I財テゞ 浅い波状口緑貝殻腹縁を縦位に刺突。器面ザラザ

鉢 I爾 英・艶粒 賊；椒）て頸 内；木叫I具抒さ フ。

143 醐埠 n踪 A-5 C 12 紺・認饉を多く叙、長石・石 外；賤緑 内面の段明瞭3 口唇部は上から押圧。貝殻腹縁を斜

詠I蘭 諒 哭・艶憧 賊；恥て頸 内；賤籟 位に連続刺突器壁薄い。

144 躙埠 暉器 D--6 c 233 隙・麟を多く節、長石・石 外；木叫I具抒ゞ 口唇部は木口状工具で刻む。貝殻腹縁を縦位に連続

岩本I爾 諒 英・艶粒 賊；樹て顎 内；木陳I財デ して刺突、貝殻刺突線文風に。復元口径16・2c叫

145 醐埠 鳴菰 E-4 c 1134 紺・駕粒を多く帥、長石・石 外；木峨I具朽さ 内面の段明瞭つ口唇部は棒状工具を斜めに押圧。ロ

紅 I扇 踪 英・艶領・ 麒；猷暉 内；木醜I具抒中 縁部は貝殻腹縁を連続刺突し沈線を巡らす。

146 醐逗 n齢 旺 c 3477 椀・螂を多く節、長石・石 外；木戦I財デ 内面の段明瞑口唇部は棒状工具を斜めに押圧。ロ

謎 I頂 踪 英・艶稽 骸；椒遵巖 内；籾状I財テキ 縁部は貝殻腹縁を連続刺突し沈線を巡らす。

147 醐湿 嘩昂 D-5 c 377 麟を多く約、長石•石・息 外；木喋I財テゞ 口唇部は腹縁の押圧。口縁部に斜位の貝殻腹縁によ

岩本I頂 郎 帷 誠；駁噴 内；木0訂財テ→ る連続刺突。器壁薄い。

148 醐埠 曝器 E-4 c 880 椀・蜀位を多く約、長石・石 外；賤紐 口唇部は平坦。口縁部は貝殻腹縁で縦に刺突。復元

精クイ7゚ 諒 E-4 c 1125 芙・艶帳 賊；恥て頸 内；贖鎌 ロ径15・3四。内面の整形は荒い。

149 醐渥 讃昴 F-5 C 2604 紺・麟多く節、長石・研 外；澤村デ 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部に貝殻腹縁

就m爾一 諒 堪帷・雲母賊；顎 内；碍 を右から左へ斜位に刺突。内外共に黒色

150 識逗 ]饂 E-5 C 285 認を多〈約、長石・碩・偶 外；籾如I財デ 内面の段明瞭3 口唇部は棒伏工具を押圧3口縁部に

群 I順 諒 快 舷；頸 内；木喋I具ナテさ 貝殻腹縁を縦位に刺突。内面湾曲。

151 臨埠 服箇 E-4 c 815 紺・麟を多〈詑、長石・石 外；木暉I具抒→ 口唇部は木口状工具で浅く刻む。貝殻腹縁を斜位に

謎 I蘭 靱 菟・艶位 骸；骸て顎 内；頂村デ 刺突内面の段明瞭

152 醐埠 u綿 E-4 C 877 紺•麟を多く約、長石・石 外；木牒I財デ 内面の段明瞭3 口唇部は外面から貝殻腹縁で押圧。

鉢 I蘭 諒 英・艶位 骸；骸噂廉 内；木峨I具抒`‘ ロ縁部に貝殻腹縁を斜位に整然と刺突。器壁薄い。

153 醐埠 u齢 E-3 C 2825 螂を多く告、長石・碩・具 外；木峨I財デ 口唇部は貝殻腹縁で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁を

謎 I蘭 罰 堕 骸；樹て頸 内；木峨I財テ・.斜位に刺突。器壁薄い。

154 醐仕晏 U齢 A-6 紺・麟を多く含む、長石・石 外；木喋I具抒さ 内面の段明瞭3 口唇部は外面から棒状工具で押圧。

就 I爾 踪 英・艶粒 骸；樹て頸 内；木諜I財テ` 口縁部に貝殻腹縁を縦位に連続して刺突3

155 醐埠 且船 D-5 C 1860 碗・細穀を多く節、長石・石 外；賭練 口唇部はヘラ状工具で刻む。口縁部に貝殻腹縁を斜

群：III爾 諒 英・艶粒 馘；椒て顎 内；賤短 位に運続刺突復元口径12・8c皿

122 156 醐渥 n臨 D-5 c'378 碗・麟を多く叙、長石・石 外；木咄I財デ 内面の段明瞑口唇部はヘラ状工具で刻む。口縁部

琳 I爾 諒 英・艶粒 麒；骸て頸 内；太牒I財テ中 に貝殻腹縁を斜位に刺突。内面上位湾曲。

157 醐仕習 且辟 D-4 c 1888 碗•麟を多く含む、長石・石 外；賤競 内面の段明腺口唇部は貝殻腹縁を押圧。貝殻腹縁を

鉢 I蘭 諒 D-5 c 359 英・艶位 骸；椒暉 内；木峨I財テ中 斜位に刺突、 1列の貝殻刺突線文。復元口径13・5cmo

158 醐逗 n齢 D-6 C 2601 麟を多〈叙、長石・磋・憔 外；賤線 内面の段明瞭3 口唇部は貝殻腹縁を押圧3 貝殻腹縁

詠 I蘭 靱 堕 骸；頸 内；木峨I財テさ を斜位に刺突復元口径13・7cm。

159 醐埠 嘔屈 A-5 C 405 甜・蜀粒を多く含む、長石・石 外；賊鎧 口唇部はヘラ状工具で刻む。貝殻腹縁を斜位に刺

詠 I蘭 靱 英・艶位 賊；駁て頸 内；贖鰊 突、 1列の貝殻刺突線文復元口径13・lc叫

160 醐埠 眼菰 E-5 c'3377 麟を多く約、長石・磋・倶 外；賤録 口唇部は浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁を斜位に深く

群：m蘭 戟 帷 賊；頸 内；T睾なナデ 連続刺突。

161 醐渓 讃菰 D-5 C: 2579 紺・麟を多く含む、長石•石 外；賤鰊 口唇部はヘラ状工具で斜めに押庄。下位に貝殻腹縁

鉢 I碩 諒 英・艶位 娯；極めて頸 内；和状I具抒さ を斜位に刺突。復元口径13•8Clllo

162 揺駐苫 癖箇 麒を多く針、長石・碩・晶 外；和状I財テゞ 内面の段明瞭3 口唇部は貝殻腹縁上位から押圧。腹縁

鉢 I蘭 諒 梱 娯，柑めて頸 内；木哄I財抒さ を斜位に刺突。赤色顔料塗彩？。復元口径15・0c叫

163 醐埠 囁菰 A-7 腕・麟を多〈能、長石・石 外；加加I財デ 内面の段明瞭3 口唇部は木口状工具で押圧。口縁部

鉢 I爾 靱 英・艶位 賑；極めて頸 内；木喋I具ナテ` は貝殻腹縁を斜位に刺突。器壁薄い。

228 



表59 岩本遺跡遺物観察表（土器） 7 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

164 躙埠 鳴屈 E-5 c 1524 鵬を多〈約、長石・石戻・鷹 外；木叫I財デ 内面の段明瞭』］唇部は棒状工具で押圧。直下に貝殻

群 I蘭 靱 E-5 c 3310 帷 馘；駁て頸 内；頂な朽令 刺突線文、貝殻腹縁を縦位に刺突復元口径15・8c皿

165 醐埠 n臨 A-6 C 946 疇移〈約、長石•石・熊 外；木峨I財デ 口唇部はヘフ状工具で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁

就rn爾 靱 堕 舷；椒て頸 内；木峨I財デ を右下がりの糾立に刺突。復元口径12・0clllo

122 166 醐埠 嘩昴 A-5 C 280 腕・緻短を多く叙、長石•石 外；木峨I財デ 口唇部は木口状丁具を押圧剥離。口縁部は貝殻腹縁

詠 I頂 諒 英・艶杖 賊；極て頸 内；木咽I具抒さ を縦位に刺突。器面ザラザラ。

167 躙湿 廿鵜 A-6 C 77 紺·螂を多く牝、長石•石 外；木峨I財デ 内面の段明瞭口唇部は木口状工具で外面から押圧。

群II蘭 靱 英・艶位 馘；駁て頸 内；籾吠I財テ令 貝殻腹縁を斜位に刺突3

168 醐i土届 暉菰‘ 紺・鵬移＜牝、長石・石 外；木峨I財テゞ 口唇部は貝殻腹縁で刻む。貝殻腹縁を縦位に連続刺

詠 I爾 靱 英・艶粒 賑；駐て顎 内；木峨1具ナテぐ 突。器壁薄い。

169 醐埠 鳴菰 D-5 C 1030 罪・羅階を多く約、長石・石 外；和伏I財テ‘ ロ唇部は木口状工具で刻む。貝殻腹縁を縦位に連続

誅1I爾 靱 英・艶帷 戯；樹て頸 内；木峨I財デ 刺突器壁薄い。

170 醐埠 鳴閑 A-5 C 279 螂を多く約、長石•石・凰 外；賤鎌 ヘラ刻みによる浅い波状口縁。貝殻腹縁を縦位に刺

謎1I頂 橙 賊；椒噴 内；賤娃 突。口縁部湾曲。復元口径15・4cmo

171 醐渥 0蒻 A-5 C 420 疇を多〈約、長石・磋・晶 外；賤錢 ヘフ刻みによる浅い波状口縁。貝殻腹縁を縦位に刺

猷1I爾 靱 堕 賊；樹暉 内；贖鎌 突。口縁部湾曲。復元口径14・3⑳。

172 醐埠 鳴菰 A-5 C 696 脆・羅蝦を多く勃、長石・石 外；贖鰊 口唇部は木口状工具で刻む。貝殻腹縁を斜位に連続

鉢 I爾 靱 英・馳粒 賊；駁噴 内；贖競 して刺突口縁部湾曲。
173 醐揖 n臨 D-5 c 2589 麟を多く約、長石•石・晶 外；木喋I財テ` 内面の段明瞭，口唇部は木口状工具で刻む。口縁部は

謎 I覇 靱 E--ti c 228 侠 賊；麒噴 内；和伏I財デ 貝殻腹縁を整然と刺突。復元口径13・2c皿調整最高。
174 醐埠 唸罰 E-4 c 2794 碗・楓術を多く卸、長石・石 外；和伏I具抒ぐ 口唇部は棒状工具を軽く押圧。口縁部は貝殻腹縁を

駄 I蘭 諒 英・曇帷 賊；駁暉 内；和状I具抒キ 連続刺突し沈線を巡らす。器壁薄い。

175 醐逗 ll蹄 腕・編を多〈帥、長石•石 外；木峨I財デ 口唇部は木口状工具で刻む。口縁部に斜位の貝殻腹

駄 I頂 諒 素艶帷 賊；恥濯 内；木u肛財テ令 縁による速続刺突。器壁薄い。

176 揺埠 u臨 E--6 C 3767 貌・嗣翔を多〈紡、長石•石 外；木喋I財デ ロ縁部は貝殻腹縁で刻む。

詠 I頂 諒 戻・艶粒 賊；駁て顎 内；和肛財デ

177 醐渥． u踪 A-7 C 101 鵬多〈約、長石・磋・馳 外；和如財デ 口唇部は木口状工具で上位から刻む。口縁部に貝殻腹

群1II爾 諒 紐雲母 骸；顎 内；和伏I財デ 縁を右から左へ斜位に剌突。内外に赤色顔料塗彩。
123 178 醐埠 暉器 A-5 C 1207 鰤を多〈約、長石•石・纂 外；和肛具ナテs ヘラ刻みによる波状口紋貝殻腹縁を右下がりに刺

謎1I蘭 ，諒 堕 骸；頸 内；木峨I財デ 突。口縁部湾曲。復元口径l0・8C1I1o

179 醐埠 u難 D-5 c 1011 碗•螂を多く針、長石・石 外；木峨I具抒< 口唇部は木口状工具で深く刻む。貝殻腹縁を斜位に

臥 I爾 諒 英・艶粒 誠；顎 内；賤籟 刺突内面の段明瞭復元口径12・0咀。

180 醐埠 鳴罰 A-7 C 519 隙・翻粒を多く針、長石・石 外；木喋I財デ 口唇部は棒状工具を押圧。口縁部に貝殻腹縁を深く

鉢rn蘭 就 英・晶僚 骸；極めて頸 内；木喋I財デ 刺突。器璧薄い。復元口径14・8c皿

181 醐埠 暉屈 D-4 c 52 麟を多く約、長石•石・黒 外；木峨I財デ 口唇部は貝殻腹縁で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁を

鉢 I蘭 靱 D-4 2301 帷 舷；椒て嘘 内；贈鍍 斜位に刺突器壁薄い。復元口径12・4c皿
182 醐埠 n踪 D-4 C 310 紺・郷を多〈叙、長石・石 外；繰後抒令 内面の段明瞭っ口唇部は外面から棒状工具で押圧。

鉢 I蘭 戟 英・艶粒 麒；極めて顎 内；木峨I具抒` ロ縁部に貝殻腹縁を縦位に連続して刺突
183 醐埠 u齢 A-3 C 1327 鵬を多く約、長石・碩・黒 外；和肛具抒さ 口唇部はヘラ状工具で刻む。口縁部に貝殻腹縁を斜

岩本 I蘭 諒 帷 賊；駁噴 内；加肛財テ` 位に連続刺突。

184 醐湿 H臨 D-5 c 2953 紺・羅梵を多く詑、長石•石 外；木峨I具抒，-内面の段明瞭コロ唇部はヘラ状工具で刻む。口縁部

紅 I爾 就 英・艶粒 馘；恥て顎 内；木峨I財デ に貝殻腹縁を斜位に刺突復元口径14・8c皿

185 醐埠 u槌 E-5 c 2676 紺・麒を多く叙、長石・石 外；籾 口唇部はヘラ状工具で深く刻む。貝殻腹縁を斜位に

就 I爾 渕 英・艶粒 馘；駁て頸 内；加肛財デ 刺突3

186 躙埠 暉屈 D-4 C 704 鵬を多〈約、長石・磋・偲 外；木峨I財テミ 内面の段明瞭3 口唇部は棒状工具を押圧3 貝殻腹縁

詠 I爾 諒 甜 鼓；顎 内；ね状I財デ を斜位に刺突。

187 醐渥 H謡 E~4 c 1189 葛位を多く約、長石・磋・隠 外；加肛具抒` 口唇部は軽く刻む。口縁部は貝殻腹縁を斜位に刺突）

駄 I瀕 諒 躾 骸；頸 内；加肛具抒ゞ

188 揺財品 0難 麟を多く含む、長石・碩・憔 外；和状I具抒-- 口唇部は貝殻腹縁で浅く刻む。口縁部に貝殻腹縁を
詠 I原 靱 岨 齢；頸 内；木峨I具ナテキ 斜位に深く連続刺突。粘士のはみ出し。

124 189 醐埠 u難 A-7 C 1097 鵬を多〈約、長石・石英・農 外；贖短 内面の段明鵬口唇部はヘラ状工具で刻む。口縁部
鉢 I爾 靱 帷 賊；肱て頸 内；頂な抒ゞ は櫛伏工具を縦位に刺突。復元口径16・4c叫

190 醐埠 暉菰 D-5 c 376 螂を多く含む、長石・磋・鷹 外；木叫I財抒` 口唇部は貝殻腹縁上位から押圧。口縁部は貝殻腹縁
蒻：II爾 諒 怯 骸；極めて頸 内；木峨I財デ を斜位に刺突。

191 醐逗 且詣 E-5 c 950 紺・麟を多く節、長石・石 外，木峨I具抒` 口唇部は木口状工具で押圧。口縁部は貝殻腹縁を斜
鉢 I爾 靱 英・艶位 賑；頸 内；木峨I財テ，.位に刺突。器壁薄い。
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192 醐揖 囁靡 A-6 C 82 鵬を多く節、長石•石英·晶 外；木喋I財テゞ 内面の段明瞭3 口唇部は棒伏工具で押圧。口縁部は

群 I蘭 靱 帷 賑；楯訳頸 内；木叫肛財テゞ 櫛状工具を深く刺突。

193 滋湿 暉菰 A-5 C 267 鵬を多〈約、長石・石英湛 外；木喋I財テさ 口唇部はヘラ状工具で浅く刻む。口縁部に刺突。刺

鉢 I蘭 靱 堕 賑；駁て頸 内；木陳こ財テ` 突具は櫛状工具？。

194 醐湿 癖菰 E-E C'lllO 院・郷位を多く約、長石•石 外；籾紅財デ 口唇部は棒状工具で浅く押圧。口縁部に刺突。刺突

就I蘭 剥 英・艶粒 舷；頸 内；和肛具ナテ` 具は櫛状工具？。

195 醐援 暉詞 貌・麟を多（約、長石・石 外；木峨エ財デ 内面の段明瞭口唇部は腹縁で押圧。口縁部に刺突。

鉢 I爾 載 英・艶粒 賊；極めて頸 内；木牒I財テ` 刺突具は櫛状工具？。

196 醐埠 n総 D-5 c 1450 麟を多〈節、長石・磋・偶 外；籾吠I財デ 口唇部は腹縁で押圧。口縁部は貝殻腹縁を縦位に深

群 I碩 靱 堕 賑；極めて嘘 内；木諜I具抒さ ＜刺突し下位に 1列の貝殻刺突線文。内面突出。

197 醐埠 鳴罰 A-6 C 817 碗・罵競を多く約、長石•石 外；木暉I財テさ 口唇部は棒状工具を押圧。口縁部に刺突、櫛状丁

詠 I蘭 郎 英・艶粒 舷；駁て頸 内；木暉I具ナデ~ 具？。下位に 1列の貝殻刺突線文。器壁薄い。

198 醐埠 0臨 F-4 c 628 碗・繍怖を多く叙、長石・石 外；和肛財テ中 口唇部は棒状工具を押圧。口縁部に刺突、櫛状工具？。

鉢 I蘭 英・艶位 戯；頸 内；木牒I財テ令 下位は粘土はみ出し。器壁薄い。

199 醐渥 n蹄 E-3 C 1266 疇を多く約、長石•石·県 外；木暉I財デ 棒状工具の押圧による浅い波状口緑3 貝殻腹縁を斜

就 I爾 靱 棟 舷；頸 内；加訂財テぐ 位に刺突。口緑部若干湾曲。

200 醐湿 n謡 D-5 c 1426 腕・麟を多く帥、長石・石 外；木喋I具朽さ 口唇部は腹縁で横に刻む。貝殻腹縁を縦位に連続し

詠 I頂 戟 E-5 c 1598 英・馳粒 賊；駁て頸 内；木牒I財デ て刺突。復元口径16・4clllo

201 醐揖 暉悔 疇移く節、長石・石英・晶 外；和肛具竹` 内面の段明殿口唇部は木口状工具で刻む。口縁部

駄 I頂 諒 控 馘；極訳頸 内；贖錢 は刺突、櫛状工具？。

202 醐塩 0蒻 D-5 c 1448 碗•疇を多く約、長石・石 外；木喋I財デ 口唇部は腹縁を押圧。口縁部肥厚、肥厚部に貝殻腹

謎II爾 靱 D-5 c 3658 英・艶粒 馘；駐暉 内；木峨I財デ 縁を連続して刺突復元口径18•lcm., 

124 203 醐埠 噂罰 E-4 c 1124 椀・螂移く約、長石・石 外；木喋I具抒‘ 内面の段明瞭3 口唇部は腹縁で深く押圧，口縁部肥

謎 I頂 諒 英・艶粒 骸；恥て顎 内；木峨I具抒ゞ 厚。肥厚部に貝殻腹縁を深く刺突3

204 識埠 u齢 E-6 C 1502 腕・螂移く約、長石・石 外；木喋I具抒` 口唇部は腹縁を押圧。口縁部に貝殻腹縁を深く刺突

謎 I爾・ 諒 英・艶粒 賊；頸 内；木喋I財テさ し下位に沈線文巡らす。

205 揺駐居 鳴悔 E-3 c 122 蒻麟多く約、長石・磋 外；木u肛具抒` 口唇部は腹縁で右から刻む。口縁部に貝殻腹縁を斜

・就 I頂＇ 諒 •黒帷 骸；駁て頸 内；木喋エ財テキ 位に刺突。復元口径12・5clllo

206 醐埠 噂罰 D-5 c 1042 椀・疇を多〈約、長石•石 外；木暉I財テさ 口唇部は腹縁で右から刻む？。口縁部に貝殻腹縁を

駄 I爾 郎 英・艶帳 賊；頸 内；木且肛財テゞ 斜位に刺突し下位に貝殻刺突線文。復元口径14・5c皿

207 醐埠 u齢 A-7 C 840 昧・疇移〈舘、長石・石 外；木喋I財デ 口唇部は木口状工具で深く刻む。櫛状工具を斜位に

駄 I順 諒 英・艶按 賊；恥噴 内；籾肛財テ` 刺突。内面の段明瞭3復元口径14・0皿。

, 208 醐埠 n麟 螂を多く斜、長石•石・園 外；木暉エ具抒ゞ 口唇部はヘラ状工具で軽く刻む。口縁部に櫛状工具

鉢m頂？ 諜 帷 賊；駁讀 内；賤錢 を横位に刺突。器壁厚い。外面煤付着。

209 醐埠 鳴靡 螂を多く叙、長石•石・庸 外；和!kl財テ` 口唇部は棒状工具を深く押圧。口縁部は櫛状工具を

謎 I爾 捌 帷 賊；恥て頸 内；木喋且抒さ 横に刺突し下位に 1列の貝殻刺突線文。器壁薄い。

210 醐埠 u難 F-5 c 2613 隙・編蝦を多く約、長石・石 外；鰈後抒ゞ 内面の段明瞭っ口唇部はヘラ状工具で右から刻む。

琳 I棗 諒 英・艶粒 舷；恥て頸 内；木峨I財デ ロ縁部に櫛状工具を縦位,~軽売して刺突3

211 醐渥 囁悔 B-7 C 1090 腑・螂を多く節、長石・石 外；加肛具抒さ 口唇部は木口状工具で刻む。口縁部に貝殻腹縁を斜

岩本 I頂 諒 英・艶粒 賊；樹て頸 内；木咄I財デ 位に刺突3 口唇部内面は粘土のはみ出し。

212 醐埠 0饂 D--5 c 1488 腕・鰯庖を多く幼、長石•石 外；木峨I具抒ぐ 内面の段明瞭3 口唇部は腹縁を深く押圧。口縁部に

駄 1項 諒 戻・息橙 賊；駁て頸 内；木n肛財テ` 櫛状工具を横位に刺突。

213 揺埠 0謡 E-5 c 2686 腕・蜀粒を多く詑、長石・石 外；木叫I財テキ 口唇部は棒状工具を押圧。櫛状工具を縦位に刺突し

紅 I爾 諒 芙・艶笙 賊；極訳頸 内；木牒I財テぐ 下位に 1列の貝殻刺突線文器壁薄い。

214 醐逗 暉悔 D-4 C: 2890 鵬を多く叙、長石・瞑・黒 外；木喋I具抒` 内面の段明瞭）口唇部は棒伏工具を押圧。櫛状工具

鉢 I蘭 戟 E-5 c 286 堕 賊；骸て国 内；木暉I財デ を縦位に刺突。復元口径l6・8c111o

230 
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表61 岩本遺跡遺物観察表(±器） 9 

挿図 番号 器種 部位 出土 登録 調整 備考 挿圏 番号 器裡 部 1立 出土 登録 調整 備考
区 番号 区 番号

215 甜恥昔 罷 0-5 C 377 外；太喋頂ザ 接合面で分 235 甜附呂 朧 A-5 C 232 外：賤籟 内外共レン

就 隅屈 内；競射テ` 躾 岩広 隈務 内；賊娃 ガ色

216 甜駐昔 脚 D-4 C 2491 外；和杞具ザ 胴部最下部 236 躙埠 謄 D-4 C 1326 外；賊競 内面上位は

群 隈勅 内；賊娃 接合郵 群 囀 内；賤籟 横下位は縦

217 諒昴士§ 鱈 外；木暉I真サ'， 接合面で分 237 刹嘉渇 熊 E-5 C 3564 外；賊雑 焼成：堅緻

群 隅房 内；木0杞肘デ 離 群 隋房 内：賊籟

218 甜房埠 翻 E—5 C 1069 外；和杞具サさ 内面に煤状 238 揺務惰 駒 B-8 C 173 外；賤績 焼成：堅緻

岩本 噴屈 内：和肛具サト 物付着 群 噌房 内；賊競

219 絣財§ 腿 A-6 C 944 外；和肛肘デ 胴部最下部 239 粒駐§ 鼻 A-4 C 500 外；賭雑 焼成：堅緻

猷 隈屈 内：和肛肘テ令 群 隅房 内；賤鵠 器壁薄い

220 甜屈埠 飩 D-3 C 1809 外；賤競 外レンガ色 240 躙埠 懃 A-6 C 1001 外；賊競 外面レンガ

岩本 隈房 内；和肛肘デ 内黒色 群 隅昴 内；灸熊ザ 色

221 誅昴埠 Ill菰 E-5 C 1527 外；賤娃 外レンガ色 241 粒易埠 熊 F-5 C 3773 外；賊娃 外面レンガ

群 隅房 D-4 C 1362 内；和肛具サ中 内黒色 群 隅昴 内；和肛肘デ` 色

222 雑附昔 翻 外；和肛肘デ 外レンガ色 242 粒房埠 椒 D-3 C 2443 外：賭娃 外面レンガ

群 隅昂 内；木D状工具ナテト 内黒色 甜 噌易 内：賊娃 色

223 粒倍埠 脚•島舟・ E-4 C 1137 外；和肛肘デ 接合部は腹 243 粒財§ 島 A-7 C 676 外：賊維 焼成：堅緻

群 隅,!j 内：木暉I肘デ 縁押さえ 岩本 隅懃 内；賤雑 器壁薄い
224 粒財苔 脚 B-7 C 501 外；和記具ザ 内面の整形 244 粒財晏 駒 E-5 C 3363 外；賊籟 外レンガ色

125 群 噸； 月：杞虹真ザ は丁寧 群 噴易 E-5 C 1080 内；賤条勲蘭ナ 内黒色

225 粒房埠 騨 F-5 C 3039 外；木暉I具ザ 内面は縦整 E-5 C 1157 7 -令

群 隅lfj 内；木D応肘デ 形 E-4 5'1178 

226 甜昴樗 麒 A-6 C 846 外；木□肛肘テや 胴那最下部 245 躙埠 罷 E-5 C 3707 外：和肛！ザ 内面は縦整

岩本 囀 月；和肛具ザ 群 隅昴 内；賊籟 形

227 雑昴埠 屑討 E-5 C'3261 外；木暉頂ザ 内外共丁寧 244 甜傲埠 棚 E-4 C 1177 外；賊雑 244と同一

群 隅倍 ~: ナデ な仕上げ 126 猷 噴房 内；ザ

228 澁房土li 那 D-5 C 3160 外；木D肛具サや 外レンガ色 247 躙埠 駒 F-4 C 2692 外；賊錢
昔本 ，隅倍 内：木謙I具サ‘ 内黒色 猷 隋易 A-5 C 244 内；相肛真サ‘

229 甜柩埠 駆 E-4 C'1718 外；相叫ザ 外レンガ色 248 涙賜埠 殿 F-4 C 623 外；賤鰈 器壁薄い

群 晴昂 内：相肛酎デ 内黒色 群 隋房 内；娃術デ

230 諒杉埠 脚 A-6 C 847 外；木暉I肘デ 薄手・堅緻 249 滸屈埠 罷 E-3 C 2158 外；賭競 内外共整形
群 隈昂 内；木暉I具サヤ 群 嗜房 内；賤雑 は縦方向

231 雑駐呂 籾 A-6 C 833 外；和紅真ナテ令 薄手・堅緻 250 粒昴埠 熊 F-6 C 2616 外；賤鯖 麟：堅緻
猷 隅『i 内；木暉I具サヤ 鉢 隋務 内；賊齢慎 器壁渾い

232 甜駐§ 駆 B-8 C 179 外；柏肛真ザ 丁寧な整形 251 殺駐§ 楷 A-4 C 500 外；杞肛lザ 外レンガ色

岩本 隅罷 内：木暉I真ザ 群 鳴傲 ~; ザ 器壁簿い

233 甜務埠 翻 D-4 C 335 外：和肛肘テ‘ 器壁薄い 252 甜昴埠 駒 E-3 C 2110 外湘紅具サ＊ 器壁厚い

群 噴 内；相肛真サや 群 噌易 内；和記具ザ

234 殺房埠 醜 外：相肛真ザ 器壁簿い

甜 嘩 内；和肛肘デ

233 
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帯の一部は若千肥高していた可能性もある。 No.178もやや内弯する形状で，口唇部は密に刻まれる。

No.181の内面は縦位の条痕仕上げが見られる。 No.186の施文帯も意図的な肥高が認められる。 No.

187の貝殻腹縁刺突は連続刺突文様に残される。 No.188・190・196の施文帯も肥高して残る。 NQ

189は櫛状工具を縦位に連続して刺突し，その下位に貝殻刺突線文を 1列巡らす。 NQ192の口唇部

は棒状工具で深く刻み，意図的に肥高した口縁部に櫛状工具を連続して刺突している。 Nn196・

197・198は上位に腹縁刺突，その下位に貝殻刺突線文を 1列巡らす。 No.200の口縁部腹縁刺突は

整然と密に施され，器面調整もT寧である。 NQ202の口唇部は腹縁部の押圧，口縁部も同様の施文

具で連続して刺突するが，施文帯は肥高していた可能性がある。 No.203の施文帯も肥高か。 NQ205

は斜めの腹縁刺突， 206は腹縁剌突の下位に貝殻刺突線文。口径14・0cmのNo.207は鋸歯状の口縁部

で，口縁部の貝殻刺突は左から右に長めに引かれ，下位に貝殻刺突線文を施す部分と省かれる部分

が共存する。 NQ208では腹縁刺突を左から横に引き，外面に煤が残る。 NQ211の施文帯は若干肥高

か。 NQ214の施文帯は肥高，その上位に腹縁刺突を左から右へ引く。

P 222 -223は胴部片で，全て円筒形を成している。器面調整は横方向に行うことが主体で，例

外的に， NQ236・244・250等の特に内面で縦方向に調整している。調整具は，木口状工具と貝殻

条痕を用い，総じて丁寧に行っている。

No.253・254はW類士器に相当するもので，ナデて平坦に仕上げた口唇部の外面に腹縁刺突を施

している。両面共に調整具に貝殻条痕を横位に使用している。 No.256の施文帯は意図的に肥高して

しヽる。

No.267 は完形復元された ・一の資料で，口径 27・2cm, 高さ 32・3cm, 底部径 17・3cm
ー ヘゞ/'¥./',J、/vv'¥_ハ八へ／

（内径14・6cm) 内面は明瞭な稜線を持ち，

口唇部はヘラ状工具で押さえ，貝殻刺突

線文を 2列並行に巡らす。両面とも木口

状工具で丁睾に整形し，器面の一部には

剥脱した部分がある。なお，発見当時，
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第128図 岩本遺跡・円筒形土器13 (完形品）

ー

P 247 (l)No.16の尖頭器がこの土器の中で検

出されている。

聡部資料は P237-241に記載してい

る。甚本的に底部の形状は，正円形を成

し，接地面の仕上げは丁睾なナデ仕上げ

(No.277・288・289・299・320・343 

等），条痕仕上げ (¥Jo.337・340等）が見

られ， T寧なナデ仕上げが卓越している。

接地面に圧痕を残すものに， No.355・357

・358の 3点がある。 No.355は浅い沈線文

がクロスし， No.358では撚りの痕跡を持つ

ものが簾状に圧痕される。胴部と底部の

境界部は横方向の調整で仕上げられるも

235 



表62 岩本遺跡遺物観察表（土器） 10 

螂 番号 器種 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

253 醗埠 且難 E-5 c 281 紺・鵬を多く含h、長石・石 外；贈憩 口唇部丁寧にナデ、平坦面。口唇部は腹縁を連続刺

岩本W爾 E-5 c 283 英・艶位 賊；駁て頸 内；贈籟 突。 254と同一個体？。復元口径9・9c叫
254 躙埠 曝罰 D-6 c 936 紺・鵬を多（約、長石・石 外；賤籟 口唇部丁寧にナデ、平坦面。口唇部は腹縁を連続し

謎W爾 英・艶慌 賊；極めて頸 内；贖鰊 て深く刺突復元口径13・lc皿
255 躙埠 鳴府 D-5 c 2598 麟を多く含む、長石・磋・偶 外；籾吠［財テゞ 口唇部は腹縁を刺突3

詰 碍｝ 錯 賊；極めて頸 内；贈競

256 碑埠 鳴屈 E-5 c 1539 紺・緻附を多（約、長石・石 外；木喋I財テ` 口唇部は木口状工具で刻む。口縁部肥厚、肥厚部に
群 I爾 諒 英・艶位 賊；嘘 内；木峨I財テさ 腹縁を縦に深く刺突

257 醐仕器 遁部ャ F-5 C 2692 認位を多〈含む、長石•石英・鼻 外；木喋I財テ` 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部は貝殻腹縁
駆Il羅 諒 鮪 賊；極めて頸 内；木喋I財テ` を斜位に刺突し、下位に 1列の貝殻刺突線文。

258 湖駐居 n詣 E-3 c 122 紺・麟を多く節、長石•石 外；抒，• 口唇部は木口状工具で深く刻む。口縁部に貝殻腹縁
鉢 I原 諒 英・馳粒 骸；恥て頸 内；抒令 を刺突。器壁厚い。

259 躙渥 u榔 総を多く祐、長石•石·偶 外；抒'， 口唇部は腹縁で刻む。口縁部に貝殻腹縁を刺突。
127 鉢 I爾 鮪 賊；顎 内；抒ぐ 復元口径16・lcIDo

260 躙逗 遣菰 A-7 C 1129 賄・躙齢多く約、長石•石 外；賤鰊 浅い波状口縁。貝殻腹縁を斜位に刺突。
群 I爾 剥 英・艶粒 骸；頸 内；賤短

261 醐仕晏 鳴阿 A-6 C 1268 賄・翻粒を多く舒、長石・石 外；木諏工具抒さ 浅い波状口縁。貝殻腹縁を縦位に連続して刺突し、
群 I爾 諒 英堪堕 馘；骸て頸 内；和状I財デ 下位に沈線文3

262 醐逗 鳴憚 E-5 c 1519 麟を多く約、長石・磋・黒 外；木眺I財テぐ 内面の段明瞭3 口唇部は木口状工具で刻む。口縁部
謎II憬 靱 帳 骸；頸 内；賭籟 は腹縁の刺突。復元口径14・0cIDo

263 醐渓 胸 B-9 C 131 腕・麟を多く節、長石・石 外；朽~令 山形押型文。
朋校上器 英・恨帷 嗣；極めて頸 内；I具抒`

264 醐渥 脚 B-8 C 118 罰・細粒を多く含む、長石・石 外；抒，. 山形押型文。

慰渇 英・黒快 舷；極めて頸 内；I具抒`
265 躙渥 窮 詞・椙腕を多く含む、長石・石 外；抒` 山形押型文。胴部最下部資料。

霰渥 英・艶昧 骸；頸 内；I財デ

266 躙湿 騎 B-8 C 182 貌椙甜多く部、長石・碍 外；抒さ 山形押型文。

愈逗 遺様 馘；恥て頸 内；I具抒ゞ

268 醐埠 鵡径 A-6 C 1733 紺・鵬を多く節、長石・石 外；抒令 外面は丁寧にナデられ、胴部の器壁が接地面より厚
群 8・llll 英・黒棟 娯；嘘 内；籾状I財テさ い。底部内面に放射状の凹線。

269 醐仕届 躊径 D-5 c 2510 碗•鵬を多く紡、長石・石 外；木哄I財テ‘ 底部内面は胴部下面から櫛状工具を縦位に用い、放
群： 10・9cm 英・艶粒 骸；頸 内；和加工財テさ 射状の凹線が刻まれる。

270 湖逗 紐径 D-3 C 95 麟を多〈部、長石・磋・庸 外；木哄I財デ 内面の調整は丁寧にナデる。胴部との接合はほぼ垂
詠 12・0an 帷 賊；顎 内；T彫けテ` 直接地面が厚い。

271 醐渥 鵡径 A75 C 715 椀・疇を多〈含む、長石・石 外；木陳I財デ 内面の調整は丁寧にナデる。胴部との接合はほぼ垂
鉢 ll・9cm 英・艶憧 骸；極めて頸 内；贖鰊？ 直底部内面に凹線。内面黒色0接合部明瞭。

272 躙土器 躊径 D-4 c 2475 甜・麟を多く部、長石•石 外；木峨I財テ` 外面はレンガ色、内面は黒色3

詠 13・0cm 英・艶粒 馘；骸て頸 内；木喋I具ナテさ

273 躙埠 臨径 E-4 c 3100 碗·麟多く含む、長石•石 外；加肛財デ 接地面は平坦面。底部内面には放射状の即線。接合
群： 14・0園 ・艶粒・雲栂馘；極めて頸 内； 部で分離3

274 醐埠 紐径 D-4 c 756 味・鵬を多〈祖、長石・石 外；木叫肛財テさ 接地面は平坦面。胴部との接合はほぼ垂直。底部内
謎： 14・0ili 英・艶莉 娯；頸 内；和~I具ナテ｀ 面に放射状の凹線3

129 275 醐埠 鰭径 D-4 c 1328 紺•麟を多く叙、長石・石 外；木陳I財テ‘ 接地面は平坦面。胴部との接合はほぽ垂直。底部内
駄 7・6cm 英・艶位 骸；骸て頸 内；’木雌I財ナテさ 面に整形時の粘土塊が残る。

276 躙逗 鰭径 E-3 c 2089 雑・鵬を多く節、長石・石 外；木雌I財テゞ 接地面は平坦面。底部内面に放射状の凹線。器壁厚
駄' 14・3au 英・艶藉 骸；樹て頸 内；和如I財デ vヽ。

277 躙土器 邸径 鵬を多く約、長石・碩・庸 外；籾吠I財デ~ 接地面は平坦面。底郭内面に放射状の凹線。内面は
駄 9・9cm 帷 賊；頸 内；木喋I具ナテ` 横ナデ。胴部が厚い。

278 湖剃土品 鴎径 E-4 c 1167 鄭莉を多く祖、長石・碍・偲 外；木陳I財デ 接地面は平坦面、圧痕あり。底部内面に放射状の[!!]
鉢 11・7cm 昧 戯；顎 内；木陳I財テさ 線内面は斜めナデ。器惣享い。

279 醐埠 臨径 E-4 c 3179 麟を多〈約、長石•石・晶 外；木咄I具ナデ 接地面は平坦面、器壁厚い。底部は円盤形成、接合
詠 13・函 D-5 c 3592 帷 骸；頸 内；木喋I財テさ 部で分離

280 醐埠 雌径 D-5 c 1425 螂を多く釣、長石•石哭·晶 外；籾状I財テ‘ 接地面は平坦面。底部内面に放射状の凹線。内面は
詠 13・函 帷 娯；頸 内；木喋I具ナテさ 斜めナデ。接合部で分離3 器壁厚い。

281 醐埠． 鶴径 D-5 c 1460 膨粒を多く含り、長石•石芙・開 外；木喋I具ナテ` 接地面は平坦面。胴部の器壁厚い。接合部で分離つ
駄 16・3an 猜 賑；頸 内；木喋I財テ•， 器壁厚い。
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第130図 岩本遺跡・円筒形土器屁部 2
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第132図 岩本遺跡・ 円筒形土器底音IS4 

のが一般的で， Nn.347・348の様に刻まれるものは少ない。 Nci.346はヘラ状工具， その他のNn348

-350は貝殻腹縁部で刻む。 Nn355は境界面よりやや上位の胴部にヘラ状I具により，左下がりの

短沈線文状の刻みが施される。胴部と接地面の接合方法の判断は，困難なものが多い。 Nn.278・

279等では一回り小さい接地面を用意し，胴部内側に接合する方法が観察される。その際， Nu.279

の内面の接合部には放射状の凹線が中央部より外側に向かって残される。一方， No.293・301

307等では，用意された接地面に器墜が直接接合されている。底部内面に残る放射状の凹線はその

ほとんどが，中央部から外側に向かっており，接地面と器壁部との接合のために行われたと判断で

きる。
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第133図 岩本遺跡・円筒形土器底部 5

（永野タイプ・ P219・Nnl48) 

No.148は平坦なtJ唇部を成し，口縁端部に縦位の貝殻腹縁刺突文を連続して巡らしている。外面

の調整は貝殻条痕により，内面は斜めから縦方向の削りに近い条痕仕上げが認められる。

(P 234・No.263 -266) 

No.263 -266の 4点はほぼ同一の押型文資料で，山形文を刻んでいる。 265は底部に移行する部

分と思われ，施文も欠如している。
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表63 岩本遺跡遺物観察表（土器） 11 

挿図 l番号1 器種1部位l出：し~l 胎土
区番号

匿請を多（含t、長五•石・屑外；ザ
11伍 帷骸；頸内：ザ

邸 怪 B-7 C 1088 I燒·備砂位を多（含り、長五•石外；条痕後ナデ 接地面は平坦で、条痕によるナデ整形。底部内面に

9・7c冊 庚・馳帷嫉；榎めて翌内； 放射線状の凹線。

鵡杵 掘猿を多（含b、長:ri・五庚・偲外；和択［真ナデ接地面は平坦で、条痕によるナデ整形。底部内面に

10・3cm 就 骸；預 内： 放射線状の凹線。接合部で分離。

邸 仕 A-6 C 1343嗣疱を多く含り、胚・桟・庸外；サヤ 接地面は平坦で、条痕によるナデ整形。底部内面に

12伽 帷 骸：椒遵復内： 放射線状の凹線。接合部で分離。

鶴径 E-5 C 274 翡麟を多（含直・石外；ザ 接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

10伽 E-5 C 1518戻噸 骸；罰頸内： 内面に放射線状の凹線。接合部で分離。

鶴 径 D-4 C 3031闘爆巖を多（含h、長五・li外；木日記具ナデ接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。

7・5cm 英・馳嵯 骸；極めて頸内；

鰭 仔 E-4 C'1616騒慮を多く含U、長5・様・偲外；ザ
12・lcm 帷 舷；印頸内；

鰭 径 D-5 C 1022闘麟を多く含り、長石・E外；ナデ`

11・&m 促・馳粒 骸：彗 内；

邸符 E-3 C'2215翡鰯撻を多く含U、長五・［外；ザ 接地面は平坦で、条痕によるナデ整形。底部内面は

□帷 骸：極めて額内： ナデ整形。外はレンガ色。

C 1082嗣粒を多く含り、長石・石英・偶外；相紅具tデ接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

C 1083祓 舷；頸 内； 内面はナデ整形で、ヘラの刺突。

C'4 闘・紐績を多く含じ、長五・E外；月炭競 接地面は平坦でナデ整形。底部内面は放射状の凹線

芙•農執 賊；獣遵復内； が深く刻まれる。外面調整は横位の条痕。

c 219 I 揺燒を多く含仏長石•謀・息外：貝懸恨 接地面は平坦でナデ整形。底部内面はエ具ナデ。外

帷 骸：顎 内； 面調整は横位の条痕。

C'3575翡麟を多面、長E・石外；ザ 接地面は平坦で工具ナデ整形。底部内面はナデ。接

8・7cm 菟・聾粒 賊：極めて頸内； 合蔀で分離。

隷 仕 F-4 C 623 罹嫌を多く含り、長石・様・胃外； 接地面は平坦でナデ整形。底部内面は放射状の凹線

佃 餅 骸；頸 門； が深く刻まれる。接合邸で分離。

鱗 苔 E-4 C 1532~ 巖・緻胤を多（含り、長石•石外：和仇［具サ｀接地面はナデられる。
6・4cm 芙・隠吠 骸；肛て翌内；ザ

麟栓 E-4 C 1672 翡鎧燿を多（含t、長石•五外；貝網 底部内面は胴祁下面からヘラ状工具で整形。平坦な

7・!lm 英•麟 舷；極め遵復内；I肘デ 接地面は条痕のナデ整形。

麟 径 D-4 C'313 鑑燒を多く含り、長五·磋•隠外： 内面の調整は指ナデで、凹凸が残る。平坦な接地面

7・&m 朔 骸；韓 内； は条痕整形。

臨仕 E-5 C'3110 闘麟を多〈含り、託•石外；料切肘デ接地面は丁寧にナデる。胴部との接合はほぽ垂直。

庚噸 戯；頸 内；賤樟？ 底部中央郎は掏託え、周辺部に放射状の凹線。

眈・籠蒻を多く含り、長石•石礼，且懸恨 接地面は条痕後丁寧にナデる。底音〖内面に放射状の

芙•馳帷 舷；肛翌内； 凹線。外は薄いピンク色。

翡・揺燒多く含h、長石・li芙礼；且駁腹 接地面は平坦面。接合部で分離。器面調整荒い。

S・lcm ・ 聾餅・謡骸：世めて聾内：ザ

鰭 径 D-6 C 1054甜・匿盟を多く合り、長五・五外；杞応具ナデ接地面は条痕整形の平坦面。底部内面に放射状の凹

度・艶位 舷；聾 内； 線。接合郭で分離。

C 911 I艇姐を多（含り、長5訊浬外；木』紅真ザ接地面は平坦面。胴部との接合はほぽ垂直。

雌 臥；極めて腫 R:太□杞財デ

C'2679骰姐を多く含り、lfli・五英・偶外：和肛具ナデ接地面は平坦面。底部内面に放射状の凹線。外はレ

lO・&m 躾 嫉；世めて頸内： ンガ色。

麟 且 E-5 C'1566翡嗣愚を多（含り、長い五外：和肛厨接地面は平坦面。底部内面に放射状の凹線、その後

12位 戻翠骸：頸 R: 周辺部をナデ整形。器壁厚い。

邸 栓 B-8 C 177 闘謡燒を多（含り、長五・五外；杞紅具サ‘` 接地面は平坦而。底部内面に放射状の凹線。内外共

lO・&m 困難札 娯；極めて陳内；柘杞具ザに薄いピンク色。器壁厚い。

鱈怪 搬翔を多く含じ、長五•五芙・鷹外；賤紐 接地面は平坦面、器壁厚い。底邸内面に放射状の凹

ll. 伽 蜆 舷；餞 内； 線、その後周辺部をナデ整形。

底苔 怜 D-4 C 3257 l麒を多く含じ、長五・石英・偶外：和肛具ザ接地面は平坦乱内面はナデ整形。接合部で分離。

lO・&m 帷 骸；頸 内； 器壁厚い。

鱗 径 D-5 C 1493覇札を多（含じ、長石・桟・偶外；杞紅具ナデ接地面は平坦面。胴音仰の器壁厚い。接合部で分離。

猜 舷；頚 附に肛具ザ底邸内面はナデ仕上げ。

調整 備 考

129 

2821甜叫

群

2831百罰［
岩本

2841百可
群

2851面
岩本

2861甜叫

岩本

2871祁醒

岩本
ヽ

2881森鉢附若
群

2891揺麟

群
ヽ

2901甜佐苔
習

2叫面召
習本

2921甜麟
醤
ヽ

2931森鉢尉召
習本

2941面可
晋本
ヽ

2951揺叫

昔木
ヽ

2961粒麟

群
、 o

297li龍土届
若ぷ
ヽ

2981甜譴

群
、 9

2991誂饂

習
ヽ

3001詠恥昔
群

‘’ 3011希協渇
群
'"  3021誂恥占
猷
ヽ

3031雑譴

鰭祖 接地面は平坦面。底部内面に放射線状の凹線。

接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

内面に放射線状の凹線。

接地面は平坦でナデ整形。

言
7') 

一
鶉 行 IE-6

二
郎径 IE-5

130 

~ 
購符 IA-7IC 520 

二
鰺径

酵

3041禅麟

鉢
、 o

30511翡 麟

岩本

゜3061祁尉占
習本
て一3071乱麟

惜本
、 o

3081謡麟

酋

3091怜鉢班若
酵

ユ隷怪 IE-6

四
紐荏 IE-5

13・5crn 
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表64 岩本遺跡遺物観察表（土器） 12 

挿図 番号 器椎 部位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号
310 躙湿 臨径 D-4 C 309 紺•麟を多（含り、長五•石 外；頂なサ中 接地面は平坦面。内面は斜位の条痕整形。

群 11・油 臭・馳峻 馘；懃て預 内；賤鎌
311 躙這 蹟径 A-7 C 1556 麒を多（含tr、長石•五芙•隠 外；和肛具サや 接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

岩本 12・9an 鎌 骸；獣て頸 内：サ` 内面に放射線状の凹線。
312 甜杉土居 鴎径 A-6 C 1478 甜・鵬粒を多〈含り、長五•石 外；和肛財テ中 接地面は平坦なナデ整形。底部内面は木口状工具の

群 ll・6an 度・農辣 舷；預 内； ナデ整形で凹凸が残る。接合郭で分離。
313 躙涅 臨径 D-5 C'3438 鵬を多く含t、長五•石•関 外；賤条復 接地面は平坦なナデ整形。底部内面もナデ整形。接

群 10・2on 帷 舷；頸 内： 合部で分離。
314 躙湿 臨径 E-3 C 2095 翡麟を多く含t、長ti・五外；賤鎌 接地面は平坦。底部内面に放射線状の凹線。

130 群 16-(h 英・艶位 舷；樹て頸 内；賤籟
315 躙土苔 臨径 A-7 C 1556 甜・膨稽を多（含り、長石・五 外；贖娃 接地面は平坦で、ナデ整形。内面は木口状工具のナ

昔本 14・4on 庚・馳t 舷；朕喝巖 内；和応具サ＊ デ整形。
316 醐埠 践祖 E-3 C'1312 甜・麟を多く含り、長li.-0 外；賤鎌 接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。

岩本 13・6on 羨・艶倍 舷；樹遵巖 内；賤鎌
317 躙埠 邸径 A-7 C 1556 紺・畠椀を多〈含h、長五•石 外；賤条復 接地面は平坦でナデ整形。胴部との接合はほぼ垂

琳 12・5cn 莫・艶位 骸；獣て頸 内；賤鎌 直。
318 醐渇 蒻径 A-4 C 605 甜・膨位を多く含t、駈•石 外；賤籟 接地面は平坦でナデ整形。底部内面は条痕整形。

習本 13・5an 英・農帷 骸；猷て堕 内；娃後サ・
319 躙埠 邸径 A-4 C 1191 麟を多く含仏長五・碩•隠 外；和紅真サキ 接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

岩本 8・6an 陳・ 舷；獣て頸 内； 内面に放射線状の凹線。中央部は指押さえ。
320 躙 t呂 紐径 A-6 C 820 紺•鵬を多（含這砂 外；贖鎌 接地面は平坦でナデ整形。底部内面は放射状の凹線

岩本 7・7an 芙・偲帷 舷；猷て聾 内； の上位からナデ整形。接合部で分離。
321 瀾埠 紐社 E-4 C'2344 膨莉をが含U、胚・喉・偶 外；賤灸慎 接地面は平坦でナデ整形、＋状の沈線文。底部内面

岩本 8・7an 帷 舷；頚 内； はナデ整形。
322 粒作土居 践径 E-3 C 3141 膨位を多〈含tr、長石・硯・偶 外； 接地面は平坦なナデ整形。底部内面に放射線状の凹

群 9・8an 帷 舷；聾 内； 線。
323 躙涅 邸径 E--4 C 1155 甜・劃紡〈勃、長五・牒 外：贖籟 接地面は平坦で条痕整形。底部内面に放射状の凹

苔本 lO・Oin 堪祓 戯；頸 内； 線。接合部で分離。
324 躙渇 臨径 A-6 C 822 碗•鵬を多く含払長Ti·五外；賤条展 接地面は中央部が若干窪む。底部内面に放射線状の

岩本 ll・5an 英・聾屈 舷：猷喝員 内； 凹線。接合部で分離。
325 瀾涅 鰭径 D-4 C 1360 麒を多〈含り、胚・硯・農 外；相肛具サさ 底部内面はナデ整形。平坦な接地面はナデ整形。外

晋本 9・7an D-4 C 2878 帷 舷；頸 内；サ＊ はレンガ色。
326 滋涅 鱚程 D-5 C 2571 甜•麟を多く含b、長石•石 外；賤誼 底部内面に放射線状の凹線。平坦な接地面は条痕後

131 群 11・San 庚・偲帷 骸；椒て頸 内；灸殿サさ ナデ整形。器壁原い。外はレンガ色。
327 躙戌 邸往 D-3 C 436 麒を多〈含b、長石・碩・園 外；賤雑 接地面は条痕ナデ。胴部との接合ははぽ垂直。底部

群 11・0:m 躾 骸；椒）て蹟 内；贖娃？ 中央部は厚く、腹縁のナデ整形。
328 躙埠 鶉往 A-4 C 1187 紐•膨村を多（勃、長五 ·fi 外；賤舷 接地面は条痕後ナデる。胴部との接合はほぼ垂直。

岩本 9・8an A-4 C 1613 芙・農帷 骸：椒て顎 内；娃約デ 胴部内面黒色。底部内面も条痕のナデ整形。
329 瀾杉埠 鱗径 A-7 C 1401 眺・羅猜多く含t、長石・碩 外；賤籟 接地面は平坦面。接合部で分離。胴部内面黒色。

淋 15・llll 遺帷•雲母舷；椒遵巖 内；条復後サさ
330 甜駐若 鵠径 D-5 C 3654 甜4蘭射を多（含b、長五•五 外；賤鎌 接地面は条痕整形の平坦面。底部内面も条痕整形。

習本 13・5傭 英・鷹錆 舷；極めて陳 内；相肛具ナデ 接合部で分離。
331 躙渓 鰭径 A-6 C 890 魏·麟を多〈含り、長石•石 外；賊鎌 接地面は丁寧にナデた平坦面。底部内面も丁寧にナ

猷 13・9cm 芙・聾粒 戯；樅て頸 内：条録サ・ デる。外は薄いピンク色。
332 甜昴土呂 臨径 A-7 C 525 麟を多く含り、長-~・息 外；相如財デ 接地面の中央部若干窪む。接合部で分離。

群 14・llll 嵯・雲母 骸；樹て頚 内；相肛具サ中
333 躙埠 鰭往 E-4 C 162 鵬を多〈含h、長石訊・偲 外；賤鎌 接地面はナデ整形による平坦面。底部内面もナデ整

鉢 ll・9an E-4 C'lll5 帷 骸；頸 内；サさ 形。
334 甜房士苔 鰭径 E-3 C'2160 甜•麟を多〈含り、長五•五 外： 接地面はナデ整形による平坦面。底部内面に放射状

群 13・<h 芙・艶崚 骸；頸 内；サ‘ の凹線。
335 躙涅 臨径 D-6 C 2992 鵬を多く含tr、長い訊・塵 外；賤鎌 接地面はナデ整形による平坦面、器壁厚い。底部内

132 群 14・2an 帷 骸：弦 内；サ‘ 面もナデ整形。
336 灘尉苔 鱚仕 D-3 C 2392 甜·鵬を多（含り、長石•石 外；賤頬 接地面は平坦面。胴祁の立ち上がりはやや湾曲。器

習本 9・6an 英・晶蜻 嫉；獣て頸 内；賤頷 壁薄い。
337 甜房士晏 鱚栓 D-3 C'1810 闘·麟を多（含り、長石•石 外：サ‘ 接地面は条痕整形の平坦面。接合部で分離。底部内

謬 13・9団l 芙・農堕 骸；韓 内； 面は条痕整形？。
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表65 岩本遺跡遺物観察表（土器） 13 

挿図 番号 器種 部 位 出土 登録 胎土 調整 備 考

区 番号

338 甜酎苔 臨径 A-6 C 841 甜・覇燐を多く斜、長石•石 外：賤鎌 接地面は平坦面。内面は凹凸の残るナデ整形。底音〖

群 11・3価 庚・艶帷 骸；梧めて鞣 内；了稟なナデ 内面の放射線状の凹線は胴部の壁面に食い込む。

339 祁財苔 麟径 E-4 C'3071 膨札を多く含も、長石•石·偲 外；賤条痕 接地面は平坦で、木口状工具によるナデ整形。底部

群 11・9cm 棟 骸；獣て穀 内；籟紆テヤ 内面も工具のナデ整形。器壁薄い。

340 甜班苔 鰭径 E-5 C'3550 讃t・膨巖を多（含払長石・石 外；ザ 接地面は平姐で櫛状工具整形。底郎内面は丁寧なナ

群 ll•91Jl 英・駐帷 舷：世めて耀内； デ整形。接合音訳で分離。

341 甜財苔 蒻径 A-8 C 110 麟を多く含り、駈・喉・園 外：竹キ 接地面が胴部よりはみ出し、形状は上位にかけて張

碍 7・&m 猜 骸；樹て硯賣 内；サ令 り出す。これまでの岩本タイプとは異にする。

132 342 甜昴逗 鱚径 A-8 C 1359 甜・掘期を多く含h、長Ii・石外；賤籟 接地面は平坦。底部内面に放射線状の凹線。内面黒

群 11・ 面TI 菟・聡位 舷：極めて難 内：I具サ・ 色。

343 粒杉士昔 蒻径 E-5 C'3802 膨請を多く含り、長:fi・石英・贋 外； 接地面は平坦で、木口状工具のナデ整形。底郎内面

昔本 醸 舷；硯贅 内； に放射線状の凹線、中央郵は指押さえ。

344 祁記昔 鱚径 A-4 C 1163 甜・羅懃を多〈含b、長石・石 外；賤鎌？ 接地面は平坦で、条痕整形。外面は最終的に縦位の

習広 9・&皿 甚・艶帷 骸；極めて籟 内：賤条複 整形。器壁厚い。

345 祁財晏 腿径 闘・麟を多（含t,、長石・五 外；サ＇ 接地面は平坦でナデ整形。接合部で分離。

琳 16・&m 姜・艶様 舷；籟 内：サ中

346 甜駐若 鰭径 A-6 C 839 甜•麟を多（含tr、長fi·石外；賤娃？ 接地面はヘラ痕残る凹凸面。底邸内面は指痕整形時

群 11・&m A-6 C 842 英・艶屈 骸：極めて籟 内： の凹凸面が残る。

347 甜房土吾 蹟符 A-8 C 260 搬燒を多〈含h、長l.i・:r:i度・偶 外：サ` 接地面は上げ底状、底部外縁にヘラ刻み。

8・函 棟 舷；煎 内；

348 甜駐届 舷怪 E-3 C'3128 甜・備紺を多〈含り、長五•石 外；条穀サ・ 接地面は平坦でナデ整形。底部外縁に腹禄刻み。接

8・枷 英・馳札 舷：視賃 内； 合部で分離。

349 甜昴土呂 鱚栓 D-5 C'1015 覇位を多（含h、長石・五度・偲 外；賤雑 接地面は平坦でナデ整形、底部外縁に腹縁刻み。底

lO・&m 朋 舷；視質 内： 部内面に放射状の凹線。

350 祁配苔 鱗仕 E-4 C 2083 鰍村を多く含も、長石•石・偲 外；賤頬 接地面は平坦でナデ整形、底部外縁に腹！禄刻み。底

11・加 帷 麒：籟 内；サヤ 部内面に放射状の凹線。

351 甜駐吾 鱚仕 A-6 C 1497 砂粒・瓢燒多（含む、長E・石英 外；賤鎌 接地面は平坦で木口状工具整形、底部外縁に腹縁刻

9・7an 退帷 舷；籟 内； み。底部内面に放射状の凹線。外面レンガ色。

352 甜砒若 鱚径 闘•麟を多（含lr 、長:ii·石外；賤籟 接地面は平坦なナデ整形、スダレ状の圧痕。底部内

群 6・5an 度・罷札 骸；極めて籟 内； 面に放射状の凹線。

133 353 甜杉士§ 践径 E-4 C 167 鰍情を多（含じ、長石•石度・息 外；和肛真ザ 接地面は平坦でナデ整形、底部外縁に棒状工具刻み。

10・0:m 帷 骸；極めて視貨 内：ザ

354 甜附昔 鱚径 E-3 C'1323 闘・麟を多く含り、長石・Ii外；賤籟 接地面は平坦な条痕整形、底部外縁にヘラ刻み。底

ll・2cm 庚・農毬 舷；獣て硯賣 内； 部内面は放射状の凹線後ナデ整形。

355 甜佑若 邸 符 A-6 C 908 謡就を多く含り、長石•石・偶 外；ザ 接地面は平坦なナデ整形、十字の沈線文。底部外縁

12・lai 猜 舷；籟 内；サ'? にヘラ刻み。底部内面はナデ整形。接合音訳で分離。

356 祁化若 鱚径 D-3 C'2400 闘鵬印這・五 外；賤条復 接地面は平坦なナデ整形、底部外縁にヘラ刻み。底

10・81lTI 姜・巽帷 骸；獣頃賃 内； 部内面に放射状の凹線。接合部で分離。

357 渕嘉土苔 額 社 E-5 C 1528 鵬多く含り、長石・磋・馳 外； 接地面は平坦なナデ整形、腹縁部の刺突線文圧痕。

群 tt 骸：脱て鞣 内； 底部内面に放射線状の凹線c

358 油尉君 聰径 D-6 C'932 鵬燒を多（含tr、長li・五英・累 外；サ‘ 接地面は平坦なナデ整形、スダレ状の圧痕。底部内

習本 13・9an 堕 舷：硯質 内： 面に放射線状の凹線。
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第 2節石器

発掘された石器は，打製石鏃．磨製石鏃・石匙・部分磨製石槍・両面加工石槍・打製石斧．磨製

石斧．叩き石・石皿・磨石・砥石で構成される。

（第134図 NQl・2・3・4・5・6・7)

No. 1は平甚式の三角形鏃で，長さが底辺をやや上回る。左側縁部には微調整剥離が施され，横断

面形はレンズ状を成す。 No.2は片脚がやや長めに造られ，甚部は緩やかに窪む。長さが底辺より上

回る。 NQ3もlと類似した形状を成し，調整剥離は左側縁部に集中し，右側縁部は剥離面を多く残

す。 No.4は大型の平基式の二角形鏃に屈し，横浙面形は凸レンズ状を呈し，先端部はドリル状の仕

上がりを持つ。 No.5・6は凹基式で 6は切れ込みが深い。 No.7も平基式の三角形鏃であるが，調整

剥離は粗雑で，未製品も可能性のある。

（第134図 NQ8・9・10) 

No. 8の形状は復元したもので，やや疑問も残されるが，両側縁に添って形状の復元を行った。緩

やかに内弯する基部を呈し，体部の中央部が稜線を持つように仕上げている。 No.9は大きく破損し

ているが，鋭利に仕上げた部分を両側縁に推定し復元したもので，石鏃と判断している。 No.10は

偏平なシルト質頁岩素材の周辺部に整形剥離を加え，その後両面に研磨を施したもので，両面は平

坦面を意図している。なお，先端部は欠損している。

（第134図 No.11)

NQllは両面を平坦に研磨し，一辺に鋸歯状の切れ込みを持つ磨製石器であるが，片方が破損欠

落しているため全体形状は不明である。鋸歯状の切れ込みは，両面から鋸の刃を研ぐような方法で

作り出している。

（第134図 No.12)

灰黒色のハリ質安山岩を用いたもので，素材剥片は打面転移剥離技術が認められ，形態的には縦

型に属する。摘み部はU字状の扶りを対に設け，刃部は斜刃を成し，急角度の刃部整形が見られる。

（第134・135図 No.13・16)

No.13縦長剥片を素材としているが，軟質シルト質頁岩を用いるため風化が激しい。先端部右側

縁部と裏面の一部に研磨痕がわずかに観察され，正面中央部は剥洛により断面形は台形を星す。な

お，先頭部は欠損する。部分磨製の石槍と判断している。

No.16はハリ質安山岩で， No.267の完形土器の中から発見されたもので，その因果関係については

現状では明確に説明できない。先端部と休部のほとんどは欠損しているが，扁平な剥片素材の両面

を入念に研磨し，両面は並行面を成し，側縁整形は最終段階で行っている。

（第135図 No.14・15・17)

3点とも，灰黒色の硬質安山岩（ハリ質安山岩）を用いている。 NQ14の表面の平坦剥離は体部

奥まで見られ，横断面はレンズ状を呈し安定した技術の存在が認められる。 No.15先端部資料で，

平坦剥離は14同様体部中央まで進み，特に先端部付近では細かな微調整剥離が加えられている。

なお， 14と形状・規格とも近似しており，同一固体の可能性もある。その場合， 15が頭部で14が

甚部に想定され， 12cmを越す木葉形の石槍が復元できる。 Nu17は現状で7.8cmで，その形状から石

槍の基部と判断している。
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（第136図 NoJS-26)

8点の冑料が出土しているが，破損の比率が高いと判断される。

N<l18は小型の打製石斧の甚部で，刃部は欠損していると判断した。 Nu19と20は刈部のみで，刃

部付近の部分磨製と思われる。 2点とも人念な研磨が認められる。 No22はその後， No,24の刃部と

して接合復元されている。 24は剥片を素材とした可能性が高く，ほぼ全周に研磨が認められ全磨

製の様相を昆している。なお，重量があり，伐採具としての要素は十分に備えている。 Nn21と25
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33 

第138図 岩 本 遺 跡 ・ 石 器 5

は礫索材で体部は磨耗しているが，研磨の痕跡が認めら

れる。いずれも刃部は大きく欠損している。 No.23は扁平

な粘板岩を素材とし，使用痕と見られる擦痕が観察され

る。また，マンガンの付着も顕著に見られる。 No.26も粘

板岩の扁平剥片を使用し，圃辺加工は形状整形が主でそ

の後，両面を研磨し仕上げている。

（第137閃 No.27・30)

煎餅状の扁平な円礫で，硬質の砂岩を使用している。

円礫のほぼ全体に敲打やリタッチ痕が見られ，外固部に

敲打による剥落が集中する。なお，短い線状の擦過痕が

多数認められることからストーンリタッチャーの可能性

も考えられる。 30は棒状の花岡岩を用いたもので，両端

に敲打痕が明瞭に残される。

（第137図 No.28・29)

No.28・29は花岡岩の角礫を用い，表裏・両側面・底

面の 5ヵ所に使用による凹部が認められる。

（第137・138・139図 No.31・33~35・37)

No.31は定型化した石1IIlの一部と判断される。石材は粒

子の粗い輝石安山岩で，形状は方形ないしは台形を呈し，整形は敲打で行っている。作業面は使用

により深く窪み，石皿の右側縁部の一部と思われ，底面は元来縦・横方向共に緩やかな弓状を呈し

34 
~ 

35 

。
10cm 

ていたと思われるが，使用の磨耗により平坦化している。 No.37も周辺部に敲打整形が認められ，

定型化の傾向が認めれるが，底面の形状は異なっている。また， No.33・34も同様と言える。端部

250 



37 

10cm 

第139図岩本逍跡・石器 6

では人念にくり返される。以上のように， 31や37の石皿に見られるような形状が定型化している

ことは，その生活枯盤を伺うに貰重な資料と言えよう。

（第137・138図 No.32・35・36)

No.32は砂岩を使用したもので，両面が作業面に相当し，表面には方向の異なる 2面の作業面が

認められる。 N11.35も砂岩を用い，両面が作業面に該当する。 No.36は粒子の細かい扁平な砂岩を素

材としたもので，作業面に円形・直線の線状擦痕が多数残される。
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表66 岩本遺跡遺物観察表（石器） 1 

挿図 番号 器種 長さ幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

1 i憬石佐 l・2 0・9 D-3 c 1261 蒻石（良質・親研） 1/1 1J型の三角形平基左側縁部は微調整剥離が認められる

2 牒石蘭 l・8 1・2 D-3 c 1741 襲石（良質・l肖？） 1/1 三角形平基。基部の一部を破損するが、丁寧な整形で先

嘩 flは鋭い。

3 嗜石叢 l・8 1・6 D-3 c 1211 講石（上牛騎・鵡） 1/1 三角形平基中央部から先端部にかけて厚く仕上がる。

4 情石簾 2・1 2・2 E-5 C 294 蒻石（黙産・縣） 1/1 三角形平基。中央部やや厚く仕上がる。先端部鋭い。

5 渭石菖 l・5 1・5 D-4 C 1332 謁石（頻・道？） 1/1 三角形凹基。両佃縁共に微調整剥離が認められる。

6 鼎石信 D-3 c 2146 謡石（皮賃汲艶） 1/1 三角形凹基。脚部のみの残存。

7 謄石僅 l・9 2・3 E-4 c 1169 安雌（艶） 1/1 三角形平基。中央部やや厚く仕上がる。

8 熊灌 1・7+ 1・6 D-4 c 703 振仮艶） 1/1 現存資料から推定復元すると凹基の三角形長身鏃と判断

される。研磨整形は丁寧に成される。

134 ， 瞭石蘭 2・3+ 2・3+ E-3 c 1311 振 or頁岩鑓色） 1/1 現存資料から推定復元すると三角形長身鏃と判断される

。研磨整形は丁寧に成される。

10 烈石信 4・9+ 2・8 A-7 C 254 駆 or頁岩仮馳） 1/1 先嘩識批平基の三角形長身鏃襄面は自然面に近い

様相を成すことから、偏平な剥片が素材と思われる。

11 熊語 l・6+ 1•7+ F-5 c 3042 掘 or頁岩仮、騎） 1/1 両端・下端が大きく破損することから、器種は不明。鋸

歯状の細い切り込みが丁寧に行われている。

12 遠 3・5 2・7 D-3 C 1823 鑓鳴色） 1/1 縦型の形状で斜刃を成す。頭部にU字状の袂りを対に設

ける。厚みが左に片寄るのは、調整剥離が不十分なこと

による。

13 燒居 8•0 2・2 c 賭（蚊貨） 1/1 風化が激しく詳細な観察は困難。縦長の形状を成す剥片

を素材とし、部分的に研磨を施す。

14 爆器（蔭菰D 2・8+ 3・8+ B-9 C 143 安雌（瞳・雌色） 1/1 襄面の大剥離が素材剥離面に相当？。表面及び裏面の整

形は、複数の整形剥離が実施される。

15 頌器（両翻I) 5・1+ 3・8+ D-4 C 2891 安雌（瞳・尻艶） 1/1 素材剥離面は残らない。表面及ひ~襄面の整形は、複数の

整形剥離が実施される。

135 16 頌器傭覧・画傭I)3・3+ 3・7+ D-5 c 3593 安晦（頗・灰艶） 1/1 翠廷器の中で出上表面及び裏面は入念な研磨により

平坦面を形成、その後周辺剥離が実施される。

17 燒盈 7・8+ 3・0 C シルト貨醍倣絶） 1/1 表面の大剥離はネガテイプ面。両側縁及び基部は整形剥

離が実施される。

18石斧(i]遵用） 4・4+ 3・5 D-5 c 3697 安雌（艶） 1/2 刃部破損。両側縁等の整形剥離は丁寧に実施される。

19 石斧（熊） 5・0+ 3・5+ D-4 c 82 裾（親賃・灰も） 1/2 刃部のみ。刃部の研磨仕上げは丁寧で、鋭い。

20 砕（熊） 4・8+ 6・7+ E-4 c 1677 醗仮艶） 1/2 刃部のみ。刃部の研磨仕上げは丁寧で、鋭い。詳細不明

21 石斧（應襲） 8・9+ 5・6+ E-5 c 1082 膀（陳・灰馳） 1/2 刃部破損。体部の研磨仕上げは丁寧。詳細不明。

136 22 碓（慰! 3・4+ 4・8+ A-9 C 124 熊倣艶・雌） 1/2 刃部のみ。刃部の研磨仕上げは丁寧で、鋭い。 24と幹。

23 石斧(I咽） 8・6 3・7 D-4 c 1393 珈（艶・マ1/}J'ン） 1/2 剥片素材。刃部を中心に使用時の擦痕残る。

24 ti斧（態） 16・5 6・3 A-10 C 228 罷仮艶） 1/2 刃部使用による刃こぼね体部の研磨仕上げは丁寧。

25 石斧（喰） 12+ 6・7 D-4 C 1467 安雌仮色） 1/2 礫素材。刃部破損。頭部破損，詳細不明。

26石斧（影猾懐） 15・3 6・7 D-4 c 2047 探（艶・マ刀「ン） 1/2 剥片素材。刃部を中心に使用時の擦痕残る。

27 叩き石 8・3 7・1 E-4 c 2328 裾（頗・騒艶） 1/2 偏平礫素材。周辺部中心に敲打痕．剥離痕残る。

28蔀 7・3 5・5 E-6 c 403 鵬仮絶） 1/2 背面を除く 5面に窪みを持つ。

29廊 7・8 5・5 E-4 c 862 庫仮挽） 1/2 表面・裏面に5面に窪みを持つ。

137 30 叩き石 10・0 5・0 D~4 c 1905 隕臥灰絶） 1/2 敲打により棒伏に整形、両端が作業面。

31碍l 14+ 12+ A-6 C 1031 翫安雌（欺質•隠） 1/2 接地面は船底状。作業面は使用により深く窪む。

32痴 15+ 14+ A-6 C 982 粽（硬貨•親） 1/2 両面共に作業面。作業面は光沢を持ちツルツル。

33石Ill 11+ 7+ C-4 C 1934 勤安雌仮絶） 1/2 板状礫素材。作業面・接地面共に平坦。

34碍 8 + 11+ D-3 c 2984 翫安雌俄絶） 1/2 接地面は船底状？。作業面は使用により窪む。

138 35駈 13+ 9+ B-8 C 201 踪（硬賃・灰絶） 1/2 両面共に作業面。作業面は光沢を持ちツルツル。

36駈 13•2 8・3 E-3 C: 2157 碗（硬質・廻 1/2 作業面に線状擦痕（直線・円形）が残る。

139 37碩 24+ 18+ F-4 c 2232 翫安雌仮馳） 1/2 接地面は船底状？。作業面は使用により窪む。
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表67 岩本遺跡遺物観察表（石器） 2 

挿図 番号 器種 長さ 幅 出土 登録 使用石材 縮尺 備 考

cm cm 区 番号

1 餅 B 派卜顧臥灰絶） 1/1 偏平な断面台形の不定形剥片。

2 耕 B ;,'/~ 卜賃殿倣絶） 1/1 稜の晶い断面台形の不定形剥片。頭部除去。

3 御枝 B 派卜貨賠俄絶） 1/1 分割礫素材。打面と同様右側縁も分割面。打面は分割時

の平坦面をそのまま使用し打面調整なし。

4 証枝 B 1/1 分割礫素材。打面と同様左側縁も分割面。打面は分割時

140 の平坦面をそのまま使用。右側縁は打面からの調整剥離

。下縁調整剥離3

5 翫核 B 蒻石（上牛鼻産） 1/1 分割礫素材。打面は分割時の平坦面をそのまま使用し細

開整剥離実施，打面調整。側縁調整は打面から。背面形

成は左側縁から。

6 翫枝 B シルト賃賠倣絶） 1/1 剥片素材。
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第 7章 まとめ

112点の台形石器・ 台形様石器の中で，黒曜石製品が90%と極めて高い利用を占めている。

1 索材の選択に差異が存在することが指摘できた。それは，不定形剥片を使用し，剥片の特色を

活かしながら甚本的に 1剥片から 1製品を造り出したものと，縦長剥片ないしはそれに類する素

材を使用したもので，それらの素材に折断（分割）技術を併用して製品化したものとに大きく区

分 することができる。特に後者は，複数の製品化を可能にし．形態的に百花台型台形石器の範

疇に 含むことができる。

2 不定形剥片使用が73%,縦長剥片使用が27%と前者が主体を占める。

3 さらに両者は，刃濱し加工の部位によりそれぞれ 3区分できる。 1類-3類。 4類-6類。

4 不定形剥片を使用した製品は，その多くで刃部が斜刃あるいは丸刃を成す傾向が認められ，縦

長剥片を素材とし折断技術を併用した製品は，刃部の大部分が直刈を成す。

5 平面形状では，台形・逆三角形，長身の短冊状が認められる。特に，この短冊状 (64-76)

のものは，台形様石器と呼ばれるものである。

89点のナイフ形石器を確認できる。

1 大型品と小型品があり，両者では主体となる使用石材が異なっている。大型品では硬質頁岩，

軟質シルト質頁岩が使用され，小型品では黒躍石・水品・石英質石材・玉髄・シルト質頁岩・変

性質凝灰岩等の多様な石材が使用されている。中でも，大型品に使用される石材は，その選択及

び剥片剥離技術において本遺跡0)剥片尖頭器との共通性が指摘できる。

2 形態的には，小型品が各種形態を含んでおり多様化している。他方，大型品は拮部加工・ー側

縁加工・ニ側縁1JLJIのナイフ形石器が確認できるが，剥片素材の共通性等も含め，剥片尖頭器と

の類似性を持つと指摘できる。また， 1710)ように基部に裏面加工を施したものも存在してい

る。

3 大型品と小型品との関係について，編年上で時間差を指摘する意見もあるが，本遺跡の遺物の

出L状況や分布状況においては，明確に差異を指摘するに至っていない。むしろ同時性の傾向を

示 していると'j'IJ断される。

1 使用石材は硬質頁岩が主体を占め，軟質シルト質頁岩がそれに続く。その外，砂岩と黒曜石が

1点ずつ製品化されている。

2 素材剥片は，本遺跡出上品の中で最も安定した縦長剥片を用いている。この安定した縦長剥片

は硬質貝岩，軟質シルト質貞岩で認められる。素材打面は単剥離打面より，複剥離打血が優勢で

ありまた，打面除去も認められる。

3 形態については，調整（整形剥離）の部位により細分できる。①片側側緑全体と基部（茎部）

に施されるもの。この場合，側縁部の整形剥離は息角度を成すf頃向が認められる。②片側側縁の
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一部と基部に施すもの。③両側縁部の一部と拮部に施すもの。④側緑全体あるいはほぼ全側縁部

に施すものが認められる。

4 基部（茎部）の造り出しは明確で，複面の整形加工は顕著に行われる。

1 全てが剥片素材で，板状に剥離する粘板岩質の石材を使用している。

2 素材は薄手のものを主体に．やや屏手のものを利用しており，両面加工を行っているが，周辺

からの整形剥離は器体の中央部を基本的に越えることはない。したがって，製品の岸みは素材自

体の屑みで大方決定される。

3 整形剥離は第 1段階の大まかな剥離と，先端部作出等の細かな整形に大きく 2分できるが，器

体を薄く仕上げようとする工程は無く，片面，もしくは両面に素材面を残している。

4 韮部の造り出しが特徴的で，片面側を下方から粗く調整した後，反対側を細かく調整して"直

線的な桔部”に仕上げている。

以上が，本遺跡出上0)尖頭器に認められる特徴である。そこで， 1から 4で指摘したこれらの特

徴を備えた尖頭器を「小牧 3A型尖頭器」 (235・237・238・239) と呼称したい。ちなみに．

この尖頭器の範疇に含まれるものが，鹿屋市西丸尾遺跡，松元町前山遺跡から出土している。

いわゆる三稜尖頭器 (11点）と周辺加工品 (8点）に区分できる。

l 三稜尖頭器は小型品が主体を占め， 1点の大型品 (254)が含まれる。

2 三稜尖頭器の整形剥離は，甲板面（裏面）から稜線方向に行い，個体により部分的に稜線から

調整剥離を施している。

3 三稜尖頭器の三面加工品は少なく，甲板面全面を覆うものは皆無である。わずかに桔部固辺に

平坦な調整剥離 (250・254) が見られる。

4 周辺加丁＾品についての系譜や出自については，現時点でば慎重を期したい。

ブランティング・チップについては， 1994年「百花台束逍跡」調査報告書の中で．門脇秀典氏

が詳細な研究成果を提示している。今回は，これらの研究成果を参考にしている。

「貞正なブランティング・チップ」は，剥片尖頭器 (214)すなわち接合資料 (494-2) と直接

接合している (494-1) 0) 1点である。したがって，“石器（剥片尖頭器）の仕上げ段階の整形剥

離によって生じた剥片すなわち整形剥片"と認定できる。そこで，この接合資料から真正なブラン

ティング・チップを認定すると， 1から 3までが指摘できる。

1 ブランティング・チップの打面は，素材剥片及び剥片尖頭器の仕上げ段階の腹面（主嬰剥離面）

に相当する。したがって．打面は平坦面（単剥離打面）である。

2 ブランティング・チッフの背面に残る複数の剥離面は．先行したブランティング・チップの剥

離面と言える。

3 底而すなわち．背面と腹面に挟まれた索材剥片及び剥片尖頭器の背面の平坦面（剥離面）に該

当する。本例では．平坦而を成している。

そこで．ブランティング・チップに該当する資料として提示した420-438について検吋すると，
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おおよそ次のように解釈できる。①平坦な打面と平川な底面を持つ資料で，お互いはほぼ平行関係

を成すものは，ブランティング作業が素材剥片の背面の平川面まで逹していることを示していると

解釈できる。したがって，打面と底面の距離から，石器の原みを推測することが可能である。②平

坦打面を持ち，底面を形成しない賣料は，ブランティングが素材剥片0)背面に達していないことを

示している。

本遺跡のブランティング・チップの中に，打面を水平に謹いたとき，底面がそれぞれ左に傾斜す

るものと右に傾斜するものが存在している。前者すなわち，左に傾斜する資料（打面から底面まで

の距離が左側が長いもの）は，剥片尖賄器左側縁部のブランティング・チップに相当し，なおかつ，

先端部付近のチップに該当することとなる。一方、後者の右に1唄斜する冑料は，右側緑部のブラン

ティング，チップと判浙できる。なお，接合資料の確認と共に，ブランティング・チップが存在し

ていることは，本遺跡において石器製作工程の最終段階に極めて近い（整形剥離）作業が行われた

と判断できる。

石核の形態については礫索材，分割礫索材，剥片素材の大きく 3区分が存在する。

石核 l類 円礫等の特に小型礫を素材としたもので，石核の剥片剥離作業面が両刃礫器状を成し，

剥片剥離が交互にくり返されるもの。

石核 2類 石核素材に剥片を川いたもので， 2種に細分できる。

2 a類 剥片剥離作業が同一方向でくり返されるもの。

2 b類 剥片剥離作業で打面転移が認められるもの。

石核 3類 石核素材に分割礫を用いたもので， 2種に細分できる。

3 a類 剥片剥離作業が同一方向でくり返されるもの。

3 b類 剥片剥離作業で打面転移が認められるもの。

小牧 3A遺跡 I類土器は，加栗山遺跡出土の加栗山W類土器（円筒形士器）に該当するもので，

その後個々の研究者により“桁ノ原タイプ土器,,'"加栗山タイプ土器"'"加栗山式土器". "前平

式上器"'"知覧式土器"と呼ばれている。この時期の土器変遷については，先学である河口貞徳

により石坂式士器・吉田式土器• 前平式士器に区分され，編年についてもこの序列が提唱されてい

た（河口1955)。

その後，新東晃ーは加世田市桁ノ原遺跡(1)の報告で，出士縄文土器の分類を行い，特に桁ノ原

6類土器・桁ノ原 7類上器について意見を述べ，桁ノ原 6類土器を桁ノ原タイプ土器と呼称し，い

わゆる吉田式土器様式の範疇と理解した。そのため古田式土器様式は，河口設定に基づく吉田式土

器(1) と桁ノ原タイプ上器（その後知覧式土器と変更）とを包括するとし，古田式土器を 2細分す

る考えを提示した。一方筆者は，同様な土器群と縄文時代早期前半では他に例をみない槌落構造を

展開・提示した加梨山遺跡の分析に基づき， 11□梨山W類土器・ 圃類土器が独立して存在する可能性

の高いことを指摘し，「加栗山タイプ土器」と呼称した（「・・したがって，加栗山遺跡の躾落を

構成し，他の＋．器形式・・を全く含んでいないことは加栗山タイプの土器に一定の時間的，領域的

な独立性を与えるに充分足りうる条件を満たしている・・」）。それらは， 17基の竪穴住居が発見
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された加栗山遺跡の16枯の住居はこの加栗山タイプの土器に支配されることに基づいている。

このような経緯を経て，河口は前平式土器・占田式土器の再提起を行い，この I類土器は前平様

式土器の中の前平式土器であるとの見解を示し，その帰属を巡る混乱・不統一な呼称等は今日に及

んでいる。このような状況の中，近年資料の裕積も進み，新たな方向性が指摘できる状況が生まれ

つつある。

現在，この I類土器についてはそれぞれ河口が「前平式土器」，新東が「知覧式土器」，本田道

輝が「桁ノ原タイプ」，前迫亮ーが「加栗山式土器」の個々の名称を川いている。なお，前迫の

「1J□栗山式土器」は竿者の「加栗山タイフ」を踏襲したものであることから，今後はこの I類土器

については前迫が呼称している「加栗山式土器」（前迫1994)と呼ぶこととし．改めて「加栗山式土

器」の提唱を支持したい。

加栗山式土器については，占田式土器と近接する土器であるとの意見を述べたことがあり，編年

的序列では現在でも近接した関係を見出せる。しかし，南九州の早期前半の土器文化の中で，加栗

山式上沿が極めて独自の発達段階に到達していることが明らかになり，これまでの理解では包括し

えない現状と認識される。そこで再度，加栗山式土器を理解し直し検討を加えてみたい。加栗山遺

跡の発見以来，この力［栗山式土器を安定的に出土する遺跡が本県を始めとし，宮崎県内でも多く発

見され，南九州を主要な地域として，分布している士器文化であったことが明らかになってきてい

る。特に，竪穴住居・船石遺構・連穴土坑・中央広場を備えた拠点鮨落を形成した加棠山遺跡・前

豚遺跡を箪頭に，多鼠の遺物を始め梨石遺構や連穴土坑を備えた田野町札ノ元遺跡等の遣跡のあり

かたは，いわゆる「拠点・中核的」機能を備えた遺跡との理解が可能であり，甚盤に基地（ベース

キャンブ）機能を有した鮨落の存在が明らかになってきている。このことは，加栗山式士器文化が

南九州縄文時代早期前半の社会にあって，強固でかつ安定的生産活動により支えられていたと判浙

できる。一方，加栗LI」式土器と前後する土器型式を伴う遺跡では，鮨落等を伴う拠点遺跡の存在は

もちろん竪穴住居等の発見は未だ知られておらず， 1J[]栗山式土器文化との間に隔絶の感がある。

近年の発見例を追加して加栗山式士器文化を評価すると，改めて同土器文化が南九州早期前半の

時代の中にあって，特筆すべき発達を果たした土器文化と認識することができる。函館市の中野B

遺跡が発見され，大規模の巣落の存在が明らかにされつつあるが，中野B遺跡が早期後半であるこ

とと比較しても、南九州の縄文文化の早熟はまさに驚児と言える。追認すると加栗山式土器文化の

船落構成の充実は，社会的文化的頂点に到達していたことを我々に伝えており，そのメッセージは

取りも直さず加栗山式土沿を独立した土器型式（様式設定）足り得ると判断できる（前迫1994)。し

たがって，河口の前平様式（前平式土器），新東の吉田様式（知覧式土器）のいずれからも分離す

る必要を指摘し，加栗山式土器（様式）の設定の必要性を指摘したい。

なお，桁ノ原タイプと呼称する本田はすでに「・・・独立ー型式・・・」と認めるべきであると

提言しているが，そこで，立ち返って帰屈論争の契機となった桁ノ原 6類土器について触れると，

新東が分類した桁ノ原 6類土器即ち「桁ノ原タイプ」には，「吉田式土器」と「桁ノ原タイプ＝加

哭山式土器」の両型式を含んでおりそのことが混乱を生じる要因となったことが指摘できる。した

がって，本来であれば桁ノ原 6類t器は，吉田式I・.器と加栗山式上器は分類を異にして，帰屈を検

討し論ずべきであり，さらに，吉田式土器が既に独立した土器型式として設定されていた以上は，
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桁ノ原 6類土器の分類ば慎菫を期さなければならなかったと言える。

最後に，加栗山式上器について整理すると，

①加栗山式土器は，加栗山遺跡出上の加栗山IV類の円筒形土器と加栗山VIII類の角筒形上器で象徴さ

れる。

②特徴的なものに，縦位の楔形の突帯文貼付けの出現がある。この突帯文の貼付けは，円筒形上

器・角筒形土器に同じように行われるが，それぞれ貼付けの行われないものもある。

③楔形突帯文は口縁部下位（横位の貝殻刺突線文の直下）から胴部上伯に，縦方向に 2列ないし 3

列で規則的に並列して施される。この楔形隆帯文間の間隔は，古田式土器に比べて広い特徴が指

摘できる。

④円筒形土器では，器壁は 4-5 mm程と薄く，口縁部の形状は直行するものとやや外反するものが

存在する。口唇部は正円形を成し， T寧にナデて仕上げた後，ヘラ状工具により浅い刻みが口縁

部に直行するように規則的に施される。角筒形土器も器壁の状態，口唇部の整形及び刻みの手法

は同様で，口縁部は基本的に外反しながら直行する。口縁部は四隅が突出して高くなり，その間

は緩やかな曲線を星す。器面の色調は，光沢のある赤褐色や黒褐色・灰褐色等が見られ，焼成は

極めて良く硬質な仕上がりを成す。

⑤口緑部直下には，貝殻腹縁部の押圧による横位の貝殻刺突線文が並行するよう 2-3列施され

る。

⑥口縁部以ドは，条痕（貝殻）による横位あるいは斜位の器面調整がなされ，それらが規則性をも

って行われているため文様的効果（地文が条痕文）が得られている。施文は，この条痕文を地文

とし，その上位に貝殻腹縁刺突の組合せによる直線文，菱形文 ・Y字状文等の刺突文を施文して

pる。

⑦底部の造りもT布で，総じて端正な仕上げがなされ，底部側面に縦位の浅い沈線文が迎続して規

則性をもって施される。この底部側面の沈線文は，ほぼ全てに認められる。

加栗山式土器は，以上のような個性（特徴）を列挙することができる。さらに，吉田式t器が胴

部施文を貝殻腹縁部を用いた押し引き文で構成する強固な個性を保持することから，今後加栗山式

土器のバリエーションを検討することが可能である。ちなみに，本遺跡の II類土器はその可能性の

高い土器と言える。

＜註〉

新東晃一編「村原（桁I原）遺跡」加世田市教育委員会1977

長野真・ーまとめー「上祓川遺跡群(J:.楠原水I谷丸岡遺跡）」鹿屋市教育委員会1984

新東晃ー「南九州の朽筒土器と角筒上器ー前平式上器と吉田式土器の型式概念をめぐる諸問題・」（考占学と関連科学）

『鎌木義昌先生古希記念論文紐干I]行会」 1988)

河ll貞徳「吉田式と前平式のその後について」「鹿児島考古」 1989

(1) 占田式土器については、河口分類をそのまま踏襲

(z) 加栗山遺跡報告書の分類

（前迫1994) 前迫は加柴山遺跡•前原遺跡·鹿大桜ヶ丘団地遺跡は、この加栗山式土器の段階の拠点艇落0)可能性が高

いとの見解を提ホしている。

（河口1955) 「..円筒形平底で、口縁部はやや外反し、口緑上面は平坦で外部へ向かって傾き、刻目を付している。角筒

形平底0)土器も見られる。文様は頸部に貝殻口縁によって、削り出した凸起帯を二列乃至二列に並行するもの，しい

の実状のものの圧痕を並行したもの，或いは貝殻口縁0)・圧痕を折列し，頸部以下は，貝殻口縁を上器面にあて，

水平に右側に移行しながら，圧力を断続的に加える方法に依って施文したと思われる条痕を施してある 底部は箆

状のエ具による縦刻線を施したもの，或いは貝殻口縁に似って圧痕を施したも 0)等がある・・」と規定されその後，

258 



胴部に施される"押し引き文＂が吉田式土器の固有の手法であるとされる。吉田式土器については，河口が既に型
式設定を行っており（河口1955),他の研究者も基本的に踏襲していると判断される。

岩本遺跡からは， 6点の隆帯文系土器・岩本 I・II・IIl・N類土器・前平式土器（永野タイプ l

点） ・押型文土器 (4点）が出土しているが，出土遺物の主体は圧阻的に岩本 1-N類で占められ

る。なお，これらの土器はIX・X層に包含され詳細な区分は成しえない。したがって基本的に出上

層位は同一で，明確に区分できる状況にない。

隆帯文系土器 (P214)の中の 1・2は，口唇部や隆帯文上に貝殻腹緑部を連続して押圧したも

ので掃除山遺跡や奥ノ仁田遺跡出土の土器に類似する資料と言える。また，縦位の隆帯文の長さの

違いはあるが， 3のように口唇部に直行する隆帯文を持つ類例も，奥ノ仁田遺跡で知られている。

4は天地が明らかでないが，口唇部とは無関係な位置に略U字状の短い隆帯文を貼付けた資料と判

断できる。 5は図面復元したもので， 17・3cmの復元口径が出ている。口唇部は，岩本 1-N類上

器に共通する調整具の木口状工具で外面から刻まれ，（浅い押圧）小さな波状口縁を成し，口縁部

直下に横位の貝殻刺突線文が 2列並行して施される。器面調整は，外面が横方向のナデ1士卜^ げ，内

面は貝殻条痕で1士上げ，口縁部下位の隆帯文以外は基本的に本遺跡の岩本 1-N類上器に特徴的に

見られるものと共通した特色を備えている。また，口縁部の内面及び外面に明瞭な段が残される特

徴は， II類土器と共通する。

今回分類した岩本 1-N類土器は，円筒形深鉢形の土器で，底部は全て平底を成している。器の

最大径は雄本的に口縁部にあり，底部から口縁部にかけては開きながら直線的に立ち上がる形状を

成している（典型的形状は P235のNo.267の完形土器に象徴される）。 I類-N類の 4区分は，口

縁部の形状に猜づいている。これらのうち W類土器以外は，口緑部の内面外面あるいは内面・外面

のいづれかに段を有するもので，口唇部は尖るように造り出されている。その後，一部を除き尖り

気味に造り出された口唇部に，棒状工具あるいは木口状工具・ヘラ状工具・貝殻復緑部等を用い，

外面方向から押圧し，波状口縁と成している。この波状口縁は，口唇部に対し直行しながら深く刻

むように押圧するものや浅く押圧するもの，あるいは斜め方向から押圧するものなどのバリエーシ

ョンが認められる。次に，口縁部には貝殻腹縁部を縦位ないしは横位に刺突し，それらの刺突文が

口緑部を—•巡する。なお，貝殻刺突の縦拉，横位の比率は縦位が卓越する 1項向を示している。縦方

向（斜めも含む）の刺突は 2-3筋の貝殻腹縁部を述続して施し，それらのうち少数であるが施文

方向の観察できる冑料では右から左への移動パターンが主体を占めている。一方，横位の刺突は，

貝殻腹縁部を口唇部に平行して連続刺突することにより口緑部を一巡し，この貝殻刺突線文は 1列

あるいは 2列が平行して構成される。

これらを詳細に観察すると，横位に貝殻腹縁部を刺突することによりその反作用として，刺突部

周辺がわずかであるが肥高する効果が生じる。また，口唇部を波状に仕上げるその手法とその意識

の背景に先行する隆帯文土器に求めることは可能であろう。すなわち，隆帯文土器の退勢の中にそ

の起源を求められる。 総じて器面調整はT睾に行われ，最終的にそれぞれの調整具で人念にナデ

て仕上げられている。調整具は，指頭・貝殻条痕・木口状工具等が使用され，調整の連動方向は外

面は横方向が主体である。また，内面も一部を除いて横方向の調整が卓越している。調整具では特
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に，木口状工具を用いたものが注目され，古墳時代に主流となる刷毛目状の繊細で良質と同様の痕

跡を残している。底部の形状，造り出しにも特徴が認められる。接地面は平坦でほぼ正円形を成し，

l闘睾にナデて仕上げ，内面に放射状の凹線が残される。この凹線は，ヘラ状上具あるいは櫛状上具

様な並行する複数の施文具で，中心部から周辺部即ち胴部との接合部方向に向かって放射状に残さ

れている。底部外面に，ヘラ状工具や貝殻腹縁による規則的な刻みが付けられるものがあるが (P

241 , No.347-354・356) , 岩本 I-N類土器では主流とは成りえていない。この底部外面の調整や

底部外縁の刻みについては，「・・ロ緑部まで整形が終了した後に，上器をひっくり返して施され

るものである。このように底部の調整が丁寧であるということは非常に特徴的なことといえ

る。 ・・」と注目がなされ，土器製作における細心の配慮がなされていたことが，この時期の特徴

であるとの指摘がある。底部での注目される資料に P241のNo.357・358がある。これらの接地面に

は，スダレ状の圧痕が残されている。詳細は明らかにできていないが， 'h358では繊維状の総りが

観察される。この底部圧痕と類似した音料が串間市留ケ宇土遺跡でも出土し，網代底と注目されて

いるがいわゆる一般的な網代とは異なっている。南九州のこの段階での縄文及び撚り糸の存在につ

いては，明確な資料が確認されていない現状では新たな資料として注目される。

ここでこの岩本 I-N類上器の特色や位置づけ等について，検討してみたい。

①第 1に，木口状工具やナデ仕上げ等により，より人念な器面調整が行われている。この器面調整

手法は岩本 I-N類t器の大きな特徴と指摘できる。そのことは，その後の南九州縄文時代早期

土器文化が貝殻条痕の器面調整に支配されることと比較しても，大きな相違点である。

②器面整形の方向は，内外面共に横方向が中心となる。ちなみに，次の前平式土器段階での内面調

整は，縦方向の条痕ナデやヘラ削りが優勢となる1項向が知られている。

③W類土器以外の口縁部は，口唇部の内面及び外面に明瞭な稜線を残し，断面三角形や楔状の口唇

部を形成し，更に，口唇部を押圧することにより連続する小さな波状の口縁部に仕上げている。

この波状口縁を成す明瞭な稜線部は，円筒形の器形形成の後，さらに口唇部に粘土紐を貼付けな

いしは斜め方向に引き延ばし，その後，斜め方向にナデ仕上げを行い，稜線を持つ尖る口唇部に

仕上げる作業により作り出されている。ここで注目されることは，この意図的に粘土紐を積み重

ねる工程の源流に，前段階の隆帯文土器を重ね合わせる可能性を指摘できることである。このこ

とは，先の口緑部を巡る横位の貝殻刺突線文による肥厚帯効果も同様である。ちなみに，隆帯文

土器群の中で，口唇部に粘土紐を貼付けるパターンは，先の掃除山遺跡・奥ノ仁田遺跡のほか，

宮崎県堂地西遺跡・鹿屋市伊敷遺跡等でも知られ．更に指頭押圧やヘラ状工具で刻み，波状口縁

効果を見ることもできる。

④更に．口縁部に施される横方向の貝殻刺突線文，縦及び斜め方向の貝殻刺突文は，横位のパター

ンと縦位のパターンが指摘され，岩本 I-N類十．器を大きく 2分するに値する相違の可能性を含

んでいる。即ち，横位の施文から縦位の施文への変遷が予測される。

⑤以上のことは， P214の・No.5の土器存在からも支持することができる。

⑥底部肉面の整形に放射状の痕跡を残す，ヘラ状工具ないしは櫛状工具を使用することもこの段階

の特色として指摘できる。西丸尾遺跡でも同様の傾向を示し，さらに次の前平式土器には引き継

がれていない。
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⑦赤色頻料を途彩する土器文化の存在は，それ以前には知られていない。

このように岩本 I~N類土器は，極めて個性的特徴を備えた土器文化の基に展開した可能性を秘

めていると指摘される。そこで，これまでは前平式土器の前半の土器（岩本タイプ），前平式l器

様式の岩本式土器として評価されてきたが，前平式土器とは切り離し先行する土器文化と認識し，

独立し岩本式土器を設定したい。更に，岩本式土器は 2分できる可能性も提示しておきたい。

岩本式土器古段階（本遺跡の 1~ 5の土器を含む，先行する隆帯文＋．器群と密接な関係を成す土

器と，口縁部に横位の貝殻刺突線文が施され，刺突部周辺に肥厚帯を生じ，

前段階t器文化の系語を残している。）

岩本式t器新段階（口緑部の刺突は， 2~3筋の貝殻腹縁により縦位ないし斜位に連続して施

される。）

次に，上記のことが石器においても支持される可能性が高いので，記して置きたい。前平式土

器・加栗山式土器• 吉田式土器文化で普遍的な石鏃として，小型の正三角形鏃が主流を成すことは

既に知られている。 P246 O)No. 3・4の石鏃は正三角形であるが，規格においては大いに異なる。

すなわち，前平式土器～吉田式土器文化に普遍化する伍鏃より遥かに大型であり，小型化への動向

が今後注目される。一方，掃除山遺跡の打製伍鏃は，平基式を大きく逸脱しないやや長身の三角形

鏃に屈し， Nn1・2の石鏃がそれに近い。また，横井竹ノ山遺跡の打製石鏃は，掃除山遺跡の石鏃

より底辺と長さが近似する傾向を示しているが，やや長身の三角形鏃に区分できる。このことは，

掃除山遺跡や横井竹ノ山遺跡，岩本式土器段階は，小刑正三角形鉱が成立する以前の可能性を指摘

できる。磨製石鏃の発見は近年増加してきており，最初期は隆帯文土器の奥ノ仁田遺跡にさかのぼ

る。したがって，岩本式土器段階でも引き継がれていると解釈できる。 Nu12の縦型石匙は，存在

の希薄なもので，後の平桁式土器まで待たなければならない。尖頭器（両面加工・磨製両面加工）

も近年増加傾向にあると言えるが．本遺跡出土の製品が，形状・加丁技術共に優れているがその消

長は未だ明らかでない。また，輝石安山岩を用いた石皿の存在も注目すべきことで，形状の整形を

人念に行い既に定型化している可能性を提示している。残された資料から判晰すると，作業面は水

平に，背面の接地面は緩やかな半月形に整形される。背面の形状はほぼ半月形で定型化し，作業面

の形状は台形状と楕円形の 2種類で定型化されている。この定型化した石1I11は，初めてその存在が

明らかとなった加栗山遺跡では細石器文化の所産とされているが，その後相次ぐ発見にもかかわら

ず未だ隆帯文土器との共伴・共有は明らかでなく，むしろ後出する加栗山式土器や吉川式土器との

発見例が明らかにされつつある。その他の，石器については出土量が少ないために残念ながら論じ

ることができない。

上記したように，岩本式土器及び石器群の出自を考えるときに，先行した隆帯文土器（南九州独

自の輻広隆帯文）の存在を無視できない背景が見えてくる。岩本式上器の口唇部の形状，貝殻刺突

による肥蒻部の作出，これらは隆帯文土器と無縁に語ることはできない。一方，石器につては，磨

製石鏃は奥ノ仁田逍跡等と近似することが指摘され，打製石鏃は過渡的段階を指摘できることは先

に記した通りである。
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〈註〉

出口浩編「掃除山遺跡」鹿児島市教育委員会1992

児玉健一郎編「奥J仁田遺跡」西之表市教育委員会1995

児玉健一郎「第7章第3節」『西丸尾遺跡J鹿児鳥県教育委員会1992

吉本正典編「留ケ宇土遺跡」宮崎県串問市教育委員会1994留ケ宇土遺跡の底部圧痕は、永野タイ7゜•前平B式土器•前平式

土器とされる土器に該当する。

宮崎県教育委員会「堂地西遺跡」［宮崎学園都市遺跡群発掘調査報告書第2巣」 1985

鹿児島県教育委員会「大隅地区埋蔵文化財分布調査概報」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書29 1979 

岩本タイプこの種の上器に関しては，前平式土器の岩本タイ7゜•前平式土器の岩本式上器•前平B式土器の名称が使用さ

れている。以前，前平式十．器を2分し，先行する土器に岩本遺跡出土の土器群に「岩本タイブ」を、後半に「永野タイ7゚ 」を想定

していた。その後、新東により「岩本式土器」・「前平式土器」と呼ばれている。

(0) 円筒形深鉢形の形状で，直行する口緑部が主体であるが，(P221のNn170・Nn171)のように内傾するものも含まれ

る。

（（））岩本 I類土器は口唇部は外面が高く，内面が低くなるように整形され，浙面は偏平片刃石斧状を足し，内面には

明瞭な稜がつく。岩本 1I類上器は浙面形状は両刃石器様に鋭角となり，内面外面共に1本部との境界に明瞭な稜線を形

成する。岩本m類土器は l類土器で見られた内面の稜線が明瞭さを欠くもので，岩本w類土器は口唇部が平坦面を成

し，その外面端部に貝殻腹縁等を押圧したもので，2点と少ない。

新東晃一編「村原（桁／原）遺跡」加世田市教育委員会1977

長野真一-まとめゴ上祓川遺跡群（上楠原•水／谷・丸岡遺跡）」鹿屋市教育委員会1984

新東晃一「南九州の円筒土器と角筒土器ー前平式土器と吉田式土器の型式概念をめぐる諸問題ー」（考古学と関連科学）

『鎌木義昌先生古希記念論文鮨刊行会」 1988)

河口貞徳「古田式と前平式のその後について」『鹿児島考古」 1989

(1) 吉田式上器については、河口分類をそのまま踏襲

前平式土器は、知覧町永野遺跡や溝辺町桑／丸遺跡等の土器が指標的土器として知られてきていたが、近年調査され

た田代町荒田原遺跡では、特に角筒形上器により古相を里するものが発見されており、11"1)1ーシ，ンの広がりを認められ

る状況にある。
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